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第30回日本看護研究学会学術集会

会長竹尾恵子

みなさまの協力を得て，第30国日本看護研究学会学術集会の準備を進めて参りましたが，ょうやくにここに関擢を詑

丸参加者からの発表申し込みも多数頂いておりますことを感謝しています。

今閣の学会は，第30回という部誌の学会であり，また社会に大きな変動が起こっている時期でもありますことから，こ

の時期に，看護学の専門家が一堂に集まり.日墳の研究の成条を共有し考えを交換いたしますことは大変;意義深いもの

と感じておりますc

今期の会長講演のテーマは fヒューマン・ケアの看護実践への具現化jといたしました。看護の基盤をなすヒューマン・

ケアリングの概念に関しましでは，取り立てて新しいものではありませんG しかし社会に，没界に蔓延する貧国や暴

力，非道などをみるとき，委譲が掲げるこの概念はi脅して色あせるどころか，今また再度，この人間的な概念を検訴して

いく持摺にあると患っております。

看護学は今後，専門織集団の基盤を支えていく学問として，専門性育成の議論が必要と考えます。今留し特別講演とし

て， UCSFのエリカ・フロイリッヒャー教授をお招きし f看護における心駿銭域専門家の育成と役説jと惑して，議淡を

頂く予定です。

未だ心鱗看護の専門家育成が正式な制度として発足していない現状から，今後の発展を期待したいと考えています。

また，シンポジウムを 2つ用意しました。一つは学会としてEBNの構築をアピールするという意味から， rEBNを実

践する鍵一つくる・さがす・っかうー」と題した討議， もう一つは溺捺イとする今の時代を反映して「看護教育における開

襟協力jについて議論頂くことといたしました。多くの方々の参加を得て活発な議論・意見交換が交わされますよう摺待

しておりま

{むに看護技術実演交流会を 2つ企画しています i心臓蘇生法 BLSからACLSまで-Jと i1)ンパ浮腫のケアーリン

パマッサージと多騒圧迫包帯法-Jの2つです。

それぞれ日頃臨床で実際に実践されている審議職の方々に，最新の技を見せていただき，参加者と交流して頭きたいと

綴っております。

すべての会商はこの学会に相応しく，看護実践を意識したものであり，研究もエビデンスも，技も，看護実践に生かさ

れてこそ意義があるという，私の信念を反映した企画となっております令

これからの看護が，厳しい時代を生き延ぴ;ますます発展していくためには，我々が今手にしている審議の技を，より

き，進化させ，エピデンスに基づき実践を充実させていくことが不可欠です。多くの方々が学会に参加され，意見を交

換してくださることを願っております。
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学術集会に参加される方へのお願い

1.受付と参加査録

(1)受付lえ第 1日目9:00，第2日El8 : 30から行います。

(2) 総合受付の場所は， 1 Fエントランスホールですc 受付の入り口は事前登録者受付(参加費を苦手前に振り込みさ

れている方)と当日登録参加者受付に分かれています。

(3) 6月188までに参加費の事前振り込みをされている方は，事前登録者受付でひもを受け取り，事前に送付した

ネームカードをお付け下さいむ 6月訪日以降に参加費を振り込まれた方は，当日，事前登録者受付で張り込み用

紙をご提示でさい。引き答えにネームカードをお渡しします。

出 当日塁王録される方は，当日登録者受付に学術集会参加費を納めて下さい。引き換えにネームカードをお渡ししま

すo ~日参加費は，会員10，000悶，非会員 10，000円，学生(大学院生を除く) 3，000円です。なお，学生の方は，

学生誌をご提示下さい。

出参加費に，抄録集代金は含まれていません。会員には学会誌として配布されますが，非会員，学生の方で希望さ

れる方:之受付にでご購入下さい。 1iIlI'2，OOO円です。

出領収書の必婆な方は，受付でお渡しします。

学会会場では必ずネームカードをお付け下さい。ネームカードの無い方の学会会場への出入りはお断りします。

2. 由貿演競演者の方へ

2 

( 1) 江演時thfj

淡者の方は，発表群の開始30分前までに，各口演会場の演者受付にお越しください。

一般口演の発表時1mは8分，討論時時は4分ですc ロングセッション口演の発表時間は16分，討論時間は 8分

です。時間を厳守してください合時If!jを超過した場合，康長から発表中止を申し入れることがあります。

討論は，座長の指示により行われま

発表の10分前までに「次演者I1引におしてください。

(2) スライドを使用する方

スライドの使用は10枚以、内とします。ブロジ、エクターは 1台です。

多 スライ iごは.所属群の口演関始30分前までに各口演会場の演者受付へ提出しスライド引き換えカードをお受

け取りください。スライドを提出するi祭は.演者自身で備え付けのフレームに入オl，試写のうえ}II貢番，方向を

ご線認ください。口演終了後，速やかにスライド受付において，スライド引き換えカードを提示しお受け取

りください。

出パソコン額面を映写する方

ご自身のノートパソコンを使って発表していただきますc

パソコンの外部ディスプレイ端子(標準のD俗 sub15ピン Mini)から会場のプロジェクターに議続致します。

パソコンからタト部ディスプレイにJ妾あ2する方法をごTifii言志ください(パソコンによっては5虫自のアダプターが必

要となりますので，各自でご用意ください)。また，電源コードも忘れずにお持ちください。

パソコンを用いた発表に不馴れな方は一度ご自身のパソコンを外部ディスプレイに接続して映ることをご確認

下さい。

パソコン本体の外部ディスプレイ端子

独自アダプターの鰐
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会場にいらっしゃいましたらなるべく早くパソコンを総合受付のPCセンターにお持ちいただき動作確認を

行ってください。不思11れな方はお早めにご棺談くださいc 発表開始時刻の 1時間前までにお願いします。

発表群の30分前に口演会場のi災者受付にお越しください。受付を行った後，会場内の映像担当係へノートパソコ

ン本体と電源ケーブルを一緒にお渡しください。持ち時間中にバッテリーがなくなると発表ができなくなりますc

淡台上にノートパソコンをお持ちしますので，操作は各自で行ってくださいっ

使用したパソコン本体は，発表終了後.淡題席でお受け取りください。

万一の場合に備え，発表に龍用するファイルを CD-RもしくはじSBメモリスティックにてお持ちいただくこ

とをお勧めいたします。

3.ポスターセッション演者の方へ

(1) ポスターの作成要領

ポスター掲示用パネルは下街のようになります。

ポスターは.指示された場所に掲示してくださいっ掲示に必要な磁びょう

は会場で準俄いたします。指示捧等は各告でご準義者くださいc

縦180cm.横90cmのスペースに図表，写真，説明文などを自己援してくださ

い。パネル上段左端の演題番号は学術集会事務局で準鋭いたしま

名，所属，発表者名の表示は，謎20cm，横70cmの大きさで各自ご準備くだ

喝-叩叩叩向.70cm 司同町同町周回4静
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さい。

(2) ポスターの掲示，取り外し

ポスターの掲示11寺湖及び取り外し時間は以下の通りです。 掲示準備の時期

帝に，会場で受付を行い，掲示を行ってください。

4問問司周目白目白ーー--・・ 90α混 F 

(3) 

自分の繋疑応答Il寺術者には，必ずポスターの前で待機してくださいc

座長は設けておりませんので，自自に詩論を行ってくださいc

ポスターを掲示しなかった場合，あるいは質疑応答時間帯に不在の場合は，第30関iヨ

では発表しなかったことになります。

4.座長の方へ

(1) ご担当の口演会場受付に. 30分前までにお立ち寄りください。

必各m:開始10分前には f次康長席jにご着席くださいc

(3) 各群の持ち時間を厳守してください。

6.録欝力セット，ビデオ，カメラの持ち込み禁止について

(1) 議淡及び発表の録音，録画，カメラの使用は禁止いたしますのでご了承下さい。

6.懇親会のご案内

川皆様の交流の場として，懇親会を開催いたしますので¥多数のご参加をお待ちしていますc

ります)

日 時 7月29日(木) 18:30~ 

場所 パレスホテル大宮(学術集会会場横)

会費 6，000丹

日も受付けてお
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7.その他

(1)昼食について

お弁当の販売は致しませんので，お持ちいただくか周辺施設をご利用下さい。会場内は飲食可能です。

出会場内での呼び出しについて

会場内での呼び出しは原則として行いません。

(3) 託兜サービスについて

会場内で託児サービスがご利用いただけます。

ご希望の方は. 7月22日(木)までに鞠マザーズまで直接ご連絡下さい。

電話:0120-788-222 (月~金1O:00~17:00)

対 象 1歳から12歳のお子様(1歳未満のお子様については応、相談)

料金:託史料の一部としてお子様 1人につき 185，000円 (3時間以内は3，000円)をご負担下さい。

------------ 義護実漠交流会のと案内 ------------

@心腕蘇生法 -BLSからACLSまで一

7月初日(金)13: 00 -15 : 00 E会場(市民ホール403/404)

実演交流会は，定員を超えても入室できますが，近くで見学できる方は，成人60名，小児30名まで

です(若干名，体験可)。この90名については，当日 E会場入り口にて12:30から受け付けます。

@リンパ浮腫のケア ーリンパマッサージと多潜在迫包帯法一

7月初日(金)13: 30 -14 : 30 D会場〈市民ホール401/402)

ステージで行う手技をビデオカメラで映写しながら説明を行います。会場の座席数は約200席です。

受付は設けておりません。

------------ ランチョンセミナーのご案内 ------------

日 待 :7月29日(木)12: 00 -13 : 15 

場所:大宮ソニツクシティー B会場(小ホール)

rc型'1受性肝炎の病態とその治療・看護」

首会長崎大学医学部保健学科・臨床看護学教授寺崎明美先生

{第 1部}特別講演 rc型慢性肝炎から肝癒まで一病態と治療-J

思家公務員共済総合連合会虎の門病院副院長按邸時:光先生

{第2部}座談会 「専門涯に開く日常看護の注意点・問題点j

共催

{問題提恕]東京大学援学部附属病院主f壬副審護師長木村敬子氏

NTT来日本関東病院菱自真季氏

[問答者]国家公務員共済組合連合会虎の門病院副続長熊田博光先生

第30問日本看護~:n汗究学会学術集会

中外製薬株式会社

株式会社医学書=!淀

*受付等については当日会場の掲示をご覧ください。
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会場案内図

lFホーノレ側

③エスカレーター
D.E会場

lFピノレ側

ιコJR大宮駅(地上)
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2Fホーノレ 4Fホーノレ

C会場(盟際会議場)

ε金場(市民ホーlレ403/404)議 |ポスタード-1会場(601-604)

~エレベーター 1機鋒繍脳幻a珊間②エレベーター

D会場(市民ホーJレ401/402)

4Fピル 6Fピノレ
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プログラム

鶴第 1E3自 7月29詰(木) 9:00関場 1O:OO~ 1 8: 1 5 

1O:00~ 開会の辞 壊事長山口桂子

1O:00~ 11:00 会長講演「ヒューマンケアの看護実践への兵現化j

講演者:竹尾 恵子(悶立看護大学校)

司会:山口桂子(愛知県立看護大学)

11:00~ 12:00 総会

12:00~ 13:15 ランチョンセミナー rc型慢性肝炎の病態とその治療・者ー護j

(中外製薬株式会社株式会社医学舎続)

13:00~18:訪 日淡演題発表

14:00~ 16:00 ポスターセッション質疑応答

18:30~20:00 懇親会

轡第2目白ア月30日(金) 9:00~1 ア:00

9 :00~12:15 一般淡題発表

1O:00~ 12:00 特別 講演:r看護における心臓領域専門家の育成と役割j

講演者:Erika S. Froelicher (University of California， San Francisco， U.S.A.) 

司会:見藤経子(前長野県看護大学)

13:00~ 15:15 口演演題発表

13:00~ 15:00 ポスターセッション紫疑応答

日:00~15:30 看護技術実演交流会号:r心肺蘇生法 -BLSからACLSまで-J
議 締:I翠立循環器病センター看護部

成人担当:松浦ゆきみ 西島和美 尾上純子 吉田活子

小児担当:図村有希 大卒中陽子

13:30~ 14:30 看護技術実演交流会号:rリンパ浮醸のケア ーリンパマッザージと多層庄追包帯法-J
講 師:国立がんセンター東病院緩和ケア病棟 中辻苦手邦子 佐々木智美

15:00~ 17:00 シンポジウム〈号:rEBNを実践する鍵 一つくる・さがす・っかう -J
司会.真由弘美(東京大学)

阿部俊子(東京霞科歯科大学)

シンボジスト:Robert L. Anders (University ofTexas， El Paso， U.S.AJ 

北池 正(千葉大学)

丸口ミサヱ(関立看護大学校)

坂本史衣(聖路加国捺病院)

15:00~ 17:00 シンポジウム宰): r看護教育における酪捺協力」

再会:手島 恵(千葉大学)

稲調 光子(悶立看護大学校)

シンボジスト:小西恵美子(長野県看護大学)

国代 )1僚子(聖路加看護大学)

熱田 泉(ヘルスコンサルタント)

Puangrat Boonyanurak (Saint Louis College，百lailand)

間 ム一品
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第 1回目:ア月29日(木)

議

拘
表

~

J
f
n
i
 

カ

行のぞシ
}

会
争

時

d
々
i

h

病

ナ:
の

j
i

決

ン

院

議

E

性

器

チ

億
ン

型

療

ラ

C
治

(55 -58) 

1 -D 15苦手

健康教育 I. 

高齢者と健康

(59 -62) 

1 -D -16群

健康教育立・

女性と健康

(63 -66) 

セルフケア

(67 -70) 

(51 -54) 

1 -P -14若手 ポスターセッシ 3 ン

意号譲管理(146-149).看護駿の特性 (150-153)，看護倫

理 (154-157) 

健康.jぢt進 I (158 -161)，健康・増進 II (162 -165) 

[資疑応答時間 14 : 00 -15 : 001 

1 P 15務 ポスターセッション

総称看護学実習(186-189).看護教育方法 I (190-

193)，者護教育方法立(194-197) 

肴護教育方法翠 098-201)，看護教育方法ぴ (202-205) 

{質疑応答時間 15 : 00 -16 : 001 
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第2日目:ア月30臼(金)

2-B-1O群

務神看護I!'

感染看護

(103 -106) 

2-B-ll若手
看護倫理 1

(107 -110) 
[11:00-

12 : 15] 

2 -B -14総

学校保健・国

際看護

(115 -117) 

13 : 30 -14 : 30 

看護技術災淡交流会多

リンパi字路のケア ーリン

パマッサージと多総圧迫包務

i去一

2 P 13群 ポスターセッション

実溜指導者他 (226-229)， ~主任教育 1 (230 -233).現任教育 H他 (234

-237) 

がん看護・ターミナルケア(お8-針。).リハピリテーション者護(241-鈴4)

[質疑応答待問 14 : 00 -15 : 001 

2 P 14群ポスターセッション

小児看護 (265-268).家絞看護 (269-272).母性看護 1 (273 -276) 

母役者護I! (277 -280).妊E主婦の喫煙 (281-284) 

{質疑応答待問 14 : 00 -15 : 001 
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ト般演題 噂 7月29詰(木)轡

< 1 A 14群>看護学生の特性 11日邑 14: 00 ~ 1 5 : 00 A会場(大ホール)

小板橋喜久代(群馬大学)

1 2年課程に進学した学生の特性一看護部経験の有無および高等学校衛生看護科新卒者の特設についてー

戸問中央看護専門学校第二学科 O坂井 瑞子

2 ボランテイア活動と自己教育力との梼速について

岡山大学涯学部保健学科 O桝本朋子滝浮加代子池田敏子

3 看護大学編入学生の尋問機志向に関する研究

聖路加看護大学大学院 O萩原f左知子

4 看護学生のセルフケア実践震に関する研究

山梨大学大学i発援学工学総合研究部 O井上 宮島多i決子佐藤みつ子

<1-A-15群>養護学生の特性II1 a毘 15 : 00 ~ 1 6 : 00 A会場(大ホール)

座長出島 (広島県立保健福祉大学)

5 模擬患者活用における学生の患者に対するイメージイヒ

久腎米大学医学部者護学科 O加'悦 森本紀日子飯野矢住代辻 {愛子

初u二輝子河合子恵子

6 読書による者護学生の「死jのイメージと考え方の変容

翠態大学大学院児家学研究科児童学専攻博士後期諜穏 O福UJ さ宗主主

ア 女子看護学生の男子看護学生に対する意識について

滋賀医科大学院学部約潟病院 O井手敬IIB

滋賀医科大学医学部看護学科瀧j討 議片岡 … 

8 4年制看護学生の他者依存性の経年的変化

長崎大学医学部保健学科 Oi安野 香苗

<1 A-16群>看護学生の特性謹 1日目 16:00 ~ 1ア:00 A会場(大ホール)

高総 務子(日本赤十字北海道看護大学)

9 成人看護学実習における学生のストレス・コーピングー問題の向かい方とコーピングに焦点をあてて

香川大学医学部隙属病院 O留所美代子

香川大学医学部者護学科大森美津子

香Jlll思立保健医療大学者護学科星野礼子

10 者護学生の死の不安認知に関する授業前後の変化

愛知教育大学教育学部 O大野 晶子

名古農大学医学部保健学科看護学専攻 安藤
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j一般演題

11 看護学生の精神看護学実習における不安一 2年向のSTAIの調査結巣から一

東京都立南多摩看護専門学校非常勤 O宮原 紀子

千葉大学内海 混

12 看護学生の自己受容の実態についての調査

神戸市立中央市民病院 O浅見慶子

滋賀陸科大学医学部看護学科 瀧川 片間三伎

種審ア月29日 (木)欝

<1-A-17群>看護学生の学習成果 11自由 1ア:00 ~ 18: 15 A会場(大ホール)

座長 若松 }I原子(盟立病院機構災害医療センター防腐看護学校)

13 脳神経外科実習での学生主催レクリエーションからの学び一学生の実習記録の分析一

和歌山県立援科大学保健看護学部 O池間敬子鈴木幸子畑野

坂本由希子 上回稔代子

14 終末期看護における看護学生の実習修得度と共感性の関連

久皆米大学院学部看護学科 O寺田敦子瀬川睦子原 頼子

15 重症心身r~害児に対する看護学生の意識講造に関する研究

君下馬大学援学部保健学科 O草野美根子

県立長崎シーボルト大学中 淑子林!万 りか

内海 混

16 紙上の臨床審議場面における看護学生の共感的応答に関する研究

ロングセッション

和歌山大学大学院教育学研究科 。板谷裕美

辻あさみ

<1-8-14群>がん審護 11田昌 14 : 00 ~ 1 5 : 00日会場(Jj¥j"j¥-)レ)

12 

17 HCV由来肝硬変・ 1干癒患者が諮る病みの経験

石川県立看護大学 O内田 真紀

金沢大学法学部保健学科稲詔美智子

18 舌がん術後患者の機能障害の体験に関する研究

金沢大学院学部隊属病院 O橋爪 滋養

元大蹴大学医学部保健学科升谷英子

産長 i賓口 恵子(がん研究会F付属病説)

大 阪大学歯学部隊潟病院高野幸子池 美保関尾

19 陪麓造血幹細鞄移植を受けた患者の退院後の生活上の開題

東京惑恵会産科大学涯学部看護学科 O喜多加奈子 芳賀住和子
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目一般演題 轡ア月29自(木)事

20 前立腺がんの擢患による大立イソフラボン摂取の変化

筑波大学看護科学系 O高島 尚美樋之津淳子

<1-B…15群>がん看護II1田昌 15 : 00 ~ 1 6 : 00 B会場(小ホール)

河 正予(東京大学)

21 急性白血病患者における臨床試験参加の意思決定とその構造

浜松盟主科大学大学段看護学専攻 O平松 理恵

浜松陸科大学涯学部看護学科野i翠明子

22 男殻終末期がん患者のボディイメージ

新潟脊陵大学看護福祉心理学部看護学科 。小林 祐子

23 米告知状況下で集学的治療を受けるがん患者のコーピングー上顎がん患者1関の検討一

京都大学援学部隊罵病院 O越読谷静恵

元大阪大学医学部保健学科升谷英子

大政大学歯学部的弱病i淀高 野幸子池 美係官立尾

24 広Vi.拡大子宮会摘出衡を受ける癒患者の術前のストレスとコーピングに関する

北海道大学病院 O田島綾子竹田泰子桑原潤子宮JII 純子

<1-B-16群>がん看護盟 1B自 16 : 00 ~ 1 7 : 00 B会場(小ホール)

沼J:tマキ子(山田県立大学)

25 拡がん剤を取り扱う看護締の職業的i曝露の対策(その1) -8本の監療擁設における防護策の実態一

秋田大学医学部保健学科 O石 井 範 子 工 藤 由 紀 子 長 谷 部 真 木 子 長 調 真 希 子

イ左々木真紀子

26 抗がん郊jを取り扱う看護部の毅業的曝露の対策(その 2) 一日本の医療施設における組畿的な取組と課題一

秋田大学匿学部探健学科 O佐々木真紀子石井範子長谷部真木子長持真希子

工藤忠紀子

27 実験的終痛が味覚に及はす影響

向山大学大学龍保健学研究科 O掛田

関山大学法学部保健学科・ 深井喜代子

<1-B …1ア群>轄f7j(購看護 1日芭 17 : 00 ~ 1 8 : 00 B会場(小ホール)

野JII 草子(北海道監療大学)

28 外来における糖尿病指導記録の検討(チェックリストを取り入れて)

高木内科クリニック O内山恵美子抜藤由美子古見みよ 高木正人

29 糖尿病鰐膜症患者の受診行動の影響要留から考える糖尿病教育

久皆米大学医学部看護学科 O飯野矢住代
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ト般演題

30 成人2現糖尿病患者が療養行動を変える心理

議賀県立成人病センター 浦嘉代子

京都大学援学部隙撰病院 中JIIさとの

九州大学病院安関

種審ア月29B(木)母

金沢大学陸学部保健学科上回由喜子稲滋美智子多Il母恵子村角

31 糖尿病の食事療法を継続する心理的要自の検討

弘前大学法学部保健学科 O富津登志子

弘前大学教育学部心理学教室 王子関 恭一

<l-C 13群>糧性喪患看護 11呂田 13 : 00 ~ 1 4 : 00 C会場(題際会議場)

康長井上弘子(北海道総合夜宅ケア事業団)

32 慢性腕疾患患者・の急J性増悪期における看護介入の検討(その1)

)[1立天堂大学援学部約属)11妥天堂医院 O河野留美湖 伊東 佐和

)[1夏天堂援療短期大学 青木きょ

33 慢性問主主性肺疾患患者における精神的健康と際答に関する検討

向山大学[哀学部保縫学科 O森本美智子

間w路 立大学高井研一

34 看護締が慢性疾患患者への笑践ケアを学ぶ構造

金沢大学大学説医学系研究科 O新谷

金沢大学底学部保健学科稲垣美智子・

35 看護師の援助行動プロセスの構造一血液透析患者への生活援助場面の分析から一

富山医科薬科大学大学暁鹿学系研究科修士課桂 O版 元子

富山医科薬科大学成人看護学入塚美樹悶浮賢次

大阪大学大学院新谷恵子

<1-C-14群>慢性疾患看護II1司自 14 : 00 ~ 1 5 : 00 C会場(霞踏会議場)

14 

E室長 松浦ゆきみ(思立循環器病センター)

36 セルフモニタリング法を使用した成人型アトピー性皮腐炎患者の撞破行動に関する内容分析

富山腹科薬科大学医学系研究科修士課程 O長内志津子

富山医科薬科大学成人看護学八塚美樹安出智美吉井美穂出浮賢次

富山医科薬科大学基礎看護学上野栄一

37 保健指導における味付けの好みの意義~男性における生活習慣病諸関連検査成綴との関連から

日赤愛知銀大 O擁 容子小笠原ゆかり小林替予滝益 栄

名 大院援公衛玉腰浩司近藤高明豊嶋英明

38 関節リウマチ患者による QOL評価と家族による QOL評価との比較一患者の機能障害度分類別比較

高知大学医学部看護学科 O馬場才悟西国佳世田辺恵子陶山啓子
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目一般演題 建議ア月29日 (木)議

<1-C-15群>救急看護 11臼自 15 : 00 ~ 1 6 : 00 C会場(国擦会議場)

竹内登美子(I妓王手大学)

39 術後急性期の看護実践活動の内容とその構造

福井大学涯学部委護学科 智 恵 岩 A l 告 子 溺 弁 : 明 子

40 急性心筋梗塞患者の病変数による退院後健康関連QOL

藤間保健衛生大学大学院保健学研究科クリテイカルケ 。小寺

J露関保健衛生大学病院審議官r;
中111奈ii¥t紀

照美青山ゆかり i幻自智恵

41 綴込みlli除綿製j器(ICD)患者のQOLの評価一 ICDj選応疾患部S子36の詑絞一

山梨県立春護大学援態大学部 O武自

42 臨血管疾患で急性期疲状を呈した患者への転関予iお策の評価

柴LLJ

特)]IJ[~療法人若手出会長崎北病院看護部 増田 草野可代子安永千秋柴原

<1-C-16群 >

43 救急、外来における

商社i久美子

立 1日間 16 : 00 ~ 1 7 : 00 C会場(留際会議場〉

恵子

らの的報提供の現状と患者の反応、

44 初期 -2次救急患者の実態と救急、若議体制についての検討

九州大学医学部保健学科 C川上千普英 松調

45 初賎~三三次対応の救急外来での看護締の臨床実践一行動観察データによる分析一

崎力11託子

i爵弁明子岩田治子

訪 中堅者護郎の急性}留意識諮害患者への者護ケアの意味とその議造

国立名古屋病説。石川 倫子

<1-C-17群>種環器系諜態態蓄の外来看護 1自呂 17 : 00 ~ 1 8 : 00 C会場(題際会議場)

ンター)

座長 白尾久美子(浜松医科大学}

47 外来通i誌やの心疾患，患者のQOLとソーシャルサポート

淀川キリスト教病i克 O図上あゆみ

大阪府立看護大学看護学 部太賠洋子稲援
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問一般演題

48 外来通院中の心疾患患者のQOLとセルフ・エブイカシー

大成府立看護大学者護学部 O揺滋美紀土居洋子

淀111キリスト教病i完看護古[S 西上あゆみ

49 外来に通読する高血圧症患者の日常生活における自♀管理度の実態調査

富山医科薬科大学医学部看護学科 O横悶恵子上野栄一

日本赤十字北海道肴護大学 高間

50 循環器リスクファクターを有する外来患者への生活問診紫の開発

慶応義塾大学病院 OIW 美奈子

護審ア月29日 (木)鞠

<1 0-13群>看護技街に関する教育 1毘芭 13 : 00 ~ 1 4 : 00 0会場(市民ホール401 402) 

座長平田 雅子(神戸市看護大学短期大学部)

訂 正j己評伝liおよび他者評価を取り入れた肴護技術教育の検討

JlI崎匿療短期大学 Oirド田理枝問悶淳子阪本みどり 調印初恵

52 与薬の技術に関する基礎教育機関と路地実習での学習レベルについて

之医学部看護学科 O内田倫子土毘八千代古家明子

53 恭礎看護技術「与薬Jの3関確認に関するi潟地実習の実態一学生の自己詳細liと指導者の詳細の比較一

東京都立北多摩看護専門学校 C森 祐子

元東京都立公衆衛生者説得l'日f:校 冨EB 秋枝

54 技術自己診断ー記録 (SSDER)からみた卒業時学生の看護技術実施状況に関する研究

北里大学看護学部 O城戸滋車及川美貴子猪又克子同締寿美子

<1-0-14群>養護学教員他 1呂田 14 : 00 ~ 1 5 : 00 0会場(市民iI¥…ル401/402) 

16 

55 若ιi~教員 における尋問性尺度の作成

東京都立府中看護専門学校 O斉藤 茂子

武線野大学通信教育部鈴木公啓

座長井上悦子(熊本保健科学大学)

56 肴護系大学に勤務する助手のメンタルヘルスに関する研究 一職務満足感とコーピングとのj渇係から

滋賀医科大学 O片潟三桂宕i的優美}l1上 i湯 子 瀧 川

57 看護基礎教育における者護過程教授に関する看護教員の意識調査

兵庫県立大学大学院看護学研究科 O禅問 照絵

58 母性看護学教育研究の動向

国立看護大学校 O中111登志子

千葉大学舟島なをみ
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j一般演題 建議プ月298(木)鱗

<1-0-15群>鍵麗数寄 i・高齢者と纏康 1El毘 15 : 00 ~ 1 6 : 00 0会場{搭民iI¥-)レ401/402) 

座長麻原きよみ(袈銘加者護大学)

59 高齢者の左右下技筋肉震と筋力のバランス許鏑

山梨大学大学院医学工学総合研究部 O宮島多映子 抜藤みつ子

60 中高年者の動原硬化設と生活翠慣との関連

。黒田裕子城戸滋皇平尾百合子 IJ5b坂 出

北泉大学病j完治水 芳金原緯司

61 高齢者の生きがいと楽しみとの関連

前富山医科薬科大学安部 良

W~ /~、

災分

62 高齢者務力向上トレーニング卒業の評価に関する研究(その 2) ーグループインタビューからの評価

シーボルト大学看護栄養学部者護学科 C潟i七良祥子 吉田恵理子 古川

卓哉市丸 illll子

<1…0-16群>健顕教育立・女t控と健麗 1El臨 16 : 00 ~ 1 7 : 00 0会場〔市民ホール401 402) 

63 冷え症該当者の四肢末梢における

新潟大学医学部保能学科

64 成人女性の正常体重者における腿講の身体的特徴

特定[主療法人泰昭会長鯖北病院 ~4 Ù-1 

65 関経周辺j慢の気分状態に対するローヤルゼリーの有月H生
必シ阿品村活安lt;/~'判 。間宮直子吉村総之

66 女性労働者におけるー殺性セルフ・エブイカシ… (GSES)の更年賠故状への影響

久留米大学大学院医学研究科 。11J口

<1-0-1ア群>セルフケア 1日間 17 : 00 ~ 1 8 : 00 0会場(市民ホール401/402) 

67 '慢性心不全患者と急性心筋潔塞患者の退院後建康問i!li;QOL

藤邸保健衛生大学大学院保健学球究科クリテイカルケ

椀 修平

。仁TlLi奈津紀柴山

小寺

照美育iliゆかり 山間智恵

災水辺守護研究学会雑誌 Vol.27 '¥0. 3 2004 



目一殻演題

68 111笑顔誠治者の食道発声に関する自己効力感とセルフヘルプ・グループ支援の関連

神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部者護学科 01羽瀬 由記

長崎大学誌学部保健学科寺崎明美辻

69 腹膜透析療養老ーのセルフケア能力への影響要因

福岡県立大学看護学部看護学科 C三村 洋美

鳥取大学医学部保健学科人見訟江

機ブ月29B(木)機

70 I玖位で行う Low崎 Impact-exerciseの効果(1)一生理的指襟・主観的指擦による評価一

群馬大学医学部保健学科 O小板橋喜久代柳 奈津子

<1-在一 13群>老年看護 11自由 13 : 00 ~ 1 4 : 00 E会場(市民ホール403/404)

71 高齢者における保湿郊外用後の角潜水分量と皮指量の経時的変化

愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻 O内ED

愛媛大学医学部者護学科吉村裕之 白石 1隠

路長天野瑞枝(藤田保健衛生大学)

72 高齢者のリハビリへの意欲抵下~I視の分析 老人保健施設に入所の高齢者に強点をあてて

I，YdllJt.j市民病院 C後藤タ 妃筒:)1: 総子

73 向齢者の転倒予j汚行動における の比"浸

i'e:i9J¥大学医学部看護学科 {長1I上 lら 場 才 情 111辺

愛媛大学医学部者i芸学科 i淘111

74 グループホームの痴呆性高齢者の情報収集に関する研究…情報収集担当者の特性と情報収集との関連一

九州大学医学部保健学科 O赤可 千波平野(小原)裕子

<1-E-14群>老年看護立 1El自 14: 00 ~ 1 5 : 00 E会場(市民ホール403/404)

18 

75 痴5f~高齢者の尊厳に ræする主要ケア… EI 頃と国ったケース場合の比較一

吉i務医II捺大学看護学科 O谷間恵美子

座長 川島和代(石川県立看護大学)

76 成人・老人の生活習張病患者へのQOL支援に隠する教脊方法の開発行)QOL支援行動尺度の開発

昭和大学保健医療学部春護学科 まゆみ

77 特別養護老人ホームで長Ji齢者を器取った家族の体験一看取りへの合意一

札幌医科大学保健匿療学部看護学科 Oi利率圭子機構輝美

神奈川県ー立保健福祉大学保健福祉学部看護学科 長谷川真浸

78 障害高齢者の思いを繋ぐ在宅サービスの構築に向けて~ナラテイブアブローチから見えた介護保倹の富点

高知大学医学部看護学科大学院 O大関 昭子 上村山香車

高知大学医学部看護学科土屋紀子

日本若手議長If究学会雑誌 Vol.27 災o.3 2004 



ト般演題 題懇ア月29日 (木)機

<1-E-15群>看護部の特性地 1自由 15 : 00 ~ 1 6 : 00豆会場(市民ホール403/404)

79 アイデンテイテイの構成要器

自治医科大学看護綬期大学専攻科助夜学専攻 O鈴木

弘前大学医学部保鐙学科

元弘前大学援学部保礎学科 木村

80 看護締のパーンアウトに関連する要因一所属する診療科による辻較

山梨大学 O戸淳 j駁子下方友子多出貴志比i工島欣懐

81 看護締による患者への役割期待とその婆踏の探求

OpLJ~I: i't子
太出勝正

82 者護締の爪の自己管狸状況にj渇する分析

大分間病院 縄問八重子

ヨ2マリア

告をAI

<1…E 16群 > 1 1話題 16 : 00 ~ 1 7 : 00 (市民ホ…ル403 404) 

大西

83 乳劫史を育てている母親の育児ストレス

香川県立探鐙医療大学 C野口 小JIl f圭ft 松村

84 思春期における母子依存関係とメンタルヘルスとの関連性に関する研究

支迎夕ミ

85 思春期の子と向き合う殺の体験一第二次性畿における変化をゆ心にー

関山県立大学大学i如来健福祉学研究科

i潟111県支大学保健福祉学部看護学科横手芳恵

86 小児看護を実設する者護締が認知するサポートに関する研究

こども病説。高間一美文字

仁尾かおり

大i攻府立母子保健総合医療センタ一 石見和滋:

大i表大学大学i淀医学系研究科保健学専攻 藤井 78 河上

議賀医科大学医学部看護学科 高谷裕紀子

民;ドミ?護1i}f5i:考会会総誌 Vol.27 ¥0. 3 2004 

藤原子恵子

(弘前大学)
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j一般演題 警察 7月29毘 (木)機

<1一正一 1ア群>小見看護n.看護嘗理 1日自 17 : 00 ~ 1 8 : 00 E会場(市民ホール403/404)

20 

87 シールとチェツクシートによる幼児のi投入行動コンブライアンスの強化

横浜市医師会看護専門学校 O石舘美弥子

日本大学大学説総合社会情報研究科

88 長時i苦H呆宥と脊見環境との関連性

~林大学保健学者[1若護学科 O丸山 fl日子

浜松医科大学安梅勅江

吉田幸子(震i立成育医療{:ンター)

89 特定機龍病院における転倒予訪ケア(第一報)一会入院患者を前向きに 4ヶ丹開調査した転倒の実態一

金沢大学医学部約属病説。浅井商乃谷口民生池田文江倉田真琴平真紀子

桶 品子

金沢大学医学部保健学科加藤真由美泉キヨ子

90 身体拘束騒止に取り組んだ、介護老人保?を施設i隊員の意識

千葉県立衛生短期大学看護学科 O今井

千葉県済生会資志野手I制定石川 恵子

井 上 映 子 大 谷 良 千 子

日本達手議研究学会雑誌 Vol.2i ;¥0. 3 2004 



ト般演題 験 7月30日(金)犠

<2-A-13群>看護学生の学習成果n2呂田 13 : 00 ~ 14 : 00 A会場(大ホール)

康長大島弓子(愛知県立看護大学)

91 造血幹織抱移様経験者の特開講義を通して得た学生の学び

島根大学医学部肴護学科 O小倉之子

92 減欝的気管内吸引法と呼吸音総診法の淡習授業に関する学習効果

和歌山県立医科大学探健看護学部 C上田稔代子坂本由希子治留敬子辻あさみ

焔野 2喜美山中!積子鈴木

93 看護実習カンファレンスにおける学生の「学びjに関する研究

藤禁法療技術専門学校表護学科 O佐々木寿美子

94 小児看護学実習のカンファレンスにおける学生の学びの検討

日本赤十字愛知短期大学看護学科。市江 利子

<2-A-14群>教授活動 2自患 14 : 00 ~ 1 5 : 00 A会場(大m-}レ)
佐藤みつ子(山梨大学大学院)

95 成人の発達段階部にみた健康観・健康行動の特性を組み入れた授業を行う事前説査

滋賀i県立大学人間者護学部 O横井 和美

滋賀県立総合保健専門学校 w本はるみ 北村 平井出呑思

96 官j報倫理を如何に教えるか

岩手県立大学看護学部 OL1J1持 …史浅沼

97 看護学生の窓、者個人指導に関連する要因一学生へのインタピューを過して

県立長崎シーボルト大学看護学科 C片穂野手11子 岩永智恵子

98 における学生のらlearningへの期待に関する調査

敏子真鶴曲賞窓生鶴

石原逸子

<2-8-9群>精神看護 12自由 9: OO~ 10: 00日会場〈小ホール)

原資 堀JII

座長青山麗子(国立精神・神経センター武裁病院)

99 精神科看護締の視覚情報取り込みと観察記録の特鍛

開立者護大学校

盟実

二子鶴

100 精神科看護蹄としての存在価値の揺らぎを体験した場面の分析

神奈JlI県立保健揺祉大学 O撰JlI

北里大学者護学部柴田真紀

日本審議研究学会雑誌 Vol.27 No. 3 2004 21 



目一般演題 豪勢 7月30日 (金)機

101 患者の身体的拘束を行う肴護締の葛藤一精神科及び消化器内科に勤務する看護蹄へのインタビューから一

北上立大学 C柴lIJ J芝居紀 i潟水 典子 池国 明子

北現大学東病院新甫知恵

102 精神科，看護制jの専門的ケア行動を強化するための組識コミットメントモデルの開発

筑波大学看護科学系二野恭子医JlI 告n日

<2-B-10群>精神箸護11-感染看護 2自由 10 : 00 ~ 1 1 : 00 B会場(小ホーjレ)

103 社会生活を送る統合失調症者の集出活動に影響する要国

福井医科大学医学系研究科看護学専攻 O斉藤由香車

福井大学医学部者護学科宮崎徳子

104 Duke Social Support Index白木語版 (DSSI35)の開発一検証的関子分析による悶?と講迭の検討一

県立長崎シーボルト大学大学11克人関健康科学研究科 O岩瀬

県立長時シーボルト大学大学i克人間健康科学研究科{I多士課裂 地閲 覧ー子

105 総液jレートにおけるクローズドシステムのWlifílli~三方活栓からの細菌侵入の検討~

よい(群馬大学)

北拡大学京病院者護奇lí ぷ!とぬ il~f美:江藤陽子水橋恵子山田谷節子菊一好子

106 迷乾'til:手指ial与剤の携祐二による手洗い教育の効栄…荘議実資生を対象としてー

宮崎大学医学部者護学科 C己主111ひとみ

指Wl大学医学部保健学科深井喜代子

<2-B-11群>著護備理 12 B El 1 1 : 00 ~ 1 2 : 1 5沼会場(小ホール)

107 者護騎のケアと正義の志向と葛藤i待の窓思決定

佐裂i豆科大学大学院医学系研究科 O藤間佳代子

佐賀大学医学部看護学科，井上範江児玉有子

108 ケアの現象学的考祭一食事援効の場1II1から一

ヨ子息子包 0111中恵利子

109 ナラテイヴー現象学的アプローチの方法論的基礎付けについて

大i疑的:立者護大学看護学部 O荒 木 孝 治 和 田 恵 美 子

110 審議師の倫理的支授としての内部通報:審議仰の意識のパイロット

ロングセッション

長野県看護大学 O小関恵美子

22 日本三，j護研究学会主主主主 ¥101.27 火O.3 2004 
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目一般演題 韓議プ月30出 (金)鶴

<2-B 13群>看護儲理1I2回目 1 3 : 00 ~ 14 : 00話会場〈小ホール)

座長 主主子 七生(国立がんセンタ -J友病読)

111 r看護上の倫理的問題J(こ対する看護学生の?現実jと f理想jの意思決定とその理由づけ

新潟大学涯学部保健学科 C出口玲子渡辺淳子尾崎フサ子

112 データマイニングによる看護学生の考える 自由記載丈の分析から-

O上野栄…横田

113 肴護学生が考える患者の自己決定に関わる f看護締の投錨j

-1 年次の変化に着目しては)ー

束手1;大学涯学部若護学科 il主浅知能子 英子

長谷JI

114 君t護学生が考える患者の自己決定に関わる f若議締の役割j

-1年次の変fヒに器iヨして(2) 一

有美 英子

長谷川美津子

<2 B-14群>学技保鑓ー 2自自 14 : 00 ~ 1 5 : 00 B会場(小ホール)

塩飽 仁(東北大学)

115 自身の役寄5・機能について

財部法人間保j輿嵐会北野病i完

116 'iヨ留における者護持の職務満足度に関する研究-I:HIDと日本との比較

毘医科大学的属仁IJ控病詫

組JII医科大学大学院j葉学系研究科

市山嗣 松浦和代

lli 介護技術淡習における自主的演習の重要性

静岡福祉大短態大学者1; フミエ

<宏一C-9群>継続審議 2自由 9: 00 ~ 1 0 : 00 C会場(菌擦会議場)

座長任 和子(滋賀

118 患者・家族の退院後の不安変化と不安対処に影響を与える要留の検討

秩父生協病段。佐藤幸路

藤凶保健衛生大学衛生学部衛生者護学科 北村

119 高齢者の通所サービス利用部始と継続に関する窓忠

福井大学涯学部看護学科 O古川日和子磯見智恵小河育恵高柳智子麻生

高111 成子
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目一般演題 傘 7月30臼(金)轍

<2-C 13群>看護技街宣 2自器 13 : 00 ~ 14 : 00 C会場(霞際会議場)

座長 野村志保子(久留米大学)

130 溺風呂による入浴効果の検証~語部と綾部の表疫の形態学的変化とパイタルサインの変動~

大分大学大学院恭礎看護学専攻 C堀 美保

九州看護福祉大学看護学科二宮球美

大分大学援学部看護学科 島田

聖マリア短期大学 w蓬素子

131 高齢者の体温調節に関与するセラミック寝具の効染

名お撞大学医学部保健学科看護学専攻 子高
只

ー

132 袴癒対策に生理用ナプキンを使用して~穀極的予防の効条~

i豆療法人三和会東鷲宮病続三階病棟 浅見

133 けるフィジカルアセスメントの効果一老人ホーム入弱者の調査より

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 O羽入千悦子芳賀佐和子 喜多加奈子

<2-C 14群>蕃護技街諜 2自自 14 : 00 ~ 1 5 : 1 5 C金場(国際会議場)

会。 松田たみ子(自治医科大学)

134 自律神経・免疫機能に及ぼす足への体性感覚刺激の効果

出番永井伸夫

135 . i自分量 'pHおよび清浄度からみた71号拭の効来

。議オミみづほ 抜伯 由香

岡山大学深井喜代子

136 入院患者に対する背部マッサージ・指在の効栄一自律神経活動および主説的指掠による評価

群馬大学医学部保礎学科 C柳 奈津子小板橋喜久代

137 音楽療法の数量的評備の検討 r奨液中コルチゾールを指諜として一

ロングセッション

東邦大学医学部看護学科 C松下裕子福鵠龍子美ノ谷新子荒芥一歩

主主邦大学医学部付属大森病院田中援予知pヤ晃子田村 i育美

<2-D …9群>現任教脊 2自由 9: 00 ~ 1 0 : 00 0会場(市民ホール401/402)

山西 文子(開立国襟医療センター)

138 新人教育に関する文献学的考察一過去5年開の原著論文の分析

日本赤十字社長崎原;擦病院 O片w
県立長崎シーボルト大学大学院人間健康科学科 IlJ本富士江

混本看護研究さ戸会雑誌 Vol.27 災o.3 2004 25 



目一般演題 種審ア月30日 (金)塁審

120 .地域障害高齢者の外出行動や家庭内役訴と自己効力感との関係

富山医科薬科大学涯学部看護学科。塚原節子境川吏英子

121 脳卒中後遺症者の生活活動に拐する活動希望と活動頻度に関する研究ー性差に注目して m

神奈川県立保健福祉大学者護学科 OJlI守出千秋

<2-C-10群>リハビリテ…ション看護 2呂田 10 : 00 ~ 1 1 : 00 C会場(国擦会議場)

座長谷口まり子(熊本大学)

122 間後期~ 1)ハピリテーション病棟でのチームアブローチにおける者護締の働き

特別涯療法人春開会長崎北病院看護部 O山口多恵松建理俊子 111本雅子峰美樹 寅

溝口千鶴福江まさ江西111久美子

123 1)ハピリテーションチームで共有することが必要な情報に関する分析

金沢大学産学部附属病院 O青木頼子 山内自美子

124 凶復期リハど 1)テーション病棟における転倒事故報告書:の分析

特別援療法人春閉会長崎北病院 O福江まさ江 LLI本殺子溝口千鶴峰美由貿

松尾:t!ll1王子山訂多忠商山久美子

125 I出立と端康{立の姿勢保持によるJJ訟の活動状況の相違

札i探i芸科大学保f&医療学部看護学科 O林 総子

<2-C-ll群>看護技術 12日呂 11 : 00 ~ 1 2 : 1 5 C会場(盟際会議場)

126 仰初、位から感泣への休校変換方法別にみた自律神経活動と脳1I[1流

山梨県立春護大学短期大学部 O内藤 理英

山梨大学大学i淀底学工学総合研究部佐藤みつ子

127 高齢者における手首式自動血圧計の妥当性の検討

座長松山友子(樹立看護大学校)

東京医科歯科大学大学説保健衛生学研究科 O小笠涼祐子ニ官彩子小泉仁子

増活敦子

128 新型サーミスタ式予inlJ体説言iーによる版商議iJ!IJ定値の検討

長崎大学医学部保健学科 O宮下弘子山崎真紀子松本 正

129 ギヤツチベッドの背上げにおける最適な援助方法の検討

ロングセッション

24 

関山県立大学大学校保健福祉学研究科 O遠藤 明美

聞はIJ巣立大学保健福社学部看護学科 奥山真由美村上

続本看護研究学会雑誌 Vol.27災o.3 2004 
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目一般演題 傘 7月30臼(金)轍

<2-C 13群>看護技街宣 2自器 13 : 00 ~ 14 : 00 C会場(霞際会議場)

座長 野村志保子(久留米大学)

130 溺風呂による入浴効果の検証~語部と綾部の表疫の形態学的変化とパイタルサインの変動~

大分大学大学院恭礎看護学専攻 C堀 美保

九州看護福祉大学看護学科二宮球美

大分大学援学部看護学科 島田

聖マリア短期大学 w蓬素子

131 高齢者の体温調節に関与するセラミック寝具の効染

名お撞大学医学部保健学科看護学専攻 子高
只

ー

132 袴癒対策に生理用ナプキンを使用して~穀極的予防の効条~

i豆療法人三和会東鷲宮病続三階病棟 浅見

133 けるフィジカルアセスメントの効果一老人ホーム入弱者の調査より

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 O羽入千悦子芳賀佐和子 喜多加奈子

<2-C 14群>蕃護技街諜 2自自 14 : 00 ~ 1 5 : 1 5 C金場(国際会議場)

会。 松田たみ子(自治医科大学)

134 自律神経・免疫機能に及ぼす足への体性感覚刺激の効果

出番永井伸夫

135 . i自分量 'pHおよび清浄度からみた71号拭の効来

。議オミみづほ 抜伯 由香

岡山大学深井喜代子

136 入院患者に対する背部マッサージ・指在の効栄一自律神経活動および主説的指掠による評価

群馬大学医学部保礎学科 C柳 奈津子小板橋喜久代

137 音楽療法の数量的評備の検討 r奨液中コルチゾールを指諜として一

ロングセッション

東邦大学医学部看護学科 C松下裕子福鵠龍子美ノ谷新子荒芥一歩

主主邦大学医学部付属大森病院田中援予知pヤ晃子田村 i育美

<2-D …9群>現任教脊 2自由 9: 00 ~ 1 0 : 00 0会場(市民ホール401/402)

山西 文子(開立国襟医療センター)

138 新人教育に関する文献学的考察一過去5年開の原著論文の分析

日本赤十字社長崎原;擦病院 O片w
県立長崎シーボルト大学大学院人間健康科学科 IlJ本富士江

混本看護研究さ戸会雑誌 Vol.27 災o.3 2004 25 



目一般演題 傘 7月308(金)重量

139 卒後2年自看護n雨の主体的な学びに先輩看護郎が与える

大販府立看護大学大学説看護学研究科博士吉，iiJUJ課袈 O中尾 友美

140 助産部の学習方法に関する検討一大学病院に勤務する助産主jJiからの分析一

香川県立保健医:療大学 O松村恵子柴 玲子植村裕子

141 静!既設射の実施に対する厚労省通知前後の変化とi潟題点

宮崎大学院学部看護学科 O土屋八千代 内出 倫子

<2-D 10群>母性看護 2自詰 10 : 00 ~ 1 1 : 00 0会場(市民ホール401/402) 

座長与!1J[i議反美(国立i耳i奈密療センター)

142 妊産婦と夫の自己効力感の変化に関する研究(その1) 妊娠初期の妊婦と夫の自己効力感と不安の関連

天使大学者護栄養学者[i看護学科 O佐藤昇子久川 洋子本宿美砂子

143 妊娠期の母親意識・対見感情尺度の検許

埼玉県立大学短期大学部専攻科助産学専攻 O行田 智子

群馬大学医学部保健学科今関節子

144 不妊治療を受けている女性の転院に関する研究一意思決定フ。ロセスのパターン化…

三重県立春設火学大学院者護学研究科 C長合 星放i

一重県立看護大学永見

145 三重県K烏における子脊て文化-30代女性のご子育てからの検討

26 

三重県立看護大学大学i完看護学研究科生活管}設系母子看護学専攻 O佐藤 恩絵浮井早高

高槻赤十字病院塩崎直矢

三重県立看護大学村本

日本看護研究さ戸会主役誌 Vol.27 ぷo.3 2004 



ポスタ…セッシ当ン 審議ア月29B(木)欝

< 1 P 14群 > l告白 14 : 00 ~ 1 5 : 00 F会場 (601)

146 三交代制勤務従事看護部の深夜勤務前・中の仮眠の影響

広島大学大学院保健学研究科 C折山早苗宮)J要由紀子正木美恵松成裕子

147 記録委員の役割j行動と病棟巡田監査の評価

iお湾民科大学術属病院

148 日本語抜BAR悶ERS Scaleの内容妥当性に関する検討

山本

lllii$i女学院大学探健福祉学部看護学科 吉村

149 

北窓 清水玲子

西費三 和子

コンピテンシー尺度の作成と結頼性・妥当性の検討

浜松医科大学医学部看護学科 C杉山 聖子洋 明子

<1-P-14群>養護識の特性 1司自 14: 00 ~ 1 5 : 00 F会場 (601)

150 訪titJ看護主iliの議議ストレッサーに関する研究

鳥取大学援学部保縫学科

2報)ースタッフのストレス要因一

祐子谷垣

151 げる

広

トレスと自己表現(アサーション)との関連性

小林数生

152 看護締のアザーションと自我向一性の関連について

関家公務員共済組合連合会京滋奈病設

臨床研究支援センター 111 諒 一朗

153 未就学児をもっ女性看護締をめぐる当践者護部の認識

奈良東痕説。被杉光代

臨床研究支援センター 山田 一部

福枝 1'r本知恵子

<1 P-14群>看護檎理 1自問 14: 00 ~ 1 5 : 00 F会場 (601) 

154 倫理に関する課健部の認識

山口県京大学看護学部 O中村仁志藤村孝校森出秀子堤 雅恵

九1'11大学涯学部保健学科中尾久子

宮崎大学医学部看護学科 長111トミエ

広島大学医学部保健学科小林敏生

川崎医療福祉大学医療福祉学部大林雅之

155 看護学生の倫理的感受性への鴇地実習の影響ーその 2 MSTを用いた比較一

新見公支援期大学 C太町浩子真接泰子吉城幸子自争¥11佐知子土井英子

栗本 一美木下香織金山 n寺恵
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jポスターセツシヨン 機ア月29臼(木)機

156 インフォームド・コンセントにおける看護部の関わりについての検討

埼玉県立大学短期大学部 O今)11詩子 長谷川真美

さいたま市立病院深石タカ子綿111由美子小井JII'挽子

157 医療における意思決定に関する研究の動向

千葉大学大学院看護学研究科 O楼井智穂子

広島県立保健福祉大学島田美鈴ニ:jj:谷真由美

<1-P-14群>健康・増進 11日自 14 : 00 ~ 1 5 : 00 F会場 (601) 

永野みどり

158 高齢者筋力向上トレーニング事業の評価に関する研究(その1)一卒業実施前後の身体機能の変化一

県立長崎シーボルト大学看護栄養学部看護学科 O吉国恵理子 高比良祥子 古川 秀敏

永峯卓哉市丸認iI子中尾八重子

159 中高年女性のヘルスプロモーションに関する検討一日本語版ライフスタイルプロフィールを用いた分析一

信州大学援学者rs保健学科 QLl!U時章定、湯本敦子畔上真子本郷

160 下肢エアマッサージ器使用時の上下肢皮腐lIIl流量の変化

愛媛大学医学部者護学科 O大下絵理子武智美奈岩EH

161 介護職員のBurnoutに影響する因子の多次元的研究

介護老人保健施設ならふくじゅ荘 。i潟EfI

臨床研究支援センター LLiIII -ti!J 

<1-P-14群>鍵震・増瀧II 1 8 El 1 4 : 00 ~ 1 5 : 00 F会場 (601)

162 女性三股代の食管慢と骨粗怒症の関連に関する研究(1)

山梨県立看護大学短期大学部 O渡透裕子倉田トシ子森悶祐代 n寺区i 聖江

163 女性三世代の食習慣と骨粗慈症との関連に関する研究(2) 

山梨県立看護大学短期大学部 O森田祐代倉田トシ子渡議裕子持団型江

164 安静時エネルギー浪費量の測定方法の検討一安静持の体位と主観的感覚による比較

香川県立保健援療大学看護学科 O橋田 山吏内海知子細原

165 減量経験が若年女性の安i招待エネルギー消費量に及ぼす影響

香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 O綿原正子橋回 出吏内海知子

<1-P-14群>地域箸翠 1司自 14 : 00 ~ 1 5 : 00 G会場 (602)

166 インターネットを活用した介護ネットワークの効果と課題

28 

事rr見公立短期大学 O杉本幸枝木下香織ごj二弁英子古城

楽本一美太田 i告子

日本看護研究さ戸会雑誌¥101.27災o.3 2004 
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ポスタ…セッション 種審ブ月29日 (木)轍

167 保健部基礎教育における f地誌視診ガイドラインj活用の試み一学生評価と指導者評価の比較

京都府立器科大学僅療技術短期大学部保健学専攻 O桝本妙子揺本 恵三橋美和

168 寂宅精神障害者の生活支援一訪問看護とホームヘルプの連携の可能性

埼玉県立大学短期大学部幸子護学科 O林 裕栄

169 乳幼児健康診査に対する母親の満足感と従事者の満足感との関連

板橋註志村健康福祉センター 0片111久美子

山形大学i芸学部看護学科 小林

<1-P-14群>鍛続審護 1日目 14 : 00 ~ 1 5 : 00 G会場 (602)

170 在宅療養支援システム構築における退院準備連絡表の活用 その 1

171 

東邦大学医学部看護学科 C福鶴龍子 美ノ谷新子

東邦大学涯学部付属大森病院杉営伸子

元東邦大学医学部付属大森病院勝又 明子

システムの構築における退院祭儀連絡表の活用 その 2

束手巨大学医学付属大森病院 C杉宮 伸子

ノ谷新子 龍子Jl券又靖子

172 感染管理が必姿な訪問看護ケアの実施状況

。 水 島ゆかり前田修子中山栄純城戸口親史滝内

天津

173 夜宅で重症心身諮害児を養育する母親の養脊負担感とそれに影響する婆国

愛知県立春護大学大学院 C久野典子

III日綾子森昭チヱコ

< 1 P 14群>轄際病看護 1日告 14 : 00 ~ 1 5 : 00 G会場 (602)

174 糖尿病患者に対するフットケアが下肢末柄綴環に及ぼす影響ーマッサージに挨点を当てて一

愛媛大学大学院医学系研究科修士課程看護学専攻 O田中 正予

愛媛大学医学部看護学科赤松会子河野保子

175 糖尿病患者に関わる看護師がとらえた有効な看護援助について

埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 。水野 智子

埼玉県立大学短期大学部審議学科 高橋

176 糖尿病患者指導に期する

宮城県告石女子高等学校 O大山

弘前大学涯学部保健学科 阿部テル子

177 糖尿病患者の食事療法に対する行動変容からみた糖尿病教育の検討

岐卒大学医学部看護学科 O渡議東紀子 大津
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ポスタ…セッション

<1-P-14群>慢性疾患者護 1B E3 1 4 : 00 ~ 1 5 : 00 G会場 (602)

178 '1針生呼吸器疾患終末期患者に対する写真を用いたオリエンテ…ションと.その効果

訪問看護ステーションやすらぎ

臨床研究支援センタ… 山間 一政i

公立那賀病院永崎呂校

愛知医科大学看護学部 渡主主美千代

179 捜性別i疾患患者の急性憎悪期における者護介入の検討(その 2)

}I阪天堂医療短期大学 O青木きよ子a

}I!f{天堂大学医学部隊潟Jij良天堂院院伊東佐和 河野留美潟j

180 女性糖尿病患者の家族役割と療養行動の調整

滋賀医科大学大学院医学系研究科審議学専攻 O高間 勝代

滋賀匿科大学医学部看護学科大阿弥生川上陽子

181 オストメイトの自己効力!惑を高める要~!についての検討

山梨県立看護大学大学院看護学研究科 。中込 洋美

< 1 -P-14群>セルフケア l自閤 14: 00 ~ 1 5 : 00 G会場 (602)

182 セルフケアをもっtl: 1j: WJ}J;1、長・を J包える秀司~~のストレス・コーピングパターン

警警ア月29自 (木)畿

和歌山県立i云科大学[i付属病説。足111良型llT-mJr¥伊丹t江森 明子

臨床紛i究支援センター i打開 一郎

183 成人期にある糖尿病患者Aの支援に関する研究 ー湾入段患者のセルフケアに対する思いからの分析ー

藤!万保健衛生大学衛生学部衛生看護学科 0"片付、8合足立はるゑ 天野瑞校渋谷{愛子

if!奪回保健衛生大学 中絞光奈子

184 失語症者の生活再構築へのエンパワーメント過程

長崎大学医学部保健学科 OJ.露関樹八子 寺崎明美

神奈川県ー立保健福祉大学保健福祉学部看護学科 跨瀬 由記

185 血液透析患者における自己管理行動尺度の開発

浜松医科大学医学部看護学科 C岩田真智子‘ 野i挙 明子 jヨ塔久美子 佐藤

稲J}奈理忠;

<1-P-15群>精神著護学実習 1B E3 1 5 : 00 ~ 1 6 : 00 H会場 (603)

186 精神器護学実習における受持ち患者を承諾する I~誌の患者の心理的構造

西南女学院大学保健福祉学部委設学科 OJi!長野 成美

187 精神科儲i忠実智における患者に対する沓定的な感情と学生の不安との関連

E設立精神・神経センター武蔵病院 O松本 賢哉

30 釘本看護研究学会後託:¥'01.27 ¥0. 3 2004 



ポスタ…セッション 義勢ア月29日 (木〉畿

188 における学生のプロセスレコードと自我態度，ネJ:会的スキルとの関連

。出口由美金lli 正予柴a弘子阿南あゆみ竹111ゆみ子

Iや;甫

189 精神審議学実習前後の変化から捉える 住Ir力に関する研究

む渡辺尚子中村博文内山

<1-P-15群>養護教蕎方法 11臼毘 15 : 00 ~ 1 6 : 00 H会場 (603)

190 アセスメント能力育成のための体験学習の効来

。竹IJIゆみ子

金は!

利子出口忠実

191 共感ロールプレイの有効殺の検討

神戸大学大学院総合人間科学研究科 O郊i吉 節未

192 をじる模凝患者としての体験の分析

香川県立探能医療大学看護学科

193 捺探患者演習前後における学生の認、議の変化

香川

松村

。松村 話予2

話Ui工七海子

淘江七海子

<1-P-15若手> II 1日告 15 : 00 ~ 1 6 : 00 H会場 (603)

194 QOL支援に関する教7ぎ方法のfl討さ (2)一看護部のむC!L

昭和大学保縫医療学部者護学科 C烏原真紀子

(横断的研究)ー

まゆみ 五十嵐恵子

195 QOL支援に関する教育方法のfi苦手告 (3)看護輔のQOL支援行動と csとの関連

昭和大学探健医療学部者護学科 O五十嵐恵子伊藤まゆみ 島原真紀子

196 学生授業詳鏑シート，キーワードなどを活用した投業の検討

直子

主張聖子

197 者護学生のボディメカニクス i惑する研究 (2) VTR境線による指導部後の表ffii筋電関変イとより

県立;長111奇シーボルト 由紀中村恵子市:h WII子

<l-P 15群>義護教育方法堕 1自信 15 : 00 ~ 1 6 : 00 H会場 (603)

198 1)ハピリテーション病院見学実習における学びと課題

G菊池麻由美

梅村美代志

199 者護大学生への fターミナルケアj教宥のあり方の検討一講義終了後のレポート分析を通して一

鹿児島純心女子大学看護栄養学部者護学科 C小湊 i事実盟国麻利子南 修子

上原充殺高平百合子貝111
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ポスターセッション 警警 7月29日 (木)鯵

200 熟練看護郊と看護学生の「会うJ認識の比較~患者と共にいる場面のイラストを用いた調査から~

愛知県立総合看護専門学校 C田口恵美子

中部労災者護専門学校堀井直子

学問常滑者護王手間学校新美綾子

関立名吉尿病院看護助産学校佐藤 弘子

愛知医科大学附属病i淀杉本明子

松蔭者護専内学校越家静子

201 大学におけるヘルスアセスメント教育の現状と課題

愛知県立審議大学者護学部基礎看護学 O長谷部佳子門井良子抜藤美記痕賀京子

藤井徹也大島弓子

<1 P-15群>看護教育方法JVl司自 15 : 00 ~ 1 6 : 00 H会場 (603)

202 学生の f栄養J(こ関する看護過程の経時的分析

九州者護福社大学者護学科 O村上 森みずえ 1;切手品スミ

203 ;fi~上事関から学ぶ学生の r111iflJU性の尊重j一看護過程iiIi習前後の比較一

新潟大学医学部保健学科 Oヒ野公子 成浮 紀子青木萩子

204 1短期大学専攻科地域肴護学専攻修了生からみた看護活動における基礎教育の有用性

飯[11久子.tr!Jw大学専攻科地域;;fi-護学む攻 脊ft 吉IEI 也、理描吉久美子

J: I:~L 者lí之

205 教育課程の遣いによる看護・介護の視点の特性一高齢者率併のアセスメント内容の分析を通してー

山口県立大学看護学部 O原田秀子堤 雅恵中谷信江高野静香

九州大学医学部保健学科 中鬼久子

<1-P-15群>看護技能に関する教膏 1日目 15 : 00 ~ 1 6 : 00 I会場 (604)

206 卒業時に郊待する看護技術到達境について一看護縦長と看護教員の期待の比較一

市立名寄短期大学看護学科 O桜井瑞恵飯野君子池限正子守王寺泰子

207 看護基本技術に関する調査(第 1報)一学内教育実態と臨1忠実習での到達期待

愛媛大学医学部看護学科 C采松貞子野本ひさや村慶子赤松公子河野保 子

208 看護基本技術に関する検討(第2報)…臨地実習における看護技術修得実態の分析一

愛媛大学医学部看護学科 O野本ひさ来松貞子中村慶子赤松公子河野保子

209 無~î操作技術習得の教育方法の検討 2 年間の学生の学習状況の比較から一

香川大学医学部看護学科 O南 妙子岩本真紀

徳蕊大学涯学部保健学科近藤裕子
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jポスターセッション

< 1 P 15群>義護技指 11 B自 15 : 00 ~ 1 6 : 00 1会場 (604)

210 務肉内注射による綬結を予防するためのマッサージの作用に関する実証的研究

岩手誤立大学大学院者護学研究科修士課程 C下111

岩手県立大学看護部武出利明

211 翰液剤のi鼠管外議出による とそれに対する冷湿布の有効性について

。木llIl未来武田利明

212 パイタルサイン測定動作における看護者の接部負担研究

213 

滋賀県立大学入関看護学部 O伊丹君和

盟問久美子

県立大学関際教育センター寄本 明

おけるさ~f立姿勢の循環動態及び自律神経機能

きみゑ久留

傘ア月29日(木)鶴

妙子

黒木祐子長坂 安部浩太部井野瑞樹須永m

小林

< 1 P 15群>審議技指立 1自由 15 : 00 ~ 1 6 : 00 1会場 (604)

214 石鹸j青拭直前の然布実絡による成感常:{f璃の増殖および攻!援の弱緩性への開後効果

鳥取大学医学部保鐙学科空域典子松任i 駒子深間美香在合弥生 i右前

内出

215 足i谷に関する生理心理学的検討 (10)一後頭部冷却をfJI:fflした滋洛方法の検討

山形大学i疫学部看護学科

東北大学郎総病i詫メデイカルITセンタ一 大佐賀

216 足搭に関する生理心理学的検討(11)一後頭部冷却を許期した湯浴におけるボリグラフ指標の変化

東北大学!if1総裁毘メデイカルITセンタ-大{t己資 敦

山形大学医学部巷護学科 布擁

217 髄卒中患者における体位変換と車椅子移采の設劫に関する

広島県立探健福社大学探健福祉学部看護学科 O杉本

< 1 P 15群>養護技術誼 1回目 15 : 00 ~ 1 6 : 00 1会場 (604)

218 足浴.t~在の生理的効果一皮膚表溺温度と心蛤変動解析による評価一

北里大学大学院看護学研究科 O紫野 貴史

石川県立春護大学小林宏光

北泉大学審議学部 ul本
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jポスターセッシヨン 義勢ア月29臼 (フド)欝

219 加庄刺激後の皮膚表罰論度の経時的変化

北里 大学 大学 院看 護研究科。本戸史子斎野安史

北里大学看護学部 LLJ本 界

220 計算負荷に対する香りの白律令祈神iド1経i活舌動への;影浮饗響.:.精泊と芳呑剤との土辻とじ凶il

長野野，県看看企護大学 O谷悶 珪恵;子 f佐左灯{伯白 出呑

221 入院患者の年齢による療養環境認知の違い

東北大学医学部保健学科 O渡建生恵松倉栄子

<1-P-15群>看護技術N他 1E3自 15 : 00 ~ 1 6 : 00 I会場 (604)

222 頭部枕におfする患者および肴護者の意識と使用状況

広島大学大学院保健学 研究科。正木美恵宮腰由紀子藤井

223 革新的看護技術の普及に関する研究(その 4) 一東北地方の調査から影響要因を考える

折Ilt 卒苗

青森県立保健大学健康科学部看護学科 。藤本真記子 上泉 和子 坂江二子美子子 佐藤真由美

子1ii.;Jj:さや子木村恵美子角漬春美小山敦代

元青森県立保健大学杉若裕子

224 革新的肴護技術の普及に関する研究(その 5) 一普及影響要問にj渇する質問紙の開発

青森県立保健大学健康科学部看護学科 O佐藤真由美坂江千寿子上J共 和 子 藤 本 真記子

木村恵美子・福井孝子fiJi芸 春 美 小111 敦代

元青森県立保健大学杉若総子

225 高齢者の膝関節痛に対する治療方法・コストの選好鰭向

岐阜大学涯学部看護学科 O大津賢子足立みゆき 渡接担紀子
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ポスターセッション 欝プ月29自(木)犠

<2-P… 13群>実習指導者他 2臼自 13 : 00 ~ 14 : 00 F会場 (601) 

226 臨地実習における臨床指導者の看護事故防止に対する指導状況

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 C盤中 英子岩瀬裕子

227 実習指導者のコーチングスタイルの探究

埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 O摺田 泰子

横浜市立大学看護短期大学部 山口 鳴子

228 臨床実習指導者の実習指導に関するストレスの研究(第 1

昭和大学保健医療学部 C桑賠恵子本江朝美

229 -看護締のコミュニケーションの実態…患者忽IJの主観的評価からみたよと絞一

弘前大学医宇部保健学科 O驚 藤 久 美 子 商 沢 義 子 工 藤 せ い 子

弘前大学教育学部花展

<2-P-13群>環任教青 12臼毘 1 3 : 00 ~ 1 4 : 00ド会場 (601) 

230 1) アリティショックに関する研究(そのl)~文献検討から~

茨城県立毘療大学保健医療学部看護学科 O糸畿 一郎

東京民科歯科大学大学院i呆健衛生学研究科!専士後期課程 鈴木 英子

nr谷由{圭

東京医科歯科大学大学説保健衛生学研究科健康箭報分析学 佐藤 二子史

231 1)アリティ・ショックに関する研究(その 2)~毅卒審議的の関連繋留分析~

東京医科治科大学大学説銀健衛生学研究科博士後期課程

茨城県立成療大学糸畿一郎

叶谷 i射を

東京際宇!鵠科大学大学院保健衛生学研究科鰭燦情報分析学生藤 千史

232 ブリセプタ -illiJ援に対する認識の実態と. I駿{立 r経験jによる

関西医科大学附嘉男ul病説。ul関久美子笹木真理子水本恭子杉原 歩

臨床研究支援センター 111 関 …朗

233 ブリセプターシッブにおけるサボーターの役割認識と，ブリセプター支援状況

国家公務員共済組合連合会京甑奈病i淀

臨床研究支援センター 山田 一朗

<2-P-13群>現在数寄E地 2自由 13 : 00 ~ 1 4 : 00 F会場 (601)

234 患者の呼称に関する実怒と看護r，市の意識

弘前大学医学部保健学科。大西委代子皆川 智子

日埼玉看護研究学会雑誌 Vol.2i :¥0. 3 2004 
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jポスターセッシ当ン 警警ア月29日 (木)傘

235 看護締の自己教育力と，その影響要閣

臨家公務員共済組合連合会京成奈楠i淀 C下図節子野林和恵中川原佳子

臨床研究支援センター 山田一期

236 審議締の自己効力感と仔勤特性との関連

和歌山県立医科大学附属病説。柏田糸代吉屋敷久美松井千秋三宅和美

臨床研究支援センター 111回 一部

237 現任教育に関するスタッフと管理Jf裁の教脊ニーズと認識の差異

関西医科大学附属労山病院 O清水はる代言山咲校林 浩美矢野愛子

臨床研究支援センター はj由 一部

<2-P 13群>がん看護・ターミナルケア 2自閉 13 : 00 ~ 14 : 00 F会場 (601)

238 はじめでがんに擢患した患者の術前の心理的プロセス

浜松涯科大学 O安藤千英子 自毘久美子

愛知県立春護大学: 報部 山口桂子

239 終末期がん患者の家族のストレス・コーピングー遺族会に参加している家族における検討

長谷有記

大波大学大学説医学系研究科採能学専攻 小笠原知校 予子代 片出自加A

240 終末期活設に従事する者護師の達成感と，その構成張関

和~fk l\j~県立医科大学部属病!誌 1t，z )1-111 JllU怠

前和歌山操立医科大学的属病!淀 日下 裕子

臨床研究支援センター 出回一朗

<2-P-13群>リハビリテーション看護忠告邑 13 : 00 ~ 1 4 : 00 F会場 (601) 

241 リハビリテーション病院における脂血管障害患者の自宅退院の要国

山梨県立看護大学大学院 O戸井久美子

242 経管栄養から経口摂取への切り替えに成功した患者・家族への介入-3挙制を振り返って

医療法入社間浅ノJlI金沢循環器病院 0111下主?子下 '1覚予西島澄子樋ヰ三和子

金沢大学医学部{呆健学科 加藤及:出英二

243 失語症患者の独宿生活を可能にしたキーパーソン{妹)の関わりの分析

東京都リハビリテーション病説 。上}II 智子

金沢大学医学部保態学科看護学専攻泉 キヨ子

244 ボディイメージの変化を抱える舌がん患者のQOL関連姿混と社会環境との関連性

愛知県がんセンタ-大3妥結、政
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jポスターセッション 犠ブ月30B(金)畿

<2-P-13群>精神看護 12呂田 13 : 00 ~ 14 : 00 G会場 (602)

245 看護蹄が関与した揺滋拘束事例に関する実態研究

和歌山県立こころの援療センタ- 0中尾武志有本 大潟井啓伸

鵠床研究支援センター 出回一朗

246 統合失調症患者の身体的拘束における一時的解除が及:ます影響についての研究

自立精神・持続センター函府合病i涜 C字都宮智飯EI 純子後藤みさ

247 謀議室入室患者に関わる精神科看護部のクリニカルジャッジメント

青森県立保縫大学健康科学部看護学科 O坂江千寿子 抜藤

弘前大学誌学部保健学科石崎智子

国崎 i孝一

248 保護室入室患者に対する精神科看護師のかかわりの検討

青森県立探健大学健燦科学部看護学科

弘前大学援学部i呆建学科

坂江千寿子 j沼崎

笹木弘美

<2 P-13群>犠神養護II2呂田 13 : 00 ~ 1 4 : 00 G会場 (602)

249 アルコール依存症者にみるどん底体験の諮り方の特綴

香川大学医学部看護学科 O越智百枝古JII 文子

250 精神i読書者小規模作業所i議所者からの電話相談についての一考察

山形大学医学部者護学科

久米

251 精神諮害者のソーシャルサポートに認する比較研究

~共立長崎シーボルト大学技修士課号室 。池田

県立長崎シーボルト大学院

252 NPO 法人における精神障害者のインターネット利用の試み

京都府立援科大学医学部看護学科 。北島

大阪府立看護大学荒木孝治

wB3 京子

<2-P 13群>精神看護誼佑 2日目 13 : 00 ~ 14 : 00 G会場 (602)

253 地域で生活する統合失調症患者の生活への患いとその影饗婆関

i潟w?斉生会看護専門学校 C茅 原 路 代 醤 方 弘 子 岡 田 ゆ み

悶w済生会総合病院大森和子

254 統合失調症患者の現実認織と退i誌との関係

和歌山県立こころの涯療センター O和泉 孝典

臨床研究支援センタ一 山間 一朗

日本表後研究さ戸会雑誌 Vol.27災o.3 2004 
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jポスターセッション

255 零護学実智グループの人間関係に関する研究の現状分析

新潟県立者設大学 C水口 陽子

警警 7月30日 (金)重量

256 ~j:1学生の自己効力感と Health Locus of Controlの関係

香川県立保健医療大学

香111大学務 1;- 光

1詰越和代小JII 1圭ft

<2-P-13群>若年看護 12 E3屈 13 : 00 ~ 1 4 : 00 G会場 (602)

257 前・後期高齢者の水分出納比較および介護者の飲水援助実態との関連からみた脱水予防支援策の検討

京都庶立医科大学医学部看護学科 O小松光代 岡山寧子 水村みさか

258 転飼予防にi対する地域高齢者の足底の実態

金沢大学医学部保健学科 O王子松知子泉 キヨ子加藤真由美正源寺美穂

金沢市泉野福祉保健センター 菅波 妥江

259 高齢者の特性と 11震源・党臨パターンの総連性一介護療養型医療施設入所者を対象として

山口県立大学看護学部護学科 O堤 税恵廃液i 若手次泣111 桂子

広島大学医学部誌館学科 小林敏生

260 給者施設における身体拘束礎化の取りキuみに関する

1111…i弘、工大学者護学部

JIi仁!大学医学[{I)保健学科

九州大学医学部保健学科看護学専攻 r!1尾 久子

3
J
 

H
h
r
 

君主j主 r:IJ村

<2-P-13群>老年審護II2自信 13 : 00 ~ 1 4 : 00 G会場 (602)

261 扮i米ケアにおけるおしゃれの意味

鳥取大学医学部保健学科 O人見裕江

関西国際大学人的i学部人!対行動学科 中村陽子

IJI真正競期大学郷水義子斎藤美智子

川崎医療援WJ大学 問京子 El:l ~!I 久美子

262 後期尚i給者のSuccessぬ1Agingの詰;味一第2報一 一カテゴリ…の関係牲について

川 Ih~H副知福祉大学医療福祉学~I) 松本 啓子

関山県立大学保健福祉学部看護学科渡辺 文子

263 在宅商会主者のメンタルヘルスに影響する要 ~I とその対処法と効采

吉備国際大学保健科学部看護学科 C道校鶴子谷田恵美子安東 11幸弘安福

名越

264 在宅介護者に対する 6ヶ月間の携';苦電話による電子メールネットワークの効来

宮城大学者護学部 0111[1紀代美

静岡県立火学者護学部沼田公Htl

:38 1=1ヌド;表波研究さ手会主在誌 ¥'01.27 ¥0. 3 2004 



jポスターセッション

<2 P-14群>小見看護 2B臣 14 : 00 ~ 1 5 : 00 H会場 (603)

265 小学生が捜部を自覚した持の対処行動一病気に関する嬰i穏との関連

。谷本公玄諸下 光

香川県立諜健医療大学看護学科小111 能代 三諦

宮本政子

瀬戸内題期大学爽佐i紀久子

266 小学生が腹痛を自党した時の対処行動一学年及び牲関との関連ー

種審プ月30臼 (金)建議

長J.越和1t 11二日千鶴子

。小111 fHt fIl越和代三鴻 宮本政子

香川大学医学部看護学科谷本公立t3#下 光

奥田紀久子

前香川県立保徒隊療大学 井口千鶴子

267 11m)怠をもっ小・J:IJ ・高校生の QOL~性別と QOL1!j，}立のi傾向~

名古慶大学際学部保?進学科 C三irlmt!詮美浅野みどり 石黒彩子

杉Ii若

111m 知子

268 遺症心身i涼害児の性発速に対する

<2 P-14群>家按看護 2B自 14 : 00 ~ 1 5 : 00 H会場 (603)

269 外来通院している小見がん忠者への告知に対する 告知に対する不磁かさを分析して

下学部

路島…ド 光

270 子どもの事故防止にi廷する

日本赤十字武裁野短期大学 (:' 1) 

271 入説患者の家族援助に関する重要授の認識と実践頻度の関連

和歌111県立医科大学約潟病説 C寺本ゆみ 出伏

臨床研究支疑センタ- ~LJ 国 一日~J

272 配偶者との死'i]1j体験を有する男性の日常生活のストレスに関する影響要注i

網生短期大学 O鈴水はるみ

111梨医科大学大学技医学系研究科滝川 館子

山梨大学

尽三者議1iJf究学会雑誌 Vol.27 '-!o. 3 200-1 
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jポスターセッション

<2-P-14群>骨控審護 I2田昌 14 : 00 ~ 1 5 : 00 H会場 (603)

273 産祷期の母親の対児愛着感'措に関する研究

産業医科大学産業保健学部看護学科 O福浮

佐賀大学涯学部看護学科 Ll!川 裕子

274 産後入院中の母殺の対児感情

警警プ月30臼 (金)欝

産業腹科大学産業保健学部 O阿南あゆみ 出口 由美竹山ゆみ子金111 正子

産業箆科大学病院古賀るみ子

275 初産婦の妊娠期における乳震のfi制度観の変化

高知赤十字病院 O竹 原舞虫川田久美井二本加奈恵芝lu奇 窓櫛部 新

276 妊娠後期の妻をもっ夫の父性意識 一性役割態度ならびに夫婦関係満足との関連性

間111巣立大学保健福祉学研究科。三宅 恵美

<2 P-14群>母性審護II2日自 14: 00 ~ 1 5 : 00 H会場 (603)

277 子どもの泣きに対する母親の反応、

岡山県立大学大学院保健瓶十11ソ手研究科 C明地 幹

福岡県立大学者護学部松155:まなみ伊藤真由

278 初産婦の官官室底筋力の変化と尿失禁との関連一退院時と 1ヶ月時の比較

UJ梨医科大学大学!淀 O滝川 節子

棉生短期大学鈴木はるみ

山梨大学 イ左藤みつ子

279 女性尿失禁の発症要因と QOL及びコーどングに関する検討

信州大学震学部保健学科。坂口けさみ揚箸経哉大王子雅美子ド村 貞治

280 中高年男女の健康に関する研究一更年期臨書の自覚に関する国子構造

香川県立保健i袈療大学 O柴 玲子松村惑子野口純子合間加代子

植村裕子竹内美由紀中i柔和f~ 高嶋伸子宮本政子

<2-P-14群>妊産婦の喫耀 2日間 14: 00 ~ 1 5 : 00 H会場 (603)

281 妊娠判明時から出産後までの女性の喫懲行動と関連要国(その1)ー妊娠判明時の検討

山形大学i哀学部看護学科 O大竹まり二子右田周平蔚藤明子小林淳子

282 妊娠判明時から出産後までの女性の喫煙行動と関連要国の検討(その 2)一妊娠末期の検討一

山形大学医学部者護学科 O蓄を藤 明子右田 周王子大竹まり子小林

283 妊娠判明時から出産後まで、の女性の喫煤行動と関連要底(その 3) 一出産後の検討一

山形大学底学部看護学科 O右問毘王子大竹まり子議藤明子小林淳子

40 13;;f主務会議研究さ手会雑誌 Vol.27 :¥0. 3 2004 



jポスターセッシ3ン 争 7月30日(金)嘩

284 妊娠前から出産後までの喫燦仔動の変化と禁煙に関連する要因の縦断的検討

山形大学医学部者護学科 O小林淳子驚藤明子大竹まり子右邸周平

<2-P-14群>看護学生の特性 12 El閤 14: 00 ~ 1 5 : 00 I会場 (604)

285 臨地実習中に看護学生が感じるストレスの影響検討

飯田女子短期大学 O吉行部美

286 若護学生の協みとコーピングに関する

埼玉県立大学短期大学部看護学科 O滋山恵子長谷川真美岡本佐智子布施裕美

今111 詩子 i工毘節子

287 

埼玉県立大学保健医療福祉学部

Sense of Coherenceを高める教育に関する研究

昭和大学保健医療学部 C本江 朝美

主E彦

横浜市立大学市民総合法擦センター 杉山 洋介

288 探健医療福祉系大学および短期大学学生の心型的特鍛に関する

埼玉県立大学短期大学部 O関本佐智子

江E可能子

埼玉県立大学 三浦 3主彦

不安との関連から

横山恵子布鞄

<2-P-14群>看護学生の特性II2 El由 14 : 00 ~ 1 5 : 00 I会場 (604)

289 臨地実習進攻と学生の看護過程に対する‘困難さ'の変化

新潟大学涯学部課健学科者護学専攻

290 臨地実習において学生が「闘ったj体験とその要因の検討

埼玉県立大学捜期大学部者護学科 C平野 裕子

291 4年生大学における男子看護学生の実智での体験

上野公子

高知大学医学部看護学科 C藤田晶子総丸清子尾原喜美子

292 学生が弼j奪回難な看護概論の内容一自己評価の分析から一

穂高大学民学部保健学科 C近藤 裕子

<2 P 14群>養護学生の特性盟 2日毘 14 : 00 ~ 1 5 : 00 I会場 (604)

293 臨地看護学実習による f自己決定理学習能力のレディネスjの変北に関する検討

坦JIII芸科大学医学部看護学科 C松浦和代 山内まゆみ

294 看護短大生の自己成長意識と自己効力感・人生成熟度による

埼玉県立大学短期大学部 O兼宗美幸長谷川真美

白木看護研究学会雑誌 Vol.2i ¥10. 3 2004 
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jポスターセッション 機ア丹30B(金)建議

295 者護学生の自己成長に対する課題認識の検討

さいたま県立大学短期大学部者護学科 O長谷JII真美 兼宗

296 者護を学ぶ大学生の{能i値観

O 

<2-P-14群>毒護学生の特性W 2B自 14 : 00 ~ 1 5 : 00 I会場 (604)

297 卒業論文作成の学習過程における学生の自己評倣

香川県立保健医療大学看護学科。星野礼子内海知子中添和代松村恵子

298 者護学生の活動量の縦断的調査一講義中.実習中を含めた 1王手隠の変化

神奈JlIY県立保健福祉大学 0111口 出子増田敬子

神奈111~長立衛生短期大学級尾佳代

299 者護学生のリスクテイキング行動の分析 (2)一学年間の比較

束手[i大学匿学部看護学科。遠藤 英子

束手[i大学援般加部大学松寄 英土:

300 授業形態が者護学生のf11J;する疲労波状に及{ます

総j語大学医学部保健学字i

<2-P-14群>慕礎看護学実習 2日呂 14 : 00 ~ 1 5 : 00 I会場 (604)

301 学士諜程のJ

京都府立医科大学密学部看肴.護学科科. Oi道下 幸栄 岩脇 陽子酒田

302 学士課殺の基礎審議学実習における学習効果の評価…受持d患者の状況とコミュニケーションとの関連一

京都府立医科大学医学部審議学科 O岩脇陽子滝下幸栄頭部

303 議礎看護学実習 2を2!YJにわける効采~学生の不安から検討する~

日本中央看護専門学校 O荒田 楽伎久間由美子篠崎恵美子

304 基礎看護実習における学生の学びの構成要素一自由記述からの分析一

.12 

古伝ii国際大学保健科学部看護学科。名越恵美選民 i佳子安東勝弘安福

赤松

広島国際大学看護学部看護学科石井俊行

日井三者議liJF究学会雑誌 ¥'01.27災O.3 2004 
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会長講演

ヒューマンケアの看護実践への異現化

竹 (国立看護大学校)

司会山口桂 (愛知県立看護大学)

第 l日自 10:00~ 11:00 

A会場(大ホール)
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令会長講演φ

ヒューマンケアの看護実践への具現化

竹尾恵子

守j会愛知県立看護大学山口桂子

看護学の教育が始まって， 150年ほどが経っています。日本においても19阻ー紀の終わり頃には，者護教育が既に始まっ

てお札以来，現在まで120~130{ドくらいが経っています。そうした長い年丹を経て.看護学はその姿を整え，今にヨさっ

ているわけですが.今国の臼本看護研究学会.学術集会は30路年という記念すべき節目に当た札者護学が次の時代への

飛躍を遂げる入り口にいるように感じられま

はサイエンスでありアートであるといわれます。20世紀の半ば以降，看護を科学的に説明しようという試みが強力

にすすめられて来ました。「看護活動とはどのような成来をあげ得るのかム fそのような看護活動が何故有効なのかムと

いったようなことを解明しようとして多くの研究が進められてきました。

しかし本学会の看護研究という名称をよく考えてみるとき. を研究するJということは.単に科学的なエピデ

ンスを示すことのみをいうのではなく，まj'設のアートの部分を考えるということも包含されているのではないかと思うの

です。

今[i]/の学術集会のメイン・テーマl主

義護活動を支え，者設のサイエンスを

見ではないかと思うのです。

におけるとューマン・ケアの実現jです。

える基盤となるものにヒューマン・ケアがあるということは大方の一致した意

ジーン・ワトソンをはじめ，多くの看護現論家がこのヒューマン・ケアリング，あるいはケアリングについて解説して

います。しかし理論家がケアリングについて解説する以前から，者設活動には人間的な思いやり.慈しみ，慈愛.癒し

受容といった言葉に含まれる婆素，いわゆるケアリングが事実として夜ったと思うのです。しかしそれらの心に訴える

ものを取り出し具体的に認識するということがなされなかったのだと思います。つまり.ヒューマン・ケアとは在くて，

新しい課題なのだと考えています。

そんな状況の中で¥今回の講演ではヒューマン・ケアについて f写疫，考えてみたいと思います。 fヒューマン・ケア

とは具体的にはどのように説明できるのか?J看護活動の中にどのように現れ出るのかJr とューマン・ケアとはどのよ

うなこととしてとらえられているのかjと言ったことの説明を試みたいと思うのです。

ヒューマン・ケアという抽象的な理念を. どのようにブレーク・ダウンできるかが問題でしたコ何人かの先人たちの文

献を投討した中から. Dr. Boonvanurakを中心に，夜、たちは. 7 要素(Elements) を抽出しました。この項 í~1 はジーン・ワ

トソンのいうケアリングの考え方やラコーミイのヒューマン・ケアリングの 7つのテーマを恭識に作成したものです。各

項自には 1-5点のリッカートスケールをつけました。夜、たちはこれを HumanCare会IeaningQyestionnaire=HCM史と名

付けることにしました。

これらの質問紙を用いて， EI 頃の人間関係において，これらがどのように行われているかを自記式で調査したのです。

またそれらへの影響要因についても分析してみましたc

タイで行った調査結采では， 7要素関には差がなく，因子に分けるというようなことはできませんでした。全体の平均

スコアは3.98となり，提示した項目を75%(かなり実賎している。 =UsuallyDone)が実施されているという結果になりま

した。このスコアは，教育背景 (2年教育=Technical Nurseと4-'"1ミ教育4立chelorDegree)によって差が!l:¥ました。

釘本の調査では.それらの項目が臨床活動の中でどの税度実践されているかという視点から調査しました。その結果

教育背景による差はみられませんでしたが，戦投/年齢/臨床経験年数と HCM札スコアの間には有な潟速があり，戦

{立が上がるほど， また年齢/臨床経験年数が増すほど. HCMQスコアは有意に高くなっていました (ANOVA.p< 

0.001)。
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もう一つの調査はラルソン博士が作成したCARE“史の50項目による識査です。

英語版ケアリング項呂を.博士の許可を得て日本語パージョンに翻訳し 日本で言語査しました。これは，ヒューマン・

ケアリングを考えるとき，どんな行為・行動を重姿と考えるかを認査するものですG その結果は現在分析中で，講演当日

にはお示しできると患いますc

HCMQ95項目によってヒューマン・ケアの看護実践への兵現性が把握できたと考えるのは摺越であろうと思いま

すc しかし披象的理念だけにすがって，~人がこの者護の基本理念を適当に理解しているだけでは先に進むことができ

ないとも怠うのです。

fヒューマン・ケアjと開くとき，我々は極めて崇高な.宗教的なまでの意味合いを持たせて理解しようとする一方で，

それは看護活動という緩めて臼常的，実践的活動の中にある穏の行為や態度として現れ出るものであることも現f詳しな

ければなりません台関特に文北や価値，伝統などによって修飾され得るものでもあるのです。

ヒューマン・ケアとは，理想を指し示す抽象的理念であると問時に態変や行為の中に，人と人との交流の中に兵読さ

れるものとして，これからも手がかりをつかみたいと忠っていまヲ c

文議

1)J巴an¥Vatson: Assessing and Meaning Caring Nursing and Health Science， Springer Publishing Comp立ny，New York， 2002， 

2) Boon戸nurak，P.， Ozawa，lVL Evans， D.R.8ζTalミeo，K.: An Investig乱tioninto Nurses' Behavior with reg立rdto Human Caring，主le

Jounal ofNursing Studies， NCNJ， Vol.l (l) P.ll-15 ，2002. 

3) Ozawa，M叶 Mizunoぷ'1.， Evans，D.R. &Takeo，K. : An Investigation into the Nurses' Behavior with regard to Human Caring in 

Japan，"到leJournal ofNursing Studies，NCNJ， Vo12 (1入2003On Print) . 

受)Lakomy， J.M. :百1eInterdisciplinary Meaning of Human Caring， In A.D.GoudEd.J A Grobal Agenda for Caring. New York: 

National League for Nursing Press， 181悦 199，1993.
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特別講演

How to Educate Cardiac Nurse Specialists for 

Roles in Advanced Cardiovascular N ursing Practice 

看護における心臓領域専門家の背成と役割

Erika Sivara炉nFroe五cher(Uzliversit)rofCAiifO1話 a，San Francisco， U.S.A) 

会見藤隆子(前長野県看護大学)

第2日目 1O:00~ 12:00 

A会場(大ホール)
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φ特別講演φ

How to Educate Cardiac Nurse Specialists for 

まolesin Advanced Cardiovascu1ar Nursing Practice 

Erika Siva吋anFroelicher， Rl'l， MA， MPH， PhD， FAAN 

University of Ca1ifornia S乱nFrancisco， San Francisco， CA 

τhe objectives for this presentation include a description of a sample master' s program in nursing. The cardiovascular nursing program 

preparcs graduates for the五Ilirange of advanced practice nursing roles， including the Clinical Nursc Specialist (CNS). We emphasize 

flcxibility so students can focus in areas from health promotion， coronary artery disease prevention， cardiac rehabilitation， or the 

managcment of mcdical， surgical， and critically ill c乱rdiacpatients. Faculties advise and guide students in customizing their areas of 

focus立ndin choosing clinical placements. Clinical experiences (residencies and practicum's) take place in hospitals and medical 

centers，乱swell as outpatient clinics， priv乳tepractice settings， and in cardiac rehabilitation c巴nters.Ongoing faculty research activities 

provide exceptional opportunities for students inter・estedin乱researchrole. 

Our specialty builds on the schools core course concept. Courses include: 

Human pathophysiology and agingラmanagementof patients with cardiovascular r叫(factors and procedures and diagnosis in the acute 

care settmg. 

A descriptions of course content includes， but is: Theoretic content required for CNS prep立ration;research乱ndstatistics required for 

critique of literature， use of evidence for practice，立ndfor participation in supervised clinical research; theoretical bases for advanced 

nursing practice; build on essential core curriculum and also pr巴parein research critique and utilization; theoretical in the area of 

specialization in general and specific area of intended practice; professional issues include ethical and legal issues; and practice issues. 

百lispresentation will cover content that includes the theoretical principles and practical application to speci五cnursing care problems 

or patient populations; as well as experientiallearning to prepare nurses for a role in aふrancedpractice nursing (APN). The APN 

can乱ssumeroles in: direct practice， expert coaching and guidance in the form of education， counseling註ndbehavioral skill building， 

consultation， research， and ∞llaboration ar・eall encompassed more or less in the role of the APN depending on setting， expert decision 

making skills， as well as leadership to empower others and serve乱sa change agent and through activism. It is recognized that curricula 

V立fy;i101Y巴ver，the det立ilsof the requirements are gov引 nedby the philosophy of the nursing school， and the specific state board 

rcquirements for specialty practice certific乱tionand the respective credentialing centers for each specific degree specialization. Given 

the health challenges of the 21坑 centuryand the expected burden of disease， clearly nursing willneed to have preparation to actively 

participate in the health care delivery of the future. 

7/04]apan 
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シンポジウム①

EBI¥iを実践する鍵

一つくる・さがす・っかうー

講演者 Robert L. Anders (University ofTexas， El Paso， U.S.AJ 

/-..... 
~ 

"戸、

北浩 正(千葉大学)

丸口 ミサヱ(国立者護大学校)

坂 本 史 衣 (聖路加盟際病院)

自弘 (東京大学)

阿部俊子(東京医蒋歯科大学)

第 2B 日日:OO~17:00

A会場(大ホール)
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φシンポジウムφ

EBNを実践する鍵 一つくる・さがす・っかうー

可会東京大学大学院 問弘

東京医科磁科大学大学院阿部俊 子

EBN (在vidence-based Nursing)を臨床で実接するための鍵Iel:.エピデンス

(諜鎚)を「つくるJrさがすJrっかうjということが必要である。

これまで肴設では.エピデンスを「つくるJための蕃護基礎研究，または看護継続教育に焦点が当てられていた。エピ

デンスを「さがすjという文献の探し方，さらにはその文献の批判的吟味の仕方，そしてさらに，エピデンスを実技して

うjという部分は看護が臨床を行う上で最も重要な部分である。これからはエビデンスを fさがすJrっかうJとい

うことをもっと重点化されることがEBNとしての課題であるc

そこで，今闘のシンポジウムでは. Anders先生にはEBNの概念等にi渇する総論的な内容を，北地先生にはEBNに用い

るデータベース構築に向けて我が閣の者護i織がなすべきこと，データベースへのアクセス等に掲する現状と課題につい

てお話しいただく o EBNの関係するデータベースは.肴設がエピデンスを fつくるjという前段階で非常に重要である。

この部分の整備は. EBNのひとつの大きな鍵でもある。

さらに EBNを「さがしてJrっかう jという実践部分では，丸口先生に. 4:ぷ忠者のリンパ浮騒を軽減する者護を具体

例として. EBNの実践の実際，患者にもたらす成来，看護の質と JI寺111]的・経済的効本に対する看護r:iliのジレンマ等につ

いてお話しmき， さらに，坂本先生には.私立ー病院における感染管理を具体例として. EBNの実際と経済牲を含めた効

来を病説管滋!の立場でお話し頭く。

特に看護教育の一環として，エピデンスを「つくるJ1誌に文献を fさがすj という能力を強化していくことにより，

f学校や臨床で教えられた看護jを繰り返していくだけでなく. r知識をupdat巴しながらJr考えつづけていく j思考力の

ある看護職を育成することができる。現在の知識を継承していくだけではなく，自己学習の方法を ~f~ばせることが，者護

における生涯教育の根幹を成すといっても過言ではない。

「つくる」だけでなく.rさがすJrっかうjという点で¥臨床・研究・教育が統合されていくことがEBNの呂擦である

表設のベストブラクティスとは侭か. EBNを通して臨床・研究・教育の三者が統合されることが重要だということが実

H岳できるシンポジウムになるだろう c
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争シンポジウム畿

Evidence Based Decision Making in Nursing 

Robert L. Anders， DrPH， ARPN， CS， CNAA 

Associ旦teDean-College ofHealth Sciences 

Pro会ssorand Director・ofSchool ofNursing 

Universitv ofTexas at El Paso 

El Paso， Texas USA 

The prevailing syst巴mof nursing education is災OTbased on periodic rigorous reassessment of e¥!吋encefor or against a v立riety

of nursing intervention options. Journals and textbooks even if they could be quickly reviewed to assist registered nurses in making 

c1inical practice d巴cisionsdo not address harm versus benefits of treatment options. Nurses like their physician colleagues rely primar耐

ily on clinical judgment and ωnsultation when making practice decisions. 

Evidenced based decision is an advance in the process of clinical decision-making and p乱tientcare. The term has met ¥'すithmix 

reactions and despite having been around since the mid 19出 centuryis only just beginning to be discussed more widely in nursing. 

Evidence based practice is defined as “The conscientious，はplicit立ndjudicious use of current best evidence in making decisions 

abour the clinical care of patiems." CSackett， et al.， 1996). Given this definition this approach to decision making does seem relevant 

to both nursing and medicine. 

Evidence based nursing is a process of care and requires the integration for each patient the nurse' s expertise and judgment us吋

ing the best乱.vailableclinical information. 

It is neither old吟 hatnor impossible to practice. Nurses 1ike most other health professionals tind it difficult to keep立breastwith 

latest research findings. It has been estimated a nurse would need to read 15 to 20 articles per week to keep abreast of the current re同

search literature. Most nurses' spend less than one hour per week doing such reading. 

E吋dence皿 b乳sedpractice is not “cook-book" nursing or medicine. It requires a bottom刊lpapproach that integrates best evidence 

with clinical judgment and patient desires. A nurse' s clinical judgment is necessary to determine if an evidenceωbased intervention 

should be used. Increasingly available scientific evidence can and should lead to m託jorch立ngesin nursing practice. Unfortunately prac町

ticing nurses and physici乱ns0氏enfail to obtain av立ilablerelev立ntevidence. Medical knowledge and clinical performance deteriorate 

with time.τhditional continuing education is inefficient and generally does not improve clinical performance. Evid巴ねじE吟 basepractice 

can keep the nurse upωto-date. 

Model of Evidence Based Decision Making in Nursing 
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This model is comprised of three major components， evidence， cost effヒctivenessand the patient. The evidence drives the intervention 

that wil1 be recommended by the provider. 

The sources of ev吋ence乱remanv. They can includ巴:

Experimental 

Ecological 

Editorial 

Meta Analysis 

Cross Sectional 

Cohort 

C乱seStudies 

Other 

Each source of evidence has different levels of competencies. The "gold standard" of evidence is the randomiz巴dclinical trial that uses 

an experimental design. The other sources while valuable have a lesser d巴greeof competence. 

Cost Effectiveness is the second part of the model. This is representεd by the following 珂uation:

Cost Effとctiveness= 
Validity & Reliability 

Cost cffectiveness is determined by the efficacy of the treatment (how good is the treatment outcomes) divided by the validity and 

rcliぬilityof the evidence. For example in the treatment of a bacterial pneumonia which antibiotic is most effとctivewhen considering 

effiωcy and costs? In some cases a lesser・expensivedrug maybe just as effective than a higher price antibiotic. 

The third component of the model is the patient. The preferences of the patient and his family need to be consider when treat“ 

ment decisions are being mad巴.They need to be a partner in the decision making process. The patient needs to consider the benefits， 

the potential harm， and the costs of treatment. 

Summary 

Evidence-based decisionωmaking is becoming more popular particular in Australia， Canada，乱ndUK. There is less attention fo司

cused in the USA. There is a significant potential for improving qualiりofcare if evidence-based protocols are implement巴辻

References 

Ellrodt， G.， Cook， D].， Lee，].， Cho， 1¥1.， Hunt， D.， ¥Veingarten， S. (1997). Evidence-based disease management. ]A1¥必ず.278:1678-1692.

Geyman，JP. (1997). Evidenceふbasedmedicine in primarアC乱re:an overview. Journal of American Boar・dofF立milyPractice. 11 (l) :46-56. 

Lyman， GH. (1997). A primer for evalu乱tingclinical trials. Cancer Conかo!:]MCC.4(5): 413-418. 

1¥1oores， KG. (1997). Evidence司 basedclinical practice guidelines. Drug Bellefit Trends 9 (4): 37-45. 

54 お本看護研究さ子工会計れるま:¥'01.27 No. 3 2004 



φシンポジウムφ

実践につながるエピデンスへの接近

北池

EBNを実践するために.よいエピデンスを手に入れようと心がけていることと思いますc よいエピデンスは， どこに

あるの， どうやって探すの，本当によいエピデンスと将断していいの.と苦労が続きます。そして，苦労して手に入れた

のに，どうやって能うの，自分の実践に龍えるの，とまたまた協んでしまうことになりかねません。

今簡は. EBNを実践する鍵の中で. rさがすjに焦点をあわせて，エビデンスへの接近の現状について概説しそこか

ら課題を整理したいと患いますc そして. rっかう jエピデンスにつなげるために.使えるエピデンスにする取り組みに

ついて話を発援させていきます。

1.データベースへのアクセス方法

人から人

物から人

研修会

研究会

-インターネット

2. データベースの課題

データの設はだれが.どのように探託するのか

データからエピデンスへ

3.実践につながるょにどデンスにするために

f綿々のエピデンスを統合する

タのメタ・アナリシス

質的データのメタ・アナリシス

新たなデータベース
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令シンポジウムφ

終末期がん患者のリンパ浮践に対する CDP

( Complex decongestive physiotherapy ;複合的理学療法)の効果

国立看護大学校丸口 ミサヱ

ここ数年リンパ浮腫のケアへの関心が急速に高まってきているが.まだ，根拠のある知識と熟織した技術をもってケ

アしている看護蹄は少ないと思われる G 私は，緩和ケア病棟に勤務していて， リンパ浮腫の患者が多いこと，薬物によ

る苦痛の緩和が閣安ftであり， 日々 j霊化するという現状をみて，約 6年前頃，参考文献から得た知識のみで浮腰へのケアを

飴めた。文献から得られる知識では， リンパドレナージや，多層圧迫忽帯法の技術を理解することはできず，自分なりの

解釈でケアを行っていた。そのような特に イギリスのリンパ浮躍のスペシャリストナースによる講義を受け.リンパド

レナージのデモンストレーションを見学することができ，初めてリンパドレナージの技術を学ぶことができた。私にとっ

て，その日は， リンパ浮躍のケアの第一歩となった貴重な日であったc

リンパドレナージや圧迫療法は，進行がん患者には禁忌と言われている。しかし間違った方法ーではあったが，それま

で実施していた経験で，患者の状態や，がんのj封筒の状態を考慮すれば，終末期がん患者のリンパ浮腫にも CDP I皮腐

のケア， リンパドレナージ.在迫療法(多府圧迫包昔話ミ，圧迫衣類の装着)運動療法iは効果があり，浮績による苦痛が

少しでも i続減するという実惑を得ていた。 2年liなから日本ホスピス・緩和ケア研究振興IH'IIJの劫成を受けて. rがん患者

のリンパ浮腫に対する臨床的手技の確立と普及jリヨ壬研究者.吉田扶美代 国立がんセンター東病院)ということで研

究を行っている。この研究で;え忠殺の状態に合わせてCDPを行えば，終末期がん忠者のリンパ浮IJ重の苦痛を緩和する

方法を見いだせるという考えのもとでリンパ浮腫のケアを実践しており，その紡糸について述べたいと思う S

対象となった54名の忠者に. 3名の孝子護師が主になって(リンパi手続治療窓の規定のトレ…ニングを終了している緩

和ケア病棟看護締)CDPを行った。皮膚のケアは全員に行ったが，リンパドレナージ，圧迫衣類の装着は，約ア割弱の

患者実施した。リンパドレナージはマニュアルリンパドレナージまたは簡易リンパドレナージを行った。多層底追包帯法

は.通説患者では巻くことが国難であり入院患者のみに行った。圧迫衣類は， リンパ浮腫専用のものを利用した患者が半

数，残りは.静脈疾患用のものやチューピコットを使用し，いずれも既製品を使用した。運動はプログラムを級んで実施

できた人は少なく.日常生活動作の範関内にとどまり.簡単に他動運動を行うという状況だ、った。この実施の結果から，

浮}設が一時期でも!陸減した患者もあった。 リンパドレナージを受けた，患者は全員，気持ちよく苦痛の緩和につながった，

圧迫衣類も装藷することで活動しやすいという感想が開かれた。また，頭芸員部患者のリンパ浮騒にはリンパドレナージが

有効であるということもわかった。以上のように進行がん患者であっても. リンパドレナージや在迫療法も，患者の症状

や，全身状態を考癒して行うことで苦痛緩和が隠れー患者の身体症状に悪影響を及ぼすということはないということがわ

かった。しかし患者の状態によりどのような方法で対応するか，使用する物品は何を選択するかについてはリンパ浮腫

とそのケアの方法についての十分な知識と技術をもっていることが要求される。この知識と技術は，根拠のある判断の基

に，臨床で実銭しながら高めていくことであると考えるや
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φシンポジウムφ

感染管理における EBN

聖路加毘i奈病i淀 インブヱクション・コントロール・ブラクティショナー

坂本史衣

感染管潔担当者 ncP)の業務の大半は.会医療施設における感染対策上の問題点を採弘 j玄兵体的な改妻子策を

し.宰その対策を評価するという活動の繰り返しであるc この殺り返しにより，病院感染が発生しにくい土壌を

抱設内に築いて行くわけだが，それはエピデンスを「っくり，さがしっかう jプロセスでもあるつ

ICPはまず，特定の処霞・ケア(開:中心静続カテーテル挿入や管理)あるいは病原体明日 :MRSA)による議院感染

の日常的発生率{ベースライン)を疫学的原郎に基づき明らかにしそれを指擦となるデータと比較する。これを基に感

染対策上の掲;惑の存在や大きさを把握し感染率位減のための兵体的な目標設定を行う。これらの鵠報を現場の医隷従事

と共有すると，現場に改善への動接付けが生じ，感染惑のi正j戒に結びつく。さらにデータから惑染のリスク婆揺を探

札可変的要i潟を取り除く G この一連の活動を端技感染サーベイランス(以下，サーベイランス)といい，

研究に分類されるつもちろんサーベイランスの第 1日探は研究ではなく，感染防止と早期発見であるが，そのために感染

率という形で自施設のエピデンスが諮出され，その抵滅のために活用されるる

次はガイドラインや論文から効果的な感染対策を諜札導入を日指すステッブである ICPはCDC(米国技病予防管

理センター)のガイドラインを活用することが多い。 CDCガイドラインでは，対策がエピデンスの強度に従い分類され

おり，できるだけエピデンスレベルのおい対策の導入が試みられる 3 ところがガイドラインには，導入コストが高い対

策や兵体的でない毅Ifをも含まれているつこのため対策導入の際は，エピデンスレベルと経済牲のバランスを考えると開時

に各錨設で対策の具体的な内容を定めなくてはならない。また，現場の医療従事者や管理者が改善の必要性を感じてい

なければ殺しい対筑の導入は殺しいc このとき海外のガ千ドラインや抱擁設の経験よりも強力な説得力を発揮するのはお

諮設のサーベイランスデータである。自路設のデータは，医療従事者自身の行為のアウトカムであり，知惑の存在と

の必要性を示すまさに?証拠(エピデンス)だからである。このように，サーベイランスの結采iふ変革を挺進するた

めの道具としても浴いられる。

最後に，サーベイランス し投資したコストや労力に見合った感染間企効果が得られているか評価を行う c ここ

では新しい対策に関するエピデンスが部られーさらなる低減のために現場と共有される。またICPはこれらのエピデンス

を学会などで発表し他施設における感染管理の向上や.よりコニピデンスレベルの高い研究への発援に貢獄する。

シンポジウムでは，このサイクルの呉体例を示しながら.感染管理におけるEBNの実際を紹介する。
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シンポジウム②

看護教育における国際協力

講演者小西 (長野県春護大学)

田代 }II夏子(聖路加看護大学)

熱田 泉(ヘルスコンサルタント)

Puangrat Boonyanurak (Saint Louis College， Thailand) 

可 会手 島 恵(千葉大学)

稲岡光子(国立看護大学校)

第2日目 15:00 ~ 17:00 

B会場(小ホール)
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φシンポジウム⑮

看護教育における国際協力

司会予業大学大学院者護学研究科手島 恵

国立看護大学校 稲碍光子

llill努化時代にふさわしい惇生労働行政を推進することを基本目標に掲げ.厚生労働省では回路労働機関が行う技術協力

への積極的な協力や，国際協力によるlliH祭実献として，留際協力のできる人材育成，開発途上限からの研修受け入れなど

話擦を明示し各地方自治体でも独自の国際協力についての言l'磁を示しています。加えて，日本医i内の急速な回際

化にwい.奨文北をJlI!f!詳し在日外田人の健康問題に取り組む人材の養成も必姿になってきています。このような時代背景

保健・医療の専門職として関係的説野で活躍できる人材脊成にそれぞれの看護教育機関が積極的に取り組むよ

うになってきました。

このシンポジウムでは， 1:1本における者護教育経験のある外国人教師，海外での毘療協力経験者，奨文化器設の研究

シンポジストとしてお逆えし多様な視点から看護教育における臨時協力をとらえることにより現状における課題を

明らかにし国際協力のできる人材を育成していくためには者護教育に何が求められるのかを探求していきたいと思いま

International Collaboration in Nursing Education 

か'IegumiT eshim九 ChibaUnれでおity

:Mitsuko lnaoka， National College ofNursing 

The J'v伝lIstryof Health， L乱borand Welfare has set forth立blueprintfor promotion of measur巴sappropriate to an era of globalω 

ization. 1n concret巴 terms，plans for pitching in on the 1LO' s technical cooperation projects， development of internationally-oriented 

human resources to enhance international contributions and acceptance of trainees from developing countries with numerical targets 

have been laid down. Local governments have also presented their own plans for international cooperation. Globalization is proceeding 

ap立cein the J apanese societァ;which calls for cross-cultural healthc立reand medical professionals cap乱bleof de乱lingwith health issues 

of foreign r巴sidentsin Japan， To respond to the social demands， nursing educ乱tionalinstitutions have started working proactively for 

cultiv立tinghuman resources who can conduct activities beyond national borders with international perspective， 

1n this symposium， having a foreign educator who has teaching experience in Japan， health care professionals who pr・ov吋ed

health care in abroad and rese乱rchersin cross-culrural nursing as panelists， we are going to address issues of international collaboration 

in nursing education from diversified viewpoint十 m呼01・challengesin today' s classroom situation and forward-looking agenda on nur-

ruring international human resources， 
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令シンポジウム@

長野県看護大学における異文化看護活動

長野県看護大学小西恵美子

長野県看護大学の看護実践密器研究センターは議賂領後rr的な組織で.その中の3つの部門のひとつが奨文化看護隠捺研

究部門である。委設と縫康に関わる異文化理解と臨捺活動に関心をもっ教員・学生が集い，安アジア太平洋地域を中心と

する国際活動，および情凡 とくに長野県内の奨文化健康問題に寅潟えするための研究，教育.実践を活動の目的とし

ているっこれまでに行なってきた次の活動の内容と成楽に触れつつ，今後の諜題を述べる令

1)長野県内および海外の奨文化健康陪題に貢献できる人材脊成

2)学i々の教育・探究を主主かにするための外国人研究者の受入れ

3)長野諜内在住外関人の健康を支緩する研究プロジェクト

4) アジア・太平洋地域を中心とした毘跨共同研究

おアジア・太平洋地域等との交流プログラム

6)関器研究集会やセミナーの開能

7)出発途上国等への支援活動

8) 上記の活動に必要な資金の磯探

百leinternationa1 and cross cultural nursing activities 

at討aganoCollege ofNursing 

Emiko Konishi， RN， PhD， Pr・'Ofessor，災aganoCollege ofNursing 

官leInternational Cross Cultural 子~ursing Center at Nag乱noCo11ege of Nursing (NCNl is a plaむeto develop and disseminate 

knovもrledgein intern乳tionaland cross cultural nursing and health. It has two foci:l)Intern乳tionalactivity which has mainly an 

Asiaぞaci五cregiona1 focus， 2) Cross cultura1 aむtivitywhich is mainly within Nagano prefecture. M呼oractivities of theむenterare to: 

1. educate nurses to work overseas and with different cultura1 groups in Nagano 

2. bring regiona1 and internationa1 nursing colleagues to NCN to enrich the teaching，learning， and research 

3.dev刊巴lop郎 rおsir略 researchpro付jε伐似ζαtおsfeゐOCl悦 don c山 t悶 1gf<ぬ'Oup戸si泌nNも註g伊an

4. develop Asia-Pacif1c regional co11ぬorativ巴nursingre悶 rchprojects 

5. develop student and faculty exchange programs in Asia-Pacif1c Region 

6. sponsor regiona1 nursing conferences 

7. international aid to developing countries 

8.obtainゑmdsto carry out the activities listed above. 
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φシンポジウムφ

看護教育における国際協力:

国際看護専門家の教育的支援を通しての全ての入び、との鑓康の実現

袈路加者護大学・ 1時-10看護開発協力七ンター

昌代 JI原子

1946王子に部設された国捺保健磯部 (WHOlの「憲章序文Jに人々の f健康jは基本的人権の一つで、あり，全ての人

ひ♂とが健康であるためには「平和」と「安全jを確保することが基盤であり，

いるC

日本は第二次uk界大戦での敗戦夜後の不健康な状態からこの f国際協力jの考え方による諸外溶から支援され.敗戦

から58年経った今日，保健指標の上では死亡率の憶さ，平均余命の長さ等では陛界の健康優良国となっている。

11.地球上では情報や交通手段の技術革新によって多方面のグローパリゼーションが進行している。しかしながら，

能成の部でのグローパリゼーションの進行は遅く，出際閣の健康格差は解消されず¥さらに f健康jの前提である f平和J

や f安全jの開題はむしろ，会Ilt界の人びとの脅威となっている。

日本の看護は「問時協力jの恩j与を受けて符建され.加えて. 30数年前からは開発先進国と共に f時際協力j活動を

始めた。当時. ["[主If援協力Jは一斉1¥の者設の問題・課題であったι 今EI.多くのNGO. l'ザO. 閣のijli頭jとして看護織が

多く関わるようになっているが，米だ， 協力J活動は様々な諜題.1I1jj，患を抱えつつffなっているのが現実である G

今EI.
るi待が来たと

本シンボジュウム:["者護教脊における国際協力jでは.内部筏協力j活動の救73.カの視点，つまり，開発途上国で看

護鍛域での協力活動を通じて，看護織がいかに多くのことを学んでいるかを国捺看護専門家の部資結果を報告する G そし

て.今後，いかに肴護分野でのより裂の高い「国際協力 i活動を支え. ["全ての人びとの健康!の実現をめざす.つまり

グローパル・ヘルスのニーズに応え.国際・社会貢獄できる看護織を育成するのかについても，ディスカッションの中で

発展させたいc

なお，文中の下線は強調のために著者が)JIlえた。
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。シンポジウムφ

International Cか operationin Nursing Education : 

"Health for A11" though Educational Support for ]apanese Nurses Working in Less 

Developed Countries 

Junko Tashiro， RN， PhD 

も̂iHOCollaborating Centre for Nursing Development in PHC 

St. Luke's College ofNursing 

In 1946 the Wor1d Health Organization (WHO) was established and it' s constitutional 伊 amblestated: "the enjoyment of the 

highest attainable standard of health is one of the fundamental rights of every human bei昭…healthof all people is五mdamentalω

the attainment of peace and security and is Qependent upon the fullest co-operation of individuals乱ndState2'" (Underline added for 

emphasis.) 

At the end of¥iVor1d vVar Two， a defeated Japan participated in a variety of coωoperational efforts with the Allied Forces that 

註ssistedJ乱panin its d邸宅lopmentinto a peac志向1and healthy nation. Developed countri巴sand Japan also focused on cooper昌弘'eefforts 

in the development of J立panesenursing. Today， health indicators， including mort在lityrates and lifとexpectancy，show that the health 

status of the J apanese people is one of the highωt in the wor1d. 

Yet，ぽty-eightyears after the establishment of the V¥担o"health for all" preamble， even though "globalization" is 0εcurring， as 

a result of， among oth巴rthings， innov乱tionsin technology of information and advances in transportation， a disparity in health statues 

b巴t¥veendeveloped countries and less d巴velopedcountries still remains， and in fact， is becoming worse. 

In the late 196οs' ， a fとwJ乳panesenurses st立rtedto co叩 operatewith nurses， in less developed host countries， through a variety 

of collaborative projects. Today， the number of Japanese nurses working in international settings is increasing.官lesenurses raised an 

important issue: how well prepared are they for international co-operation and collaboration? 

In this symposium， 1 will share with you， the五ndingsof our survey about the competencies of Japanese international 

collaborators and the wisdom gained by these Japanese nurses working in international (collaborative) co時 operationalprojects. In 

addition， 1 addr官sshow we can prepare a better educ乱tionals芯ttingsand experiences for younger nurses seeking ωactualize the V¥弓fO

concept: Health of ALL. 
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φシンポジウム@

土地の人々は暮らしの専門家，その生存の知恵を大切に

ヘルスコンサルタント熱田 泉

途上国の人々の暮らしぶりについて関心が高まってきている。平均寿命の短い留に生を受けた人たちの健康に，現時点

で最も長生きできる「運のよいJ私たちはなにがしかの後ろめたさを感じているのかもしれないしそれよりも「看護J

をブロフェッションとして選んだ、心根が，今.この地球で 過酷な生活環境にあえぐ問胞たちに意識を向けさせているの

かもしれない。

途上閣の暮らしに関心を寄せるきっかけがそれぞれあるように，私たちと途上関の人々のかかわり方にもさまざまな形

態がある。そのひとつに突発的な災いが起きたとき，人々の暮らしに及ぼす被害を少しでも小さくするために私たちが

手助けをするという形がある。

地震，戦争，干ばつ，主ILきん，難民などに対略して，医療チームや躍薬品を供給することがある。野戦病院のようなテ

ントで活動をしたり，既存の使えるインフラをベースにすることもある O この形態の援助を仮に f緊急援助型」とよぶこ

とにしよう。

f緊急、援助型jの協力は，予期しなかった f災いjの影響を小さくすることを目的とする。援助チームは活動の済んだ

後に災い以前の「現状jが護帰することを日指し自分たちの痕跡はできるだけ残さないほうが望ましい。医療でいうな

らば対症按法の考え方に近いといえる。

それに対して.途上出の人々の暮らしとの問で大きく強いおj五作用を行おうとする国捺協力の形もある。そこで暮らす

人々の現状を変えることを日指す。人々の健康力を機大しようとする Q 対症療法ではなくて健康増進，免疫強化といった

考え方に近いc 仮に「開発援助jとよんでみよう O

対症療法的

予防的，健康増進，免疫強化

それぞれの土地に暮らす人たちの開発援助にはどういった方法があるのだろうか。それは対症療法ほど明確にはなって

いないc その対象が「健康」であることが潔自の一つであろう。「健康jは具体的に定義することがとても難しい。 f病気

でない状態云々jという方法で定義すると，やがて対症療法の考えに行きついてしまう。

ひとつ確かにいえることは「土地の人々の知恵Jがとても大切だということ。土地に暮らす人々は，その土地の環境で

生き抜くエキスパートである。看護教育がより高度に細分化されたにしても.その土地での生存の方法に関しては，専門

家は土地の人々のほうである。高度に細分化された専門教育はこの普遍的な事実からかえって離れていってしまっている

のではないだろうか。土地の暮らしの中で，人々は生存のための研究・実践・教育を自分たちのやり方で数限りなく繰り

返してきている。初等教育も受けていない自分の名前も書けない入で、あっても，生存の知恵に無知なのでは決してない。

対症療法的アプローチを取るならば，より明確な方法を持っている狭い意味での医療・看護技術はその活動の中核とし

ての役割を来たすだろう。しかし開発型の場合は，土地の人々の健康にかかわりあう要国はたくさんあって，しかも相

互に関連しあっている。暮らし全体をシステムとして大きく かっ詳縮に捉える f心の思」が必要といえるO
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官lewisdom to survive in the local people who are the experts 

Izumi Atsuta， Health consultant 

百四 risingconcern about the life in developing countries among us is perhaps the results of ]apanese longest 1ife expectancy or 

moreover profession we committed to as the health for a11. 

As many variations of these concerns， there are many w在.ysof international cooperation. In case of disaster， sending medical te乱m

in order to minimize the damage upon the life is one of these ways， named an emergency relief mode. 

It is aiming to recover to the normal1ife from an unexpected disaster， and better to have no additional effect from that particular 

emergency medical intervention as well， something similar to the allopathy. 

Another mode of coop巴rationputs more emphasis on both四 wayinteraction between the local people and us. Aiming to 

make a change in the local da有延長.Contrasting to the allop乱thy，it is more preventive and health promotive. Let us ca11 it "health 

development" mode. 

h10de of cooperation 

Emergency re1ief I Allo抑制c

Health d吋

主lemethodology for the health development cooperation is not clear as the emergency one' s， perhaps due to the difficulty of 

defining百ealth"itself.官leway using such as 、odiseases"， leads us to allopathic mind 

官leone thing certain is that the local wisdom is crucial.主losewho have 1ived there are the experts for survival. No mater 

how highly educated， an outsider of the community could not compete with a local old and wise woman. Highly specialized and 

sophisticated nursing educ乱tionmay bring us far from the fact.百lelocal people have conducted researches， practices and education 

for survival repeatedly in their manner in every day" s 1iた Eventhough one may not literate， it does not necessaげ meanshe or he is 

ignorant for survival. 

It is no doubt that the nursing or medical skills would be a core component in the emergency relief approaches. In the health 

development approach， there are numbers of health re1ated factors and inter1inks among them. It is necessary to equip with wせder

systematic view， which enable us to communicate立ndunderstand the local1iving comprehensive年
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令シンポジウム⑮

A framework for International Co-operation in Nursing Profession 

PU乱ngratBoonyanurak，京N，Ed.D

Saint Louis College， Bangkok， Thailand 

1n the perspective that the world is classroom， everybody can learn in any place they are. All of nurses should realize themselves 

立sa part of the world community no matter place they work in any part of the wor封.1n this perspective， thought， k.nowledge， resources 

and opportunities should have been shared widely in form of common interest. This is the prominent of common learning and encour-

aging sol札口gthe health problem in world community that would expand the nursing k.nowledge as a consequence. This is the c乱useof 

international co-operation among nursing profession throughout of the world in features of education， service and research that could 

have various channels to practice. One of those ch乱nnelsis working in many countries， and another prominent channel is information 

technology applying in interactive approach to develop international network. 

The fr乱meworkof international coωoper乱tioncomprises of mutual understanding， reciprocallearning， consensual deliberation 

and socio-cultural exchange and collaboration that bring about the growth and progressive development as the ultimate goal of host 

country and partner country. 

The role of nurse in international co“op巴rationemphasizes the information乱ndperspective exchange. L巴arningfrom host coun郁

try， create work and search for new thing and the f1exibility in complic乱tedcondition under the satisfactory comprehension in specific 

social且ndcultur巴ofeach countrテ

The practical approach of international co-operation in nursing profession has been emerged consid巴rablediversity in education， 

service and rese乱rchthat create more progression in international nursing profession in under-developing， developing and developed 

countnes. 
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看護技術実演交流会①

心 肺蘇生法一BしSかうACLSまで一

講師

小児担当:田村有希 大神陽子(関立循環器病センター看護部)

成人担当:松浦ゆきみ 西島和美

尾 上 純 子 吉田活子(国立話環器端センター看護部)

第2日目 13:30 ~ 14:30 

E会場(市民ホール403/404)
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φ養護技術実演交流会φ

心肺蘇 法 -BLSからACLSまで一

議部:I翠立循環器病センター看護部

小克担当:田村有希大神陽 子

成人担当:松浦ゆきみ西島和美

尾上純子宮部活 子

lf，t近まで，心筋停止に対して標準的な蘇生法がなく.個々の病院で、それぞれの心肺蘇生法が行われてきた。しかし

2000年に米盟心臓協会AHAによって，多施設でのデータを基にしたエピデンスに基づいた心腕蘇生法が発表され，国際

的なガイドラインとして普及してきた。

このガイドラインは. Basic Life Support (BLS) とAdvancedCardiovascular Life Support (ACLS)の2つに分けられるo

BLSは，人工呼吸や心臓マッサージなど，特殊な器兵や薬剤を用いない蘇生法であり.ACLSは除繍動器や気管挿管，薬

剤などを用いた蘇生法で. BLSによって呼吸や脈拍が確認されない場合に行われる。 ACLSは，産自取と看護舗数名のチー

ムで行う蘇生法であり.迅速な蘇生術の実施には全員が関じ手技を習得している必要がある。

特に最近では，看護部がACLSを習得することにより，チ…ムのコミュニケーションが円滑になり，次に行うべき手技

の準俄や医締の手技の確認という役割が期待されている。この実演交流会では.この世界襟準の救急、蘇生法を成人と小見

に分かれて，体験し習得することを目的としている。
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看護技術実演交流会②

リンパ浮腰のケア

ーリンパマッサージ、と多層圧迫包帯法一

講 締 : 中 辻 番邦子 生々 木 智 美

(毘立がんセンタ…東癖践緩和ケア病棟)

第2日自 13:30 ~ 14:30 

D会場(市民ホール401/402)
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⑬看護技術実演交流会⑫

リンパ浮腫のケア

ーリンパマッサージと多層圧迫包帯法一

関立がんセンター東病院緩和ケア病棟

Iや辻番邦子 佐々木智美

看護締や医師で V ンパ浮腫"ということばについて知らない人はない。しかし 1)ンパ浮腫のケアについての正しい

知識を持っている人は，非常に少ないと思われる。

続発性のリンパ浮腫に儲まされているがん患者は非常に多いが，適切なケアを受けている人はわずかであろう。薬

物による治療は，ほとんど効来がないといっても過言ではない。そのリンパ浮麗に対するケアの基本は. Complex 

Decongestive Physiotherapy 

(複合的理学療法)である。これは，史腐のケア，徒手リンパドレナージ(以下リンパマッサージという).庄追療法(多

層圧迫包帯法，臣迫衣類の装着)運動の4つである。この療法を始める前に，まず，リンパ浮腫かどうか，患者の既往控

や病状から，これらの療法を行って良いかどうかの判断をすることが重要である。皮腐のケアは， どのようなリンパ浮腫

に対しでも行うケアである O しかしリンパマッサージ.圧迫療法は，適正、と禁忌、の判断，方法の選択をし運動は，患

者の状態に合わせてプログラムを検討しなければならない。リンパ浮騒のケアを行なうセラピストには，患者の全身状態

とリンパ浮腫の状態によって，どのようにケアを行なうか判断できる能力が要求される。また， リンパマッサージ，多臆

庄追包帯法は，専門的な知識と熟練した技術が要求される。環在の日本でlえその技術を習符ーするための教育機関も非常

に限られている。

一人の患者にこの一連のケアを行うと約 1時間以上必要となる。今屈のこの審議技術実淡交流会では，上肢のリンパ

マッサージと多層圧迫包帯法のデモンストレーションを行い，一般的に“マッサージ"と言われているマッサージとの違

い，通常の圧迫包帯との違い等について参加者の理解をえたい。
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第30自日本看護研究学会学術集会

ランチョンセミナ…

日時:平成16年7月29日(木)12: 00 -13 : 15 

場所:大宮ソニツクシティー 2~皆川、ホールj

'f330叩8669 さいたま市大宮毘桜木町 1-7 -5 

Tel. 048“647ぺ111

iC型慢性肝炎の病態とその治療J

〔司会] 長崎大学医学部保健学科・

教授寺輔明美先生

{第1部]特別講漬

rc翠慢性肝炎から肝癒まで m 病態と治療づ

国家公務員共済組合連合会虎の門病院部院長熊間 博光先生

{第2部}鹿談

f専門援に聞く日常者護の注意点・問題点j

[問題提起]

東京大学医学部附属病院主張溺看護師長木村 敬子.B::

NTI来日本関東病院菱田 真季氏

[翻答者]

国家公務員共済組合連合会虎の門病院爵i完長諮問 博光先生

共{農

第30回日本看護研究学会学術集会

中外製薬株式会社

株式会社底学書院
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一般演題(口演)

7月29日(木)の部



A会場 1 A 14群

1)2年諜程に進学した学生の特性一看護職経験の有無およ

び高等学校衛生看護科新卒者の特徴について一

坂井瑞子(戸田中央看護専門学校第二学科)

{民的]看護師 2年課程に入学してくる学生は看護師を悶

指すという毘擦があって，とても入学動機が明確である。

2年課程に進学してくる

持しているかを知りたいと考えた。また，看護部 2

に際して，文部科学省は高等学校の衛生看護学科を 5年教

し，一部の学校を残し，生徒定員数を削減し，

している。そのため，平成 17年度の入学生からは

(新卒)者が入学してこないことになる。この

w とは学生の背景に変化が生じることが予想される。今思，

とした学校を A校とした。まず始めに， A

f授業に期待していることは何かj を尋ねてみ

そして，学生の思いを知ることによって，授業内容や

方法への検討につなげたいと考えたc

i方法] f:l作の質問紙を使い，一斉調査を実施した。項回

としては，年齢，性531J，職業歴，授業に関する意識につい

てである。その結果を単純集計した後，学歴で8つのタイ

プに分けてクロス集計をしたc その後 1群と E群および

Ia群とその他の群に分けてが検定を実施した。

【結果と考察]A校の場合学習者の特i主として高等学校の

を卒業して職業経験のない学生が全体の

64%を占めていることがわかった。年齢としては 20歳以下

の学生が 67%と多く， 21~30 殺は 10% ， 30 

は 5%であった2 授業に関する意識については表の通りで

ある。 Ja群(衛生看護新卒殺)の場合「他の学生が持を

えているかj に関心があり， f:l分はj主段されたくなしリ

という結来が，その他の群とに有意差がみられた。また，

と看護職援で f群(看護識騒無)と II若手(看護職騒有)

とに分けて χ2検定した結来あなたにとってやってよ

かったと患う授業j の出答に有意な差がみられた。今後，

これらの結果を参考にして，学生との関わりを考えていき

たいと思っている。

表6(1)若手と日群との上ヒ絞検討

ろ4 関 l若手 日在学 合員十

授 シネもんζ 内 打化、~ 51 10 61 

グルーブワーク 8 3 11 

長正 ミ3る3 、会r会 努 34 8 42 

そ の 告患 。 2 ワ

93 23 116 

11ロ83

表3(2) 1 a鮮とその他の鮮との比較検討

攻筏 1 a 若手 その他の喜平 メfr;lf

他 の ぽ竺とjf:・ 生 10 2 12 

視 兵A三"'" 教 杉 40 23 63 

自分;こ注関 。
ぷ'e:斗 の {也 8 11 19 

58 3i 95 

11=83 

74 日

2) ボランティア活動と窃己教資力との関連について

桝本照子，滝湾加代子，池間敏子

(岡山大学医学部保健学科)

[13的]生涯教育研究では学生がボランティア活動を通し

て自らの精神後:界を充実させながら f自ら学ぶカj を育成

し，人間的に成長するとされている。そこで本研究では，

となる看護大学生のボランティア経験と自

との関連を分析し，その内容を検討する。

[研究方法]対象 :0

生 71名(以後看護大学生とする)である。

名による，記述式質問紙を用いた。質関紙の構成は，億人

的背景についての 9項自と，西村他が開発した「自

カ測定尺度jの初演回である。自収は配布後， 1週間の期

間を設け設置した回収ボックスiこ投醸してもらった。分析

方法.f自己教育カ総合得点j と斗侠IJ商得点j 及び f40

項!3Jの平均値と襟準偏差を算出し，看護大学生のボラン

ティア経験のあり群となし鮮の関で有意表検定を行う。強

:諜査時に研究主旨を説明し，同意を得た者iこ質

問紙を記布した。

{結果]r自己教育力総合得点j 及び斗側面得点j は表 1

に示す。総合得点及び 41J¥IJ簡の得点共に，ボランティア経

験のあり群となし群の隈では有意差は無かった。 r40項毘J

531Jの検定では夜、は自分のやることに自信を持っているほ

うだと思れと，私はとりくみたいことによって，それに

あった学習方法や手続きを選べるJの 2項目に有意差が

4 fs.IJ街の得点、の差がないことから，

この対象では，ボランティア活動と自己教育力との関連性

法認められないQ しかし，上記の 2項悶が有意に高いこと

から，看護大学生のボランティア経験ありは， r f:ll言を持っ

て，自ら学習できるj と患っていることが考えられる。

{引用文献]西村千代子，他:審議婦の自己教育力 自弓

教育力瀦定尺度の検討. 白木赤十字社幹部看護婦研修所紀

要， 11: 25-31， 1995. 

表1. !3己教育力総合得点及び4側頭の得点

(3.m I (1.43) 

{側)|(lお)

Vol.27 災0.3 2004 

(J .34) 

15.90 

(1.54) 

(1.69) 

16.70 

(2.12) 

14.33 

(1.74) 

( ) 内はj業主葬儀室長 nヱヱi1



3)看護大学鰯入学生の専門職志向に欝ずる研究

萩原佐知子

[El的]

され，医療を取り巻く

く変化するや，看護締の役割が期待されている。しかし，

現状は未だ伝統的な医師主導裂の医療が行われており，

護部の専門性が十分に発揮されているとはいえない。そこ

る。

{研究方法]

どのように詳

し，看護識経験年数と選手間駿性評価

そして議入学金の専門職忘向につい

酪i佼は 52部 (86.7%)であっ

も評価が高かった攻問は

カ追っ

から，

の技能とキャリァ;こ{防総をおく傾向があり，

"" 立士

を行い自己の援

としているのではなし、かと考えられるc

ドさと持ち，

としての婆件の充足を 8指すこと

ることが示唆された。特にスペシャ

リスト志向が高い額向にあったことほ，接域を絞ることに

よって専門性を発揮できる機会を得ようとしていると患わ

れる。看護部が専門職として認められていくため

護教育制疫の篠立や，保鑓部助渡部看護締法の改定などの

外的姿閣の諜題も多く残っているが，編入学生は，

自身の専門性能力・意識の向上といった内的要閣に関心を

持ち，働きかけを行っていると考えられた。

g 

ヰ)看護学生のセルフケア実賎度に関する研究

(山梨大学大学説医学工学総合研究部)

{自的1
ケア実践度を明らかにするために，

リズム，対人調係の視点から隷査する。

1)が開発

セルフケア実賎疫を評価し

され， 4つの下位項凶器子

リズムJ

自記式費関紙を患し

及び高間ら

高いほどセルフケア実践度が高いc 分

析:JMP 院佐々)を用いて各顕子を一元記翠分散分析で比

したG 倫理的記長霊:

の参加はEH13であること，

れたものを調査対象と

{結果}
3名，計 49名，

みられたれヱヱ8.263，p<.OOl， t=5.040， p<.OOl， t=7.138， 

p< .001)。また， 1人ぐらしの学生のみにおいて，

ストレス対処，管境保持・生活リズム，

られたれ口8.412，p<.OOl， t=4.561， 

p< .001， t=6.671， p< .001) 0 

{考察}

ケア実裁を分析

よりもセルフケア実銭震が低かっ

この傾向泣家族と防法している学生では見られず， 1人ぐ

らしの学生のみにみられた。

ために欠かせないものであり，

し，性7311，年齢，活動に濯した食事をとることが大切であ

るむ多くの看護学生は成人類初期にあり，身体成熟に大切

な持期であるため正しい食行動をとることが望まれる G こ

のため人ぐらしの学生に食行動調整の指導を重点的に

行う必要があることが示されたG

1)高間静子，荒木鯖子，林稚佳子，他:

セノレフケア実践度測定尺度の開発一尺度の信頼性・妥当

性の検討一，富山医薬大医誌， 14 (1) : 50-55， 2002. 
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A会場 1 -A-15群

5)模擬患者活用における学生の患者に対するイメージ化

力引見美恵、，森本紀巴子，飯野矢住代，辻俊子，湖上輝子，

j可合千恵子(久留米大学医学部看護学科)

{毘的}

授業に模擬患者 (SP) を活用し， paperによる事併提示か

ら SPとの対応を繰り返す過程で学生の患者に対するイ

メージイとのプロセスを暁らかにする。

[研究方法}

対象:看護大学生平成同年度 2年生の授業の中で SPと

接対f，むしない 81名。方法者護過程j にSP2事例を活用

し，患者に対するイメージ化の調査を， paperで事fyu提示

後(以下 paper後とする)， SP1閤筏対応後， 2回目立す応後

6@]行った。調査内容は，看護実践にイメージ化が必

姿と判断したれ項段で，“全く気にならなし、山気になった

、浮かばなかった"“こんな感じかなと具体的

に患い浮かんだ"の 3段階で臨答を得た。対象者には研究の

際的安説明し間意を得た。分析 :6回のイメージの変化の

パターンを分類した。統計命処理:FriedmanおよびTukeyの

l事{列島 :M氏 30歳女性，左変形性股関節症の術後

16日目。 2事例段 :S氏 33歳男性，クモ膜下出血の術後 15

日開。

[結果}

イメージの変化のパターンは 7つに分類でき

パターンもイメージイとは具体的

ターン患部，疾患の考え，

ベッド周期，ベッ FJ二のシーツ・掛け物，

しぐさ，夫(妻)との隈係，体絡，髪裂の 12項目で，

併ともに paper後と SP1回目および paper後と 2自尽

があった。 2;術後の経過，呼吸，循環，姿勢・体位，移動

動作，運動・休患、の考え，仕事の考え，性格の 8攻箆で，

M 氏は paper後と 2問自に楚があり， S氏は paper後と 1

屈自およびpaper後と 2缶四に差があった。3;治療の考え，

体温，呼吸・循環・体温の考えの 3項関で， M 氏は paper

後と 2閉尽に惹があり， S氏は paper後と 1罰閉， paper後

と2由良， SP1問自と 2回目に差があった。 4;リハビリ，

休患、・ u都民，排t世，仕事の 4項自で，ルi氏は差がなく， s 
氏は paper後と 1路傍および paper後と 2回罰に差があっ

5;食事，衣服の者脱，清潔動作，家庭での役裂の 4

nで， M氏;ま差がなく， S氏は paper後と 2四段

あった。 6;衣の考え，頭皮・頭髪，肉親との関係の 3工頁院

で，泌氏は paper後と 2問自に差があったが， S氏{ま楚が

なかった。 7;年齢，性別，食の考え，排社主の考え，

との関係の 5 項霞で，パターン 1~7 :こ属さないもので、あっ

{考察}

学生の患者に対するイメージ化には paper提示だけでよい

ものや SPとの 1酪あるいは 2屈の対応で深まるもの， SP2 

事慨を操り返すことで諜まるもの，事例により異なるもの

があった。これらから，事例の特徴や SPとの対応場面;こ

されることや，患者の外観上に関することは容易であ

るが，健康問題や生活および回復誤綴に関するイメージ{と

は難易であるプロセスが示された。

6) よる看護学生の「死Jのイメージと考え方の変容

福山幸恵、(聖徳大学大学技児震学研究科兇童学専攻博士後

期課税)

{問題と民的]r死jが病院や線設に委ねられている現代社

会では，看取りに関わる看護師の役割は大きく，線路とし

た死生観や倫浬観が求められている。そこで，基礎教育の

段階から死生観を培うために， Death Education (以下 f生

と死の教育J) を取り入れた教育に関心が寄せられている。

本研究では，デーケン.Aをはじめとする研究者が読書の

有効性を示唆していることに者闘し死jを題材とした読

句むのイメージや「生と死j の考え

方に及ぼす影響を実証的に明らか;こする。

調査し読書によ

{包的]読書材の読みが

明か;こする。

のイメージ変~

のイメージに与え

{研究方法]調査対象は，看護専門学校学生 165名とし，

読ままの主活・方法および拒否が可能なこと，データーは然

記名とすることなどの説明を行い協力を得た。調査対象者

に，読書材を提示し，その前後に「死jについての 30項悶

からなる SD法用紙iこ問答を求めた。結果は，項医ごとに t

検定を行なった。なお，読書材は f生と死の教育j のため

の以下に示す絵本の分類から 1冊ずつ取りよ;デ 1クラスiこ

i 間づっ提示した1.死にゆく者と家族， 2.死後の悲嘆， 3. 

り越える， 4.主人公の一生から九、のちj

ら主人公が九、のちjを考察。

るニとで，手EJについての f悲し

し¥J Iさびしし¥J つらし¥J 失うJなど否定的なイメージが

肯定的な方向へ変容したっしかし，読書材のうち 2.悲嘆を

揚写した絵本については死jのイメージ変容が認められ

なかった。

2.読書による「生と死j についての考え方の変容

[~的}読書:による f死」のイメージ変容と f生と死j の

考え方との関連を明らかにする。

{研究方法}誠査対象者は，看護専門学校学生 64名とし，

l向様に調査の説明をし協力を得た。寵変;ま，識変 l

でイメージ変容を認めなかった 1僚を半数に提示し(イ

メージ変容有群)，変容を認めた 1掃を残り半数;こ提示した

(イメージ変容無し群λ提示前後に f死ぬ(生きる)こと j

を刺激語とする文章完成法に沼答を求め，結果を肯定・中

立・否定的表現に分類し，前後でど検定を行っ

{結果}イメージ変窓有者宇は，生と死jについて多様な視

点から考えた肯定的表現が有意に増加した。一方，イメー

ジ変容無し若手は，有意な変化を認めなかった。

[全体的考察}調査 1・2の結果から f死jを題材としなが

らも「生jや九、のちj についての肯定的措'J3.を含む読書

材は，学生の奇定的な句むのイメージを弱め，や「し、

のちj について多様な視点で考える機会を与えたと解釈す

る。
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7)女子看護学生の弟子看護学生に対する意識について

井手数昭(滋賀医科大学医学部前属病続)

片間三俊

[図的1
2002年度の看護師養成学校への男子学生の入学者比率は

全体の 6.3%と少数であるが，年々，増加額舟が認められ

る。そこで，今後の看護教育への基礎資料にすることを窃

的に，女子学生の男子学生に対する意識を明らかにした5

{研究方法}

1.謂査対象:看護大学 1""4限生の女子 249名に対して屈

収数217名(回収率 81.1%)02.識変方法:既存の文献を

参考に独自に作成したアンケート用紙での費調紙調査至。 3.

調査期龍:2002 年 7 月 25 日 ~12 fl 2日。 4.調査内容:1)

2)男子署護学生に対する;窓識 (4段階と自由記載)・

(1)男子学生の与える影響， (2)性差に対する意識， (3) 

に対する意識， (4)男子学生の増加に対する意識。 5.

分析方法:各項践の単純集計後，学年による差異を明確化

するためにい 2自生と 3・4期生の 2群に分類し，さらに

回答選択絞の f全く患わないJrそれほど思わないj の“

わない群"とやや思う Jr非常に患う jの“思っている群"

し，検定を行った2 自由記載辻内容分析に準拠し

た。 6.倫理的配塵:口頭にて研究の主託および匿名性

と守夜、の保証，研究への参加は自由であることを説明し，

協力依頼

{結果および考察}

1.男子学生の与える影響:男子学生が f学習面j におい

て，よい影響があると“患っている群"は 68.2%で，その理

由には『学びを深められること~ (90.9%)が多数を占めて

いた。一方，惑い影響があると“患っている群"は 2.8%で，

その怒尚には『演習において学びを深められないことJな

どがあった。学年による護呉をみると， 3・4自生の方がい

2間生よりも，男子学生が f学費面j において，よし

えていると“思わない群"の説会が有意に多かった (p

<.01)0 2.性差に対する意識:性差を惑じると“恩ってい

る群"が 41.4%で，どのようなときかj を自由記載しても

らったところ， Ii'体力や腕力の蓋を感じるとき~ (36.3%)， 

f男女の性的な部分を感じるとき~ (35.3%)という

多数を占めていた。 3.演習に対する意識:男

む身体に触れなければならない演習時に，苦痛を感じると

“患っている詳"が 56.8%であった。 4. 男子学生の増加に

対する意識男子学生が増加した方がよいと“思っている

群"は 79.0%で，その理由には， Ii'学びを深めることができ

る~ (25.6%)， Ii'弟子学生が学習や生活をしやすくなるJ
(24.2%)， Ii'看護への男性の必婆性が高まっているi
(22.2%)の意見が挙げられた。

{結論}

女子学生は男子学生に対して性差を意識し，より学びを諜

めて成長するために必要な存在であるとしながらも，

では性差を意識することで学びを深めることができなし

もあることがわかった。以上より，性差を意識する

などでの自己患の必要性が示唆された令

8) 4年制看護学生の他者依存性の経年的変化

(長時大学医学部保健学科)

{研究毘的}

看護学生の多くが属する青年裁の発達課題の一つに両親や

ほかの大人からの惰籍的独立の達成がある。演野らは，

緒的独立に関連する他者依存伎について 4

l年生と 4年生を比較し， 4年生は情緒的依頼心が低い，

会的自惜の欠如辻学年差や性差はない，自律の主張は男性

が高いことを明らかにした。今関誌 4

時から卒業持までの他者依存性の変化を考察した。

{研究方法]

11年入学生 60名を対象に，平成 11

4月，平成 13年4月，

15年 2月iこ語交した。研究臨的と

た説明文と構成的貿潤紙を郵送し，

み返送する方法としたo 1飽者依存性尺産自本語版を用い，

情緒的依頼心，社会的自告の欠如，自律の主張を 4

求め， {まい(1.00~1.99)，中程度 (2.00""2.99)，高い (3.00

以上)に分け比較したc 分析はが検定を用い 5%を有意水

とした。情緒的依頼心と辻，絶えず精衿的な支持が依存

の対象から得られないと耐えられないとしづ感情，社会的

自信の欠如とは，相手に受iすいれられるか否か不安が強い

ため衝突しそうな時は予め自分が引き下がること，自分の

判断力に自信がなく指導者になる素震が欠けていること，

自律の主張と泣，人に頼らず全ての問題を自分のカだけで

解決して他人に構われたくないことと

[結系i
性J.lIJと平均年齢泣，入学時女性 58名，男性2名， 19.6 

2年時女性 52~，男性 1 名， 19.2議， 3年時女性 34名，

男性 2名， 21.9毅， 4年時女性指名，男性 2名， 22.1 

卒業時女性別名，男性 2名， 22.9歳であった。情緒的依

頼心で多いのは，入学時抵い 56.7%，2年時中軽度 50.9%，

52.8%，4年時低い 53.3%，卒業時経い 48.5%

2年時に男性が有意に高かった。入学時に比較

社会的自鵠の欠如で多いのは，

58.5%， 3 

52.8%， 4年持中程度 66.7%，卒業時中稜度 57.6%で‘あっ

自律の主張で多いのは，入学時器い 88.3%，2 

い 83.0%，3年時低い 69.4%， 4年時抵い 86.7%，

f誌い 81.8%であった。

{考察]

清緒的依頼心は卒業時に高い群が多く，先行結生徒ど誌なっ

た。これは対象者の変化による影響と

供に博緒的依頼心が低くなるとは必ずしも言えないことが

本研究より明らかになった。社会的自需の欠如辻入学時以

外はや程変群が多く，先行研究とほぼ同じ結果であった。 4

を通して磁器のない学生が多いことが示唆された。自

とも低い群が非常に多く性差は見られな

問題を人に頼らず解決していくカをどのよう

うか課題が示唆された。
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A会場 1 -A-16群

9)成人看護学実習における学生のストレス・コーピング

一部題の向かい方とコーピンク、に焦点をあてて

問所美代子(香川|大学医学部熊潟病院)

大森美津子(香川大学医学部審議学科)

星野礼子(香川県立医療矩期大学看護学科)

[目的}

中のストレッサーに対して，学生がどのように捉えて

対処しているかを明らかにする

{方法}

期損:2003年 3月。対象 :8大学4年生のやから同意が得

られた 22~23 歳の女性 10 名。倫理β暗号慮、:対象者に研究

旨と成績に影響しないことを説明し，書阪にて承諾を得

タ収集と分析方法:実習中のストレスについて，

王手構成的質額獲践を作成し，実習終了後に面接を行った。

そして，ラザノレスのストレス，対処と適応に関する理論的

枠組みに準じて，ストレッサー，ストレッサーに対する評

綴，コ…ピング，結果の内容を抽出し分析した。

{結果}

10名の学生の中から 14のストレッサーがあり， rケア

痛なく行いたいが自分がJ患者に苦痛を与えてしまう j など

自分の鰐題になっているもの， r告知されている患者にどう

隣わればいいかわからなしリなど梼題に関わる自分の所在

がR愛味なもので、あった。ストレッサーに対する評価は， r自
己の状況分析Jr状況分析 111愛味な自己の状況分析Jr状況

の予想、Jが見られた。コーピングは「自己の状況を変化さ

せる状況を変位させる一通りの対応j

などがあった。結果は「患者から反応が返ってき

け入れてくれたj など学生にとってよし

られたもの，自分の中で引っかかったJ不安があったj

など学生にとってはよい結果ではないものがあった。

{考察}

中に様々な出来事，主に患者に欝わる出

出会い対処している。そのやで生じるストレッサー

自分が関わる問題として見つめていくことができ

生と，看護学生としての立場から捉えた学生がいた。生じ

た問題から人間的な成長を来たすには，自分の開題として

捉える必要があると考える。自己の状況分析や状況の分析

を行った学生の中には，評価において自分を探り返ること

ができ，状況を変化させたり，自分を変化させるコーピン

グを行う者がいた。その結果は患者から震誌が返ってきた

り，患者が受け入れてくれたというよい結采をもたらした。

自己の状況分析や状況分析を行えても一通りの対応

や受け身的な対誌を行う学生は，その結采が自分の中で

引っかかったり，不安が残ったりしていた。また評価が援

味な自己の状況分析や状況の予想、にとどまっている学生は，

コーピングも他者からの助言のままの対誌や的の絞られて

いないものであり，その結果は変化も生じていなし、9 これ

らのことから，学生が充実した実習を経験するには，

の問題の捉え方を明らかにしたり，状況や自分を変化させ

るようなコーピングを千子うことができるように関わことが

大切であるc

10)看護学生の死の不安認知に関する授業前後の変化

大野晶子(愛知教育大学教育学部)

安藤詳子(名古最大学医学部保鰭学科看護学専攻)

[el的}

本研究の目的は，者護学生の死の不安認知に関するターミ

ナノレケア論の授業前後における変化や偶人特性との関連性

について明らかにすることである。

[研究方法]

議資対象は，災看護系大学の 3年次前期に開講されていた

ターミナノレケア論の授業を受講した学生 79名であり，

の趣旨について説明し緋究への承諾と協力を得た。自己記

入式質問紙法を用いて，平成 15年度拐潤授業開始前と最終

回授業後に配布し思収した。費問項目は，対象者の背景，

個人特性，死の不安尺度 (DeathAnxiety Scale :以下 DAS

とする)である。 DASは4段階評価(1.違う， 2.やや違う，

3.ややそう， 4.そう)で質問し， 1点から 4点に得点化して

合計点を算出した。 Templer(1970)による 15項目の尺疫

を本間ら (2001)が改変した 13項目の尺度を採用した。統

計解析ソフトは SPSS10.0Jを用い， t検定で比較検討した。

[結果および考察]

75名(回収率:94.9%)で，平均年齢は 20.4歳，

女性 68名 (90.7%)，男性 7名 (9.3%)で、あった。家族と

f同居しているj 人は 39名 (52.0%)で家族，身内ま

たは友人の死の経験があるJ人は 60名 (80.0%)であり，

死別者法「視父母jが最も多かった。「死にゆく人の世話や

看護の経験があるJ人は 10名(13.3%)で死について

えた機会があったj と9割以上の学生が答え，その機会

として「身近な人の死j が最も多く，次いで fテレビJや

f本jなどのマスメディアが多かった。 rJ[に対する興味が

あるj人は，授業前 511;(68.0%)と授業後 62名 (82.7%)

で 14.7%増加しターミナノレケアに輿味があるj 人は，

授業前 48名 (64.0%) と授業後 63名 (84.0%)で 20.0%

増加し終末期看護に携わりたしリ人は，授業前 30名

付0.0%) と授業後 44名 (58.7%)で 18.7%翁加した。授

よって死やターミナルケアへの興味や志向性が高まっ

たと思われる。

DAS得点は授業前より授業後で高くなり (p<0.5)，授業は

看護学生の死に対する意識に影響を及ぼし，死の不安認知

を高めたとみられた。 r家族と

得点は偶語していなしリ学生より渇く (p<0.5)，家族

との同居が死の不安認、知に何らかの影響を与えていると

われる。授業後に「死，またはターミナルケアに興味があ

るjや fいずれ終末期看護iこ携わりたしリと回答した学生

の DAS得点はそうでない学生より有意に高く，死の不安認

知が高い。授業前では有意差は生じなかったことから，授

業を通して，学生は死の不安認知を高めながら，終末期看

護に対する興味や忠向性が増していくと考えられた。
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11)看護学生の精神看護学実習における不安

-2年閣の STAIの諮査結畏から一

{目的]

[結果}

i議)Jの人と

{考察}

臼

12)看護学生のg三受容の実態についての調査

{目的}

とした一連のプロセスである。対人

々人の内的役界で形成される自記と他者のあり方

に大きく影響されており，看護織の自

{結果}

きにくいこと安示していたと

の各領域間における相閣で f現在の自己j

く影響するのは，パーソナリティーを中心とした

ることが明らかになったc 自分の現状を

にほ，自分自身のパーソナリティーを受容できる

も大切であった。また， 自由記載のこにどソードで

・恋人・先生といった身近な人が登場していた。これ

は，他者を通して自己を知る場合，その他者が自分と良好

な対人関係にあり，なおかつ信頼している人であれば強く

自己に影響をすることを示している 3
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A会場 1-A-17群

13)悩神経外科実習での学生主催レクリヱーションからの

学び一学生の実習記録の分析一

池田敬子，鈴木幸子，畑野富美，辻あさみ，坂本山

上E8稚代子(和歌山県立医科大学保健看護学部)

[13的}

中でのレクリエーション(以下レク)はより

に健康に貢献し，機能回援に向けて震要な{立霞をおめると

いわれているc 実習施設の脳神経外科病棟でのリハピリ

テーション(以下リノ¥)の一つに由復期の機能障害がある

レクが行われている。この痛棟での 3週間

(周手術期)に学生が主体となってレクを

ており，その学習効果を明らか;こする回

{研究方法}

平成 15年 10月から 11月に脳神経外科病棟で実習

A.8の2グループ 15名中レク;こ関

した 10名である。分析は，

らレクに関連する記述を抽出し類錯したもの

を付け，これ以上まとまらない段階まで繰り返し

行ったc 倫理的配慮として，学生iこは記録内容から億人の

特定が出来ないことを説明

{結果}

捨上位

換などであった。了準備の必要性Jでは，

不{隊参加への誘導のタイミングなど、で、あった。?連営上の

困難Jは， 13的をもった内容の食罰，全員参加の難しさな

どで、あったJ学生の達成感Jは慈者と楽しみの共感・共有，

仲照で作り上げた満足感で、あった。 wその他Jに看護師とし

ての職業の大切さと患者と g線を合わせる重要性があったc

グ、ループ。間で、の比較で、は， Aグ、ノレーフ。は， w患者の反!芯J]，
?学生の達成感Jが主な内容であったが， 8クツレープは『準

備の必要'l生ム『レクの効果J]， W運営j二の際難Jが多く揚出
そく
、ーω

{考察]

ら今後の患、者の際わり方を考えられ援

していたが， リハ目的とした企画や運営につ

いて踏み，準備や誘導，時間や記援の不織を感じていた。

レクに対する達成感への繋がりが少なかったと

る。教員として準備，運営に際しての指導や関わりを

十分に持つ必要があり，グループ間での表題の綴りも見ら

れたことから，今後更に，学習効果を得るために学生の特

性を見様め，学びや達成感が得られるような指導の必要'性

が示唆された。

14)終末期看護における看護学生の実習修得産と共感性の

関連

瀬)11謹予， JJ京頼子(久留米大学医学部看護学科)

[13的}緩和ケア実習では苦痛の意味や援助の認知的学習

に加え，思いやりや共感性など情意的学習も必姿であるが，

しく，患者理解が容易でないた

め共感性の育成は重姿である。今関，全人的苦痛の理解と

を学び，死生観構築を目標にした終3長期着

で，教育の意隈するスどリチュアルケアの理解と共

感性の育成を把握するために実菅修得箆と共感性の関連に

ついて調査した。

{研究方法}対象 :K大学復学部看護学科 3年生の終末期

を終えた 40名。期間:日同年 10jj ~H16 年 2 月。

方法:1.終末期看護笑習の到達度評髄斗5，4， 3， 2点の 4

段階:教員(l)余人的苦痛の恕解と緩和援助 8項お

40点 2)対象の師値観・人生離を尊重した B常生活援助 5

項呂総得点 25点 3)死生観と終末期看護緩の構築 3夜組

総得点目点} 2.共感性に関する自記式アンケート諦資=キ7
段階評価:学生{共有経験尺震(以下 SSE) と共有不全経験

(以下 SISE)からなる共感経験尺度改訂版(角E8， 1994)

荊向型・共有型・不全型・河童主型の 4つに類型化} 3. 問

者を得点イとして関連性(スヒcアマンの相罷係数)をみた。

倫理的配醸:研究目的と終末期看護実習評価の一部使用，

アンケート謂査の実施，結果は個人が特定で、きないように

に処玉虫し，拒否しても実習評価に影響はないことを

説明し，

{結果]1. 

の理解と

価値観・

(ごと1.24)点的

13.50 (ごと1.01)

11名 (28%)

の務違度評価:1)全人的苦痛

:平均鍍 36.56(ごと1.22)点 2)対象の

した日常生活援助.平均値 21.72

と終末期看護観の構築:平均値

:共有型 11名 (28%) と両

10名 (25%)，不

8名(19%)であっ

SSEと 3)死生観と

と実習評価との語通:

(rヱ0.312，

p=0.050) の額向を認めた。

{考察]共感性において共有型，間貧型，前向型，

がほ;玄関数で，タイプ;こ偏りはみられなかったc 自{也を独

立した存在と捉え共感性も高い両向型が 25%だ、ったのは，

で他者との情緒的つながりの共有経験を持てたためと

考えられ， SSEと 3) 死生観と終末期看護観構築(生の意

味・看護の意味・関係を通して癒される)の罷連性につな

がったと言えるだろう。これはカンファランスや文献によ

る知的学習に加え，患者の苦しみを受け止め，共感性を高

める意図的指導の効来と湾えられる。災習評{阪の1)2)に

対する棺認は認められず，認知的な学習は深まっ

的援助の実施は容易で、ないことが窺えたc 以上から終末期

看護実習で共感性を高める学習効来は見出せたが，生活や

感情体験が乏しい青年期の学生への教育的関わりや指導の

工夫の必要性が示唆された。
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15)重症心身障害児に対する看護学生の意識構造に関する

研究

[研究方法]

n 

16)紙上の漉床看護場面における看護学生の共感的応答に

関する研究

{目的}

{研究方法]

釘

{結果}

{考察}
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8会場 1 -8-14群

17) HCV由来肝彊変・ 2干癌患者が語る病みの経験

(石)11 

(金沢大学医学部保健学科)

{臼的1
HCV 由来肝硬変・肝癒患者の病みの経験を明らかにする。

[研究方法}

費約調子謀議'研究。分析手法は，グラウンデット・セオ

リー・アブローチを選択した。日CVr白楽肝硬変・肝癌患者

を対象に半構成的面接を行った。研究するにあたっては愛

的研究における一般的倫潔的記長室を行った。

{結果]

ごとに生の1i1泣かさ
るカテゴリ -r~J を患者Aの思いが揺れ動く

ように揺れ動く生の縫かさの行路)を中核として諾

{考察}

最初に死を意識した時以後の生に対する5齢、執務を抑えた

経験は，それ以前の経験を〔病気があっても，自分なりに

生きることができた〕と意味づけることで、人生の統合を果

たした後であるためと考えられた。患者は死を受け入れよ

うとしながらも[治療によって繰り返し継ぎ足されていく

命〕の経験によって死の受容には至らなかった。人生の統

した後だからこそ再発と治療を繰り返す経験を

な継ぎ足すj と意味づけることができ，命を継ぎ足す

}とそのものが死を意識した時以後の患者の生のありかた

になっていると考えたお病気を知ってから死を意識するま

での期間の患者の病みの経験がその後;こ早く人生の統合を

こなっていると考えられた。患者が死を

した時に〔進行してしまう病気安認めるしかないとい

う思し寸ができるような予期的指導を行'うこと，過去の経

験を〔病気があっても，自分なりに生さることができ

と探り返ることができるよう深境を整えることが看護援助

への示唆として得られたc再発と治労誌の経験を[治療によっ

て繰り返し継ぎ足されていく命]と意味づけることが，

とって充実した生を意味するのかを明らかにすること

が今後の課題として残さ

82 日

18)苦がん術後患者の機能韓害の体験に額する研究

橋爪潔香(金沢大学医学部i従属病院)

Jl-谷英子(元大阪大学医学部保健学科)

池美保，西尾主主子(大阪大学歯学部附属病院)

{沼告さ]

舌半依IJ以上を切除した苦がん術後患者の障害に対する体験

を明ら

{研究方法]

対象者:半側以上の舌明除手術を受け機能簡容が残ってい

る舌がん患、者， 5ち'r宝4名，女性 i名字舌の窃除範話芸は半{員.IJ

切除4名，蛮全檎 1名。告知を受けており，回復期にあり，

たは筆談でのコミュニケーションが可能で、ある者と

した。 平均年齢 63 歳 (53 歳~71 歳)，術後経過年数は平均

2 年生ヶ月 (2 ヶ月 ---5 年)。データ~文集:誠査期間内;こ外

来受診のある対象者と 1~4 回面接し会話を記録，逐語録を

作成した。分析方法:逐語銑から搭容に対する思いを意味

する内容を描出し分類した。倫理的配窓:文書と口頭で了

承を得た。

{結果および考察}

455 j随の鍔容に対する思いな示す文脈から 3つのカテゴ

リーと 8つのサブカテゴリ…に分類できた。1. r障害の認

識j について。1)躍ご対すQ護法?と L-le:，@(v勺術前で

は，舌がんば快報が少なく，舌の機能を普段は意識しない

メージがつかない9 対象

ちょっとゆっくりになったり，電話でちょっ

としゃべりにくい軽度，食べにくいなどは閤いていなかっ

た，またもとみたいな舌になるだろうなど自分なり

したことないと解釈していた 2) 罫線以ーとの解答の

;休日去には術がiのイメージとの大きなキ、ヤツプを感じ，

(1)機能・形態鰭寄日常生活 (3)社会生活 (4)障

を実感した自己の変化，の生つの側面について 20

を感じてし、たc 3)解答の話劇;これには，(1)

努力の余地があるとみなすと (2)努力の余地がないとみ

なすの 2つがあった。これらの評価は，まず鰭容をうけた

ときに行われており，障害iこ向き合う姿勢を決定していた

が，経過の中で沼復の感覚や医療者の評価から障害の評価

は繰り返し行われていた。 2. r由復への思いJc対象者は

討す後 l年で機能が安定すると説明されており，術後早期は

H度へ的規待を強く抱し、てし、た。しかし機能回復の程度は

主緩や対象者の!fjJiJlの厨jぎによる主観的評価に

頼らざるを得ない。このため対象者らはE疫の緯L-d四罫

議告と強く抱くようになっていた。対象者らはこ

の期待ぺやふ剖f復袋の難しさの認

iきき合う盗勢勢Lを決窓するという流れを何度も繰り返し， 自ら

生活の範閲を決めることで白書事:心を保つ努力さとしていた。3.

rj3尊心念保つJ。対象者はリハどりと生活の工夫の行動

揺と読めや比較， 自己iこ価鍍を見出すといった精子中面の両

面から唐家jご舟~i.デヨ努力をしていた。全てのおi象者は自

ら{nJかを郡長，縮小させて生疫の議官1llI??民めQニとで窃

心を保ってし
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19)問題造血幹細臆移擦を受けた患者の退院後の生活上の

問題

i尽的1iきlIll幹締桔移犠後に退院

ずる人が縫えている中，送技後のゑTi5維持・

され，その QOしを識変する研究も土替えているc し

かしその人の生活に焦点をさぎて，費約;こ退院後の生活を調

査した研究は少ない。本研究の筏的は，

等が抽出さ

{考察}退院後の状況で?身体面Jでの問題が多い人はそ

、たが，身体街jがコントロール

での不安や f社会商j の社会から

経済面での不安等が鰐題となっており

、た令移植後の経過と共に問題カテゴリー

も減少する傾向にあるが， 5年以上経過した人でも問題は

抽出されており謎続的な護助が必要である。入説中から退

院後に予測される問題への対処方法を提示しておくことは

もちろんのこと，退i淀後の生活も支援していくことが必婆

であると考える。

20)前立腺がんの護憲による大笠イソフラボン摂取の変化

{際的]

がんに擢患した人は，その進行を抗告制するため

していることが推認される。今田，前立践がん患者の

診断議後における，大立食品を中心とした食生活の変化に

ついて検討した。

{方法]

3年以内;こ前立腺がんと診断された T大学院

94名n 議査は半構成的雲間紫を用い，

69.2歳，診断から調査までの

1.5年，病期は Stage設 が 品 名 付8.9%)，肢が

33名 (35.1%)，Nが 15名 16.0%で，

66名 (71.0%)であり，

誌がんがコントロールされてし

してし

35名であり，そのうち 70

は21名 (60%)であっ

ア 34.3%，

{考察}

前立燥がんは我院において近年，最も死亡率が増加してお

り坐食事の影響が示唆されている。大豆イソフラボンと前

立践がんの閥系関係はまだ解明されていないが，

ほぽ 4 くが食事内容を変更し，

を期待していた。しかし，ゃに泣誤った変更をしている併

もあった。今後，疫学的研究の成果等を正しく提供し，食

物や栄養への誤解や過信を修正したり，個矧j的;こ現在の食

した上で適切な提案をすることなどが必要

である。讃綴的にがんを抑制したいというがんサパイパー

し得る看護の機能が必要とされている。
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21)急性白取病患者における臨床試議参加の意思決定とそ

の構造

平松理恵、

野津明子

げる臨床試験の意味，

よび意思決定に影響する妥協と構造を明

らかにし，看護支設の方法令検討することを図的としたG

{研究方法}

は，臨床試験iこ参加した初発の急性骨髄性白血病

以討し)と急J性リンパ性白血病(人しし)の入設患者で，研

究践的，協力に伴う和主主および影饗，参加への自

イパシーの保護について説明し同意が得られた 12名

した。データは，白血病や臨床試験に対する思いについ

より収集し，グランデッド・セオリー・

分析を行つ

男女各 6名で年齢は平均 52.1歳で、あった。疾患、

は A:VIL6名，人しし6名であったc 臨床試験参加の意思決定

11 のカテゴリーが捻出され(嬰)，状況把握と生への

と臨床試験参加への葛藤の 2つの過援によっ

されてし、た。さらに，臨床試験参加への葛藤は，意

と臨床試験に対する認知から

さ
いた「持定的認知が強いパターンム

索後持定的認知強化パターンJとサポートシステム

する

し

{考察}

臨床試験参加の意思決定におけるパターンの違いは，臨床

試験に対する肯定的認知，モ安定的認知，および臨床試験を

見緩める行動の相互作用によって，対象者が価値観のコン

トロールの変更を柔軟に行えたかどうかの差によると考え

られた。白血病患者が価値観のコントローノレの変更を柔軟

に行えるように看護職者がサポートすることの重要性が

示唆された。

， . 鍋 嶋 鵬 柵 綱 嶋網"・臨場酬竃

♂ ~ii 

_...1 
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ag 臨床試験参加への処決の鋳造

22)男性終末期がん患者のボディイメージ

小林祐子(新潟育設大学看護福祉心王室学部看護学科)

[fj的]

がんによって身体だけが告されるので

く，心理的側面や社会性までもが大きな影響を受け，

まで自分らしさを保ち，残された時間を安楽

;こ過すニとが悶難な状況に至る。患者は病状の進行に伴い，

身体の外見や機能が不可逆的に変化がおきた自己や身体を

してし、かなければならない。本研究で辻，

従来，重要授されてこなかった男性終米期がん患者のもつ

ボディイメージを暁らかにし，終末期がん患者がその人ら

しく残された時間を過ごせるような看護の方向性を示すこ

とを医的とした。

{方法}

一般病棟;こ入設中で病名告知を受け，著しい身体的苦痛が

少ない消化器がん患者を対象とした。研究方法は，質的帰

納的なアプローチによる半構成的面接法によりデータ収集

を行ったc 頭接時の会話の内容は，対象者の同意が得られ

た場合のみ， ICレコーダーに録音し，それ以外は笛接終了

後に内容を書き取り，逐語録とした。対象者には，研究自

[結果]

参加拒否やや新の窃践について

6名で，年齢は 50代から 60代であった。原

2名，腎がん，大月号がん，勝織がん，股

l名であった。主な治療法は，動注療法，化学療法，

ステント挿入等で、あった。患者のもつボディ

イメージは，<男性殺の喪失><身体の尊重感><死の意

識化><輪廻>くがんとの共存>くがんとの闘い><身体

の不思議さ><身体の感覚><新たな自己像>の 9カテゴ

リーに分類されたc ボディイメージにプラスに影響する要

隠として<前向きな姿勢><他者からの支持><乗り越

え> <倍護への希望><納得>の 5項目が見出された。ま

た，ボ、ディイメージにマイナス;こ影饗する要阪として<社

会的役割遂行への不安><身体機能の抵下><絶望><他

者からの評価><あきらめ>の 5項自のカテゴリーが見出

された。

[考察]

病状の進行に伴い身体機能の低下や身体ラインの変化など

を通して，患者は設やかにがんを持つa己の身体を受け入

れていたが，身体的苦痛が強いときは身体を返して死を強

く意識しており，自己イメージが抵下する傾向がみられた。

また，変化していく自弓の身体の捉えかたが，男性性や自

己の存在意義などスピリチュアルな側面に

と考えられた。同病患者との語りやつながりがもてる家族，

どに自分の身体を尊重し，支えになって欲しいと

強く望んでいた。終米期がん患者のボディイメージを考慮

した看護援場がターミナルケアにおける患者の QOしの向

上に寄与すると考えられる。
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23)未告知状況下で集学的治療を受けるがん患者のコーピ

ング …よ顎がん患者 1伊jの検討…

{研究目的]

げたよ顎がん患者の治療前から退

読後iこ用いたコーピングを明ら

{研究方法}

ツ

る>コーピンク‘が多く用

とともに<自分の強みを評価する>や，

<問題解決の兵体的な方法をとる>など，際分でできるこ

とをみいだし讃擦的に絞り組む変fヒが見

表1 コ…ピングの簿類と変化

カァゴリー 治療前 治療仁村 治療後

状況を受け入れる C C O 

先を子予測する O O O 

情報告と収集する O G 否。

援隊なま玄;こしておく O G 

任せる C O 

{盗殺にき交上討する C C 

前向きに考える C 

仁仁隠芝室長率淡の主主体的な方法をとる

自分の強みを評依する

後十みする G 

日

24)広i凡拡大子宮会構出術を受ける癌患者の術前のスト

レスとコ…ピングに関する考察

t;j出

{目的}

ストレスの評価やコーピン

されているむ婦人科手術のやで、も子宮癌への広汎およ

される合併症が多く，身体的心怒的

ストレスが大きい。手術館の金接的状況は容易に推察され

~ 

{研究方法}

入院中の広汎およ

接で，オリエンテーション前後のストレスとコーピングを

明らかにするために 2間笑擁したc 面接は l沼闘を入読後

2臼f:j， 2由自

して

し，

{結果および考察]

し追った手術という

ストレスは(一持評価一今どのよう

いるか)， 自分が惑でご手令官を受けることにより，影響さ

れる身体や心理だけではなく，日常の締々としたことや

どで、あったc 当初予測していた，

の喪失をストレスと認知した患者は一人もいず，議査の

去等のさらなる検討が必須であるむ入院時と手術言なお

きな変化は見られなかっ

2.嬬人科領域手術諮窪、考のストレス・コ…ピングは，

中心援に上ヒベ，罰題中心型が多かったc問題中心型では，

入i涜時，情報収集を行いこれから恕こることに結びつけ

ようとしていたが，手術前日には，自分が乗り越えるた

め;こすることが焼確にでき，解決の怒り組み姿勢へと変

化している。一方，情動中心型では苛立ちJr病気の

といった行動が見られたc これらは，

の状況に対する対処が，自分のカでは閤難と認知したた

めにとられたコーピング様式と判断することができる。
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25)抗がん郊を取り扱う看護締の職業的曝露の対策(その1)

-8本の匿療施設における防護策の実態一

石井範子，工藤由紀子，長谷部真木子，長関主主希子，佼々

木真紀子(秋回大学医学部保健学科)

{目的]

抗がん英字iは制がん作用のほかに発がん性，変異原性，催奇

性等の有害な作用も手干しており，薬を取り扱う

にも健康影饗が及ぶことが知られている c 欧米諸国では

1970年代から国家や各種僅般職民体で防護策を勧告

砲しているが，白木では磁策はなく薬剤部部門の取扱指鈴

も者護には波及していない。そこで， 日本の医療施設にお

けゐる試がん剤の取扱い方と訪護策の実施状況を把握するこ

職業的曝露に対する防護のあり方

{結采1
57大学務践， 9がん専門萌i涜，
設から回答が得られた

泊施設 (42.5%)

よび外来が 4であっ

あり 0.05)， 

り設翠の合が高かった。 2.技

がん剤の準備:~設所は病棟が 130 施設(78.8%) で多く，

時間帯や薬剤により薬剤部というのが 40施設 (24.2%)で

あった。薬剤のi溶解から使用後の注射器・針の始末までの

一連の技がん剤取扱い作業をする職穫は，注射針刺入で医

師が多かったが，それ以外のすべての作業で看護舗が多

かった。また，準備について抗がん剤以外の薬剤の取扱い

とくらべると，準備の場所は抗がん斉Ijで3薬剤部が多く，

、ずれの作業においても抗がん剤で医師の実施が

3.防護兵:最も多く使汚されているのは手袋で

(80.6%λ 次いで、マスク 98施設 (59.4%)であっ

鍔特に使用する防護兵の種類は， 2種類が 泊施設

で最も多かったが，泊施設(18.2%)では全く

していなかった。作業環境の考慮は 62施設 (38.8%)

ガイドラインは 31施設 08.7%)で手干していた。

抗がん剤投与患者の排池物取扱いで抗議を実施しているの

は 17施設(10.3%)であったc 環境の考薦、・ガイドライン

の使用・排法物の考患は，訪議兵の使用と有意に露連があっ

た。

i考察}

約 8訴の援療妓設が抗がん斉せを癖棟で、取扱っているにも関

わらず，作業環境に考露、している施設が 4答IJ未満で、あっ

よる準備がほとんどであるが， 8割はガイドライ

ンもないまま実施している。職業的曝露をi接げるために組

織的な教育と防護策の迅速な導入の必要性が示唆されたと

考える。

26)誌がん斉1Jを取り扱う看護締の職業約曝露の対策(その 2)

一日本の罷療施設における組織的な敬組と諜題一

[目的}

拭がん郁は取り扱う看護部にとっては職業的ハザードであ

る。これに対する看護部の防護対策への組織的な取組と今

後の課題を暁らかにすることを目的とした。

[研究方法]

調査研究。金調の医療施設 310議所を在意に抽出し，

部門の最高実任者へ質問紙を霊祭iきした。質問内容は1)拭

がん剤を取り扱う看護職への教育の有無， 2)教脊の必要性

と教育の機会， 3)将来的な社会開題化への認、識， 4)抗が

ん剤による健康影響の発生， 5)I坊護対策上の課題で、あった。

問答は選択肢，一部自由記述としたG 出答;土原良IJとして然

記名とした。データは統計的に処理し，変数間の関連性を

検討した。

{結果]

問答は 166施設から得られた(侶答率 53.5%)。医療施設

の内訳は大学病院 57施設 (34.3%入総合病院 100施設

(60.3%) ，がん専門病院8施設 (5.4%)で、あった。

1)抗がん掃を取り扱う看護職への教育では，行っている

34施設 (20.7%)，行っていない 130施設 (79.3%)で

大学病院やがん導同病院は総合病院に比べて者

ている割合が有意に多かった (p<

。
)
 

ーハリハリハ
υ

2)教育の必要性では必姿あり 166施設(100%)で、あった。

は基礎教育課程 106

件，卒後教育 109件，初{壬者研修 104件などであっ

3) 将来的な社会期題化の認、識では問題イとする 76施設

(46.1%)，問題化しない 3漉設(1.8%)，どちらとも

ない 86施設 (52.1%)で、あった。問題{とすると回

した絡設で辻，看護職への教育を行っている施設が有

意に多かった (p<O.OI)。

4)抗がん剤による健康影響の発生は 5件 (3.1%)で、あっ

た。その内容は，薬剤の飛散による皮膚の障害や異常，

角膜炎であっ

5)訪護対策上の課題(援数回答)では薬端部など他部門と

の識整がつかない 97件，スペースの議整がつかない 89

件，コストの問題がある 74f牛の)1僚に多かった。自治

された課題は，医療従事者の認識・知識の不足が 12

件で最も多かっ

[考察}

我が留では，抗がん斉IJを取り扱う看護職への防護対策;こ対

して組織的に教育を行っている主主療施設は少なく，防護方

法や健康被答に対する認識，知識の不足が推察された。健

康被害が顕在{としている医療施設は少なかったが，抗がん

剤は潜夜的な健康影響が指摘されおり，これを訪ぐために

訪護策は重要である。際題化するとしづ意識のある澄療施

設では訪護対策を取り，組織的な教育も行われている事か

ら，今後，抗がん邦jの抗議方法や健康被答の娘拠を中心に

ることの必要性が示唆された。
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27)笑験的感痛が味覚に及ぼす影響

(陪山大学大学技係議学研究科)

(陪

[自的}

しばしば味覚の減退を訴えるが，味覚と

痛みとの擦係性は系統的には課べられていない。そこで今

回，痛みが味覚にどのような影響を与えるかを実験的に検

したので報告する。

[研究方法]

した 4

イスク(三和記学)を用い， Labeled 

Magnitud日 Scale(しはS) (Green， 1993) で徐党評価{味質

毎のしMS11澄と 4基本味のしMS

よる戸、ickingpain 詰ミ (Fukai，

30volts (V) 

し，

Scale (VAS) 註xwell，1978) とMcGil1Pain Questionnaire 

(!v1PQ) 

4 

-0.785， p<0.05)。これら

させることが明らかになっ

られたエビデンスから，痛みを持つ患者の食の

ケアでは，味付けを濃くするなどの工夫が必要であること

したい。

(本研究は平成 15年度科学研究費矯助金(義務，研究 (8)

(2)課題番号 14370802)の助成を一部受けて行った)
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28)外来における糖尿病指導記録の検討(チェックリスト

を取り入れて)

内 佐藤由美子，古見みよ，高木正人

(高木内科クリニック)

[目的}

慢性疾患である糖尿病の通院患者には，自己管理に向けて

の動機づけ・学費援助型の継続教育が重要であり，ライフ

スタイルに応じた指導が必要と思われる。 T院では開設時

より看護師 3人で毎月のテーマを決め患者指導を行ってい

るお外来受診患、者が増加するに連れ患、者指導が臨難になり，

確実に残し患者把握をする事はさらに罰難に

そこで確実な患者記撞を毘的に，多くの記録を残

ないかと考えチェックリストを取り入

、て検討した。

1999 年から受診し， 2002 年 l 月 ~2003 年 12 月

受診をし，研究の主Eぎを説明し承諾を得た 2型糠

107名 l型糖尿病 2名である。

[研究方法}

2002年と 2003年に 1fl HbA1c， 2月指示カロリー， 3月

併症， 4 fl運動， 6月支の注意食品， 9月秋の注意食品， 11

月シックデイ， 12月冬の注意食品について指導した。 2002

年にすべて記述式で記録したものを (A)，2003 

クリストと一部記述式を取り入れたものを伯)

比較方法は指導項目，

録について調査をf科、比較し

性の検定を行った。)

{給条}

結泉全体をみると記述する文字数が少ないほど(.1¥) (8) 

共に記録が多い傾向にあった。指導工頁自の記録をみると，

HbA1c，食事，夏の注意食品，秋の注意食品では (8)は(人)

より i町立に多く記録され，持を指導したか一回諜然であっ

た。合併症・運動は{憂位でないが (8) が多い傾向にあっ

た。季節的に感官の多い為か 11月 12月は，指導記録が半

数近くなく，シックデイ・冬の注意食品では良い結果は得

られなかった。患者の理解度や現状で、は， HbA1c，食事，

合併症，運動，夏の注意食品，秋の注意食品，冬の注意食

品が (8)は(人)より擾位;こ記援でき，シックデイも優位

ではないが(引が把握しやすい傾向にあった。現状のみ

又は潤題点のみの記銭が多い(A)に比べ (8) は，知識の

自瞭然，現状や問題点・思考などの記述式の部

分も多く具体的であり指揮しやすかった。個別指導の記録

では，全体に非常に少なくトIbA1cのみ (8)

が多かった。 他は (8)が多い傾向にあったが良い結果は

得る事できなかっ

{考察}

題特潤の患者指導でも一部チェック方式は，多くの情報を

記録に残す事がで、き個別性を失わず短時間で、多くの記録を

する外来には効果的であると思われたc 個別指導の記録が

少ない点は，記銭するスペース・項回を作らなかっ

時間的に余絡のない事・看護師の意識が問題と思われるや

今後この点、の改善を含めた記鉄用紙の検討が必要である G

29)糖尿病嬬膜症患者の受診行動の影響要菌から考える糖

尿病教青

飯野矢住代(久留米大学医学部看護学科)

{目的]

失明際患の第一伎となっている糖尿病嬬摸疲患、者の受診行

動を左右する影響姿照を明らかにし，糖J7j(病患者教育のあ

り方を検討する。

{努fjE方法]
対象は， 1996~2001 年に iく大学病院絞科に糖尿病鰐膜症の

受診設があり，研究の趣旨を説明し間意を得た窪、者402名。

過去の研究を参考に，独自に作成した 7つの受診行動要因

から調変紙を作成し，郵送法で行った。有効自答数 384名

(97.2%)。統計処理は SPSS(VerlO.OJ)を熔い，カイー

検定を行った。有意差p<0.05o

{結果}

糖殻病縞膜症患、者が糠探病を発見されてから識査特に至る

までの受診行動辻，(内科・眼科受診型) (内科・眼科中断

型)， (内科のみ受診型)， (眼科のみ受診型)， (米受診器〕

と分類された。〔内科・報科受診型)を定期受診群 141名

(36.7%) ，それ以外を不定期受診群 243名 [63.3%Jとし，

何群で受診行動婆揺を比較したc その結果，定期受診群に

自は，了眼科診続名を糖尿病網摸症といえ

るJ，;土地特有の病気の見方として我慢するん「良覚症状

があり家族友人隣人の勧めで病院へ行ったJ，f受診を妨

げるものがなし¥J ， i s援三療従事寺者雪の説明で
こと;はま野菜を摂ること J，f内科医から設科受診の勧めが

あったJ，内科医から眼科の勧めがなかったが自覚症状が

あり受診したJ，網膜症に対するレーザー・手術治療を受

けたJ，fレーザー・手術治療後症状が改善したため通院を

継続J，r網膜症の手術をして健康に対する考え方の変イヒJ

で、あった。不定期受診群に割合が高かった壌調としては，

女性より男性が多く， r眼科医より賎科診断名をいわれてい

ないJ，自覚症状がなく病院へ行かなかったん「自覚症状

があり医師や看護師の勧めで病続へ行ったJ，r自覚疲状が

あったがそのうち治ると患って操子をみていたん

での資任が受診の妨げとなったん f糖尿病と初めていわれ

たとき伺でもないことだと忠、ったん「内科E長から眼科の勧

めがなかったが受診したJ，fレーザー・手術治療後症状が

改善したため通院を中断J，rレーザー手術治療後症状が悪

化したので通院を継続j であっ

[考察}

定期受診群では，眼科診断名を自分でいえる，不定期受診

群では，眼科診断q;を知らない者が多く，眼科診断名の自

覚は受診仔動に影饗しているのではなし、かと考える。また，

不定期受診群では，男性が多く，仕事が受診を妨げている

鎮向がみられた。さらに自覚症状がない，治療後の経過が

よい，自覚症状がある，治療経過が悪い，といった自覚症

状と治療の経過が受診行動に影饗していることが考えられ，

これらについて連動した教育を検討する必姿がある。
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30)成人 2製糖館病患者が療養行動を変える心理

{自!'t;J]

先行研究は，

トを影響問予として説拐してき

しかし，これらの婆国がなぜ欝与するか法暁らかにさ

れていないc 本研究は，成人 2

を変える心理を描き出すことを自的と

{方法}

。研究参加者:過去 2

へそグロビン A1C，コレステロ

の既往をもちかっ 3ヶ月以上ヘモグロビン A1Cが 7.0%以

変化は設階的な変fとではなく

づきJの内容により異なっ

16名(理論サンプリング8

を持つ特にタイミングよく

介入Jがあり，その介入によって1ft奇の気づきjが生じた

時に変化が超こり，維持もれ斉の気づきiに支えられてい

ると意味香どもたせていた。訪中核カテゴリー:I!f青の気づ

きJを中核とする構造で説明されたc サブカテゴリー

療者の熱意をわかるJ 家族への感謝の気持ちがわく J 自

分のやにある孤独感に気づくゾ向じ仲間のがんばりから自

分もがんばっていると思えるj で構成されていた。以上よ

り，成人 2型糖尿病考患者が療養行動を変えるためには，

F情の気づきJが可能な状況が必要であることが示唆され

箆

31)糖尿病の食事療法を継続する心理的要霞の検討

[尽的]

し，継続していくための援助

についてさまざまな検討が加えられ，患者の動を理解す

る医的で，多くの心底学的領域から研究がなされている。

しかしそれぞれの心理学的領域で、扱っている変数を比べ，

も行動に強く際連している変数が何かということ，それ

ぞれの変数間の龍連と機能の解明について扱っている

はない。そこで，本研究では糖尿病に罰して研究が比較的

ととも

明らか;こすることを段的とする。

[研究方法}

{結果]

ためにパ

モデルの適合震については， GFIO.963， 

AGFIO.936と侮れも高く，モデル全体の適合性は十分であ

り，説明カ

認め

から有意な正のパス 0.54が永された。

{考察}

他の変数に比べ，自

る変数であったことは，自己効力惑が具体的な行

為の遂行可能性の予鶴に関するものであり，最も行動;こ近

い認知的変数〈祐宗， 1985)であるためと考えられる。ま

た，態度が自己効力惑の競定自となっていたことについて

は，自己効力惑が高められるには罰的の行動に錨{疫を霞く

態度の形成が必重さであることを示す。行動への態度は行動

と結果への評錨によって決定する

1999) といわれ，態度は Bandura(1979)のいう

結果期待の影響を受けていると考えられるG さら

法の工夫から食事療法の実施に対し影響が認、められたこと

は，食事行動へ結びつく刺激を遮断・抑制することで，

くなり，よりスムー

していると考えられるc
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32)懐性肺疾患患者の急性増悪期における看護介入の検討

(その1)

河野留美湖，伊東{左手口 (JIIf!天堂大学医学部附属類天堂援院)

青木きょ子 (JII員天堂夜境銀鱗大学)

{図的}

本研究の図的は，先行研究で有効性が検証さ

療法患者のアセスメントツールを使用して看護介入を

路・評価し，慢性関2毒性肺疾患、患者の看護介入試案の作成

のための資料を得ることである。

{方法}

対象患者は都市部の大学病院で入院治療を受ける慢性呼吸

うち，研究お的・法を文書と口頭で説明し

られた急性増悪期にある患、者 2名。 fQOLJと f呼

， r生活動作の維持能力jとその 2下位尺度，

fストレス認知j とその 4下役尺度，近親者の心理的サ

ポートjの 5尺度， 32噴尽からなる在宅酸素療法患者のア

セスメントツールを用い看護介入を実施した後に，入院時

と比較し効果を検討した。

[結果]

ケース1.では，アセスメントツールから症状コントローノレ，

ADしの拡大，心理的支援，近親者への働きかけの必要性が

示された。看護介入では，入院当初の呼吸不全に対する人

工呼吸器使用中とウィーニン

とした心理的サボ…ト

した。また，

ドリンクの併用

としては， ADL 

し

への働きかけとしては，病態の安定に伴い本人及び家族と

今後の生活についての話し合いを持ち，本人の希望するお

宅療養について検討したc 患者に対する看護介入の効果は

アセスメントツールの数僚の改善によって永された。ケー

ス 2.の場合，アセスメントツールにおいて症状のコント

ロール， ADLの拡大，心躍的支援の必要-t生があった。看護

介入としては，続患、発作時の対処， ADL拡大への援助，感

染予防誘発1Z9~子の除去などのセルフケア指導;こより呼吸臨

難の改善と ADしの拡大が見られた。心盤面;こかをし、ては傾絡

をや心とする介入会行なったっしかし，患者の夫は反応性

うつ病を入院前より診断されており，退院の予定された頃

より，退読後の自分自身，及び家族の生活;こ対する不安，

ストレスが含動として認められ，退i涜時に「呼吸閤難の稜

f生活動作の維持能力j 辻数値の改議がみられたが，

fストレス認知J，fQOしJの改善はみられなかった。

{考察]

在宅畿素療法患者のアセスメントツールの使用は，慢性肺

疾患患者の急性増悪期における看護介入の必要性とケアの

効果判定に有効で、あったc そのため，患者の QOしの向上

を図るためには，介入前にアセスメントツールを使用

議介入の必婆性を判断し，ケア計爵の立案に稽極的iこ活用

することが重姿となるといえた。

90 自

33)糧性関議性蹄疾患患者における精神的健康と障害に関

する検討

(岡山大学医学部保健学科)

高井研一(関山県立大学)

{際的}慢性際率性蹄疾患、 (COPD)患者の精神的健康に

と精神的健康，とりわけ f抑う

つ状態j との際速を検討し，その関係は弱いと報告されて

いるものが多い。本研究はCOPD患者の障害として咳，疾，

易疲労性や呼吸困難といった呼吸器系の付加的機能の変化

や感覚，活動能力を用い，精神的健康との関係を検討する

ことをお的とした。

[研究方法}対象は運動鰭容をきたす他の疾患に機患して

いない者でCOPD診断基準を満たす72名c平均年齢は 71.4

歳 (SD8.6裁)，男性 61名 (84.7%)，在宅駿素を使用して

いる者は 28名 (38.8%)で、あった。議神的健康については

Gen巴ralHealth Questionnaire 12攻問を，障害としての呼吸

系の付加約機能の変化や感覚は¥11日dicalResearch Council 

Scaleならびに易疲労性を，活動能力はCOPDActivity Rating 

Scale を用いた。調査態需は 2003 年 7 月 ~2004 年 2 月 o 調

査に対してはその罰的および方法，参加は自由意えきである

こと，顔人は特定されないこと等を識査依頼文および口鎮

で説明し， I弓意を得た者;ニ対して実施したc 分析は従属変

とし，呼吸器系の付加的機能の変化や感覚

るとするモデルを

した。

ち，活動能力と年齢の関係を

したところ，有意な際連は認められなかった。呼吸器

系の付加的機能の変化や感覚について，モデル;こ投入する

変数を選択するためにi苦動能力との関係を検討した結来，

患、切れの程度，易疲労性の 2つの変数が活動能力

関連していた。怠切れの穏疫，易疲労性を独立変数，活動

能力を内生変数，精神的{慰安ーを従属変数とするモデルを設

定し分析した結果，モデルの適合皮誌が=17.986，p=0.082， 

CFI=0.971で，関連性の続討モデノレとして受容できた。精

神的健康への襟準化係数はお、切れの程震が…0.104，易疲労

性が 0.215，活動能力が-0.470で，活動能力だけが C.R.>

1.96 (p< 0.05)で有意であった。務神的健康への寄与号室は

27.8%であった。息切れの程度，易疲労性は，精神的健康

には夜接関連していなかったが，活動能力への標準化係数

は息切れの程度が -0.623，易疲労性が-0.237で有意で

あっ

{考察]棒神的鰭に夜接関連しているのは活動能力であ

り，患、切れの程麗，易疲労rt主は活動能力に影響を与え，間

接的に精神的健康に影響を与えていることを示す結果で

あった。活動能力の精神的健康への影響度は 27.8%である

が，本研究の結来は COPD患者の精神的な鰭康を維持ある

い辻向上するために活動能力に看護介入する必要性を示唆

している。活動能力とは生活行為であり，専問的な知識と

技術に基づく生活指導を行うことが，精神的健康に寄与す

るものと考える。
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34)看護部が寵後疾患患者への実議ケアを学ぶ構造

{録的}

ヌド研究は，

を明らか;こすることを目的と

[研究方法]

[結果}

{考察}

日

ため

35)看護蹄の援助行動プロセスの構造

-血液透析患者への生活援助場衝の分析から一

新谷恵子(大阪大学大学i淀)

{目的]

とした譲幼行動プロセスであるc そ

のプロセスを分析すること i丈患者の問題を主主体的な長応

として理解することができ，

自身も，

(以下透析患者)

、て，どのようなプロセ

しているのかを分析した。

{方法]

1) 

3) 

4) 

5) 

[結果および考察i
1) 

2)援助行動プロセスは，

J 認知j から成り立っており，援助行動プロセスの

カテゴリー内容は<議路認知><初期感情>という l次

認知を経て<競範意識><事態・ケース;こ対する認

知>という 2次認知へと移り，<援助意図の決定>が行

われ，<援勃行動>，こ移る場合，<非援場>とな

があるc 援場行動を行った場合患者の行動や反応といっ

た<援場結果>となり，その援勃結果を受けて看護輔の

<患者の行動や反応に対する感情>が生乙る。これらか

ら<揺れ動く認知>と命名した符認知が行われ，繰り返

されてし
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36)セルフモニタリング法を使用した成人型アトピ…性皮

j露炎患者の撞破行動に留する内容分析

長内志津子(富山医科薬科大学医学系研究科修士課程)

八塚美樹，安回智美，吉井美穂，

(富山医科薬科大学成人看護学 2)

上野栄一(富山医科薬科大学基礎看護学)

[13的]

セノレブモニタリング法は自己の行動を観祭することで行動

が変容するという援劫方法であり，成人型アトピーi生皮腐

炎(以下成人型 AD)患者の撞破行動是正;こ対し効果があ

ると言われている。そこでセルフモニタリング法にて得ら

自由記載擦の文章を単語単位に解析し，客離的に解

ことで，セルフモニタリング、法の効果及び成人型AD

患者の新たな特性を暁らかにする。

{研究方法}

2003年 6月から 9月;こ S会 T病説皮膚科外来に通院した成

AD患者iこ文書iこて本研究の殴的を説明し詞意を得，

よる 4週間の掻般行勤続記記載と面接を行なった。

日記を呂i奴できた 7名の自由記載擦に記載された

分析ソフト茶築， SPSSを用い，単語単位で分析し

身体部位，掻破行動の状況，対処行動に関する単語をそれ

ぞれ拾出し，期湾全体，介入前半 2週間，介入後半 2週院

における出現頻度を割合で検討した。

{結果]

身体部位上肢j42%が最も高く，前半で、は

では 35%であったQ 仁t二段jのやでも特;こ「手指jが 73%

をおめでいた。掻被行動の状況:22%が f無意識j

する単語であった。 f意織下j の f状況j の単語では，生

活上の出来事(以下 f生活J) こ関して 58%，身体の誠

子こ関して 20%出現した i1.:主活こ関する単語の内訳

は「入浴J，r仕事j が約 3f初出現した。対処行動:r薬物J

52%，薬物以外J48%で、あった。 r薬物jは全て外用剤で

あり薬物以外j による対処の内訳は冷やすJ， 止 め

るJ，後半iこは「我漫J，チェックj が挙げられたc

{考察]

が掻破行動を行なう器官であるため，介入前半で

の掻く符為が筏党され，介入後半にその関心が「上

立た以外の部位へ向けられ上肢J~こ関する
介入後半で、は減少したと考えられる。?意識下jでの掻破行

動の状況から，掻破行動;こは身体部の健康状態、だけで、なく，

釘常生活も大きく関係していることが示唆された。掻破行

動を意識し抑制してし、ると考えられる単語が表出され，セ

ルフモニタリング法により自分自身が掻破行動をコント

ローノレすることにつながったと考えられる。

37)保健指導における味付けの好みの意義~男性における

生活習彊病諸関連検査成穣との関連から

堀容子，小笠原ゆかり，小林智子， i竜益栄(日赤愛知短大)

:E腰浩司，近藤高暁，畳鳴英明(名大院l2f公衛)

{図的}味付けの好みは，肥満対策や食主主摂取の指擦など

の保健指導に利用される令女性において濃い味の好みが中

性指肪と関連するという，以前の我々の報告から，味付け

の好みは複数の意味を持つ指襟と考えられる。この研究は，

味付けの好みと生活習慣病誇関連検査成績(諸検査)との

関連を明らかにし，男性の保健指導における味付けの好み

の意義を検討するものであるc

[研究方法]1997年震に職域における一般健康診断を受け，

よる識変の同意が得られた男性 5041名 (40-69

歳)を対象とした。検討した検ーをは，収縮期泊l!:f (SBP) ， 

拡張顛血在 (DBP)，総コレステロール，日ひし中性絹紡 (TG)， 

尿酸， AST， AしT，γ-GTP，淑糖，トIbA1C，白血球，ヘモ

グロビン (Hb)，血小板，尿素窒素の 14である。味付けの

好み(薄い味を好む，縫い味を女子む，どちらともいえなし、)

やその他の生活習慣の情報は自記式アンケートによった。

味付けの好みと諮検査との独立した関連を検討するために，

性，年齢， BMI，喫煉習慣，飲器官襲，食管i繋(満腹まで

食べる，i取っこい料理を好む)を共変量とした共分散分析

を行ない，議数平均{佼令算出した。なお，対数正規分布と

した{践を使用した。

、味を好む群と比較して濃い味

(p<0.05)高い平均値を示した検資項隠

AST， ALT，γGTP，行b，BじNで、あつ

に有意であった検宝主演自は， AST， 

γGTP， Hbであっ

{結論}濃い味付けの好みは，単変盤解析で複数の検査項

目と有意な街速を示し，保健指導:上，有用と考える。さら

に肝機能検査は，交絡要閣の議整後濃い号去の好みと独立し

た~i室を示しており，男性において味付けの好みは許機能
の指襟としての意味を持つことが示唆されたc

表 i 男性における味付けの好みと生汚習僚主お5善後交の認3霊平均値b

後三王(l~i{lÌ:)

0.32 81.1 0.20 79.7" OAl 

4.63 0.01 0.01 -1.6-1 0.01 

:)1.1 0.67 55.6 OA:3 56マ7 0.94 

，.， 0.03 4.8 0.02 4.7 O.O-t 

IlbAlca. 1.8 0.02 0.01 0.03 

202A 0.98 202.9 0.61 203..1 1.24 
震を(1時 0.07 6.1 0.0.: 6.0 0.09 

.¥ST" 3.07 0.01 3.1* 0.01 3‘07 0.01 

ALTa 3.11 0.02 3.15 0.01 3.09 0.02 

γGTPa 3.68 仏02 3.77，台本本 0.01 3.66 0.03 

弱点長、(i潟/闘う 6081.5 ii.16 6033.3 18.93 6173守8 108.06 

へそグロどンほ/mO 14.6.) 0.03 1.1.7-1本 0.02 14.66 0.0.1 

t立小銭{喜男/総凝っ 22.8 0.25 22.7 0.16 0.35 

0.01 2.6 0.02 

諮っこい宝を告すむ)
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38)関節 1)ウマチ患者による QOL評価と家族による QOL評

備との比較 一患者の機能際害度分類別比較ー

馬場才'賂，西出伎役，街道恵子，梅山啓子

uヨ的}

リウマチ(以下 RA)患、者の QOL向上;こは，身近な存

在である家族の支援が必姿であり，家族にJ患者の QOしを

理解することが求められている。そこで，患者の QOL

{妬と家族の QOし評価の比較検討を行なっ

{方法i
1.対象 K県内のリウマチ患者会会員及び患者会に出席し

シ

:識査の趣旨，目的，

ふ
B
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叫

C

勾
づ

a
j
e
 

o
a
 

nu 
qu 

す
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変尺阪，aτaa 

市

γ
ユ
ヨ
円
H

I
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O
 

Q
 

られな

かった。機能障答が軽度，t:t等度の患者は，家族に必ずし

も支援を求めず，自分で対処できていることが多く，

に訴える機会が少ないとも考えられるc

、患者では，常に家族の支援を要求する場合が多く，

接に訴えを詳細に伝えることが多いことで，患者と家族の

QOL評価の一致度が高い傾向があると推察されるc
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39)術後急性織の看護実践活動の内容とその構造

磯見智恵、，表団浩子，酒井明子(福井大学箆学部看護学科)

i限的}

術後念、t生期の看護における看護実践の内容と構造を熟達牝

の視点から明らかiこする。

[研究方法1
1)調査期間;2002 年 8~9 月 G

2)対象者 S県下 3総合病院の一殻外科系病棟に勤務して

いる看護師 10名。

3)調査方法;全身麻幹下で手術を受けた患者の手術迎えか

ら病棟帰察後約2時間の護助親察場面を畿祭者2名で参

加観察を行なった。

4)分析;質的・帰納的分析。

5)倫理的配虐対象者には研究の主旨を口頭及び書面で説

明し，

[結果及び考察}

21~38歳，臨床経験年数 1~16年であった。

タから術後急J住期の看護実践に関連する内容を抽

出してラベルイヒ(126ラベル)し，カテゴリー化した結果，

19カテゴリーに分類できた。各カテゴリーのラベルはレベ

ル 1~3 の熟達度の段階に分類できた。また，それぞれの実

レベル 1でほぼ習得する内容，レベル 1-2を通

して習得する内容，レベル 2-3を通して習得する内容，全

レベルさと通して熟達する内容に分けられた。 レベノレ lの段

潜でほぼ資得する実践内容は，見守られているという安心

感を与えるような記慮、，術前オリエンテーションと連動さ

せた説明と技術の提供，観察 "1子為の結果の確認などのカ

テゴリーであった。レベル 1 2の段階を通して習得する実

践は術後の離床過程のイメージ化，痛みを誘発せず苦痛緩

和への速やかな援助，患者自身が苦痛緩和・合併症予防に

取り組めるような関わり，観察と援助・確認を再時に行な

う，周手術期を意識した術後の継続的な観察などのカテゴ

リーで、あった。レベル 2-3の段階を通して習得する実践は

共感的態度や察する関わりによって信頼隣係を結ぶ，患者

への負担が最小限となる観察技術で、あった。全レベルを通

して熟達する笑践は個々に反応が異なっていることを理

解し患者の言動の意味を理解しようとする態度，患者の状

況に応じた多様な援助，疾患と潤手術努の患者の身体的変

化の知識に基づいた予測・根拠ある判断，医師指示を確認

したよで患者の状況に合わせた柔軟で総合的な判断など

のカテゴリーで、あった。今閉のデータは，重症，念、変の場

面がなかったため，急J性期の看護実践活動に不可欠である

急変時の対応というカテゴリーは抽出されなかった。各レ

ベノレでの看護実践の特徴として， レベル 1は単発的，独立

的，パターン化，レベル2では関連・連動，同時性，即時

性・(緊急)，レベル 3辻全体的，柔軟で総合的， リズム，

タイミングという特徴が見出された。またレベル 2で予

測・予防，期手術甥，教育的関わり，レベル 3で察する，

保証するとしづ行動の要素が見出された。以上から，術後

急性期の看護実賎内容が整理でき，熟達した審議実践能力

るまでの段i法的・螺旋的構造が見出せた。

94 お

40)急性心務梗塞患者の病変数による退読後健康関連 QOL

ニ，中山奈津紀

(藤間保健衛生大学大学院保健学研究科クヲテイカノレケア学)

ゆかり，山

(藤間保健衛生大学病院看護部)

[研究背景}

アウトカムによる医療評俗は，従来，死亡率や生命予後な

ど医療者からの視点による客観的指擦が使用されてきた。

留民の健康への関心増加など社会的変化が，アウトカムに

よる医療評価を客観的指標と併せて Q出 lityofしife(QoL) 
などを患者の視点から評価する主観的指擦を用いる必聾性

が高まってきた。健康関連 QOL(HRQOL) mu定に使用さ

れる質賠紙が SF-36である。 SF-36は， 36項目の質問項目

をもっ多次元日RQOL評価のための賀関紙で，米国ですで

に HRQOL評価のスタンダードになっている。 SF-36は 8

下位尺度(身体機能 PF，心の龍康 ¥1行，日常役割機能 身

体 RP，日常役割機能一:結コ衿 RE，体の痛み BP，全体的健康

感 GH，活力 VT，社会生活機能 SF)からなり，得点が高

いほど QOLの良いことを示している。本邦の11書潔器疾患、

患者の HRQOL研究は， 1980年代後半より関心が高まって

きたが， HRQOしの研究は緒についたばかりで，まだ充分

な資料の蓄積はないc 循環器疾患患者の HRQOし研究は，

る資料になると考える。

{際的}

急性心筋梗塞患、者の HRQOしが退院後に殻動

、るかを明らかに

ccじに入院した患者群を病変数

により 2群(1校群 :n=29と多校群:ηロ 23)¥こ分けた。

倫理的記慮として，全対象へはccu退築時;こ本研究の

目的および内容について説明し書面にサインをしてい

ただき研究の承諾を得た。

2) HRQOしは SF-36をccじ退窓fI寺(退窓時)と退院後 6

か月 (6か月)に鵠定し，群間および退主主時と 6か月罷

を比較した。

{成績}

退室時と 6か月は， PF1校群 57.0，81.5，多校群 55ム 75.8，

RP1校群 69.4， 50.0，多技群 76.1，50.0， BP1校群 72.2，

83.4，多校群 53.7，72.8，GH1校群 48.7，50ム多校総 43.1，

53.0， VTl校務 65.0，67.0，多校鮮 55.5，64.3， SF1技群

89.4， 75.0，多校群 66.7，79.2， REl校群 76.5，46.7，多校

66.7， 47.2， MHl校群 70.9，72.2，多校群 66.0，67.6， 

であった。若手間比較では，明らかな有意差は認、められなかっ

た。退室時と 6か月鰐では， 1校群の SF，RE誠少， PF 

加を認め，多校君字詰有意な変化を認めなかった。

{まとめ}

l技指変患者群は， ccu退室後身体的 QOしの改善と精神

的 QOLの悪化していることが明らかとなっ
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41)纏込み控除錨動器(ICD)患者の QOLの評価

-ICD 適応疾患刻 SF-36の比較一

{段的]

{方法]

した2 これらは，

ること;こよると

・うつ)， SF-36の BP(体の痛み)， V1、

・吉村，)， MH (心の健康〉

このことから，精神阪は ICD

ていることが明らかとなっ

n 

42)認1IIl.管疾患で急性綴症状を患した患者への転倒予抗策

の評価

[1]的]
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43)救急外来における霞療者からの情報提供の現状と患者

の反応

[図的]

救急、外来における情報提供の現状を明らかにし，

割を考える。

{方法}

9月 2913 ~同年 10)ヨ?臼

16名 課王立方法:

らの病気についての説明，治療についての説明

内寂や状況，それに伴う患者の反応を観察し，診療後 l人

10 分~15 分間の回接を実絡。笠毘自室:l.医療者からど
のような説明を受けたか， 2. 医療者の説明;こ対する評価，

3. [友審議的その他救急、室全体;こ望むこと

{総土史的配i註]

得た情報を本研究以外には使用しな

られた患者のみを対象とし

らの説明方法:口頭のみ 9~， レントゲン.CT 

もとに説明 6名，留を描いて説明 l名で

した

:す

、て 16名，/J 1"1名が"よかっ

その理的として弓手しかった (8~)， 

の説明が分かりやすかった (4名λ
ことを挙げていたc しかし， 16名仁T1名は?よくなかったJ

と述べており，その王製自としては f説明の難しさ，医師の

態宣への不満J~挙げていた。 3. 医師・看護師への要望.

5名の患者が f今後や β常生活のことを知りたかったj と

述べてし

{考察}

らの

の原

帰宅

が不足している

らの情報提供の方法は， 16名中 9

聴覚からの情報は視覚

ではなく

を交えて説明されることが望ましいと考える。医師からの

情報提供;こ?不満j と答えた患者は医療若手の態度を理由に

96 日

44)初期・ 2次救急患者の実態と救急、肴護体制についての

検討

) 11 

三手品、

松開設(九十H

した拐期・ 2次救急患者の実態と

について検討

{方法]週窓設長:九州北部の 3病院の救急、外来を受診し

た患者 181名とその家族 2は名。語、者の診療中の待ち時間

を手IJ用し，調査を依頼，協力陪窓を得た上で，質問紙調査

を行った。心理的動揺を考慈し，負殺をかけないよう配窓

した。認案自室:患者の年齢，症状，来設形態，慢性疾患

の有無，結ブトの有無，家族の属性，更に家族の心理的状態、

を STAIの状態不安で認定したQ 患者に関する情報は外来

診療録と家族より得た。 SP誌により記述統計，が検定， t 

検定を行った。

{結果}患者は初期救急が 137名， 2次救急性名で，男性

98名(拐期救急 73名)，女性別名(初期 64名)。初期救

急患者の平均年齢は 32.6こと25.6歳で， 2次救急、では平均

51.1二と27.3歳で、あった。対象者全体を年齢別でみてみると，

15歳以下の小児の受診が 30.6%と最も多く，ついで 70歳

以上が 18.8%で、あった。救急車来院患者は指名で， うち

18名が入読したっ初診が 60名で，紹介により

36名のうち 20名が入院したと受診u寺の患者の症状につ

12名，循環器系疾状 12

92名G

では，慢性疾患の既

よりも有意に多かっ

83名(初期 61名)，女性 131

名(初期 92名)，平均 41.4ごと12.0殺で，続柄では，毅 85

名，配偶者 54 名，子~ 47 ~o 初期. 2次救急、患者の家族は

共;こ不安が強く (50.9土10.4， 56.6こと8.1)，吏;こ 2次救急、の

家族の不安が有意に強かった。初期救急、患者の家族でより

えている者は指名で¥反対に 2次では実際の病状

より軽症に捉えている者が 9~ し

{考察}先行研究と陪様に初期救急、では小児の受診が多

かったっ救急、外来では，初期救急患者の診療で混雑するや，

重症患者の擁入で待ち時間が延長し，患者の苦痛や家族の

不安も増強するとしづ慾循環が指擁されている。今後，

話相談対花;の導入/強化により，家庭での対処が可能になれ

更には救急、外来における機能性の向

ら小児を持つ親

¥101.27 No.3 2004 



45)初期~三次対応の救急外来での看護部の臨床実議

一行動観察データによる分析一

しながら

し，

れていると考えるc

i結論}

ラベル 10から，日寺熊経過にそって 3パターンのプロセ

スが明らかになった。そして，

が少なく，クリティカ

日

46)中襲看護服の急性期意識障害患者への看護ケアの意味

とその構造

石J11 

[(3的]

ザγることが

{研究方法]

、
[結果]

[考察]

Vol.27 "10.3 2004 告?
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47)外来通院中の心疾患、患者の QOLとソーシヤルサポート

西上あゆみ(淀川キリスト教病段)

[図的]

心疾患、J患者;玄関続生活が長く，臼常生活の活動性は徐々に

抵下し， QOしが低下する額向にある。また， QOしはソー

シャルサポートの影響をうけるといわれており，サポート

との関係を知る必婆がある。そこで本研究で;丈

外来:こ逸脱する心疾患患者の QOしとソーシヤルサポート

暁らか;こすることを白的と

{研究方法}

大j況が内のY総合病院の循環器内科に外来通院する心疾患

って，研究への参加を同意した 129

識変時期は 2003年 10月 ~ll ylであ

の質問紙による議交を行なった。

〈職業の有無，隠居の有無， :.JYH/¥ 

手術経験，合併症数や援態

期/IlJ)とソーシャルサポート(金らによる慢性疾患、患者用

ソーシャルサポート尺疫)， QOL (SF36)で、ある。ソーシャ

ルサポートの総得点，およびソーシヤルサポートの下位攻

沼郡 f日常生活における箔緒的サボ-]'J 疾患に対する行

動的サポートj の得点が，平均得点より高い群と低い鮮と

ぴ)2

果

61.8%， 2安 31.7%，3疫 5.7%.4 

0.8%，平均援皆、知能は 76.7ヶ月で、あ っ

SF36における f全体的健康感けま憶病期間により

があった (p<0.05)o 活力J 心のi健燦j 以外の 6境自に

は職業の有無により有意な羨があった (p< 0.05) 0 身体機

能J，活力こはIf'lJ庶の有無により有意な差があった (p

<0.05)。ソーシヤノレサポート;玄関居の者:こ有意に高く (p 

<0.05) ，行動的サポート j は手術経験者が有意に高かっ

たが (p<0.05)，合{弁症数や重主主度，入院経験で有意涯は

ソーシャルサポートの高い群は f活力j と「心

く， r行動的サポートjに注尽すると
糸
口

災Y上1/¥分類で、は l又は 2度の者が多く，

よる QOしiこ有意援を認められなかったことが考え

られるc 職業の有無で QOしの下位項目

ことは，年齢や性別が関係している可能性があると考える。

らのサポートが QOLと関係することが先行研究か

らも指摘されており，今院の鵠査におい

QOしは陪居より有意に低い摂向があった5

して辻援療者が社会サーどスの活用を提示するなど，サ

ポートが強化されるように罷わる必要があると考える。

98 日

48)外来週韓中の心疾患患者の QOLとセルフ・エフィカシー

土居洋子

llli上あゆみ(淀}11キリスト

QOLとソーシャ

(以下研究(1)とする)と問じ 123名

践は， li芳究(1)1こ金らによる

る尺度を追加した。分析は，

よび SE下位項目

塁手Jの接憾性健康に対する統の平均値の比較をし

また， Sと総得点および SE下役項目

高い群と誕い鮮との 2群に分け， SF36 

を比較したれ検定λ
{結果}有効屈答率・対象者の背景はJ手f究(1)と

る。対象者の背景別の犯の平均値は，無職者が有職者よ

りなす処行動の積極.t生j のみ高かった以外に有意な差は認、

めらなかった。 SE総得点がおし、群は SF36ので位攻自のす

、it予:ま，全体的健康

・心の健康が高く，統制感j

-体の痛み・全体的

1)。

、ては，

されている。しかしながら，対

きるだけでは SF36で示された QOしの下位

項目のすべてを上昇させることがで、きないo 統制感jが抵

い患者は，自身の身体機能や日

揮し

表1SF36 0)下役渓容の平均笠;二信るそごルブ・工乙つノカシーのお欝と返せよと毅 11=123

身体長短後 84.1 72.7 81.6 75.5 82.9 72.5 ネ

72.2 53.7 * 68.3 58.0 69司3 :]:] 

f本長id4- 7.1.5 6.1.1 * 71.2 68.0 H6  61.8 

60.6 15.1 ネネ大 57.9 .17.7 米* 59.7 13同6 ネキ*

活力 70.7 53.1 66捗9 57.2 * 69.1 52.3 *** 
役会魚沼災後 87.5 78号5 ネ 87.3 78.0 * 85.7 79.7 

EI長立さiJ徐立を 78.3 63.6 * 73.5 6告3 76.1 6.!..) 

ネネ

Vol.27 メ0.3 2004 



49)外来に通院する高島正症患者の臼常生活における虫記

管環疫の実態諦査

{閉会主}

{研究方法}

{結果}

[考察}

日

50)筏環器リスクファクターを有する外来患者への生活関

診棄の開発

三三 1 滋診三手f認の絞計処王室結果

つつ

2.0 

‘ 1.8 仏7 .500 
1.9 0.6 314 
i、3 0.6 
1.6 。.5 .218 

0.7 .4.10 

~.O 。‘S 575 
0.8 台58!

2.2 O.詮 .613 
i吉 。‘邑 386 

O.詰 333 
2.6 0.5 
2.0 告。7 500 
l..j 0.5 .2，t7 

pく0.05

Vol.27 災0.3 2004 99 



D会場 1 -D-13群

51)窃己評価および他者評価を取り入れた看護技術教育の

検討

回沖 阪本みどり，同

[目的}

とされている。絞られ

く，

り自分でコントロール{市)11，1995) 

く必要がある。すなわち，自己を客観授する

ことであり，その過龍で他者評価を受け，政日詳細と比較

することで，自弓評価がより正確なものになると安彦

(1987)は述べている。そこで，自三(学生)と他者(教

双方からの評{泌を取り入れた技術チェックを行い，技

術能力が向上するための教育方法を検討した。自己評{訟の

として諌習回数や自尊感情との嬰連性も分析した3

i研究方法]

口頭と文書:で本研究目的，方法，プライパシーの保

、て説明し，研究に同意が得られた 46名

とした y青拭，シーツ交換，血i詑測定，

n 

1回尽よりも 2@]院が有意に減少していた (p

<0.05)が p 自己・他者評価はともに 1回目よりも 2@]図

くなっていた (ρ<0.05)0 自とを他者より過大評価し

ていた群は，自己・他者評価が一致した項隠が 2回目に有

し た い <0.05) c 過小評価していた群の自己・他

した 寝自は回目と 2回目の!習に変化を認

めなかった。血圧測定を除く清拭，シーツ交換，

、て，自尊感情が高い群ほど有意に自己評価が高く

なっていたい<0.05)0

した項目が増加したと

自弓過小評価若手泣， 自己と他者とのズレを修正しにくいこ

とが明らかとなった。能力の現尖的な評価は環境にう亥く

対処することを助長する 1975)ことから，自

備を適正な水準;こ保つ必要'r生が示唆され，自己過小評価群

の指導方法は今後の課題とされた。血圧測定は他の技術と

り，滋IJ定値が評価対象となるため，自

ものになりやすい。そのため，自

ている自尊感情(james，1890)と自己評価に

たと考えられるc

ハH
V

ハH
Vi

 
日

52)与薬の技術に関する基礎教育機構と臨地実習での学習

レベルについて

内田倫子，

[el的]

あり方に関する検討

で行う基本的な者

された。そこで現状の臨地実習での実施

ること，及び当学科の臨床実習開始に

当たって卒業時の到達民擦及び技術教育を含めて，現在所

成人・老年看護さ戸領域の技術について検討する

を収集する目的で、調査をf子っ
{研究方法}

対象者 平成同年度ル!県認定管理者ファストレベル研修

受講さ主;こ趣旨を説明し，議資協力の得られた 58名。無記名

でき当日研修終了後回収。識変攻問:土:記報告書の技術項g
を検討し，

習で実施，

いてそ

あるが，そ

と回答したコ

の全項おが体験させる一方で，輸血管浬は民間病院で、見学

も体験もさせないとの回答が l;fjあったG 議i忠実習で体験

させる技術について 3穏の病誌の比較の結果，毘公立病誌

が経口薬と外用薬の与薬が 84.2%と有意におかった (p<

0.001)。次に職{立による比較では，山知也実習jで体験させ

る技術は，経口薬，タト用薬，皮下・皮内・筋肉注射までは

J-. 
」

なる。

¥!01.27 :¥0.3 2004 



53)基礎看護技術「与薬j の3臨確認に寵する癌地実醤の

実欝 一学生の132評価と指導者の評価の比較一

{目的]

i研究方法}

2) 

{結果}

{考察}

張のやにあって

a 

54)技術自記診断記録 (SSDER)からみた卒業時学生の看護

技術実施状況に関する研究

及JI 

[践的}

(Skill Self-Diagnostic 

Evaluation Record以下 SSDER) をもとに，卒業時まで、にど

のよう

{研究方法]

Vol.27 I'io.3 2004 101 
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55)看護教員の看護学実習における専門性尺度の作成

[目的}

自ら

}と) "を把握する

1) i'1!~: 尺攻作成の為の攻尽を収集する。 2) 方法・平成

1) EI的:

2) 

マ
/CJ c 

102 

15年 6)ミ，同意の得られた 3

3年生 119名(凹収 98名， 82%)，及び者護

6名(包1収 100%) に対し，

げる専門的能力jについて無記名によ

る自由記述を求めた。 3)結果・学生より 270項

13，看護教員より 60:r頁日を収集し，最終的に 50

ロを抽出した。

日

56)看護系大学に勤務する助手のメンタルへんスに留する

研究 一職務満足感どコーピングとの関係から一

片岡三佳， ) 11 

[図的]

から，助手のメンタノレヘルス

[方法}

1.調資

1165名に対して回収 5，およち

の項目が記入されている 442名

80.7%) を分析対象とした。 2.

L， JJ)J手個人への郵送によ

(Gen日I討 Health

Questionnaire 28 ; GHQ)，職務i前足感，定資]らの職場用コー

ピング尺度(1992)0 5. 分析 :GHQの下段尺度(身体的

症状不安と不娘Jr社会的活動待客うつ{額l古JJ)およ

びこれらの「総合j得点，職場用コーピングの下位尺度

掻的行動・認知~消極的行宣言'] .認知症状対処~)

算出し

{結果]

し，怒沼iこて本調査の趣旨

る説明などを明記し

精神的健康が織務満足感とコ…どングによって異なるか否

かを明らかにするために警 GHQ

務満足感(低群.r:t群・高群) "“コーピング洋・高

i洋)"の分析を行ったc その結果， (1)総務満足感のおし、人

は， f設いノ、やや程度の人と比較して， GHQおよび f身体的

症状J'不安と不!l民 ri土会的活動陣容うつ傾向i

有意に低く警精神的に健康であった (P2，436ミ;;10.337， p 

< .05) (2) 行進JJ'三翠失コーピングをよく用いる

人はそうでない人と比較して，

f身体的症状j

コーヒつングをよく用いる人はそうでない人と比較して，

f不安と不!l氏j 得点が有意に高く精神的に不健康であった

(Fl， 436ミ;;5‘057，p<.05) 

{考察}

Vo1.27 :¥0.3 2004 



57)看護基礎教育における看護遇謹教授に関する看護教員

の意識調査

出吋吋

{研究目的]

2. 

訂.

の方向性のひとつを

段

58)母性看護学教育研究の動向

392-397， 1994. 

母役者護学教孝子研究持続→めヲ苦手 (49コー刊の分析絞染

¥101.27 ト¥0.3 2004 103 
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59)高鈴者の左右下技描肉還と筋力のバランス評価

宮島多映子，

(山梨大学大学院法学工学総合研究部)

[際的}

臼本人の骨務度は欧米人に比し低いが，転f予!日おこ'骨折を起
こすリスクは低い。これはお本人の下肢筋力が欧米人と比

して強く，まま誼移動の多い運動である臼本式全活安臼常的

に行うことが影響している。本研究ほ高齢者の左右下肢筋

向;誌と筋力のバランスを評価し，転慌の予防方法について

干の結果を高齢者の健康生活指導に生かし，高

る。

{方法}

の高齢者 69名である。測定方法及び概定

(年齢・性}jIJ・BMI)を調査し，下肢筋肉

.一月退・下肢)・大腿閉鎖筋量・大Ri!3四頭筋最

力.RWBI (体重支持係数)さとインピーダンス法

ンピーダンス方式筋量測定装

分析方法:各咳自のバランス簡は，関

した結対値とした。大腿筋肉量バラ

ンス値(以下，大槌とする)・下JJiき筋肉量バランス値(以下，

下鑓)・下肢筋肉盈バランス値(以下，下肢)・大勝四頭蕗

-大腿臨頭筋最大言主力パラ

.体重支持係数バランス髄(以下，

性}jIJ• 

{結果]

78.4こと6.9議) で， 女性は 50名

80.6ごと8.0 BMI'ま男{笠 21.4二と4.2で， 女性は

20.6土4.2で、あった。年齢・ BMI・各筋量バランス債で t検

定を行ったところ，性別による有意差はいずれもみられな

かった。年齢と各筋量バランスは，男t生で、は有意な揺爵は

なかった。女性は年齢と大腿 .355，p < .05)・四頚筋量

.384， p<.01)・泊頭銘力 .378，p< .01)・RWBI

.377， p<.Ol，)， BMIと鴎顕筋量-.291， p< .05)・

(r=… .296， p<.05) • RWBI (r= .296， p<.05) 

関があっ

{考察]

-結カは左右差があり，その館カのバランスを調

ランスの左右主主が顕著であると，

バランスを調整するための5齢、筋力が必要である。また，

大経路頭筋は膝関部の伶艇に働く鰐である。高齢者の転飼

さまざまな要国が報告されているが，つまずいての転

闘が 4j!tljを占める 1) 本研究;丈高齢者の各筋量バランス

が男性では差がみられなかったが，女性では加齢， BMIが

器いことによって差がみられた。このことから，

の転傍l予防には加齢;こ伴う大腿毘頭筋力の抵下を防ぐため

の無理のない大腿沼頭筋の維持訓練と体重の維持が重要で

あることが示唆さ

1)安村誠湾他:地域の在宅高齢者における転倒発生率と転

倹j状況， s公傷託;387 : 35-741. 

60) 中高年者の動脈硬化度と生活習壌との欝連

黒沼裕子， 協坂j告

清水芳，金原純河(北阜大学病院)

{践的}

本研究段，生活習慣病ノ¥イリスク群とされる中高年者の動

訴硬化度の実態を明らかにし，生活管i賓との関連を諜索す

ることを際的とした。

[研究方法1
1)対象者:35 歳~59 歳のや高年の健常者で関東地区の l

企業に勤務する職員男女 80名とし

2)調査態間:2003 年 9 月 8 日 ~9 sl 19良であっ

3) データ収集法:動脈i桜花震は血庄脈波検査装置

(form円引'iABI，ATCompany) を用い， ?鼠度と体~f立等

の測定条件をコントローノレし，左右入BI値 (Ankle

BrachialIndex.アテローム性動脈綴化による狭窄と

を診断する指標)及び友右 PWV{夜(脈波伝矯速度)を

5分程変で測定した。生活習慣については索開紫を作成

し，デモグラフイック変数の他，喫煙，飲酒，食管関，

健康習慣などの閉答を得た。なお，質問紫は誤IJ定以前に

配布，上記測定時;こ回収し

心倫理的配慮:目的と方法を説明し陪意が得られた者のみ

に協力を得た。特に測定;玄関肢の鼠任測定を中心とする

の溌j定であり人体への悪影響は全く

43.0 (SD7.3)，職種

20名，管理蟻 14名がほぼ 9

人間値及び左右 PWV11直の平

均値はいずれも正常範到にあった。 人間値は数値が抵くな

ればなるほど動腕硬化によるlIIl管狭窄が強いことを示す令

PWV伎は高伎ほど取管が硬い傾向を示すむ入院の低

値群と高値群及び PWVの{底値鮮とお{夜群の 2群に分け生

活習慣の相還を一元慰霞分散分析あるいはカイ二乗検定で

分析したところ，野菜を多く摂取する，ほぼ毎日外食をす

るの 2項怠について有意な椋違が見られた。これ以外の喫

;壊，欽摺，健康習慢との関には有意差は見られなかった。

ABli政及び友右 P¥VV伎と年齢には正の有意な

強い相擦が， 2三人民値と BMIに魚の有意な強い相器が見ら

れた。

{結論i
!lVJ脈r~{ヒ度と食管墳には密接な~{系があり， BMIは低いほ

ど動脈摂化度は抵いことが判明した。しかし，本対象者の

中高年者においては年齢が高くなるほど必ずしも動脈硬化

震は高くはないことが明らかとなり，生活習2霞の重要'性が

示唆されたむ

104 5本看護研究学会雑誌¥'01.27 災0.3 2004 



61)高齢者の生きがいと楽しみとの関連

{践的]

{結果}

ていても生きがいとは

0.435， p<0.05)o第 5

し2チと

ない(係数 0.483，p<O.OlL とた，応援以上の人はテレ

ピ・ラジオを楽しんではいるが生きがいと

(係数…0.377， p<0.05)。

{考察]

女性;え家族交流や近所づきあいに生きがし、を惑じやすく，

しみではあるけれども生

じない紹肉が明らかになった3 楽しみが生き

ためには，人との交流が加わったり，

として認識できることなどが必要であると

泊

渡辺理;少氏の協力;こより実施

湾

62)高齢者鮪力向上トレーニング事業の評価に麗する研究

(そののーグループインタピューからの許価一

{際的]

{研究方法}

しさ〉に 10

{考察}

Vol.27 :¥0.3 2004 
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O会場 1 -D-16群

63)冷え症該当者の思肢末梢における皮蕗血管運動の特性

-t:tt生温度環境下での皮i露足立涜議事皮j欝濃の分析

[eI的}

もつ対象へのケア

[研究方法]

[1555長}

られた 20歳代の健康な女性

と

ゾブトは SPSS 10.りを用い，

りとした。全経過さと通して1I<';j

64)成人女性の正常体重者における肥満の身体的特徴

{図的}

ら

{研究方法}

18.5 

おおtf'fとし
3部位を総定し，ウエスト，ヒツ

ウエストヒップ比 (W/l→I)

目的およ

(j{)}三lt-JI'JJ出f，/，j鮮は 25'1名 ， %Fat JJ出荷若手は ι14名

{トl.S'j{，)で， 13~1lによる抵体重j前ま 34 名(1 1 .4%)，

j忌jj下ユ11t， (8l.9'}o)，出(， 20名 (6.7%)であった 13Ml

ぼ 11 )めq!で、%Fat/JEi苅群(正常体護肥満若手)は

106 日本名ー設1~1究主主:会雑誌 \01.27 ぷ0.3 2004 



65)需経鹿送識の気分状態に対するローヤルゼ1)ーの有期性

{間的}

日

66)女性労働者における一般性セルフ・ヱフィカシー (GSES)
の翼年期症状への影響

IlJ口

{践的}

-0.2051) 

Vol.27 'io.3 2004 107 
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67)糧性心不全患者と急性心筋梗塞患者の退院後健康関連QOL

クリテイカルケア学)

[研究背景}

ウトカムは，患者に提供された医療がもたら

す最終産物(エンドポイント)を示しているc アウトカム

による医療評価は，従来，死亡率や生命予後な

よる客観的指標が使用されてきた。罷氏の健康

ど社会的変化が，アウトカムによる

をども

と併せて QualityofLife (QOL)や満足度な

ら評{泌する主観的指襟を用いる必要性が

健康関連 QOL(日沢QOL)瀦定に使)fJされ

SF…36ザr::あるoSF-36 (玄，対日dicalOutcome Study 

iこよって開発された。これはお項目の質問項目

i叔 QOL~.手仮のための費関紙で，米患ですで

ザ HRQOL評価のスタン夕、ードになっている。 SF-36は 8

〔身体機能 PF，心の健康iv1H，日常役割機能-

RP，日常役割機能一精神 RE，体の痛み BP，全体的健

GH，活力 VT，社会生活機能からなる。本邦の

玄

研究は，

る。

{ロ的]

よび心筋線患者のl-llミQOし

ることを図的とする。

{方法1
1)対象は ccじに慢性心不全急性増悪で入院し

不全群:n=1l5) と急J詑心筋授塞で入践し

としたc li命現的配患として，

り関心

はccu退袋持;ニヌド研究の図的および内容について説明

し番街;こサインをしていただき

2) HEQOしは SF-36を一般病棟退説持(退臨時)と退院

後 6か丹後 (6か月こ総定し，退院持と 6かだ簡を比

較し

[ 11完結}退院時と 6か月の SF-36は，それぞれ内心不全

69.7， 77.8， iv1H心不全群 66.9，

67.3， 69.1， EP心不全群 30.9，34.4，心

54.6， 56.1，代巳心不全群生7.2，38.5，心結梗塞群

50.3， 51.4，即心不全群 71.2，70.8，心筋梗塞詳 62.2，79A， 

GH心不全群 48.3，42.9，心筋梗議群 57.5，55.2，円、心不

51.2， 56.3，心務梗塞群 64.1，65.6， Sド心不全群 66.1，

69.1，心鰐授塞群 76，80.1であった。心務梗塞の PF，BP 

は退院H寺に比べ 6か月で有意な増加を認めたっ一方，心不

全訴は退院後から 6か月

HEQOL 

とが示唆さ

108 日

68)喉E軒高出者の食道発声に関する自記効力感とセルフへ

ルプ・グループ支援の関連

〔図的〕

喉頭捕出者のセルフヘ/レブ・グループ(以下 SHG)

SHGから得ている支援について質調紙議査を

果，初心クラスは SHGから

乏しかった(第羽田臼

本研究では，初心クラス参加者却に焦点をあて，

ける SHGからの支援と自三効力感との関連につい

て研究を行っ

〔方法〕

1.対象:都内食道発声教家の初心クラス参加者のう

の承諾を得た男性 33名，女性 7名。

・文献等により独自に作成した半構成約

インタピューガイ

3. 議奈期間-平成 14年 10flから

ι 分析方法:[笥読者の

〔結果・

グ、ループ代表者及び隠接協力者に研究の

ら句。tに口 して

サブ?と1テゴリー30 (以下( )で示す)をflU

る自己効力とセルフヘルプごの

(以下[ ]で示す)で構成さ

く悲嘆f支応の緩和>(自記

つまり

くわかちあしの〈孤独感の解

ト}や{

とのつながり][自己開示]

という 5日G の機能を受入れることによりエンパワーメン

トが促されていた。しかし一方で[参加者との消織的交流i
i指導への間惑][食道発72獲得の不確かさ][自三練習の

困難感}が同時;こ存在していることから，初心クラスでほ，

グ、ノレーブcとの同一J生を感じ参加の動機づけや模様性が強化

されるには至っておらず，参加しなくなる可能性もおいと

える G グループ参加により効力期待が高まり，平j携に[練

習の意欲的取総みの実践}を遂行するものもあったが，多

¥101.27 1¥0.3 2004 



70)臥位で行う Low-Impact-exerciseの効果(1)

一生王霊的指標・主観的指標による評価一

69)援膜透析療養老のセルフケア能力への影響要理

し，回復カ

セルフヘルプ技法へ

本研究では，

めのしow-!mpact-exerciseの

小板綴喜久代，榔奈津子

{閥的]

{考察]

この課題が尽

なりうると考えられた。

*文科省科研費補助金

るケア能力
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ε会場 1-E-13群

71)高齢者における保湿剤外問後の角農水分量と皮脂霊の

経時的変化

向
汁
J

1
 

1
1
 

{尽的}

られていなし、。今回，高

と皮誌の経時的

に使用するための手掛、

したブイノレム

計測器を用し、て測定

内:こ被験者主:-15分立与適応さ

行った。統計解析は iゴrieclmantest 

タトiTl11ijとのli't1内上と絞を ¥¥'ilcoxon

matched…pairs si誇nccl…ranb ぉiにより実路したっ

[結果}

コントロール鮮の角層水分泣と皮Jl5誌は，ともに外用前と

と

いずれも外用直後に最高値を示した後減少し，

それぞれ外活前と群内比較をしたところ，角罷水分量は 24

まで，皮JI旨量:ま 6時間後まで有意に高値を示した (p

<0.05)むヘパリン類似、物質含有軟務群の偽尼I7k分:l11と皮絹

いずれも外}程度後に最高値を示した後減少し，それ

ぞれ外!右前と若手内比較をしたところ，角語水分~lil:と

ちに 6時間後まで有意に高値を示した (p<0.05)。自

し，その

セリン鮮の皮時哉は， 11寺!郊の経過にfずい有:さ差がみられ (p

く0.05)，タトf有能との群内比較をしたところ， 6 n寺開後まで

った (p<0.05)。

{考察]

タト用すると法務膜形成のた

したが，待問jととも

々に取り徐かれたために，

を示したと思われるつ

24 n寺間後;こ，ヘパリ

;こ湾:震保湿剤を外用する

ハUi
 

l
 

5 

72)高齢者の 1)ハピりへの意欲低下要因の分析

一老人保健施設に入所の姦齢者に焦点をあててー

妃，筒井裕子崎市氏、f部完)

{目的]

老人Hf-縫泌設でのリハどりテーション(以…i三

状もある。そこでリハどり

し，リハビリ

[ 1i}f究方法]

ることが難しい現

思し、などを明らかに

る変隠を分析し

から

生活やりハどり iごいの観察及びFEvl機能的自

いた。 3)コミュニケーションをとりながら学構造化商議法

により収集した 1IEiIを約 30分， 1人 2罰行った。内容は，

に了解を得てテ…ブレコーダーに録音した。三とた

収集した逐語誌を拝借成

コード{t，カテゴリー

ら得た結采:1リハビリ意欲抵下姿囚は， 245コード， 15 

カテゴリーが抽出されーその内容は身体的委国 113コー F，

?カテゴリー，認知1(心思)的要IEl124コード， Iカテゴ、リー，

8エコー F.lカテゴ、リーの 3分類が検出さ

カテゴリーの内容は，身体f:j(J愛関く恐怖感による行動抑

制<体調不良>，認知I(心主1D

r;長>で

は. 108コード， 8カテゴ

リーが11lJ出され，その内家主は身体的要IZHOコー F，3カテ

ゴリー，認知(心理)的姿際 48コー F，5カテゴリーの 2

分績が抽出されたc カテゴリーの内容は，身体的要問<

体的活動><安全性の縫保>，認知(心怒)的要おく

期待感><家挟・友人の存在>などであっ

{考察}

1.身体的姿IElとりハどり

とし

果期待感がない>がみられ 22コー

自

とりハピ

5名J:¥:にく

うIII難が

また<~尽力感>

、ことから生じてし

¥/01. 27 :¥0.3 2004 



73)高齢者の転倒予妨行動における年齢態別影響菱霞の比較

{民的}

フ

{方法}

く， 75~79 設群;丈自覚している

動の選択が不十分であっ

では，自らの能力に合致した転億j予防行動の選択が不十分

な 70歳台に着自し，高齢者の日常金活iこおける

抵下させないよう考窓しながら，高齢者自身が自覚してい

る転f~J リスクの内窓;こ悶を向け，連切な転ff~予防行動がと

れるよう動機づけていくことが必要である。

74)グループホームの痴呆性高齢者の情報収集に関する研究

一情報収集設当者の特性と情報収集との関連一

平野(小原) {九州大学医学部保縫学科)

[問的}

{結果;

あると認識していることから，アセスメント・

ケア・評{泌が効果的にできるような GHの特徴を生かした

と考えられる。 GHの職員に対する教育の

必姿性，資務職務・勤務経験により情報収集の工夫・課題

、があったことから，職員践で連携を十分にとり

うことが有馬と考えられるc

日本看護研究学会雑誌¥101.27 '-J0.3 2004 111 



E会場 1 -ε-14群

75)痴呆高齢者の尊厳に関する主要ケア

一日頃と閤ったケース場合の比較一

谷

{目的]

るケアワーカーの

について日

の場合を比較し，その特徴を明ら

[研究方法]

2.ケア器供者から見たトラブ

自(授容を肯定的な

対象はケアワー

2 Jヲ ~3 月;こ実施。議査意図，個人名や抱設

いことを説明し了解の得られた者のみc

ター…スについて， 20項悶

13項目;こっし

f日常

Amos，最尤法を試みた。

どと採用した。|巡ったケースでは GFIO.90，

1~ i\lSE，\0.09 ， AIC1246.6であったっ放棄比はすべての項践

でし%以上あり， 1去i染関係;ニ意味があると考えられる。 I百1
aヒ:l'tO)}(B、し

R0.1S巳'10.07，

[考察}

日頃 2.30閤 2.21)J， 

管理を般の人がする(探液化推定値:Iヨ頃 0.87図 0.96，平

均値:Iヨ頃 2.34間 2.23)Jであり，強い出来臨係が見られ

平時{泣から仕方がない患いが5齢、項目であった。お金

る項おは尊厳に関する主要ケアに大きな影響力を持

られる。痴呆高齢者がお金を持つ影響力が強い。

ケアの現場で立誕の

か方、るスペースなど考える必要がある。さらに罰ったケー

る(探準化推定値:日頃 0.75rn 
.日頃 2.54rn 2.43) rベッドから出さない

:日頃 0.66rn 0.80，平均値:1ヨ!亥 2.99rn 2.82) 

であり，強いほi果関係が晃られたc 限ったケースの場合，

とざ

えないc ベッドから出さなしリは日

はないと奇定的である。 高齢者から

必要がある。拘束はいけないだけでなく，

ったケースの陪でケアワーカ

れ動いている。これらを考慮することも必要である。毘果

関{系が強し、項目

ずること暴力に縛るj 了ベッドから出さなしリなどから

ケアワーカーに働きかけると効来的であるつ

112 iヨ

76)成人・老人の生活習横病患者への QOL支援に関する教

湾方法の額発 (1)QOL支援行動尺度の開発

ゆみ

[践的}

(Helping sehavior for the Improvement of 

Qua!ity ofしife: HsIQOL) とは，患者の QOしの向上を目的

あるし

への QOL

効果を測定する指標として，

を開発するニとである。

{方法1
1.費関紙の作成

c193名

で出収

設，方法，データの取り扱

ii155長・議き察1
1)密i又473名(回収率 92.3%)う

2) 対象の性別男性 2名，

(SD6.49) 

3)者議経験生手数:7.2年 (SD5.78)

4) 項目分析:抱一子分析をn.い，各項目

i'EI弱の検許，全ての項目

ノくリマックス

61.1 % 

以上であった2

6)妥当性:概念妥当性について，構成概念と

し， li史認した。したがって，

も確保されたと

¥!01.27 トイ0.3 2004 
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77)特別養護老人ホームで、高齢者を表取った家族の体験

一看取りへの合意一

{目的}

[対象と方法}

日

78)鰻番高齢者の患いを繋ぐ在宅サ…ピスの構築に向けて~

ナラティブアプローチから見えた介護保段の富点

ハイリスクのクライコ二ント

テム化を検討する(弱 1)

現行介護保険制護の題審事態:

予瀦 1)スク饗簡の陸選議蕊

i蕩l 研究機念の議関

Yo1.27 NO.3 2004 113 
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79)看護職の職業的アイデンテイチイの構成委菌

鈴木寛子(自

(弘前大学医学部保健学科)

木村紀美(元弘前大学夜学部保縫学科)

{目的]

医療の現場において看護識が担うべき業務誌拡大し，

高度の専門的知識や技能を求められているlJ錨々

部が職業的アイデンティティを確立すること

を向上する lつの方法であると考えられる九そこで本研

看護織の職業的アイデンティティのl2SI子構造を明

とともに専問看護邸，認定審議師，看護師の職

ィティ得点を比較することを筏的とした。

[総究方法}

た。第 112S1すとは:向上心・

観的・容鋭的自

イメージふ第 4間予は

Cronbachの α係数は0.91で{言劇性が確認された。さらに，

関子分析により絞られた 20項尽の総得点を職業的アイデ

ンティティとし，専問看護婦，認定看護師，看護的関で比

較をした。その結果，認定看護師と看護師間で 6%水準iこ

近い値で差が認められた。さらに，各国子の尺度得点の比

たところ，第 1悶子 f向上心・満足感・充実感心

2民子 f主観的・客観的自己能力j

部よりも

出

が高かったことは，

あり，自分の専門性を活かして能力

がし、や自信などが実感しやすいことを示してし、る。つまり，

2つの罰予が高まることによって認定看護隔の職業的アイ

デンティティが高められ，それは審議としづ職業や役割に

結びついた行動や価儀観がより内在化おしていることであ

ると考える。{文献省略]

114 臼

80)看護部のパーンアウトに関連する菱自

一所罷する診療科による比較一

{問的}

多出 上ヒ;工島欣慎，

(山梨大学)

して，看護側のパーンアウトに議連する

ことを図的とした。

11) と総合病院(全 12)

に勤める看護師全長 (2674名)を対象に，属性・職場環境・

ストレス耐性・パーンアウト状態(以下 J¥招]1)得点が高

い程パーンアウト状議が高いことを示す)・患者への拒否感

情と陽性感情に関する費問1妥協から成る潟紙を用いて，議

よる多重比

較と， MBIを従属変数とした道関係分j析を行った。なお倫

理的配患として，然記名{胞J.lIJ記入式で毘答を求め厳封封箔

を使用した。また，回答は{壬芸:で行い，得られたデータは

統計処理してi個人が特定されないことを保証した。

{結果}

有効回答 1791名 (70.0%) を，外科系 358名・内科系 280

!s・母子 236名.ICU他 176名・外来 165名・精神科 576

名に 6分類した。 MBI(α ヱヱ0.8051)の平均得点は外科系:

内科系:52.1点，母子:50.2点， ICU他:50.8 

結千[11科 :46.9点であり，精神科と外来では

た (p<.001)。母子・ ICじ他・外来では，

た (p<.001)。ルlBIを下げる要関

良いこととストレス訴す性が高いことは，

患者への拒否感情が強まることは

ICじ的以外の科で認めら

れた。患者への陽性感留が強まることははBIを下げる要霞

であることが，内科系・ ICじ依・精神科で認められた。

、ことは¥lBIを下げる安出て?あることが，外科系と

外来で認められたc 外来以外の科で:丸子どもがし、ること

が MBIを下;ずる要認であることが認め

{考察]

どの診療科で働く上でも， {!動く場として環境が良いことと，

掴人としてストレス耐性が高いことが大切で、あり，職場俄j

も働く狽IJも双方の努力が必要であると考えられたコ ICU{也

では，患者の生命を守る看護が箆先され，組否感情を抱く

ことが少ないと考えられ，

ないが，患者の凶復時などには議性感i脊をより強く感じる

と推察され，陽性惑f吉;土決i聞の要民になることが考えられ

自身への身体面への

きいことが，外来では対象者の平均年齢が 40.83

と高かったことが影響したと考えられた。子どもがいる

人は，子どもを育てながらも仕事を続けていく気力があり，

メンタルヘルスの向上にもつながっていると

{文献]1)久保真人， 133尾雅夫パーンアウトの測定，心

35 (3) ，361-376，1992. 
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81)看護舗による患者への役割期待とその蓑罷の諜求 82)看護部の爪の自巴管理状況に挺する分析

{図的]

{結果}

日 ¥Jol.27 災0.3 2004 115 
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83)乳幼児を育てている母親の育児ストレス

野口純子， ノト)'I佳代，松村主草子(委)'I 

{目的}

本冊究では，乳幼児を育てている母裁の持つストレス内容

と育児ストレッサーの悶子機迭の特徴について明らかにす

る。

[1iJf究方法}

期間 平成 15 年 ll jJ ~12 月。対象: A lIlT内の公立保育所

及び幼稚濁に子どもを通わせている母親 495人;こ配布。沼

i叉できた 365人(胆収率 72.5%)を分析対象c

:先行研究(日下部・坂野， 1999)に基づく育兜スト

{結果1

31境協を用いた質問紙法。

ソフト SPSSVer10.0 for Windowsを照

パリマックス由転)，信頼性分析

研究筏的と連絡先，

し綿入が特定できないことを焼記し

で投函箱;こ臨殺したこ

209名 o

就労者は

5.0歳。子どもの入

札5二と1.3人，核家族2.0ごと0.8人G

が 207人であっ

2.育児ストレッサーの因子構造:

1.00以上で 6区汗を主主出し，累積寄与三和は 47

ンパックの a係数は 0.928であった。出子 1，丈

けがなし¥J rぐずるとなだめにくしリ等 9境問

どもの拐さ分けのない仔弱b~ とした (α 係数 0.845)

立は，自分の時期がない子ども安育てるために我慢し

ていることがあるj等 6項目が含まれF自分の時間がなし寸

とした (α 係数 0.859)0 民子皿は，夫が育児に非協力的

であるゾ夫が家事に非協力的であるJ等 3項目が含ま

の無理解・非協力的態度Jとした (α 係数 0.877)。因子IV

は，子どもと二人だけで家にいるJ 一人っきりで育児を

しているj等 5攻尽が含まれ， Ir一人っきりの子育て，社会

からの孤立Jとした (α 係数 0.716)。富i子.¥!，ま子ども

が小食である日自分で食べたがらなv'J等 4項院が含まれ，

?子どもの食行動における陪題jとした (α 係数 0.732)。

剖子市VIは， rどうしつけたらいいのかわからなくなるj等 3

境問が含まれ，民党としての対応jとしたい係数 0.664)c 

子どもの路き分けのない行動や子どもの為に仕事や題吹が

制約され自分の特需がないことが，説明力の強し

出された。~子構造の特徴として，子どもとの関わり

ことがあきらかになっ

所，短時路子ども

トレスを増強させている

について相談する人や場

1人:こなれる持問を篠保す

ることが， トレスの軽減につながると考える。

116 日

84)思春期における母子依存関係とメンタルヘルスとの関

連性に関する研究

渡辺タミ子(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

における母子依存弱係とメンタルヘルス

らかにし，健全な親子関係を支援するため

とする。

{用語の定義] 母子依存!組系とは， 日常の生活習慣にお

ける子どもの母殺に対する依存性，およびその裏返しとし

ての攻撃性を示している。

{方法1
1.対象 :S県の公立小・中学校(10校)に通い，調査に理

解を示し協力の得られた小学 5年生~中学 3年生とその保

(1146名)。

2. 方法:Iき記式質関紙法。

3. 内容:1)基本潟性， 2)ヲこどもの健康状態;石崎らが作

成した日本版小児身体ー心理社会的症状チェックリストの

35項殴 (PediatricSymptpm Checklist ;以下山C)，3)母子

依符関係;倉本が作成した臼木競自記式依存関係質問紙(以

下S人OQ)，r a柱、ction情緒的身体的接触欲求Jr communication 

語的接触・護助欲求 travel外出時の間伴欲求j

の 4要国(13:t夏目， 5件法)，地。

及び校長の承認を得

し，回答は任意であり，教

、こと，プライパシーの保護，デー

タは自的以、タト;こしないことを右主主ヲし

{結果}

間収率は， 812名で，その中の有効回答は 653

名 (80.0%)で、あっ

1.対象者の特性:学鈴}3IJでは，小学生が 263名付0.3%)，

390名 (59.7%)で，男子竹， 313名 (47.9%)，女

子が 340名 (52.1%)で、あった。両親の平均年齢は，父親

が 44.3歳 (S04.7)，母親が 41.1歳 (S04.0)であっ

2. PSCでは，カットオフ値打点以上の「疑楊性群j が全

体の 185名 (28.3%)を認め，中学生にのみ男子の方が女

子よりも f疑陽性Jの割合が有意に高かった (p<.017)o

また，都市古r;の方が郡部よりも PSC得点が有意に高かった

(p<.002)o 

3. PSC 

関を示し

くなるほど SAOQ くなりijJijJし、相

とは中程度の相

関を示し (p<.000)， r communicationJ r a行'ectionJの 2要因

;こも拐し、相関を認めた。

メンタノレヘノレスにおける性差や地域差は，友人認係，

校・家庭環境等の背景と欝連ーがあることが推察された。ま

た不健康な鵠神状態にある子どもは，やや自立心に乏しく

攻撃的反応を起こす傾向にあることが分かったc そして母

との依存関係の有り様によって，子どもの健全な精神的

健康に歪みをもたらす要素となることが示唆さ
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85)思春期の子と向き合う殺の体験

一第二次性徴における変化を中心に一

{関山

([湾UJ

{はじめに}

日

86)小児看護を実践する看護部が認知するサポートに龍す

る研究

、によるサポート

三!:l ギJ送水ささ5そもえミ;蒸
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87) シールとチェツクシートによる幼克の吸入行動コンブ

ライアンスの強化

[目的}

の呼吸器疾患の治療の一つにジェット式ネブライ

よる吸入療法があるc しかし，実際には多くの幼児

が吸入療法を嫌がるため，治療効巣が十分に得られないと

いう現状がある。本研究では，このようなi投入行動コンブ

ライアンスの低い幼究を対象にシールとチェツクシートを

用いて介入し，その効果を検討することを践的とした。

{研究方法]

え}J児0)1投入行動を 5項目;二課題分析し抽出した。1.[3分の

手で吸入器を持つ。 2.吸入器を口にくわえるむ 3.吸入器の

スイッチを入れる 4.薬iI支がtl:lなくなるまで吸入する。 5.

吸入器のスイッチを切る。吸入行動は 5項目 3段階評定で

した。対象は 2名の男児 (4歳 8か月と 3歳 8か月)

であった。実験デザインは，被験者!習多重ベースライン法

した。ベースライン郊には，対象児の吸入行動を親

察し，記録した。介入期;こは，シールとチェツクシートを

使用し，介入の効果を分析した。なお，倫理的記題、として，

対象児の保護者;こ対しプライパシーの厳守を約束し，研究

の承諾を得たc

{結果}

とも，ベースライン期て、低かっ

した(罰1)。ベースライン)mにできなかった

行動 (3.スイッチを入れる，ゑスイッチを切る)が、介入

るようになった。しかし，介入期

られ始め，その後，

{考察}

シー/レとチェツクシートを用いて介入した結果，対象克の

吸入行動が即時的に高められることがわかった。それは，

介入箆後からで、きるようになった積掻的な吸入行動の変化

からも言える。しかし，その後の吸入行動得点の低下から

対象YEの飽和現象が示されたc 以上のことから，シールと

チェこツクシートの介入は，幼児の吸入行動コンブライアン

スをおめるが，その効果が長続きしない，ということが示

級。
入
1:.-:-: 

11 
毅j

f尋 5
d王

Q 

118 

れたc

Baseline Reinforcement 

2 
3棚網側酬棚網E

i Aくん・男児・紡炎 j

i Bくん，男児・ 2市炎 i

自 W lli a a a a ~ o 00 ~ 00 俗 70 75 80 85 初

吸入隊数

i認1 吸入行動の変化

日

88)長時需保育と育児環境との関連性

丸山昭子，安梅勅j工

{民的]

として多様な保育サービスが提供

ズはおく，平成 11

11持部となり，長

とのかかわりである

どもの発達に影響を及ぼすことが多くの研究で

暁らかにされているが，長時間保育では時間的制約から毅

とのかかわりが希薄になることが治以される合そこで，本

研究では長時間保育と育児環境との関連を明らか;こするこ

とを目的とした。

{研究方法]

認可保育所 36ヵ所において，保護者を対象に 2003年 10

月に育児環境;こ関する 13項目について震部紙議査を実施

した。対象者に調ままの主旨や，データは統計処湿し研究以

外の筏的では使用しないと説明し同意を得た。有効回答は

2，727名答率s.75.2%)であった。 通常保育群 01s寺院

じさ来]

(11時報以上の保育)に分類

χ2検定を汚い関

1，403名 (51.4%)，女児が 1，324名

。裁が 80名設が 371名， 2 

449名 3歳が 491~"主義が 533 名， 5歳が 479名， 6 

が 324名であったc 通常保育群は 1，793名 (65.7%) であ

り，長時間保育群は 934名 で あ っ た 。 保 育時間

と育児環境では，乙どもとぶ機会全体;p<0.05)， 

ども詞{半の友人及び毅戚への訪問J(全体;p<0.01， 2 

・3歳・ 5歳;p<0.05)，子ーどもに関する夫婦問の会話j

(全体・ 2歳・ 5議;p<O.Ol)，配弱者の協力度 (3

p<0.05) ，育児支援者の存在 (5歳;p<O.Ol)， 

損する祁談者の存在(全体;p<0.01， 5歳;p<0.05)で

通常保育若手;こ比べ長時間保育群の方が有意に少なかったが，

どもをたたく頻産J(全体;p<0.01， 2歳 .3歳・ 4

p<0.05) は通常保育哲学;こ多かっ

[考察]

、て乏

どもに器

関する栂談者の存在が少ないこ

も活用

育児支援の{判長IJ整備が望まれるa 一方，不適

fたたく j という行為は通常保育群に

としたい。さらに，

I労らかにするためには，

なる行動の実態と

-分析する必姿

¥io1.27 に:0.3 2004 



89)特定機能病撰における転倒予防ケア(第一報)

一全入院患者を前向きに4ヶ汚濁調査した転倒の実態一

{お告さ}

私たち

prospectlve 

i研究方法}

られた 19病棟の 7

2，381 人 .5ごと17.6

[結果}

66人(1であり，

1@]のみは 60人，

お

日

90)身体拘束廃止に取り組んだ介護者人保健箆設職員の意識

井上映子，

十局

石)I 

{目的}

し， 890コード，会6のサブカテゴ

リ，さらにゅのコアカテゴりに統合し

り

中
広
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91)造血幹線抱移植経験者の特別講義を還して得た学生の

学び

小倉之子

[白的}

造鼠臆場患者における心理的理解ができる

て，造血斡細胞移11室経験のある当事者より，

げた学生のレポートをもとに学習効果を明ら

{研究方法]

レポートの内務分析より，

し方についてJi 

i i令・生について f{と学療法についてj

の 5つのカテゴリーが抽出された。

では f今後についてJ 幹部の印象についてj

て;の 3つのカテゴリーが抽出されたa

ること，

特別講義における学生の学び・ J恭怒、内容

者さんについては2)

化学援誌についてりお

会主立とういて (3)

学笠妥当窓安打i今後についてはli

議長子乃手霧ミについて (9)

122 民

11ニコ l89

92)滅欝的気管内吸引法と呼吸音穏診法の演習授業に関す

る学習効果

{問的]

る

をつなぐものとして活用されている。

:滅菌的吸引の

.安楽を保証した

る〆呼吸音の性状を聴取し，

・兵常が環解できるj とし，滅菌的気管内吸引法は，

気管切開術を受けた成人述、者の事:伺を用いてそデ、ル人形を

と評倣者を設定している。報診法は，学生関

し異常王手の聴取を

した

今後の教育方法を検討す

したれ/

69名っ方法比

じてのそれぞれの学びJ 呼吸音の聴

の演管終了後のレポートサイズ 1

学びの記述部分を抽出し，その文脈から内

しているものをまとめてサブカテゴリーをつくり，

より拾象疫の高いレベルでの類桜性;こ基づきカテゴリーに

まとめた。倫理的記長室は，研究f=l的，参加は自由，成績と

は無関係であること，データ処壊は陵名であること

;こ口頭と文書で説明し

{結果]

ら6つのカテゴリーが拾

しての学びは， [f的確な知識・技

併の必受性JJ[fコミュニケーションの必要性JJ インフェナー

ムドコンセントの必要f生jが抽出され，評{街者役を体験し

ての学びは，評価者役の意義JJ 的確な知識・技術の必要

f苦痛・不安経識の援助Jが捻出された。呼吸音の聴診

法による学びは， [f聴、診に関する知議・技能の必望号生JJ[f聴

診時の援助の必受性Uq芝、診を通しての学習効果1の 3つの

カテゴリーが抽出さ

{考察]

法と呼吸音のJf;ま診法を過して共通

・不安を与えないための f的確な知識・

技術の必要1全JであったG このことは，的縫な知識・技術

これらを活用することが

学習へのそチベーショ

されたと考える。

¥101.27 NO.3 2004 
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93)看護実習カンファレンスにおける学生の「学びJ(こ関

する研究

佐々

{限的]

ドヴールド・ショーンの

ン・レイブおよびエティエンヌ・ウェンガーの

日

94)小見看護学実習のカンファレンスにおける学生の学び

の検討

口
μ

/{、、

[目的}

{方法}

2001年 5

した 18グ

{結果1
2001年 36名中 23名(回収率 63.9%). 2002 

名ら)， 2003年 38名付331名，

7i.O%)から問答を得たむ1.テーマおよ

に諮ずることがはと

ス

早期;こ行なえるような指導が必要と考えられる G

らは，意見交流の場であったことへの満足惑が向えるc

カンファレンスでの達成惑を得るために，

くりへの欝わりがE重要となる。
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95)成人の発達段階別にみた健康観・健康行動の特性を組

み入れた授業を行う事前諦査

横井和美

山本はるみ，

{包的]

成人各期の健康緩や健康行動の特性を学習することで，

生のアセスメント能力が向上し，偲々にあった看護介入が

早期に行えると考え，まず，成人各織の健康観や健康行動

し，その特性を検討した。

[対象及び方法}

旨にi司;設と協力の得られた成人類に属する，

とその家族及び者護学生を取り巻く人々213名を対象

と普段の縫康行動と実際の健康行動をみる風邪

、てのアンケート調査を平成 1ii 年 4 月 ~7

リクソンの発達段摘を基にした服

いて分類し，発達設階践に健康観・普段の

風邪に対する対処方法を比較した。

{結来1
・成人前期の予防:代と，成人中期・成熟期の殺世代，

三吉年期の祖父母世代の間で，健康観・漆設の健康行動の攻

8比率に有意差 (P<O.ol)が認められた。病気がない・快

11於|犬食快便などの身体的な項尽に健康を求めた人は，各期

いずれも高{疫を示してし

スしているなど俗人の精神的な項討に

-成人員liJ郊の人に多く成人中期・成熟期及び者年JVIよ

しかし，家庭内満・迷惑をかけないなど人的

悶に鑓E誌を求めた人は，

年j守jが多く，青年期より高い比率であった。健成行動とし

て心がけていた内容では，いずれの発達段階も充分な騒眠

や栄養のバランスの比率が高かった。リフレッシュする項

目の比率は青年・成人前期が他の段階より高く，BiS蝶への

・社会活動は老年期が他の段階より高かった。また，

白出記裁で、示された風邪の対処方法は ii9項関あり，

に生活;こ取り入れる工夫専門家の半IJI析を

の 3つに分類されたc発熱がない風邪の対処方法は，

各自の半IJI主rrのもとに行う保滋や栄養をとるなどの生活調整

やピタミン剤や漢危など生活;こ新たに取り入れる工夫の需

カをあわせると 167名 (78.9%)で，専門家に頼りながら

るものは 32名(15%)であった。一方，発熱が

ある風邪の対処方法になると，専門家に頼りながら生活誠

るものは 109名 (51.1%)と噌加し，

ことが示されたが，ニの結果に対して，各発達

段措汚IJに比率差は認められなかっ

的人差があるとされている鰭康親や健康行動は，

}jIJの援を認め，青年・成人前期の子世代と成人中期・成熟

期の親役代，老年期の援父母世代では，健康にj付会する考え

や普段の健漆行動に総連があることが示されたc しかし，

実際の風邪の対処方法では発達段階の差は生じていず，健

康に対する思考・価値観と実誤の行動は一致しない変動す

るものであると考えられた。

124 日

96)情報倫理を如何に教えるか

山内…史，

[はじめに]

医療の情報化のやで，看護部に対して

倫理的;こ扱うことが求められている。

倫理は重要な専門知識の 1つとされ，学部レベルで教育す

べき項釘に挙げられている。毘内では看護分野における情

報倫理に対する共通認識が擁立されおらず教育体制は整っ

ていないG そこで，情報倫理とは侭かを明らかにするとと

もに，その清報{倫理会どのように教育したらよいかを知る

手がかりを得るために以下の研究を行っ

[方法1
0看護における情報倫潔概念の検出

看護分野の国際基準である IC¥の…下記の文献の内容を検討

した。 a. rI~C 看護訴の倫理総額 2000 年改許援。 b.

療保健情報:怠者の権手Ij保護;こ対する IC災所信声明J2000 

年採択。

2)情報倫怨の教育i去の検討

アメリカの看護情報学の教科書であるキャサリン・J'ハン

ナ他 f看護情報学への招待J中山委r;t;'(INI)と VerginiaK. 
Saba et al. rEssentials of Computers for災ursesJMcGraw-Hill 

(EC災)の内容を検討し

{結果1
1)者議における情報倫理とは持か

と人々 j 領域の倫理行為基準に

るインブオ…ムドコンセントに関する条文と，患者

患者の

では，患者のプライパシー

の権利;こ対する倫理的意義が述べられていた。以上のよう

に， ICNは情報化時代の看護i郊の情報倫理として，イン

ブオームドコンセント，患者データの保護，患者のプライ

パシーの権手Ijの 3項目を求めていることが解る。

2)看護情報学では情報倫理はどのように教えられているか

I~I では，データ保護は主;こ「データ保護j にまとめられ，

詳紹に記述されている。吏に， r災安復帰計題J，こも記述が

克られる 3 プライパシーは，データ保護」の関連法規 OECD

のプライパシー保護のためのガイドライン紹介で詑述され

ている。 -15，巳C~ では，データ保護とプライパシーは主

:こ rPrivacy， Confidentiality， an口ldSe肘cuωぽ凶1江汀別rれ、'1川t吟yゴj の章で

詳細;にこ説明がなされている G 吏にデ一夕保護;はま， rComputer 

SystemJ や :HealthcarePolicy J， r Consumers Healtlりなど

でも記述されている。 またプライパシーは rHealthcare 

PolicyJや rConsumers in HealthcareJ， ITelehealthJ に

がみられる。 INI，EC~ ともにインブオ…ムドコンセントの

記述はないc

[結論}

看護分野における情報倫理として，少なくともデータ保護，

プライパシー保護については，看護の情報教育の中で詳絡

に教える必姿があると考えられるつ

Vo1.27 ~o.3 2004 



97)看護学生の患者俗人指導に関連する要因

一学生へのインタビューを通してー

ト

{目的]

姿医を明らかにし，

ることを目的と

{研究方法}

日

98)看護教膏における学生の E-Iearningへの期待!こ関する

調査

堀)1

に対する

る。

{研究方法]

ることであ

81.6%)であっ

100.0%， 

92.2%で

， PC 

PC 

る必要'p生が示唆さ

{謝辞}

)
 

n
p
 

〆
4
t

、、15 

(2) 15390666の助成により
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99)精神科看護訴の視覚情報取り込みと観察記録の特徴

{筏的]

本研究は，精神科看護師の観察における筏党情報取り込み

と観察記録の特徴および経験，性J:l1J，自尊感情，社会的知

能，観察記録の額連を明らかにすることを問的とした。

[研究方法]

対象者は精神科に勤務する看護師 33名，看護学生 20名，

絡tfjl科の看護経験のない他の診療科の看護絹(以下一般科

18名である。対象者の性別，自尊感情と社会的知

したむ議祭者の興味や注段対象への集中度，J湾躍

を演目定した。視覚清報は視線角度，

j討晃持間，注視面積，注視場所ごとの注視回数

の 5辺自を測定した。それぞれの項問潤の関連辻，相関あ

るいは-7C配霞分散分析で分析した。観察記録は自由記述

内容をカテゴリに草分し，カテゴリ毎の記銭数で評

なお，研究にあたり対象者には研究の趣旨，実験

タの管玉虫，分析等について誉回と口頭で説暁

また途中棄権を保証

{結果]

視点の集中疫が者議院院こ比べて高く (p< 

0.05) ，見ていない範際が広いことが認められた (p<0.05)。

また注視部数と患者の話の内~ (r=0.986)，患者の so記

辺

る傾向があった。一般科看護部は，患者の話の内窓からの

判断記録数が学生 (p<0.05)，精神科看護部 (p<0.05) よ

りも多かった。精神科看護師は，視点の欠落度が学生より

(p<0.05)少なかった。また精神科看護舗の自等感情の抵

い人は，患者の内的状況に対する判断 (p<0.05)，患者の

客観的情報の記銑 (p<0.05)より多かったが，患

との額係に関する判断は少なかった (p<0.05)。

く，患者を全身

うかがえた。また精神科者

自尊感情の低い人は，患者の状況を抱擁することは

できるが，患者 看護師弱係の判断記録数は少なく，自

感情の高{誌が緩察内容に少なからず影響してし、ると考えら

またー箆所を長く注視せず，欠けている範囲を少な

くして場面を全体として捉える必要があると忠われた。

126 日

100)精神科看護腕としての存在価値の揺らぎを体験した場

麗の分析

柴回真紀(神奈川県立保健福祉大学)

{ロ的}看護部はその職務を通して自分の存在価値が揺る

がされる体験をすることがあるc 精神科看護部が実践の中

を明らかにし，またそ

部としての成長にどのよう

することをお約と

らぎを体験しているかその健相

の後の個人の精神科者護

している

i研究方法] 2003 年 11 月 ~12 fl，神奈)11県下の s精神病

読に勤務する精神科看護経験3~5年の者護者4名を対象と

し，精神科・審議部としての存在価値の諮らぎの体験につい

て半構成的インタビューを行った。その際，揺らぎの体験

を「離J[，設を意識するほど精神科看護姉としての自分の存在

について迷い揺んだ体験j と説明した。対象者の同意を得

したインタビュー内容を逐語録に起こしたものをも

とに存在俗績の揺らぎの内容を抽出してまとめ，関連して

いる要因を分析した。

なお倫理的記長室として，本研究の趣旨をロ頚及び書留に

て説明し，間意の得られた者を対象としたG

[~~来および考察]

とが半IJっ

ぞれが関連し合い，

の自分の両方が刺激さ

4名の語りから，精神科看護舗

として医師と の 関

る知識の不足精神科患者との

け都中科病院)の施設設係およ

2.精神科看護;こ特有な揺らぎの要混として，度簡との間で

の病理性理解の相違，患者の子機範囲外の行動により

護者ーが脅かされる体験，精神科絹i誌での身体疾患に関す

る知識の学習機会・ケア経験の機会の少なさにより起干

る看護者の不安，怠者の自己決定能力の抵下を

よって代償をしなければならないこと，一般的に特殊で

あると考えられている精神科において自分の役割を見

出せずにいることで記こる職業的アイデンティティの

、等が推測された。

3. 経験年数 3~5 年の精神科看護師iこ持有であると考えら

れる搭らぎの要部として，者護者の経験が浅いことで、起

w る患宥ケアへの然り，精神科患者の病理性は理解して

いても対応が未熟であることで、起こる患者への対応困

難，精神科患者のケアは長織に渡る事が多く効果も見え

難いことから専門性の関発途中にいる看護者には達成

感が得られ緩いこと等が推測された。

4.謡らぎの体験後も繕神科看護に留まっている姿因として，

精神科患L者との際わりにおける相互作用が自

の深まりや専門'設の発展に結びついていること

ていることが， 4名 りから閣かれたc

¥iol.27 災0.3 2004 



101)患者の身体的拘束を行う看護師の葛藤一精神科及び消

化器内科に勤務する看護師へのインタピューから

{問的]

に関連

明らかとなった。また，各郊とも，葛藤への対処を効条約

に行うことで拘束を最小限にしていくことができると

さ

日

102)精神科看護鮪の専門前ケア行動を強化するための組織

コミットメントモデルの開発

宣言)I 

{目的]

等間的ケア行塁手jを強化するた

{研究方法}

{結果]

[まとめ]

Vol.27 災0.3 2004. 127 
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103)社会生活を送る統合失調疲者の集団活動に影響する要思

(福井主主科大学医学系研究科看護学専攻)

宮崎徳子(福井大学医学部看護学科)

[問的]

統合失調症の好発年齢は 10代後半から 30代半ばまでであ

り，学校や職場などの集毘の中での生活経験が乏しいため，

リハどりテーションにおいて集団活動は必要不可欠となる。

先行研究では痛棟で、仔った集団活動の効果に関する疲併報

く，統合失諏症者の集毘活動中の行動(発言を含め

る)の姿沼に錯する報告は見当たらない。本研究では社会

自し，対象者の集団活動中の

している要閣を明らかにすることを自的とした。

{研究方法}

6 月下旬~10 月初旬を調査期間とし，地域生活支援

(以下施設)を手Ijf認しながら社会生活を送ってい

4名を対象とした。参加観察法と半構造化

い，集@]活動中および普段の対象者の行動を観

薬問活動中に行動が起こったときにその要自につい

した。得られたデータは穣察終了後速やかに記録を

対象者の行動・様子，その前後の状況，湯の状況を

費的・帰納的に分析した。プランケンフツレクが述べるよう

に，統合失鵠症者は自分自身の行動の婆患を求めることが

国難であるため，半構造化函接によっ

[結果・

集密活動中の行動;こ影響する安田として，以下の 8カテゴ

リーが抽出された。1)[積極的な行動につながる意欲]:対

象者自身が設定した目標，自分の考えを伝えたいなど，物

事:;こ進んで取り組もうとする気持ち 2) [本人の内商にあ

る事象に対する認識]:本人の内面にある意思や体験などを

それと認知し理解している内容 3) [本人の特性上性格・

{傾向，能力など本人が有する性質 心〔特定の人物]:親密

性を持つ人物，共通の趣味・尽諜を持つ人物など本人にとっ

5) [自覚]:役答IJ・立場・実A任など自分

のおかれている状態について知ること 6) [{!動きかけ]:職

きかけ，メンバーの行動など本人に対して影響を及

きかけ 7) [状況・設定]:その場で、起きた状況，あ

らかじめ定められた設定など 8) [施設の特質]:施設特有

の文{とであったc 表面に現れた lつの行動であっても，こ

れらの姿屈が単独で作用しているのではなく，その背景に

は緩数の要因が相互に影饗していたc また，対象者の集団

の場における活動は，普段の施設の雰屈気が影饗している

と考えられた。

{結論}

統合失調症者の集間活動中の行動に影響す

る姿盟として 8カテゴリーが抽出された。対象者は継続的

に通所できる状態であり，今後はさまざまな場や病態の対

象者に対する研究が必要である。

104) Duke Social S叩portIndex尽本語臨(DSS135)の開発

一検証約四子分析による由子構造の検討

岩潜{言夫

{県立長崎、ンーボルト大学大学院人間健康科学研究科)

池田

(県立長続シーボルト大学大学院人間健淡科学研究科修士諜程)

{図的}

Duke Socia! Support lndex (以下 DSSI)11項目販の提案は波

多江らによって宥われているが，鹿子構造に関しては基に

なる 35項目。SSIの因子構造が不明確で、あった。今回，

DSSl35の関子構造，特に iくoenigらの提示する主観的支援，

道具的支援と他の項目という 3陸予について検託的関子分

析を行い， 日本語版における態子構造を明らかにすること

を窃的とした。

{方法}

質問紙を用い，郵送法，留め護法を併用し向意の得られた

ケースについて集計した。調査対象は謂街，中層，九州地

区の成人を対象に任意に抽出した。調査殿間:2003年 9月

より 2003年 12月賞関紙:DSSl35臼本語按 (George，L.K. 

Dukeじniversityより改編の許可を得た) その他(開発者

の許可を得たが，本塁語に関係しないので省く)

{分好方法}

SPSSI2.0Jによる

析

i結采}

， AMOS5.0Jによる検証的関子分

950件，完全有効回答:580件(男:176 

414名，平均年齢、 39.7裁) DSSI 

原!援による 3因子機造の場合，基準化適合尺度的日)0.672， 

相対適合尺度 (RFI)0.626，比較適合度指標 (CFI)0.713， 

保持lSEA)0.056である。間部井らは

R:vISEA の 0.1~0.05 はグレ…ゾーンという指摘しているc

そこで， DSSI35項目から一部項尽を外し， CFI値 0.8以上，

RMSEAの{疫を 0.05以下が得られる関子構造を幾っか検討

したところ， 5悶子(情緒的支緩 7項 el，手段的支援 7項

目，家事支援 4項陸，役部満足 4r支段，アタッチメント 2

項目の構成が NFI=0.783，RFJ=0.744， CFI=0.826， RMS巨人

口 0.046を得られ，モデル適合性が高いことが説明された。

{考察]

。SSIはソーシャルサポートの議，主議的支援，物質的支援

やライフイベントから構成された 35項目の質需紙である

が，その他の問予にある項釘が主緩的支援やライフイベン

トに含亥れる項目も霞かれている。主観的支援は情絡的支

援と，役割満足，アタッチメントが含まれ，物質的支援法

家事支援と手段的支援および情緒的支援の一部から構成さ

れる。これには Schaeferの言う情動的支援(アタッチメン

久保障，他人への依存)実質的支援(夜接的援助とサー

どスの提供)，情報的支援(結談，フィードパック)という

ソーシャルサポートの 3機能の下位概念との構成の近i民性

が認められる。
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105)輸液jレートにおけるクローズドシステムの評価

~三方活栓からの細麓寝入の検討~

{方法・材料}

ト:C¥!Cおよび米績から 24

し，連続 4S間以上使用しているもの含/レートほブイ

ノレター付きとし，三方法桧試金てグローズドシステムと

ト

106)遼乾性手指消毒剤の携帯による手洗い教育の効果

一看護実習生を対象として一

しいガイドラインでは， 自に見

よる汚染がなし

を用いること

ことによる

ら 質i務経ーによっ

された

よる?手洗い研修j

あったことが推挺される。これらの

ことから，クローズドシステムを使用するにして

には手羽弘、を劫し，三方活栓や接続郊の操作時は接続部

ことと，三方活稔の安易な使用は避ける

ことといった基本的な操作が重要であるc また，臨床にお

いては点滴管理の手)1僚を敷守していくこと

対する院内教育の充実を関っていくことが必要であると

えられた。

日

{結巣]

2 

OAgカミら

0.9ごと0.5gであっ

ることによって，

{考察]
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107)看護部のケアと正義の志向と葛藤持の意思決定

回佳代子(佐賀院科大学大学院医学系研究科)

井上範江，

{図的]看護師は臨床現場において多く して

おり，意思決定を迫られる状況にある。そこで， Gilliganら

が開発した意思決定の分類法を用いて，葛藤場面において

看護部に存在するケアと正義の志向のうち，どの志向をも

とに意思決定を行ったか明らかにすることを釘的とした。

{研究方法}生活援助場面が多い療養病床に勤務する

19名を対象に，過去の葛藤場面について半構成的面接を

行った。菌接内容は対象の了解を得て MDに銭音し逐語録

こした。分析は Gilliganらの分類法に沿って 4患のりー

ィングを行い，務藤場面に存在するケアと正義の志向を

し，意思決定を 3タイプ;こ分類した。

{結果}

1.対象者の潟性

15名，男性4名，平均年齢 35.1土9.8歳，平

9.7二と7.4年，職イ立はスタップ 9名と管理職 10

名であった。

2.存在する志向と意思決定の分類

葛藤湯箇で看護師;こ存在する志向iえ 16例がケアと正義の

両方を持ち， 3 1~IHま正義のみを持っていた。意思決定の分
fケアを優先したタイプ 4例，正義を箆先したタ

イプJ8 j閥、 fケアと

なし

をしなかったタイブj とし，意思、決定の分類な 4タイ

した， rケアを鐙先したタイプJで:えを倒のうち 3慨がタ

ミナルj切にある

り札， 1 f例符;は玄人弓手三司不之足の状況で
した事{併ヂ列tでで、あつたo flE義を優先したタイプJは 8

1JiJあり，病棟の機能重視などの組織に勤務する上での正義

を優先したタイプが 3W1l 患者の生命を守るなどの専門職

としての正義を鑑先したタイプが 41~1J，時間内に担当

るとしづ業務上の正義を優先したタイプが 1例で

「ケアと正義の両方を用いたタイプ」の 21闘は再

で、意思決定を行っており，病棟師長の役割遂行と

よび自弓の健康管理などのケアの忘向

であった。「意思決定をしなかったタイプj の 5慨は自己

、ことや他者との人間~係の破綻を恐れたた

していなかった。

今回調査した看護部の 8jij=IJはケアと正義の両方の

を持ちバランスがとれていた。対象者の意思決定は，

人々の価値観や審議針俗人の役割，お

よび所属する組織の価値綾といった職場環境に影響を受け

ていた。ケアと正義の志向を持っていても意志、決定をしな

いタイプ;玄米賠の先行研究にはなく，意思決定をしないと

いう対処行動は専門職としての道徳的発達の低さが考えら

れた。これらのことから，看護部が{論理的な意思決定をで

きるような教育および職場環境を整えていく必姿性が示唆

された。

130 日

108)ケアの現象学的考察 一食事援助の場箇から

山中恵利子(美子準苑)

{図的i
続的痴呆となった人氏(男性・ 90代)は人の手を借りずに

とることが出来ない。他者から食事の時，食物をロ

で運んでもらうニとは， A氏にとっては日常的な事で

あり当たり前のこととなっているが，筆者(私)にとって

は非臼常的なことである。ケアを受ける者とケアを行う

、による<乗り越えがたい援>を乗り

る龍域をみた持，今までとは違う関係性

が築かれるのではなし、かという動機から，食事護助を行っ

た時に体験した f感動j を分析しケアの根糠的な領域を考

察する。

{研究方法]

私の前に現れていた人氏へのケアは，私の意識に現れてい

ケアの中身を知る方法としてその時の意識を掬いとる

(又は判欝停止をする)現象学的還元がある感動jの場

面を想起し記述する方法としてこの現象学的還元を行うが，

結果として得られた知見は?事実の経験j の解明であり，

変わらない本震を含んでいる。人氏のプライパシーを保護

するために，実j擦の事例に一部変吏を加えている。

[結果]

流動物の入っているコップを口元まではこぶことの出来な

いA氏に犯は自分の上!伎を設し出し，コップを口元までは

自力で、飲み込めないいらだちを表すように，

夜、の手を払いのけるが次々とニコップを換えてA氏の口元;こ

ていくと， どのコッブも嫌がらずに，どちらかといえ

ってましたとばかりにゆっくりと飲み込んでいっ

、という A氏の欲求をはずさないよう，飲み込むタ

イミングを見計らって次のコップを差し出した。この一連

の動作を行うなかで， A氏の食べたいという意忠と私の手

の動きによって， A氏の腎:こ流動物が飲み込まれていくと

いう感覚が夜、にはあったむそれは人氏の食べたいという

志が私のなかに入り込み，その意志;こ出きずられるように

私の手が動くという感覚で、あった。 食事が終了した持，夜、

が食べたかのような感動が湧き上がっ

{考察}

私逮は自他の底知jをしていない宇宙的広がりをもっ身体，

およびその匿名的自我の患と，自他の反別をつけている身

体と普通の意味の自我の躍を問時に生きているごこ

そ同時に生きているため，例えばスポーツを見ていて自分

がしているかのような爽快感や，L草IJや峡阪を観て感動して

釘常生活のなカミでも経験する自他の区民がなく

がある。 人氏は自分の上肢であるかのように私の

と絞をとらえる。夜、は自分の上絞を A氏の上肢かのように

差し向ける5 夜、の身体は f絶対的ここjという特性をもち，

A氏の身体は fそニj と区別されているが，私のこのよう

な f上肢の動きj を介して fここj と fそこj の区別が竣

味となり，ーと記のような自他のほ53IJがなくなる!孫践があっ

これはフッサールのいう俊名的関身体a性が働いたとい

えるが，ここにケアの根源、約な綴主主が示唆されているので

はないかと考える。
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109)ナラティヴ

一現象学的アブロ…チの方法論的暴礎付けについて

円

μ
ポ
h
午

{目的}

繋的方法のナラティ

いるが，現象学的アブローチと

ないか。本研究では，実践における

ナラティヴの，現象学による

{研究方法}

ナラティヴおよ

の背景とな

い，二つのアブロ

まとめる。

{結果}
ナラティ

し可戸、，
及び実践への適用制iこっし

しつつ，そ

ものであろう c

a 

110)看護蹄の倫理的糞任としての内部通報・看護簡の意識

のパイロット謂査

らなり，

リー

る

20 ::t後半-50
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111) r看護上の倫理的関題j に対する看護学生の f現実J

と f理想j の意患決定とその理由づけ

間口 尾u時フサテ

[目的}

中では，倫理についての教育は当然に

なってきた感がある。しかし f看護上の倫理的鍔題j と

口に言っても，その状況が違えば問題の犠相もかなり違っ

てくる可能性がある。今際，複数の状況設定;こ対する

の意思決定とその理由づけパターンの，遠いと共通点にっ

し

{研究方法}

った事例についての愛関紙のうちいずれか l

され， 自分ならどうすると思うか，また持が王室

とj忍うかにつき，玉虫!Ilとともに記載を求めた。毘答は各

自が所定の走、I僚に投入した。どのような価値が焦点になっ

ているかに注留しながら，記述された内容を研究者鴎で検

し，文総ごとに分類・整理したc

[結果}

72で鴎収数は 71，

タトし， 70件をデータとした

ている病棟で{ぬく

じながらも現実には自分は黙っ

し，その一方，多くの労力を必要とする手

浮いケアを仔うことを理怒としていたc 親友でもある

ミスに気づき， 1'13手からねi上:めを哀願された

看護部の事例では，報告を理想、とする反語，実際には人間

関係を理由;こ，それがむずかしいとしていた。ケア度，緊

急、度，重症度が高い何人もの患者ーを受持ち， さらにナース

コールが一度;こ譲数あった状況での表護部の行動を考える

事例では現実j と f壊想、jの違いがなく，生命の危機や

、者が優先j順位が高いと考えられてし

「看護上の倫理的問題j があると考えられるし吋ミ

しても，学生は一様に fむずかしいj と表現

し，結んでいる。しかしその五みj は純粋に綴人的な儲

値鎮の11:号の葛藤のためであったり，総織の力関係による無

ためであったり，あるいはケアニーズが高い複数の

で，さらに優先順位を決める方法のためであったり

と，後相が災なることが示唆されたc 対象の人権や自

患の尊重が看護の重要な価値であることを符確認すること

も，それを護るために審議者全体がどのように自らをエン

パワメントし，職後としてし、かに錦っていくべきかを学ぶ

ことも大切である。{箆先すべき価値は自明でありながら，

突は人間関係の維持に何等の価値を認めがちなことに気づ

くことも大事であり，さらに，どのような価値を基準に自

分が対象を鐙先づけているのかを意識fとすることも大切な

ことである c 倫理教育ではこうした多誌な側部が，テーマ

として取り挙げられ，検討されるべきと考えるc

112)データマイニングによる看護学生の考える看護綴

自由記載文の分析から一

中で看護実践能力の修得は重要であ

る。その基議となるのが審議観である。看護観を高めるこ

とは，等r~職としての基盤ともなる。本研究で辻学生がど

のような看護観をもっているかについて，その特徴を明ら

か;こするニとを目的と

[研究方法}

1)調査対象 :T県内の審議大学生 1学年 58名。 2)

3)調査期開:平成

15 年 7 月 ~8 Jl 4)分析方法:単語レベルで、分析し，コロ

ケーション解析を行った。倫滋!的霞長室:としては，氏名や闘

有名誌があれ;ま捺去すること，形態素解析を行い文章が特

定できないように

{結果1
1. 56人のデータを解析(間収率 97%，有効矧答率 100%)0 

2. 全体の解析結来総単語数は 28，107鱈， 2，253種類の単

語があった。上位頻度の単語では，患者，看護，人，思う，

看護師，私，患者さん，考え，思い，持陪，できる，必要，

病気，健康等で、あっ

3.単語頭度上位 5語以上の名詞を抽出し分類した。その結

果，対人関係，症状，看護ケア，自記啓発，看護理論，時

間の 6つのカテゴリーに分かれた。

4. コロケ…ション解析では次の結果を得たむ 何を

ど抱えてし、るかな0件): <人隠><科学，技術，精神>

<詰頼罷係><自立><知識><環

二〉く鋭祭カ><コミュニケーション>等があっ

何を F難ししせと捉えているか(12件): <信頼関係>

<看護><気持ちの理解>等c 仰を『必要Jとしているの

か (71l'牛): <技術や知識><経験><観察力><経済，

環境，政治の知識><的篠な情報収集と客観的な判掛><

コミュニケーション><精神的ケア>等があった。何をr大
切Jと捉えているか (70件): <コミュニケーション><

出会い><信頼関係><専門性><自立>等があった。

{考察] 学生の看護観は，対人関係，症状，

自己啓発，看護理論，時間の 6つに分類でき，対人関係を

中心にその重要.t生を認識してし

は， f可を 7重要jと捉えているかについて

精神，人関，社会，健康，看護，環境，信頼関係，コミュ

ニケーション等で，看護のメタパラダイムを含んで、いた。

また，知識・技術や諮頼関係が重姿と促えてし、たことは，

もっていると設えよう o {可を F必要Jとして

いるかでは，技術や知識，経験，観察力，判i析力，努力，

話頼関係などの項目があり，看護に必要な要素を認識して

何を f難ししせと捉えているかでは，対人関係に関

くあげられ，又， u大切Jなものとして，コミュ

ニケーションが多くあったことは，学生は，看護には対人

も重要であると認識していると言える。

{結論} 学生の看護観は，対人関係が最重姿と考えてい
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113)看護学生が考える患者の自己決定!こ関わる f看護飾の役割J

1年次の変化に着目して(1)一

i年次の生存沼会返して看護部の役訴をど

のように考えるようになったのかについて，

イヒの特徴を明らかにする。

{研究方法]

調査対象 :T看護系大学に 1年次に入学した学生 110名。

調査期龍:2002年 4月(入学時)と 2003年 2月(I年の

としての対

l年後の

したカテゴリー

る

66.i%以上のものを採択し，倍々

として捉えた。

から

へ変化した者がそれぞれ 15名(16.9%)であった (p

<0.05)0また，学生の記述内容には，

を取り巻く関係者にどのように働きかけるかというケア

アプローチ方法も

の 6

し年終了特には全体のき詮は増加した。

、を開く j という項目が増加し，ケアアプロー

チ方法が増加した学生の都合は 51.8%であったG また働き

かける対象にも広がりが見られた。

{考察]1年次において，ケアの方向性;こ大きな変化は無

かった令これは，看護の初学者にとって 1年陪という期間

は，ケアの方向性として重要読する点を学ぶには短期間で

あることと，患者の生命を穫先しようとする学生の患いが

しているように考えられる。ケアアプロ…チ方法にお

いてはより具体的になり，多犠化したことから，

と体験を穣み重ねていくことにより，看護訴の役割への考

え方も変化していくことが予測されるc

日

114)看護学生が考える患者の自己決定に関わる f看護部の役割j

-1年次の変化!こ着目して (2) 一

{段seJ] 

本研究は，入学持と l年後において飼々

議師の役割j をどのように変色させたのか，

らかにすることを侵的とした。

その特徴を瞬

[研究方法}

1) 110名を対

(入学時)と

、る

このことほ患者のニ…ズに合わせて現実に却

きるようになったと捉えられる。

と底的の仲介者としての役割から

関係性に基づくアプローチが培え，底部か

よる

式

へとイニシアチブ、の変化が確認、できた。また，手舗をしな

い場合を想定し，退院後のケアを記述しているものも見ら

れた。以上のことにより，学生の視野が広がり，

わせた多様な考え方ができるようになったこと，さら

護部主体のケアをより多く考えられるよう

分かった。これらは 1年間の学習の中で，

に触れることや{患者の意見を額く機会が多かったこと

しているのではなし、かと考える。
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115)養護教諭自身の役割・機能についての認識

(財団法人民儒輿風会北野病続)

[~的]
近年，精神国での際趨を抱えるよ子ども

てさており，

0，!iぎが， 自分i棄の担っている

し，またよ子ども違をどう捉えているかに

ついて明らかにしたので報告する。

{研究方法}

と中学校(1

48.5歳SO土2.68)

7 Jl ~8 月に，養護教議を取り巻く環

る質問を中心;こ半構成約頭接を行つ

参加者の承諾を得て録音し，承諾が得ら

メモをとることの許可を得た。面接で得られ

したうえで，内務分析に準拠した方

テゴリ -1ヒを限った。{言頼性・妥当性を得るために

スーパーパイザーの指導を受げながらすすめたc 倫理的配

として，研究主冒と得られたデータほ本研究以外の目的

で使用しないこと，面接時の録音テープは分析後に破棄す

ること，個人を特定するデータは一切使用しないことなど

し，

i結果および考察}

7.12， l3-jナブカテゴリ

3カテゴリー{カテゴ、リ -A:

も

ていることふカテゴリ -c:
さ

カテゴリ -A: 養護教諭の役割・機能Jは<多様多様な

役割><}i!~ 1mからの期待(救急対誌の徹底) ><社会的評

価の低迷・資任所在の不透明><時間的余裕の必要性・単

独職員での臨界>の 4サブカテゴリーに分類された。

カテゴリーB: よ子ども遣の心身に程こっていることJは，

<不定愁訴><繕神的な不安定性><友人関係の問題><

家庭内の不和・親子詞係の希薄化><生活習慣の香しれ><

システムの変化>の 6サブカテゴリーに分類さ

カテゴリーC: 学校保健窓としての役寄せ・機能Jでは<

子ども漆にとっての袈域><ヘルスカウンセリング><保

という場の機能不全>の 3サブカテゴリーに分類され

自身が認識する役割・機能は多種多様であり，

との問;こ大きなギャップが認められ，その結果と

して葛藤が生じていた。また，子ども遼が保健主主へ来訪す

る理僚に<精神的な不安定性>が大きく関与していると感

じており，保健室が“心の殿場所"として存在すると同時に

学校保健の践的達成の場としての機能不全が起こっている

可能性が示唆された。本研究では，対象が 6名と少数であ

るので，函接客例を場やし，これらの結果を検託していく

必婆がある。

116)中国における看護部の職務満足震に観する研究

中関と臼本との比較一

(漆揚中間医科大学11付属口腔病院)

松浦和代(旭川

{図的}

本研究で辻，1)中揺の看護部の職務満足度について日本と

の比較調査から実態を把握する， 2)その特性を分析する，

の 2点をg的としたc

{方法1
1) 対象:や思議議市入大学医学部1;付属病院と，北海道 B

大学医学部附属:病院およびC国立病院に鶴務する看護蹄と

した。 2)調査方法:然記名自記式笠部紙法とし，内容は(1)

一般的背景， (2)勤務状況， (3)看護師の職務満足度尺度

(Stamps， 1978)， (4)災IOSH物取的環境尺度(原谷， 1998) 

で、あった。 (3) は二部構成の尺変であり， PartAで職務満

足の 6構成要素について重姿度を決定し， PartBでは職務

満足度を 7構成姿素 48項目から評価した。 PartAは研究者

2名が翻訳し， PartBは黒崎(1987)が作成した日本語版を

使用した。中国語版は中盤人研究者 3名が英語版から翻訳

した。 2自のパイロットスタディによって表面妥当性を点

検した。 3)手続き:配布と回収は各部署の看護師長に依頼

したo 4)倫理的記長室カバーレターに議査の概要と倫理的

もって研究参加の同意とした。 5)分析

:ノンパラメトリック検定を用いたc

[結果}

5 )干に調査を実施した。中間では304名に記布し，

280，有効回答数は 198であった(阻収率 92.1%，

70. 。日本では 354名;こ記布し，回収数は

342，有効問答数は 267であった(剖収率 96.6%，有効陸

78.1 %) 0 1) PartA:職務満足の最も重要な構成要素は，

中慢では f給料J 日本では「職場のノ、間関係J76% 

で、あった。 2)PartB:職務満足度の平均得点は，中障では

147.3二と33.7点、， 13本では 144.4土26.0点であり

なかった。これを構成要素別にみると，中居は， 日本iこ比

較して職業的地位医師・看護部開の際係Jr看護部悶

の 3構成姿索が有意にi潟く，

門職としての自律jの 2構成要素が有意に低かった。 3)職

務満足度は，中自.13本;こ共通して，現在の勤務部署が自

分に f適しているj と回答した塁手で高く，物理的環境が良

好であるほど高かっ

{考察i
よれば，パブオーマン

スによって報酬が決定され，その報翻が媒介変数として働

き，職務満足が生まれる。 PartAの結果から，中国の看護

部にとって報弱sは職務満足の稜疫を決める

り，ニの観点からや居看護部の職務満足の概念は， 日本よ

りもむしろ欧米に近いことが推察される。 PartBの結果か

ら，中屈で泣職場の人間関係は良好と評{阪できる。

満足感の低かった 2構成姿素は，呉 (2002)が指摘‘する中

また，勤務部署への遠性と物理

と考えられるc
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117)介護技術演習における窃主的渓習の重要性

フミエ(静罰福祉大祭短期大学部)

{段的}

PBLを導入した教授法について評価する

ため，技術諜習の成果を評価し，つみ重ね学習がで、きたか

る。

{研究方法}

ェック

必要がある o 2) self-Esteem と変数需の

self-Esteemの持嬰係数。は 0.368(p< 0.001)，年齢と

(不明 4名， 1… 4出 48名， 5-19毘 27名，鈴鹿以上

8名)の σは 00464(p<O.OOl)，かなり関係がある。

性係数 Alpha辻 0.371である。前期の環境・移動介護投手J.J
の習得が土台になった。後期のチェック・接り返りで利用

と家族;こ対する Empowerment(カの土器強)の必要性や支

援への気付きがある。初自の底宅介護実習に向けて役割演

習の示唆を得た。課題は学生の手当用者本意，

ができる介護福祉援助技術の工夫が必婆となる。
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118)患者事家族の退読後の不安変化と不安対処に影響を与

える要因の検討

佐藤霊長路(秩父生協病院)

北村良弓(藤担保健衛生大学衛生学部衛生看護学科)

{問的}

入院期間の短縮化により，何らかの健康上の熊題を持った

状態での退院が多くなってきている。それに伴し

族は退院後の生活に大きな不安を抱く。本研究は，患者・

家族の退院前後の不安の変化とその対処に影響を与える安

部安明らか;こすることを自的としたc

i研究方法}

平成 14 年 9~10 月に F 大学病段脳神経外科

形外科病棟に入院中で自宅退院が決定した生活自立度入の

とその家族(主介護者)5事伊jである。退院決定

・退院 2i器開後の 3時点で STAI不安調査及び

初居留接時に家族統合性尺度調査

街接内容から事1J"Uごとに患者と家族それぞれに

思いを分析し， STAIによる不安変化とてらし

合わせを行い，率的問から不安に影響を与える要怒を検討

した。なお，対象には，研究際的・方法を説明し協力を得

ら

{結果・考察]

a共に， STAI数値は緩やかに減っていつ

を訴えることがなく

不安にえずして自

あっ B 

はあったが，退読後詰 fその予測ができていたからj と不

安がなかった。しかし，妻 bは「米語護なので退院は殴るj

と不安をつのらせ否定的であった。医者からの説明で退続

時は安心状態，退院後は生活上で、生じた新たな不安が出現

した。患者 c(脳出血再発)は不安はほとんどなかっ

表 c，ま，退院決定時 f再発が'怖い，不安だj と話す。退説

Cの見当識障害というすら澱タトのことが程き委 cは

した。 STAIの変化は退院時減少し退院後急増し

した。患者 D(大腿骨転子下骨折〉は退i涜前に不

るが自分で気をつけるしかないと冷静な判欝をして

没読後は接合ピンのトラブノレで予測しなかった状態、

きて気持ちの落ち込みがあった。患者と(膝変形性関

は，退院時 f楽しみごとがやれるか不安」であった

が退院後は前向きであった。 STAI変化は緩やかに減少して

いたむ嫁 eは，発熱の心型検査の説明がなく心配j が

あった。 退院後は不安なく平常心であっ

{結論]

これらより，不安の変化とその対処に影響を与える婆障と

して次のことがあげられた。1.不安問題の性震 2.老いと

疾病・毎容の受容 3.八生の経験や信念、 4.退院後の生活

の主主体的予践の可能性 5.生活の変更の必婆性とそれに対

する患い 6.倍復過程の急、な変調の有然

136 日

119)高齢者の通所サーピス利用開始と継続に関する意思

11日和子，

Fミi山成予

[図的]

通所サービスは高齢者の心身の健康の維持向上を医的とし

ており，手IJmを継続することが大切である。自らの判断に

よるサービス利用開始と織続の意思;こ際わる関連について

暁らかにし，高齢者の健康維持向上;こ向けた援助の基礎資

料とする。

{研究方法1
1)調資期間;(1) 2003 年 7 月下勾~9 月， (2)初回調査 3カ

月後。対象 ;F県下通所サーどス 29施設にて初回調査時に

サービス開始した高齢者 85名(男性 33名，女性 52名)。

但し，痴呆老人日常生活自立度ランクE以上は意思確認が

劉難なため対象から捺外したc

3)内容;属性，通所サービス利用状況を構成的調査用紙を

用いた面接調査及び通所記録から'情報収集を行なった。

4)分析;クロス集計， cramer検定を SPSSVer11.0を用い

て行なった。倫環的記慮、;施設及び対象者と家族には口頭

及び舎函で研究の主震を説明し，同意を得た。

{結来}
平均年齢は男性 81.4土8.2S.D歳，

84.2二と6.5S.D援であった。 3ヵ月後サービス利用中断

対象者がサービス利用開始の半日新を自ら

性別，寝たきり度，介護度に関連は

認めなかったが，自己の健康状態をやや悪いと評価した者

は， 自らサービス手IJm開始を判;主号する鎮向があった。また

通所介護に比べ通所リハビりの利用者のjjが，利用者自ら

通所開始する傾向であったQ サーどス利用開始の特!訴と家

族形態では，独活と夫総のみの世帯で、は 1名をi捻き，全て

自ら決定し， 2枇代以上の家族では自ら決めた者は約半数

であった (p=.Ol7)。利用のきっかけでは，自分の健康をや

や惑いと評価した者が自ら興味をもってサーピス手IJ潟を開

始する傾向にあった。特に次性は自己の健康状態をやや悪

いと評価した者が， 自ら興味告ともってサーどス手IJ用を開始

する傾向にあった (p=.07)0 一方，女性でやや健康ーとした

者は，人の勧めでサーどス利用部始する傾向で、あったc さ

らにサーピス利用の継続の意思と性別， F7融合の判新，きっ

かけ， リハビリを受けているか否か，対象者が通所するこ

とを家族が喜んでいるかどうかに;玄関連を認めなかった。

しかし馴染みの人が通所サービスにいると答えた者が，い

ない人に比べて利用継続の意思を示す傾向にあり，通所す

ることを楽しみとする者は今後も継続したいと答えていた

(p=.003)令利用者の制服開始の自己半IJ新と通所を楽しみに

思うかには欝i哀を認めず，他者;こ勧められて手IJ沼開始して

も，通所を楽しまないわけで、はなかった。

{考察}

通所サービスの手Ijmを自己判断するか否かではなく，利用

者がi議所に楽しみを見出すサーピスや，人との交流が通所

継続;こ関連し，継続への援助のあり方が示唆された。
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120)地域韓警高齢者の外出行動や家庭内役裂と 13記効力感

との関係

山

[回的]

地域の在宅障害高齢者の外出状況や家庭内役割が本人の自

{結果]

[考察}

どう影饗するのかを調べることを間的とした。

18名

J... 

(p<0.05)o 

自己効力感との関にはいずれにおいても

られた (p<u.05)。

人望リハビリに通所している人は女性に比べ男性が多かっ

これは β壊からの男性;土地域社会で，女性は家庭内で

の生活関連領域で、の役割参加状認の現れかもしれない。

庭拘での役割の遠し、からも，この状況が考えられる。

と外出額震との相器は，これは加齢と共に身体的，社会的

状況のやで、の生活範囲の縮小がこの結果に繋がったと考え

るc しかし自記効力感と外出頭度，家庭内役割との正の持

関は，今践の調査の対象者が A 型リハピリ j議所中の人で

あったことが，この結果に繋がったと考えられるc

[結論]

自己効力惑は外出額度，家庭内役割と関係があった。

日

121 )脳卒中後遺疲者の生活活動に関する活動希望と活動頻

産に関する研究イ生義にj主践して

) I 千秋(神奈j

[筏的]

脳卒中発症後，麻療を持ちながら生活している人々を対象

に，生活活動内容に嬰する欲求とその充是について検設し

たc本人の希望の充足といった読点で活動内容を謝る

よる特徴があると考えられるため，今

関した。

[研究方法}

セルフヘルプグル…フ。Y

ンケート調査を行っ

し、c

{考察}

麻療後は生活活動に関する し，低下した活

を仔っているといえるc 麻療

後の生活は縫E支持;こ比べて狭まっているが，鍵康維持に諒

する意識は高い。また，特別な支出を伴わずにすぐに実行

可能で、主として室内で気軽にできる生活活動が多い。

をど見ると，男性の活動的な志向に比べて，

での個人活動を志向し実践する傾向があり，話統的

と，様々な活動:こ参加する機会に恵まれて

いないことが婆鳴として考えられる。
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122) @]復期 1)ハピリテーション病棟でのチームアブローチ

における看護訴の働き

rlJ口多王宮、，松建理佳子，山本雅子，峰美由設，1符ロ
さ江，西山久美子ゐ

(特別医療法人泰岳会長i崎北病院看護部)

{閥的}当痛棟では，転入時から患者と ーリ

ハピリテーションスタップ(以下リハスタップト医療ソー

シャルワーカーでチームを総み，共通目擦を持ち退院に導

くため意図的に関わっている。その過程でチームの中の者

きを検討し，今後の看護に生かすこととした。

{対象及び方法}対象は 2事f7tlで，事関 lは 68歳男性，頚

推後設Jt:鞠帯骨化疲術後， ADLは全介助状態。独居でキー

ノえ…ソンなし。事例 2は 55歳女-t生，脳出血後遺症で右上下

りo キーパーソンは夫で、単身赴任中，入続前

は独居であった。この 2事例に合同で実施した過程から者

した。なお，本研究にあたり患者，家族

に研究の主旨を説明し承諾を得，億人を特定する情報を除

外した。

{結巣]事例 lは訓練に意欲的でADL辻向上したが，でき

ることも看護部に介助を求めた会そこで者護部は患者の

人ひし状況をわかった上で求めに応える関わりを続けた。そ

の結果，患者の依存は減札獲得した動作を嬉しそう

ようになった。そこで試験外治を実施したと

w ろネく退院したいと希望し，介護サーどスの謂整後に退

た。

してい

し易いように，ゆっくり

し合いの場を多く持ち，その言動をカンファレン

スの務にチームメンバーに結え実施計認を修正し関わった。

あわせて不線・排便器禁!t・ストレスによる血圧上昇を予'防

する援劫を実施し，効巣的な訓練が行えるよう体調管穏に

努めた。その結巣，少しずつ ADしは向上し，現実を受け入

れようとする言動もみられ，単独での試験外泊が実施でき

るまでになった。

{考察}事例 1は訓練室で機能回復言111諌を行い，病室では

した機能を周知した上で，患者が依存できる癒しの空

した。その結果，患者は自信を取り渓し，

く希望したと考える。事例 2は看護断が患者の状況

をリハスタップに伝え訓練中に戸をかけてもらうよう依頼

し，常に獲得した機能を賞賛，自告を引き出すよう関わっ

てもらったc 病室では，看護師が患者の持つ不安を患者自

と認し合うことで，精神的安定を留ると何時に体調管理

翌認の詩11織を効果的に行えるよう心身を整えた。

このような関わりを継続したことにより，患者は頑張る

潤と癒える時間を区別し，訓練効条は向上したと考える。

このことから， 日常の生活支援過軽のなかで患者の全てを

受け入れ見守ることで精神的安定を臨ること，患者が新し

い価値観を構築し問題解決していく過程在支援することが

看護師の専門性であることを再認識した。

138 日

123) 1)ハピソテーションチームで共有することが必要な情

報に損する分析

山内 (金沢大学医学部r;付属病続)

るリハどりテーションチームでは，

いて情報の共有{とを調っている。しかし，

の実生活に反映されるまでに拡充分に機能していない。

報縁関における情報の共有の必姿性;玄関知だが，具体的に

どの様な情報を共有すれば諸職種開の情報の共有を速やか

にして，ケアに有効活用できるのか紛らかではない。そこ

で，共有が必婆な情報のゆ;図{ヒを目的として，調交し分析

を行なっ

{方法] <調資対象者>42名:研究開意が得られた医師 6

名(以下 Drと記す)，理学療法士 12名(以下 PTと記す)， 

作業療法士 4名(以下 OTと記す)，言語聴覚τ1:1名(以下

位と記す)，看護部 19名(以下 b と記す) <調査期間>

2003年 8月 7EI ~9 JJ 5お<データ収集方法>調査期間中

にリハどりを行なった患者 l人につき 1ff号の 85ノートを

準備し，対象者に，提供したい情報と得たい情報について

日自由記載してもらった。<データ分析方法>自

ら内容分析を行なっ

[結果]記録は患、者 16人分(計 237ページ)で=あった。内

容分析によって強出された情報のカテゴリーは，玉突 lの通

りである。

{考察}リハビリチームにおける情報共有のあり方の視点

した。まず，諸~，後種間で、提供したい情報と

していた情報，及び得たいのに提供され

ていなかった情報については，電子カルテへの移行期にあ

る今，円滑な情報の共有化を図るための重姿なカテゴリー

と考えたc 一方，提供したい情報としてのみの取り扱いつ

いては，共手干{とにあたり今後検討が必要さである。また， :¥s， 

OTは，家族に認する情報:こもえき践していたのに対し， Dr， 

PT， STは患者;こ対する情報のみに注目していたごこのこ

OTとの情報のやり

とりを密にする必要性が示唆されたc "ls fま特に，日常生活

したカテゴリーが多いことが特徴的だ、つ

表l ヲハどヲテーシ豆ンチームドヲで提供したい済報・得たい後潔のカテゴヲー
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124)罰復議リハピ 1)テーション病棟における転倒j事故報告

警の分析

さj工，

山口多窓，

I=l千鶴，鋒美由実，

(特別医療法人泰回会長続北病院)

[el的}当病擦においては，転移j事故を最小i渡;こするため

罷設以来種々の予訪対策を実施しているs そこで，この関

;こ提出された転倒事故報告書を基iこ取り

{結果]

2) 

られていたなどが

わかったc これは，病練鵠設以来の課題であったチームメ

ンバ一院の連携が溜れ，鰐々の転{努j予坊対策が充実・

した結果と評価できる。しかし，少数ではある

の発生が防げなかったことから，

ては受器しない工夫など，より検討・

日

125)臥伎と端護伎の姿勢保持による艇の活動状況の穏違

[el的}

{結果}

Bパターンで泣，

0.48ごと0.195であった。間パターンの sIα

パタ…ンでほ T=0.21，Bパターンではτ=0.72

られなかっ

っても，

しないと患われる。

けると)1鼠応ふ京Ij識の

ることによって

れているc よって，護たきり

るための看護の方法として，

謬jを活発化するために，端媛{立の維持に加え，その関にさ

まざまな外部耕激を行うことが重要と忠われる c
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126)僻臥位から鹿位への体位変換方法別にみた自律神経活

動と脳血流

内藤理英(山梨県立看護大学短期大学部)

佐藤みつ子(山梨大学大学院涯学工学総合研究部)

[間的1
ffs臥位から位への体位変換は， ADLを高める苦手j作のひと

つであり，これを援助する者護の役割は重要である。しか

し，体位変換方法は多額みられ，その方法による差は明確

になっていなし、。本研究は，徒手による起きあがり(人法)

(8法)とギャッジベッド (C法)の体{立変換方

よる体位変換中の自律神経活動と脳血流の変化につい

した。

{研究方法]

20名;こ，アクティブトレーサー (GMS)

と近赤外線分光分析装壁(島津製作所)を装着し， 3方法

による体位変換を行った。アクティブトレーサーにより測

された R-R間隔を ivlemCalcで分析し 2秒毎の心拍数と

iザとしF/HFを求めたo Jli赤外線分光分析装援により 1秒、

絡の前額部の oxyHb，deoxyHb， totalHb値を求めた。安静

H寺の平均値を基準とした体{立変換cpの 10秒間の平均値を

求め，ルlPれを使用し分数分析で 3方法の差を検討したc

対象者には倫理的配慮、として研究の趣旨を説明し参加の自

由，途中令指による不利益がないことを文章で説明し承諾

合得た。

{結果1
3方法男IJの自律神経活動の指標である心拍数， H久 LF/HF

および月白血流の指標ぞとをえミす oxyHb，deoxyHb， totall-lbの

lのとおりである。

[考察}

/礼法は，援素泊費を示す deoxyl-lbが増加しており，被験者

が体位変換やに自らのカを使用した状況がみられた。 8法

は，脳血流量を示す totalHbが減少していた。これは 8法

の特徴である力のそーメントが影響したためと考えるc C 
法は，副交感神経系を示す HFが増加し，心拍数も安静時と

変化がみられず，患者iこ及ぼす影響が少ないことが示唆さ

[結論}

により， 自律神経活動と脳血流に主主が認め

表 1 i本位変換方法男IJ交換やの自律神経活動と脳血流

.l¥i1三 Bi~ Cì~ 

¥!ean 二三SD :V!ean ここSD ~!ean ヱSD

心t台数 118.8 こと9.6 118.5 13.1 102.3 ごと7.5 く.0001 * 
HF 109.3 こと61.2 104.7 :t57.5 112.2 ごと55.4 く.0001 ネ

LFiHF 170.6 ヱ111.1 168.0 ニ~9 1. 0 163.4 こと 108.7 0.640 

oxy;…1b 97.2 土7.5 94.2 こと7.9 96.7 ::::: 5.9 く 0001 美容

cleoxvHb 120.0 ニと78.6 95.8 こと39.4 107.7 19.6 .0001 * 
tota1Hb 98.9 ごと6.2 96.5 二立9.2 98.7 :::::6.0 く.0001 ネ

*く .0001

127)高齢者における手首式自動血正計の妥当性の検討

小笠原祐子，二宮彩子，ノj、泉仁子，増a敦子

(東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科)

[目的}

…一殺に風圧測定では上腕における聴診法を用いる。しかし，

しつつある高齢者リハビリテーション施設

では，務脱;こ伴う寒冷刺激や体動がj別定{岐に与え

その煩雑さから，簡便な手主主式eIlfUJ 1IIlEE計(以下，

とする)を使用する絡設が多い。…方，澱定精度の問題か

ら，法療施設ではそれは上腕式ほど推紫されていない。

今回，高齢者を対象に 2滋額の幅のマンシェットと

による血庄澱定を行い，総定方法の違いとおi定値の関連に

ついて検討した9

[方法]

対象者は通所リハピリテーション胞設の手当局者で，研究協

力;こ同意した 60-----93識の男女 30名である。対象者はj主位

と12cmおよび 9cm幅マン、ンェットの水銀血圧計

で血症機定をした後，上腕周回と体脂肪塁手を蹴定した。期

定結果は対応のある I検定により分析した。

ii諸条}

対象者の年齢は 77土10歳(平ー均土SD)，体脂肪率は

30.5二と7.5%，上腕周臨は 24.3こと4.0cmで、あっ

手賞式による血圧は収縮期 145土24mmHg，拡張期

78土16mmト19であった。 12cm~冨のマンシェットによる血圧

は収縮期 136こと27mml-lg，拡張期 71ごと 15mmHg，9cm棋のマ

ンシェットでは収縮努1147土26mmlな，拡張期 80土14mmHg

であったc 収縮期および拡張期血圧ともに，手主主式で、は

12cm ~I話のマンシェットの1ÍIlEE計ーより有意に高く測定され

たが， 9cm I協のマンシェットのj鼠毘計による鵠定鍍との関

また， 12cm I憾のマン、ンェットの血圧

計によるiJ!IJ定績は 9cmI協のそれより有意に低かった。

対象者の上腕周酪に対するマンシェット揺の比率は 12cm

舗で 0.51土0.09，9cm轄で 0.38ごと0.07であっ

{考察}

米窪i心臓学会では，マンシェットの編はj二!涜J誇到の 40%が

適当であるとしている。上腕淘聞に対するマンシェット揺

の比率より，今屈の対象者では 9cm掘のマン、ン工にツトによ

る制定{臨ま適切な条件下で測定された舷;こ近く， 12cm I憾で

諜定した場合，実際の血圧値よりも誕い可能性が示唆され

また，手主主式による測定値は実諜の血圧伎に近叫して

いる可能性が明らかになっ

これは，成人では上腕鴎躍に際わらず一般的に 12cm揺の

マンシェットで血尽を測定している医療機関の現状に対し

しを追るものであり，ーと腕の太さに応じてマンシェッ

トのi揺を選定する必要があると思われる C 一方，来所者の

健康管理のひとつとして血圧鶴定を行う福後・介護施設で

は，総定方法の穏便さは施設の安全管践の援点からも

じある。

以上より，福祉・介護施設での手賞式による足立正鵠定詰，

簡便であるだけでなく，その適応対象を検討すれ;ま測定精

定からも推漢できると患われる。
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128) 新型サーミスタ式予;~IJ体温計による舷窓温測定鑓の検討

{図的}簡便な体滋測定を民的として開発さ

ミスタ式予測体温計をFおいて体議測定を行い，測定僚の信

頼性について検討する。

{研究方法]災

31 

均 36.6
0
C) であったむ 5

ちで最大f疫を示したものを

35.80C~37.50C (平均 37.00C)であっ

総定植のバラツキを最大絞と

が O.5
0

C以内だったものは約 6

O.60C~ 1.20Cの認定義がみ

との格

としたいc

人数(人)

6 

5 

4 

3 

2 

O 
2 .3 .4 .5 .6 .7 .8 .9 1.0 1.2 oc 

IZI 5図測定値のばらつき

日

129)ギヤツチベッドの務上げにおける最適な譲助方法の検討

(調山県立大学大学段保健福祉学研究科)

森持委

(陪

{自的}

ゴヂャッチベッドは，患者の沫上安静を保ち

るために広く用いられているが，ベッドの管上げ過程で身

体接触部にEE迫やズレが生じ苦痛である。しかし，圧迫や

ズレを考慈したベッドの皆上げ方法に関する報告辻少ない。

そこで，今回，ベッドの背上げにおける臥床{立震と

方法が身体接触郊に与える影響を暁らかにし，最遣な援助

方法について検討

{方法}

りを{交用し，

iこベッドメイキングした手動式ギャッチベッドを沼し

ッド謡曲点より 10cm上

{長時臥床)，顕治点上{路治点臥床)及び 15cm下(足側臥床〉

とし，

られたc

以上より，ベッド背上げの最適な護助を行なうに泣，選切

な位震に臥床することが重要であり，上半身への負荷とfil1
令部のズレカの緩減を留るために上前顔合終がベッド照治

点からやや頭奴せになるように臥床させ，背上げ後の立に

よるずれ下がり予訪の尽的で務上げ後に競上げを行なう方

しいと考えられたc 上前競合線は比較的数れやすく

臥床役畿を決める自印となりやすい。ズレを軽減するとし

くなるわけではなく，倒人に合わせたベッド

の背上げのより最適な方法を考え援助することが大関であ

り，今後;え体格や体型及び拘縮などの他人的要理による

と考えられる。
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130)潜風自による入浴効果の検証~盟都と渡部の表皮の形

態学的変化とパイタルサインの変動~

{罰的]

器風呂の入浴効采を検討した結果，質問紙調査からはスト

レスを軽減する効果があり，形態学的には表皮の皮脂や汚

されることがわかった。特に全身の表皮で最

と薄い捜部(膳部潤隈)の湯・摺風呂前後の表皮の

とパイタノレサインの観察を行ったので報告する。

【研究方法]

嬬関:平成 15 年 10 月 14 日 ~12 月 31 日 対象:

5名方法:湯 (40
0

C，2001) と酒風呂 (40
0

C，湯 2001Iこ

対し樹 500ml)を 2遊間間際で行いパイタルサインとデジ

タノレマイクロスコープ (DG-2A，スカラ)を使用し腫部

と援部の表皮を調べた。 1週間前から石毅，ボデ、ィタオル

を統一，実験前日から被験者の入浴を禁止し，入浴は 14

分，入浴後者衣する浴衣を統ーした。入浴議後に自

とパイタノレサイン(入浴前 5・10・15，入浴後 5・

10・15・20・25分)の測定を行ったc 内容普段の履物，

j荷風呂後の主観的な肌変化，入浴中の気分を調査し，

倫理的配議被験者に研究の目的，

よって不利益は生じ

以外では使用しないことを口頭と

ライパシーを保護した。アルコールパッチテストを行し

とした。

{結果}

1)被験者への倫理的配慮、 アルコールパッチテストの結

果， 12 名中， 7 名が陽性でアルコーノレ;こ~~し、人が多かった。

2)麓部と援部の表皮の形態学的変化湯入浴前→湯入浴

後 接部:角質患の皮i誌は不鮮暁で不競貝IJ→醸部.皮潜は

焼郎的・鮮明，綾部:毛孔潟盟に皮指の残存→腹部:毛孔

潟踏の皮脂は除去癌風呂前→諮風呂後経部:角質躍の

剥離と乾燥ーサ車部:角質層の剥離と皮溶の鮮明度の上昇，

:皮路の付着・毛孔局調の不鮮明→腹部:皮脂の除去

皮i品皮丘の格子は鮮明で透明j惑があった 3)履物での

欝部表皮の違い ミューノレ使用 3名，スニーカー2名。

ミュール使潟者は角質層が乾燥し，把摩していた。 4)

入浴前後のバイタノレサインの変化 漉風呂後の拡張期血

比較すると高く，有意援が見られた

<0.05)。湯と酒風呂後の心拍数と

なかった。

{考察]

諮風呂には毛孔周囲の皮脂を除去し表皮に透暁惑を与える

効果があった。日本語は酸性で!lJlへの負担は少なく新陳代

謝を促進するためと考える。アルコーノレに拐し、人が多いた

め，アルコールパッチテストは重姿である。

[結論}

調風呂は乾操肌， ミュール使用者に適している。識に対す

るアレルギーがなければ市競の洗浄剤・清拭斉IJよりも副作

用が少なく皮織の清潔と混濡を保てると考える。

131)高齢者の体温調節に関与するセラミック寝具の効果

(名

{践的i
手廷の冷えにより H民れないと訴えた高齢者にセラミック

よ之を使用した結果， 60%に冷えが改善された。遠赤外線放

して，サーモグラブィーによる皮膚湿の上昇

鶏来の報告はあるが，末掛の皮膚混・皮膚血流量，核心;援

に践する影響は明らかでない。本研究は，高齢者の体滋競

節;こ関与する平均皮薦滋，核心温，末梢の皮!替j鼠・皮腐血

流量がセラミック寝主主により改穫する効果を検討した。

{方法}

対象;立高齢男女 16名(男性 8名 70.5土3.8歳，女性 8名

70.9::1::1.2歳入本研究は名古屋ー大学芸書涜医学研究所「ヒト

を対象とする研究に関する委員会Jの承認を得た後，被験

者に研究趣旨を説明・承諾を得た後に実施した。被験者は

セラミック寝具(ウール識経に直径 1~3μm のゼ、オライト

粒子を蒸着後，シリコンj部長で被覆した毛布とマットレス

ノミッド)と，非セラミック寝呉の対照実験を実施した。本

研究は singleblindとし，核心温の日内変畿を避けるため各

実験は呉なる日の同時刻;こ実施し，実綾瀬序は無作為とし

た。被験者辻人工気候袋内に 30分以上詩人床後， base lineデー

タを 10分間，次に寝具で被覆し 40分間臥床，その後寝主主

を除去し罰痘データを 10分詞採取したむサーミスター(テ

クニカ)により平均皮弱温 (Ramanathan法)を算出し，核

心滋(鼓模 ，i五第 2副会尖皮腐j昆を計測した。レーザー 1，'

Fパンス， 入しドト一サ21) によりZ友乏第 2

ブ Eロ3一ブブ、f念と員結占ιMイ付{

(ソニ一， PC216Ax) に収録し，

PC-scan により PC!トlD に~又納した。解析は 10 分間毎の 6

区間に分け，セラミックの有無と時間の要患の主主について，

二元配置分散分析により検定(有意水準 p<0.05) した。

{結果・考察]

セラミック寝呉は，平均皮膚混の増加 (34.4二と0.15vs 

34.0土0.2
0

Cλ 核心温(鼓額滋)の低下防止 (0.05vs 0.1
0

C)， 

さらに祉尖の皮膚温 (28.6土0.6vs 28.2ごと0.50C) と

(17.4土 4.1vs 13.2土 2.6ml/ (分x100g組識))の増

加を有意に認めた。これはセラミック寝兵の遠赤外線放射

特性に 90%前後の積算放射率を符し，人体からの遠赤外線

の放射がセラミック寝呉に反射し，皮!務j鼠と

増加を惹起したと考える。

感覚が充進する冷えには，ぬ上尖の皮膚混と

加により維11畏の促進iこ有効となりうる。

{結論}

核心温の{ま下関止，

となり，患者の安

麻酔中の低体温訪止などへの適応
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132)襟癒対策に生理用ナプキンを使用して

~穣探的予i坊の効薬~

133)看護実設におけるフィジカルアセスメントの効薬

一恋人ホーム入患者の調査よりー

~~入ご引先子，

[目的]

社会生活を送っている人にフィジカルアセスメ

[方法1
1) 

{結果]

ブラによる

してし、く所存である。

ントを実絡し，その効果を明らか:こすることである。

{研究方法]

ると，グループA あっ

10%，グ、ノレーブ Bでは災 {考察1
グループCでは父一

と各グループとも

日 ¥'01.27 ~く0.3 2004 143 
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134)自律神経・免疫機能に及ぼす足への体性感覚刺激の効果

佐伯尚呑，永井伸夫

{段的}

振動・気出刺激を加えた足浴により副交感神経系の完遂，

交感神経系の抵下とともに免疫機能の充進が起こることを

以前報告した。今仮J，これらの効果が，足底部への体性感

覚来IJ激によるものなのか，滋熱療IJ激が加わることによって

もたらされた効巣なのかを明らかにするために足絞刺激の

[方法}

た捺と膝下まで湯につけた場合とを比較検討し

られた縫淡な女子 i!s (22~ 

た部崖で行し¥

Laser Doppler取流計を潟いての皮腐鼠流量:(慰問支

(足背部)を持続的iこ測定したc 各

(振動と軽くたたく刺激，

まで湯につける足浴(約 30cm，足

刺激開始前の状態として 3分間，

60分間，持続的にデジタ

し，後日再生・解析した。免疫

刺激終了度後，刺激終了 60分後の 3

閉それぞれ 5mlの採取を行い， 白血球分画， リンパ球サブ

セットをブロ…サイトメトリーにて解析し，またナチュラ

/レキラ… (NK) 締結の細胞部容活性は K…562 を襟的制n~ と

ず後夜ちに元;こ

安反映

し，

ち有意ではないが増加したままであった。また

交感神経系と副交感神経系のバランスを反狭している誌周

波数成分(しドC)/HFC比は刺激終了後も有意に抵下して

白血球数が 60分後に抵下し，またはく組l

工芸浴直後， 1 a寺鴎後と待問の経過に

伴い活性の上昇がみられた。これらの免疫機能の変化は副

よるものと思われた。足底刺激を行う

BFならびにトIFCは有意な増加を示したが，料激

LFC/HFC比は有意ではないが，終

了後増加傾向がみられた令免疫機能は足波新激により l持

るが，白血球数，好中球の増加がみられ

れらの変化は交感神経系の充進が関与しているもの

i結論}

援護IJ'気指{寸きの足j創立自律神経機吉告の変化と

能を高めるが，これらは足底部への触・在刺激と浪熱料激

の両方が存在することで効果が現れるものと考えら

144 日

135)皮j霞の水分量・ j自分量.pHおよび清浄度からみた清

拭の効果

橋本みづほ，佐伯尚呑(長野県看護大学)

(向山大学)

よる皮膚の機能と

ベ，皮腐の機能弱からみた消拭の効果を検討する。

{方法}皮膚機能として角麗水分量・油分量・ pHを，

人TPの生物発光を利用して制定し，清拭後 48U寺縄ま

での経時的な変化について入浴と比較検討した。対象は病

院と老人保鰭施設で、療養中の 65歳以上の高齢者で，研究の

趣旨を説暁し詞意が得られた 23名(清拭群:男性 9名/女

性 6名，入浴若手:男性 3名/女性 5名)とした。清拭は湯

温清拭を，入浴は製剤浴を行い，測定部{立ほ，前頚部，絞

議，上背部，前腕手掌側，一iご腿前面の 5ヶ所とした。実験

は 6~9 )ヲ;こ行ったQ

{結果・考察]

1)皮蔚機能ならびに清浄度の性別による比較:水分量・池

• pH' ATP:こ憶して，性別による比較を行った。その

結果，水分量と泊分量においては男性が女性より有意に高

いか，部位によっては高し、傾向が認められた。従って，性

よる清潔ケアの違いを検討する必要性が明らかになっ

2)皮腐機能ならびに清浄度の測定部伎による比較:

しては)j夜諮の*分母が高く，下腿が最も低かっ

も多く，臨肢が

湯返済拭は入浴;こ比べて高

くく，ま

ないことが示唆さ

りうる清潔ケアで、ある可能

さ

(この研究は平成 15年度科学研究費補効金基犠研究 (B)

(2) (課題番号 14370802) の助成を一部受けて行った。)
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136)入説患者!こ対する湾都マッサージ・指誌の効果

一自律神経活動および主説的指標による評価一

{録的}

入院患、者はベッド上で遥

ょっ
されているむマッサージ・

を介しての身体的・

る包

i研究方法}

{結論}

マッサージ・

釘

137)音楽療法の数量的評価の検討

一唾液中コルチゾールを指標としてー

国 畑中晃子，

[際的}

l併の入設時の前骸は 0.221μ であっ

とともに不安惑，がt欝{妥I勾増強し，入読不適応退

[まとめ]
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138)新人教育に関する文献学的考察

一過去 5年閣の原著論文の分析一

(β本赤十字社長崎原爆病院)

(県立長崎シーボルト大学大学院人間鰭燦科学科)

{はじめに}者護学基礎教育終了時における学生の現有能

力と，現場が期待している新d¥の看護実践能力と

しい。臨床現場では様々な教青プログラムを言十阪し新人数

ザ取り組んで、、るが，現実には新人の職場不適応などの

もあり，さらに効果的な教育をめざす必婆位がある。

5年詞;こ発表された新人教育;こ濁する研究論文

し，その結来をと2去に今後の課題を検討する。

[1好究方法]

ら2003年まで、の新人教育に関する国内の原著論

る学会誌 5誌， 2)医学中央雑誌 CD-ROMか

f卒後 l年目 Ji新卒看護師j をキーワード

として検索した。該当文献 50件を研究者の所属，研究の種

研究方法，研究対象，研究内容から分析したc

i結果}

研究者の所属は臨床が 21名 (42%)で最も多かった。研究

の種類は量的研究が 32件 (64%) と多く質的研究は 171牛

(34%) ，質的量的研究辻 l件 で あ っ た 乙 研究方法

47件 (91%) と殆どで，質出紙法 30件，街

13 f平等であった。文総研究は 2件 ，

i 件 (2%) であった。出I~交に使用さ

存のもの 12 読存のものと独自に作成し

ものがを件， drt¥自に作成し

あった合独自

し鰐発した尺度で， 7 fキは未検証又は検証の有無が記述さ

れていなかったc 既存の尺度泣 l件を除き心理;こ関する尺

度であった。研究対象は新人看護師を対象;こしたもの 23

件 (46%)，事rr入者護闘と看護スタップまたは看護学生を比

較したもの 16件 (32%)であり，文献を対象としたもの 2

件付%)等で、あったむ研究内容辻新人の心理的傾IJ厨を諜求

したものが 27f牛 (54%)で，リアリティショック，職務ス

トレス，パーンアウト，職場適応，やる気，コーピング，

g己教育力等についてであった。新人の看護実践能力をみ

たものは 10件 (20%)で，看護技術の習得状況，実践能力

と期待震などをみてし

もの 5件(10%)， 

るもの?件(14%)，その他新人教育に対する

l件 (2%)であっ

{考察}

研究方法に用いた尺授のうち詰頼性・妥当性が未検証と考

えられるものもあり，今後は告頼性の検証等研究の手続き

を踏まえた方法をとる必要がある。 研究内容では心理的{総

額;こ注到した研究が多かったが，新人の審議実践能力を行

動で、見るので誌なく，行動を起こす内的民子に注図してい

ると考えられた。心環的1~JJïIDをみる研究では心理状態、をみ

たものが多く，新人のパーソナリティをみたものは 3件し

かなかったc 又，教育方法を探求したものもなく，これら

は今後の研究課題と考える。

116 民

139)卒後 2年呂看護部の主体的な学びに先輩看護部が与え

る影響

{践的}

内容と，そのや

かにするコ

[研究方法]

研究について説暁した後，同意を得た卒後 2年問看護師 5

名を対象とし，学構成約面接を行なったG 面接内議を対象

者の承諾を得てテープ;こ録音し，遂諾記録を作成した。そ

の遊詩記銭をもとに，専門家によるスーパーパイズを受け

ながら場面ごとに分析し，その類{以性や関連性を読み取り

カテゴリー化していった。またこれらのデータは研究者以

外が見ることはないこと，研究以外の釘的で使用すること

はないことを説明した。

{結果i
卒後 2:tr三思看護部が主体的に学ぼうとするときには

じたり，後梅の念jを感じたりするとともに，腐

を望んでいた。また，先輩の働く姿

されていた3 さらに，

もあり，これは f学びが発展

{考察i
2生手段 タト発的な動機;こより自ら学ぶ行動を

経験が少なく，看護師とし

てまだ自分は認めてもらえていないという思いがあり，ま

た自信もないのだろうと予測される。よって，楽しいと思っ

て学びながら仕事をするよりも亥ず，見留から認められて

働く自分を尽指すことが鐙先されるのではないだろうかG

主体的な学びというと内発的な動機から行動してほしいと

望みがちであるが，外発的な学びも卒後 2年目看護鋪に

とっては大切で、あると

卒後 2年目看護部が主体的に学ぶため

きかけることも必要である。しかし，危機感を

与えるだ、けではなく評絡をすることも大切である。その際，

いつでも光子記者護師から評価を受けられるような体制さとと

ることや，全てを教えるようなやさしすぎる関わりではな

く，わからないことに対しては学ぶ方向投がつくような助

え，自分自身が?努力したj と怒っていることに対

るような関わりを持つことが望ましいと考える G

さらに，卒後 2年悶看護隣は先輩の姿さと見ることによって

自己評価をし，自分の学ぶべき課題を見つけなりたい者

のイメージをj膨らませているため，直接的な指導の

みならず，先輩看護部自身が模範となるように努めること
でヂ
d 
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140)劾産自前の学習方法に関する検討 141)静脈注射の実施に対する厚労省議知前後の変化と問題点

一大学痕暁に勤務する劾産師からの分析一

{段告さ}

本研究では，

{結果}

Cronb註ch'sぴ〉 α

であっ

かになっ

く，知識と

択すること

さ

内

、による事故予防，看護職の実施範患と医師との

業務分設の暁客室化，接雑多忙な中での実続可能な確認、作業

と
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142)妊産捕と夫の自己効力惑の変化に関する研涜(その1)

妊娠初期の妊掃と夫の自己効力感と不安の関連

久)11洋子，本宿美砂子

{目的}

女性にとって妊娠・分娩・産袴は生理的な変化であるが，

この変化への漉応;こは個人の対処能力が大きく関与する。

人間が行動を起こす上で重要な要時として， Bandura 玄白

(self-efficacy) を挙げているお妊娠初期の女性に

とって夫からのサポートは彼女の自己効力惑に重要な影響

えるであろう。そこで，妊娠初期の提婦と夫の自

と不安の実態及び関連を明らかにした。

{方法i
1 flから 3月まで， S m f¥病i誌産科外来において，

し，調査への同意を得られた妊婦 4413とその

88名を対象に質問紙調査を実bをしたc 質賠紙は一般

ケール (GSES)，状態・特性不安スケーノレ

在使用し，分析には統計学ノミッケージ Hf¥LBAU(榔

を用いた。

{結果]

30.9議，犬 32.8議であった。自己

9.70 (S03.31)， 

0.1'凶でほとんど格関がなかっ

38.16 (SOI0.56)， 

あっ

35.52 (S08.3)で妊婦が高く，秘法]係数は 0.047でほと

んど相関がなかっ

この集出 88名全員の自己効力感の平均値は 10.27

(S03.43)， STf¥Iの平均値は，状態不安が 35.76(S09.75)， 

特性不安は 36.78(S09.91)であった。自己効力感と STt¥J

の招関係数は，状態不安が 0.131でほとんど相闘がなく，

特性不安が 0.412で負のかなりの相調があっ

自己効力惑については，大学生を対象;こした坂野ら(1986)

よりも，本調査では娃婦も夫も高い得点を示してい

ら(1989)は平均値

より高いと報告しているが，本読ままでは

り高かった。持i宝不安については，ら

と女性の平均伎は同じに示されているが，

より高かったG ニのこと:丈一段女性より

も本調交の妊婦は不安が高い集留であるといえる。なお，

状態不安においては蛙婦と夫の裕樹が強く，

けている可能性が示唆さ

これらを踏まえ，今後は括娠初期には娃婦と犬の両者に，

助産師として不安軽減のためのさらなる兵体的援助方法を

していく必要がある。

148 日

143)妊娠期の母親意識・ます児感情尺震の検討

行区i智子(埼玉県立大学短期大学部専攻科助産学専攻)

今際節子{群馬大学医学部保健学科)

{際的}

の信頼性と妥

[研究方法}

7 1臨設の産科外来;こ通説中の正常に経過し

653名である G 有効鴎答数は 515名 (78.9%)

で、あった。その内訳は虹様確定診i主rr後~妊娠 15還までの妓

婦 174 名，妊娠 16 適~31 還までの妊婦 181 名，妊娠 32 遜~

分娩前までの妊婦 160 名である。諜交は平成 15 年 8 月 ~16

1月に実施した。群馬大学医学部疫学研究の倫理審査を

け承認を得た。その後，諦資協力は，調査潟紙;こ目的や

プライパシ…の保護などを文京fとし，スタップに持かけを

依頼した。 i湾:意の得られた妊婦に紫陽紙(然記名自

を渡し，外来の待ち時間に記入，または次回健診時に封第

に入れ，封をして臨収し

質隈紙は平成 11年に妊婦 238名を対象に実施し作成した

・対児感情尺度 (6法!子 33攻問，累

53.5%， Cronbach'α 係数は 69~.81) を修正した

ものである。修正内容は， Colmanの妊娠期における 4つの

、て，笠間頃悶を検討し，赤ちゃんはお腹

してくれるj や f始動を感じたとき， E3分の

中に完IJの生命がいると思ったj などの 8項留を迫力主項

目を向日徐し 40項目とした。その後，修正した賀際紙を妊婦

l名と劫援部 2名に二予備議査を行い.理解しやすい文章表

現とし

{結果}

分布の{漏り， IT 

し，主部子法による悶子分析を行い，解釈を容

易;こするためパリマックス回転さと行った令その結来， 6因

子が抽出されたむ累、議寄与ーヰこは 57 である。第 1因子;ま

とまどいと不安心第 2ぽ!子は f赤ちゃんの存在

がし¥J，第 3国子は「赤ちゃんに対する不安J，第 4

密子ーは f夫や周磁の支援j，第 5因子は仁母親の実感，

6昭子 f身体の不読j と名付けた。各国子の Cronbach'α 係

数は 78~.87 であった。下段尺境問の相関は.13~ .4 1 で、あっ

{考察]

修正した f妊娠期の母親意識・対児感情尺度j は各部予の

Cronbach'α 係数は.78~.87 となり，高い信頼，t生が示された。

自も Colmanの概念にあてはまり，構成概念

られたと考えられた。下位尺度I需の相関は強

すぎる棺擦ではなく，中程度から緩やかな相関であり，各

由子は独自なものをおi定しており，母親意識や対児感情は

一つの国子で測定で、きるもので誌なく，多面的になってい

ることが考えられた。これらのことから，この尺度泣妊婦

の母殺意識や対児感障をアセスメントする上で役立つもの

であると
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144)不妊治療を受けている女性の転臨に関する研究

一意思決定プロセスのパターン化一

{目的}

8割以上の不妊女性に転i誌の経験があるが，不妓治療中の

女性が転波するか， しなし、かという意思決定に関し暁らか

にした研究泣見当たらないc そこで本研究では，

と継続完きにおける意思決定プロセスを明らかにし，その

バター

{研究方法}

{考察}

ターン

返すノミターンもあり.継続者A も

するのではなく再び転院を考えていることから，

中の女性の転院に関わる意思決定は意思決定をした時点で

完結するのではなく，意思決定をした時点から再び次の意

思決定のプロセスが始まる。そして自己の民的が遼成され

るまで何度でも繰り還されるプロセスであることが考えら

日

145)忠霊祭 K患における子育て文化

-30代女性の子育てからの検討一

[13約}

く

}れまでのさ主

されているのかを知り，

ことを臼約と

[方法]

っている点に議して

メ》、
-， 

と変わることなく現在も続いている。

地域でよ子育てさとする

まさ;こ K

は，皆が子育てをしている女性にもそのうこどもにも

払い， 13を向けているところが非常に大きく，上の1交代か

ら変わらず保たれている照憾の人との距離感や人間関係が，

K島の 30代女性の子育てを支えていると考えられた。
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P-14群F会場

147)記録委員の役翻行動と病棟巡田監査の評錨

山本千若手， ~と窓泰，清水1令子

(関商医科大学附属病院)

146)三交代制勤務従事看護師の深夜勤務前・中の仮線の影響

松成裕子

(広島大学大学院保健学研究科)

折[lJ王手苗，宮腰由紀子，

{践的}看護記録に求められる姿三誌は年々増加し，時代の

要請に伴う記録をブレキシブツレ;こ取り込み，スタップ

させなければならない。当院の記縁方法は iコOS方式に基

づく PONIミを用いているc 記録委員は各病棟や外来から 1

名選出し中央委員会が主催する記線学習会に参加し， {むの

病棟の監査を行い記録内容の向上iこ努めている。今田記録

委員が病棟を巡回し，監査の結果を基に記録委員の果たす

役誤を考察し

{研究方法11.研究期間:2002 年 5 月 ~2003 ~三 lf3 2.役割

行動に関するアンケート調査(各病棟・外来の記録委員 28

名)3.看護記録の監査 22現gを年 4 23病棟を 2名 1

組で監査する。各項闘を点数化し， "潟棟毎で記録の至IJ達度

を評備する。

{結果}監査の効果については， 92%が室主査の有用性を詳

仮している O その理由はマニュアノレを見夜す良い機会と

なった・他病棟の記録に刺激を受け自分の病棟に取り入れ

た・今まで、気付かなかった点を指摘され，以後意識して記

録するようになった・等であるc 病棟巡回鷺交の結果， 4 

られないc 項目別に見ると記録の定石

り返した給条平均的に改善がみられる。し

・期待される結果・飼知的な DTE

く， SOr¥Pではアセスメント・プランが混鰐し

占めており，全体

しレベルアッブする為には，記録委員の地道な

支援活動が必要で、ある。各委員は病掠で勉強会を開催し，

略語や造語を使わない運動を渓関するなど，スタッフに発

し役割遂行に前向きに努力しているむしかし記録は個人

のカ量や能力に関わる部分が大きく，特に叙述記鍛に個人

差が見られる。今後;土記録の能力をおめるに個人の記録を

評価するシステム作りが必要である。
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[結果1
1.質罰紙調査:深夜勤前の仮眠開始時間，仮眠終了時間は，

それぞれ 20時， 23時が最も多かったc また，仮自民総時間

泣， 120分間が最も多かったc また，深夜勤中に 89%の看

護師が疲れを感じ，特;こ，午前4時 5A寺;こは 55%の看護師

自覚していたが，実捺に深夜勤中に仮眠をとって

26.6%であったc 2. 実験 1・2:仮眠告としない

クレペリン検査の成誌も早朝時間帯に抵下して

いた。条件おでは，早朝時間帯では，グレペリン検査の成

も向上し，夜間の伝眠時の寝つきゃ熟服感が良く，生体

リズムを維持する効果も認められた。しかし，条件人と比

ると条件 8の隠覚めほ綴端;こ悪く，眠気や疲労J惑の回

らなかっ
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{考察}

事故を起こしやすいとされる時尚子替は午前 4 時~7 持とい

われているが，本研究でも疲れを窃覚するのは午前 4時と

5持であり，この時間帯に眠気も強くなり，医療事故も起

こりやすくなると考えるc 亥た，深夜勤務の看護部は，説

務の忙しくなる朝方ーにかけて疲労を感じながらも，勤務し

ている状況が明かとなった。報方にかけて，判断能力や労

仮眠が必要であることが示さ

[図的i
i交代制勤務従事看護的の深夜勤務前・中

明らかにする g的で，深夜勤前が休日の場合の三交代制勤

務時の看護部の勤務訴の生活状況や仮駿・疲労の状態を調

し，それを基に実際の看護労識の条件設定を行し

の生体リズムや，党鰹水準，仮眠中の睡根の質を接持的;こ

したG

[1術研iJf月正f究ユ方ら
: i深祭夜勤務前が{休木臼とする三交代務秘|日i毅勤]務を笑施してい

している女性の看護師， 116名に自

した。質問紙の構成泣，年齢，現職経験

ど7項目から成るフェイスシ-

9項陵部分からなり，各倍答は選

とした。尖験 1:健康で，経眠賄容や睡眠薬を

していない 21歳の成人女性 1名を対象者とし，自

深夜勤務時開帯の前・ゃに仮際・

休惑を挿入した 4条件を設定し，覚醒ゅの生体リズムと

仮眠中の陸恨の質を測定したc 実験 2:成人女性

の 4 名(年齢 20~21 歳)を対象者とし，実験 1 の結果を基

;こ， 4条件から 21U寺~23 持に仮眠をとる条件人と午前 3

5寺~4 時に仮眠をとる条件 8 を実験 1 と向様な測定ブロト

コールさと用いた令分析は，単純集計およびグロス集計，

た。また，条件人と条件 Bと

は，対応のある t 検定をJfJ~、た。いずれも危険

とした。なお，器支およ刊':;1:::-!昨日

らびに口鎮で説明し，

病綴i巡閲監至宝の結巣
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148)日本語鰻 BARRIERS Scaleの内容妥当性に寵する検許

[自的]BARRIERS Scaleは，研究成果活用

定するスケーノレである。研究者ら

加えた日本語寂 BARRIERS Scaleでは，b 

描出され原著と若二子の異なりを晃せたc そこで，

テゴリーを作成し，

抽出されたカテゴリーを日

三ミ:尽本務波 Bi玉沢代i巳RSScale 0)十三3月支援念とカテゴリー

(複数回答)

交交;こ支ぎする 1;妥遂容 愛護毅袋五干の続交さ妥交心欠言自

基本会ヲ姿勢と認え 1 変化をまないき?護者

むた;議室誌のための i 澄幾多盗殺のぞ斉持金舎とちのなさ

ミ?議委察手ミ議会主力へ言(J)欠郊

C渓紡存努駅概写交伽e;J)の州忽閥綴鮒慾 i絞防存努税交わ峨笈 笑繍渓?泣十よレ.j念餓言讃綴笠儲院;にこ山

2淡芝持5夜支交5め〉笈

C会3益還習得争議会 i緩い、たと E芝t?級交の入手議襲撃さ

(J)後三三 緩いも誇・

日

149)看護職のコンビテンシー尺度の作成と罷頼性・妥当性

の検討

杉山容美，

[el去り}

、て成果をあげることは，能力を保有してい

される行動に依存すると考えられ

よ

[研究方法]

{結来]

させるため

Cronbachの α

0.680-0.847 (p<O.Ol)であったo SF 

0.359-0.位 1(p<O.Ol)， GSESとの桔罷係

0.235-0.467 (p<O.Ol)であっ

[考察]審議職のコンビテン

コンピテンシ…として設定した

のは 6援念であったが，結果から辻 4概念が抽出さ

これらは本研究の対象者が認知するコンピテンシーであり，

とって基本となるコンピテンシーであると考えら

れる。しかし，今出抽出されなかったコンピテンシーもあ

るため，今後さらなる項自の検討や関連安調などな明磯に

し，尺度の手干潟性を検討していきたい。
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150)訪問看護部の職業ストレッサーに関する研究

(第 2報)ースタッフのストレス要忠一

仁科祐子，谷塚静子

[目的]

訪関看護闘のストレス認知は管理者4 とスタップ

除く訪問看護部:以下スタップとする)で異なると

ているため，職位別のストレスマネジメントが必要であるc

本研究は，スタップのストレス認知に影饗を与える詔子ーを

明らかにし，ストレスマネジメントの基礎資料とすること

さと際的と

[法]

自記式質問紙による

nursing stress scale 

50立EIについて顕子分析(最尤法，スクリープロットによ

り ~!(l子数を決定，ブロマックス回転)を行った。倫理的配

として， T 県訪際看護ステーション協議会の役員会にお

いて承認を得，対象者;こ研究8的とブライパシ一保護を文

よって説明し，回答をもって開立とし

{結果・考察]

0.950であっ

第 11N子の犯や重箆な状況は看護闘にとって多大なスト

レッサーの 1つであると言われているが，訪問看護師に

とっても持様であった合今後は在宅医療の高度化，在宅死

志向の高まりから，訪鴇看護的への期待と重圧は大きくな

ることが予測される令その期待;こ応え専門伎を発揮し，

る対策(情報提供や講習会等)， lP1 

の強化が必要で、あると考える。第 2

に追われている，交通:二時間がかかる，

{士事上のf!IVJきにくさを示した項目から成る。

り，今後兵体的

を提案したいと考える。第 3鴎テと第 4出子

という訪問者設の特徴を皮映した項自が多かっ

単独訪問は個人の判断力・実践カが間われ，自分のケ

アが正しかったかどうかとしづ不安がつきまとうつまた訪

問中;こ秘談できず嫌々な感情を抱えてステーションに帰・る合

そこで感情表出できる雰強気であるか，受け止めてくれる

件関がいるかどうかは，感情の行方を大きく左右する。ケ

アへの不安や人間環係の協みを一人で抱え込んで、しまわな

い様に，職場内でのサポート体制強化に向けての体系的な

取り組みが必要であるc

154 日

151)病棟看護職における職業性ストレスと自己表現

(アサーション)との関連性

小林敏生

{自的}

な人との人需擦係のやで仕事:をしていること

から，アサーティブ(さわやか)な自己表現ができないこ

とは，大きなストレス裂回となる可能性が高いと考えられ

る。そこで，今@]質問紙誠交により病煉看護織の自己表現

(アサーション)の特徴と職業性ストレス・ストレス対処

特性・精神健康度との弱連性について検討を行った。

{研究方法}

一総合病院 (657床)の協力を得て，三交代制勤務に就い

ている病棟看護識を対象とし， 2003年 8月

紙調査を実施した。解析対象 333名で

平均年齢 31.4ごと8.5歳)，職業性ストレスの評価は火器

(ぬIrse stress Scale) 35項お (2004:小林ら)，ストレ

ス対処特性誌 SCS(Stress Coping Scale) 18 J妄毘 (2002: 

影山ら)を用いて評倒した。精神健康牟度の評価;こは CES-D

R本語版を用いたむまた，アサーションの評価は，野末ら

(2001) が開発した「ナースのための自己表現チェックリ

ストJ45境問から，病棟での看護でよく遊躍する状況と忠

われる 9項践を選択して使用したc 得られたアサーション

と， 11後葉会性ストレス・ストレス対処特性・精衿健康度

J出し

アサーションについての 9項悶在箆子分析し内部裕樹を検

討した結果:， r lP1僚・!去11併に対するさわやかな自号表現ド攻

自三表現Jr患者への気遣しリの 3因子に分かれた。こ

の 3悶子と災SS・SCSとの関連性については行司僚・医蹄

に対するさわやかな自

や「裁量度jが得られ

家族への支援留難jが抵かっ

人は，医師や職場の人や患者A ・家絞との関係が問実mで、あっ

た。 f攻撃的自三表現jを行会っている人泣，情動対処i

情抑圧j の得点が高く，情[fVJ対処・感情事IJ託を行い我慢を

ることでi倣業性ストレス

ま

るほ

との

るさわやか

し:患者への

一方で奄この 31N子の内部総擦を検

・医師;ニ対するさわやかなお己表現jと

は正の相関関係を示しており，この 2

つの自己表現が全く汚IJのものではなく，両立するものと

えられた。以上のことから，間僚や医師;こ対してよりさわ

やかに自己表現が行えるようになること ス

トレスマネジメントにつながることが示唆さ

Vo1.27 災0.3 2004 



152)看護舗のアサ…ションと自我間…性の額連について

{図的]

自己

サ…ション能力と 8
目的とし

{研究方法]

{結果および考察}

1.アサーションについて:

ついた (.833) r[室長前から
し
」

?ヲe

3 

「自分のしたいことが明確 (.630)
十γ 

また?自

格鑓 Cr=.289，p< .01) 
と f自

たことと併せて，自

係性の中で、適切な8
5変さ

ることを

、ていることが示

日

153)未就学!患をもっ女性看護師をめぐる当課看護師の認識

構杉光代

山田一瞬

[el的}

汐
d 

することを目的と

[研究方法]

ンター)

19裁から 61

どもがし、る 55入

、るj のは 20人

米就学児をもっ看護締をめぐる認識:

げるた

らかに

中

陣立が隠

(60.0%) J 

「保育サービス;こ金がかかる

この

ることは，
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154)倫瑳に関する保健部の認識

中村仁志，藤村孝枝，森間秀子，堤雅浩;

( 111口

中毘久子(九州大学医学部保健学科)

長J11トミエ

(広島大学窓学者15保健学科)

大林務之(JI

{践的}倫理陪題は人を対象とする看護識ではたびた

関するo Ii命現陪諮について看護部を対象とした識査研究は

としたものは少ない会今回，総環的問

、て保健締を対象;こ務査し，検討したので結

るc

[1i]f究方法]Y 県全域の保健郎 351名を対象に， j.E.トンブ

ソンらの f倫理開題を明確化するための分類の方法J

:こ問主主らが作成した「看護職者が認識する看護倫理上の間

の 17項目を挙げ，倫理的にき王国したもしくは悩んだ問

題について調査した。回収された 2331; (66.4%)の調査

票を分析の対象としたむ調査索は由記式無記名とし事前に

説明を行ない，間意を求めた。

{結果・考察}今陪の調交で，現在，底面したり悩んだり

10.3%であ

しながら業務を

ったりするj が 48.9%であったc さら

に，これまで 17項良いずれかの項目にE王国したことのある

63.5%であり， 88.8%の者Aは倫理的な問題で、悩んだ経

験があることがわかったむこの直面した者と悩んだ、ことの

ある者の関に有意惹はなく， TIま函は悩みの直接の姿罰にな

らないことが示唆された。 17項尽のうちでは 3項目

と摘むの聞に有意差が認められ自分の知識や技術に自

なくてもやらなければならなしリでは註濁していな

く錨んでいたQ 倫理的問題では 25名(10.7%)の

あり，保健訴が対象者宅へ出入りすること自体

がプライパシーの保護になっていないX対象者のプライパ

シーをどこまで関係者に話すべきかZ連携調整の役寄せを任

と

があまり

、ての悩みが多く諮られてし

正しいことは向かを理解していないと感じているEどこま

で踏み込みこんだ支設をしたらよいか迷うJなど，保健舗

は自分一人の資任と判断で実行しなければならなし

多く，迷い悩んでいる姿が向えたむ保健師は民常，倫理的

問題を意識しながら業務を行っている者は少ないよう

対象者のプライパシーの問題や対応待の半IJI折など何らかの

倫王室的な問題で，多くの者に悩んだ経験があることがわ

カミつ

156 n 

155)看護学生の倫理的感受性への臨地実習の影響

ーその 2財STを用いた比較一

{図的]

災短期大学 3年次領域実習議後の MSTの分析により，

の倫理的感受注の変化を明らかにし，者護倫理教育のあり

かを検討する。

{研究方法}

1，対象:ぷ短期大学 2003年度 3年次生 57名o 2，調査方

法実習前-4Jl 10臼，実習後一11Jl 14日に， LutzEten 

らの MoralSensitivityの尺疫を中村らが一部改変したMST

(日本語販)を使用したo 3，倫理的資三慮:調査の主旨，個

人情報の厳守を説明し了解を得たo 4，分析方法:実習前後

の MSTの 35項目評点を集計し， :Vlann -Whitneyの検定を行

い，先行文款の Y大学結果と比較した。

{結果]

有意に変化している

自であり，災

短大と Y

災短大と Y

自は， 35項良中， Y大学は{底下 4項

7項お， f迂下 5項闘で、あった。災

5境問に変化の違いが見られたっ

f医sniの判断への詰頼Jに罰する項目

していたさ

している咳呂が多いのは，全て

し， Y大学は成人実習後の認

と推測できる。災怒大では，

ど意思

ら，アルコー/レ中毒患者

自に上昇変化が

見られる。災短大の傾向は，語忍ーとの関係や患者に接する

ことを大切に考えていることが伺える。そして，さまざま

な価値観念持つ他者を恕解しようとしている。しかし，災

の課題となった。文献1)中村美知子他::vloral Sensitivity 
Test (日本語版)の信頼性・妥当'院の検討(その 2)，山梨

18， 20012)石川操他:臨床実習体験による

Moral Sensitivityの変化，山梨医大紀婆， 15， 1998 
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156)インフ会ームド・コンセントにおける看護師の関わり

についての検討

{目的}

インブオーム1"・コンセント(以後 IC)において，

している看護舗の関わりの実態と，どのように

ことを望んでいるかを競査し，看護部が ICに対

りを持つための示唆を得たいと

{研究方法}

し

{結果}

{考察}

157)罷療における意思決定に関する研究の動向

永野みどり

{目的}

[結果}

{考察]

あるいは施設と地域と

どであることが研究で明らか
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158)姦齢者筋力向上トレーニング事業の評価に関する研究

(そのわ一事業実施前後の身体機能の変化一

市丸言JIIヲヘ

(県立長崎シーボノレト

[図的}

災県 K町の高齢者筋力向上トレーニング事業(以下，

実施前後における参加者の身体機能の変化を明らかにし，

した運動プログラム検討の基礎的資料とするこ

と安図的とした。

{研究方法}

15年疫 iく釘における事業への参加者 36名中，

し，同意が得られ，事業前後ともに体力

った 26名(平均年齢 61.8土5.3歳)を対象とし

:実焔期間は平成同年 5月から 9月の 5ヶ月間(逓 1

12J 90分，計 18回)とし，その前後において，身長，体重，

シニアの体力テスト， 10m最大歩行途変 (ivlWS)，筋力年

…30) を測定し，前後で比較した。シニアの体力テ

スト(ウエスト/ヒップ比，関恕片足立ち，

髭カ)は，評術表に基づいて 5段階で評価し，その

v九iilcoxoむ
とし

{結果}

データの解析には，対応のある

い， p<0.05 

55.1土 6.6kg，

54.6ごと6.5kg，29.7こと6.0%

シニアの体力テストは，実施訴が

ウエスト/ヒップ上ヒ 2.7こと0.7点，縄限片足立ち 3.9ごとし6点，

長E主体前路 2.8ごと1.0点，罷カ 2.9ごと0.9点に対し，実路後は，

ウエスト/ヒップ沈 3.2こと0.7点，開眼片足立ち 4.6土1.1点，

長E主体前屈 3.1土1.0点，提カ 3.2土0.9点と有意な差があっ

た。しかし，棒反応においては有意な差は認められなかっ

シニアの体力テストから算出した体力年齢では，実施

白IU65.2ごと4.8歳，後 62.8:i::4.1歳と有意な還があった。さら

にはWSでは，実施前が 4.5土0.5秒，後が 4.2土0.5秒と歩

る向上も認められた。 CS-30

実施前 24.5:i::'1.2@]，後 26.3土4.'1回と

5ヶ月間(言十 18回)であったが，身長，体重，

ウエスト/ヒップ比，関線片足立ら， !そ本前屈，握力，

tvl¥NSの攻問において有意な改穫が認められ，本事業が，身

体機能の向上において有効であったと言える。しかし，敏

捷性を示す俸反応，膝伸展カとの際連が強い CS-30の向上

は認められず，運動プログラムの改善の必要性が示唆され

今後は，参加者の運動の継続と参加者の規模を拡大し，

地域住民の健康向上，介護予防へつなげることが必要であ

る。

159) 中高年女性のヘルスプロモーションに関する検討

-8本語版ライフスタイルプロフィー)[.，を用いた分析一

{目的}やお年女性のヘルスプロモーションへの支援のた

めに，ライブスタイルの現状ぞと明らかlこする目的で諮査を

f了つ

{研究方法]調資期照:2003年 l刃ヵ、ら 3月。調査対象:

ぷ県下 2rn 2 P汀の検診などに参加した女性。調査方法:研

究の問的を説暁し， I可意が得られた人に質陪紙を配布し郵

送法で回収。調査内容:関心のある縫康問題， j健康に

る情報の入手方法，地域社会活動への参加状態， お本語版

{健康増進ライフスタイルブロブイーノレ(以下ートIPしめ。 HPしP
は 52項目 6サブスケーノレからなり，全くしない:1点~い

つもする :4点である。分析方法 HPLPの分析は欠損値の

ないものを対象とし， ivlann-Whitneyの検定， Spearmanの

順位相関係数を用し

{結果・考察}アンケートの配布数 706，回収数は 530(屈

収率 75.1%)だった。このうち中年群 40-64議 385名，高

齢群 65歳以上 103名を分析対象とした。関心のある鰭康問

院i浮ともがん，痴呆，腰痛，隈節痛，次いで、中年群

健康に関する

と続き，第3{立から

健康雑誌であったが，高齢者群は，医師・

保健センター・市役目庁からの 4情報となったc トIPLP
の6つのサブ、スケーノレの平均値の比較を表 1{こ示した。{悠

身体連栄養，ストレス管理は，高齢群が有意

たむ地域の社会活動の参加度とトIPしPサ

や年i会iiま，健康意識，身体運動，

精神的成長，身

ストレス管理で、lEのお f~J関係を認めたG 以上の結

果から，対象のライフステージにあわせた健康問題を取り

上げ，地域社会活動を積極的:こ支媛することがや高年女性

のヘルスブロモーショ

表1 HPし?サブスケール平均伎の上と絞

HPLP"ナブア、ケ-Jv 今三続区分 n 平均値 SD 

健康:~:殺
40ー射殺 300 2.6 一 0.4 

一 * 65歳以上 54 2.7 0.5 

緩和t1的成長
40…64主主 300 2.7 0.5 

65歳以上 54 2.8 一 0.5 

身体立さ動
40-6，1 i主主 300 2.0 + 0.6 

** 65歳以上 54 2.2 仰い 0.6 

人間約係、
40-64 i主主 300 3.1 ザ今匂 0.4 

65歳以上 54 3.0 一 0.4 

栄 3を
40-64議 300 3.0 一← 0.3 

品一 ** 65殺以上 54 3.2 0.4 

ストレス管怒
40-制緩 300 2.8 0.4 

* 65歳以と 54 2.9 + 0.4 

* p<.05 ** p<.OOI 
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160)下肢エアマッサージ器使用詩の上下校皮i露血流嚢の変化

肢エアマッサージ使用

て検討したc また，鼠流瀦定に適切な部殺について

した令

{研究方法1
1) 

パンス)

の血流を 3

1指のプロ

2. 

{結論}

き受 l 右手第 1擦と各ilII1主主総{立のi急流上と(%) *P<0.05 

渓11定都{立

右手第 1指緩

右手第3綴媛

左手第 1抱腹

左手第3指綬

おエ事染

立 長江流上と

29.2 

25.5 

28.5 

23.0 

表 2 1マ校二工アマッサージ主主行時の血流上と(%) *PくO‘05

日

161)介護職員の Burnout る顕子の多次元的研究

{目的}

;2P夏目〉

{結果および考察]

1.対象者の基本属性:

された。このこと

していることを示唆するものであるc
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162)女性三世代の会翠寵と骨粗慈疫の関連に関する研究(1)

EBトシ子，森出祐代，時沼童三;工

(山梨県立看護大学短期大学部)

{研究目的}複母・母・娘の女性三t!t代で継承された〆食事

と骨密度との関連を検読するc

[研究方法}

1.対象;同意書により研究協力の間意が得られた Y県内在

住の血縁のある女性三役代 28繰(祖母世代 26名・母世 代

27名・娘役代 28名)

;1)基礎譲査(食習慣・生活習慣・基本属性)

(調査期間内 1週間の食事内容記載)

Excel統計2000およびSTATISTI CA (stat 

Scぷ j人PAめを佼沼。

{結果}研究協力者の年齢は，祖母長177.9土S06.2議，母A

M48.0ことS03.7 歳， 娘た120.7ごとS04.1 歳， BMI は祖母-

M21.9ごとS02.9，母 ¥;121.8ことS02.5，娘 M27.9::!::S034.2 で，

祖母・母詞居は 9組，母・娘ドヲj居;ま 25級であったc 三j:IJ:代

はビタミン K が

も向く，カルシウ ムが

江，164.2土S027.0%で最も低かった。一方，¥立代53IJ

は， 被母 M25.3こS02.6%， 母 M32.0二とS04.6%， 娘

M34.8ことSOc1.5%で，密変;ま三三tJl:代ともIr1J年代J;とが平均

100%以上とおかったc骨形成に罷与するカルシウムの世代

53IJの摂取状況は，祖母 M328.9二とS0149.8mg，母

M432.3ごとS0168.5mg，娘 M424.2ごとS0156.2mgであり， 'vl十

SOを高群， M-SOを低群としてみると， 28組中三世代;こj度

り高群又は抵群で継承されていたのは各 l組であり，どち

らの家挨も複母と母は53IJ居で、あっ

100%以上が多くバランスがとれており背部積率も平均値

よりおし、傾向にあった。一方，i段群家族の充足泉は 50%以

背面接率は低い額向にあったが，どちらの家族

と骨萄積率に相関はみられなかった。

どの取りまく環境は，食材の選択や調

どの食習墳;こ大きく弱与し，三世代;こ渡る食習

しさがみられたが，脅面穣率に関与す

る栄養素の摂取状況は，持居の有無にかかわらず三世代で

邸た鎮向にあった。また祁擦はみられなかったが，

の託い家族は脅'面醸率も{迂い傾向にあったことから，係っ

た食習慣の継承は，栄養素の充足率や食事のバランスにも

し，合間積率のf底下につながることが推祭され，骨粗

怒疲の姿図となる。生活の形態や運動との関連と合わせて，

11高広い年代で家族の食事指導:を行うことが重要と考える。

{結論}三世t代に渡る食習慢の継;殺はむずかしく，

率への関与ーは誌い。(本研究は千代

同年慶医学研究助成を受け実施した一部である)

160 民

163)女性三世代の食習壌と骨粗慈症との調達に額する研究 (2)

間祐代，倉田トシ子，渡透裕子，持関

(山梨県立看護大学娃期大学部)

{研究目的]援母位代の食事と骨密度との欝係を検認する。

{研究方法]1)研究対象:研究陪意の符られた Y

28総φ祖母 26名 2)分析方法:祖母世

代の骨密度と摂取栄養素充足率(以下充足率とする)との

相関を検証

{結条] 1 報で述べたが，~・lID積率に関与する栄養素の摂

取状況は三役代で、副た傾向にあったが継承は難しかった。

そこで長期の食習慣を持つ抱母に着院し骨務震と充足率を

分析した結果，ビタミン iく(以下 V.I<.)と骨商議率で比較

的高い持際 (rベ 50)が見

ついての食品内容をみると緑色野薬，ぬか請け，大立製品，

納豆の摂取率が高かった。更に 5名はカルシウム(以下 Ca)，

マグネシウム，リン，ピタミン Cとも令面積率と高い相槌

が見られたむこれらの栄養素は大豆製品，繰邑野菜に含ま

れ， 5名は特 異的に摂取していた。ぬか漬けと

とでは有意差が認められた。

{考察]V.lくと関積率との栂慢がより高かった 5名は乳製

品の摂取ネは{まかったが，禄急野菜，ぬか譲け，納豆の接

いとから骨街積率の維持へと関与したと考えら

はV.I<.が豊富に含まれる

とから，大立製品や野菜類からの CaとVJくをより多く

ることで宵'への Ca維持が高められたと考える。ま

てみていく必要があるつ

ら，家栽培した新鮮な野菜を比較

ったニとも今回の結果に影饗し

じめて V.I<.， Caと

と栄養素の視点か

生活形態とも合わせ

{結論]1. 骨密度に関与する栄養素の摂取は長期間に渡

る織統を要する 2. 長期に渡り V.I<.， Caなどを多く摂取し

た場合には骨面接率と関与ーする。

大豆製品

緑色野菜

ぬか潔tt

事老衰

乳製品 (*=pく0.05)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 (%) 

図 1 'Ffa託綴ヰヨiこ関与する栄養素を含む摂取食品
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164)安静持エネルギー消費量のi!l.IJ定方法の検討

一安静時の体位と主観的感覚による比較一

{目的}

製)による安静時エネルギー消費量(以下 REE)の鶴定に

は，測定前に 15分開安静を保持することが必要であるc

三ミ 1 体あたりの REEの比較:全体

三芝 2 体重あたりの只広忠の比絞:1烈立がfそく感じた立す建設設

湾，¥{立若手
(n=12) 

20.986ごと2.40 20.960こと2.95 O.世61

表3 家主芝あたりの Rε丘の比較:玖{立が焚く感じた対象者

日

165)減量経験が若年女性の安静時エネルギー消費量に及ぼ

す影響

{践的}

{研究方法}

[結果}

REE 

[考察}

¥101.27 No.3 2004 

16.04~24.69kcalíkg/day ， 
会
d、

(n=21) 
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G会場 1 -P-14若手

166)インターネットを活用した介護ネットワークの効果と

課題

杉本幸枝，

[図的]

-生活梧談の一環として，新見公立短期

大学をステーションとする新克介護ネットワーク(以下介

ットという)を平成 15年 7月から開設した。介護ネッ

トは利用者のホームページ(トIP)上の健康状態・手段的自

(JADL)チェックとメールでの相談を主として

開設後半年間の中間評価を行い，介護ネット

らか;こする。

公募により介護ネットに参加

している 8人であるc 研究方法は平成 15年 11月に自

アンケート用紙を郵送によって配布後，額収した(回

100%)。その後， 7人の利用者宅へ訪問し，直接調査

を行ったc 分析はアンケート鵡ヨまでは単純集計を，面議調

した遂語録のうち介護ネット;こ欝する内容に焦

を当てて分析した。内筏の分析は研究者間で検討を行い

85.4%で、あった。尚，

ながらすすめた。

{結果]

アンケート

回答

また，開設Hキから貸与してい

人が定時に制定しており，

ど罷心が高まったと

ルは必要であるj と

メー/レは 7人がf今のままでよしリと隠答し，

メーノレでの健康アド、パイスも同様て、あった。また，介護ネッ

トについて 7入は満足していると酪答した。そして，介護

ネットが生活へ溶け込んで、いると答えた者は 5人，気持ち

の変化があった若手は 4人で、あった。間接の内容を分析した

ところ，介護ネットに嬰するものが 24件， HP48件，メー

介護ネットについては?相談できるので

なっているjなどの効果が現れ

健康障害時の介護ネットの対応への提案が出

また，メール交換については fアドバイスが参考

になるJ 毎日入っているので楽しみjなどが関かれた。し

かし，もっと具体的なアド、パイスが欲しいという者もし

らかの疾患、は持っているが， IADL

、人である。手Ij用者は介護ネットを過して必要

な情報を入手することで，健康管理意識が向上し，さらに

メール交換は生きがいにつながっていることが明らかに

なった。しかし，症状に対する具体的なアドバイスの必姿

性が指摘されており，縫康隷害時や IADしに支障をきたし

た場合の地域との連携や社会資源の陪発が必要であるつ f札
この研究は爵備てい閣から研究助成を受けている。
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167)保健部基礎教育における「地底視診ガイドラインJ活

婦の試み 一学生評価と指導者評価の比較一

桝本妙子，

(京都府立法科大学医療技術短期大学部保健学専攻)

{目的}

狭)11路子らによって改変・作成された f地区視診ガイドラ

インJ(以下 fガイドラインj と寸る)告と保鍵師基礎教育iこ

活用することの有用性と課題を検討したc

{研究方法}

対象は l 年間の保健師基礎教脊r~程学生 51 名である。

の自己評価は，ガイドラインj

「よくわかったj から f全くわからなかったj までの 5段

賠で，指導者の評儲は学生のレポート内容について f大変

よくあてはまっているj から f全くあてはまっていなしリ

までの 5段階で臨答を得た。協力依頼にあたっては，調交

の目的と方法，無記名であることを文書で説明し，学生 50

名(部~又率 98%) ，指導者延べ 58 4'i (剖収率 100%)から

を得た。分析方法は，各項憶について低いJI頂に l点か

ら5点を配し，学生と指導者の 15項綴絡の平均点と標準縞

し概要を把握した。次いで， ウイノレコクソンの)1慎

[結果}

fガイドライン 15

2.92~/1. 32) 

3.08~3.8 1)であっ

屋と

生の自己評価と

自己評価と実習指導者の評価の整

関の学生の自己評価の平均点は 3.44

で，指導者の評縞平均は 3.45(範囲

自己評価の上位 5項目は?家

る も の メ デ ィ ア 交 通事情j

と町並みj

う人々 jであった。

かったのは f広場や空き

ピス機器 r医療施設J

との間;こ有意蓋がみられな

f交通事情 r社会サー

く人々J 池域性と郷土色j

図r:1146.7%)であった。 7項f健康状態j の 7項目

白のうち両者とも

ellま f医療施設j で、あっ

{考察}

で， {丘い

指導者評価では，すべての現段において 3.0以上で、あった

ことから，学生の行ったけ把握j は f必ずしも的はず

れではなかったj と思われる会学生と指導者の評鏑;こ差が

生じた項目は，チェックポイントや意図している内容につ

いての学生の浬解が不十分なことが考えられる。学生，指

，かっ上位評価項目であった「交

は，公共交通機関を使用して地区踏査したり，路

ることによって比較的判新しやすい内容と思わ

おであった?医療絡設Jは，利

用状況や地域住民との鐙者援等，住民の子討を直接関くこと

によって把援可能なものと思われるため，

がいると考えられるむ fガイドラインjを保健部基礎教脊に

活用するにあたっては，各境問について何をどのように把

か，方法も含めた活用方法を提示する必要があるこ

とが示さ
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168)在宅精神欝害者の生活支援一訪簡看護と*…ムへんブ

の連携の可能性

{お的]

ていること j

間ほ， 2003 

{給条}

援助で気をつけていることは， 5 

ていなかっ

して，

がらも， うまくいっていないとのことであっ

{考察}

続

1つ泣，

ゃに入

169)乳幼児健康診査に対する母親の満足感と従事者の満足

感との爵遼

{呂的]

{結果]

{考察]

と

それ以外の項践において母親と

される。認識の相違を明らかに

していくのではな

行っていきたい。
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170)在宅療養支援システム構築における退院準備連絡表の

活用その 1

福嶋龍二子，美ノ谷新子

杉官伸子(東邦大学医学部付属大森病院)

勝又暁子(元東邦大学医学部付属大森病院)

[目的]在続日数の短縮;こより高齢者の在宅療養へのス

ムーズな移行や介護予防は，患者・家族・医療者にとり大

きな課題である。そこで高齢者自身が自らの意思で，退院

後の療養生活への支援を求める住宅療養支援システムの構

を行い，退院準備連絡表(以下連絡表)の使用を試みた。

{方法}高齢者の意思により看護師とともに作成された連

自身の手で夜宅介護支援センター(以下セ

ンター)へ送付され，在宅支援の~わりが高齢者へ繋がる

までをシステムと考え，それを形成するための準備を行っ

す大学付属 O病競 9ヶ所の病棟で， 66歳以上の OIR

在住患者ーで退院後も O匹舟で療養する患者を対象とし， 0

のセンターとの連携を高齢者自身がとり情報提供する

システム彩成を試みたG 倫理的配慮、としてシステム・研究

し賛同を得られた高齢者に連絡表を使用した。

さげ，高齢者の意向を尊重し

レテスト

6) 0病院モデル 9ヶ所の

病棟で実路・評価を行ったc 学習会内容は在宅で療養する

のに必要な社会資源の活用方法，介護保険に関する知識の

講演会を開催し，在宅療養への意識や関心を喚恕した。シ

ステム稼動中の連絡表活用は 3ヶ月間で 7例であった。

した高齢者は f退院前に情報が伝達され何かあったとき

に対処してくれるシステムはいいねん使用した看護舗は

とって必婆なもので役立つJr退院後もどこかにつ

ながっているから安心j と述べ，退院前の患者による情報

していたc またセンターからの連絡を希

と接触したセンターでは，高齢者の希望によ

る訪問や郵便，電話での対応を行った。しかし， 0

ら考えると短端に少なく，システム

この原悶には，入続期隠の短縮に

より退院計惑が不充分で、あること，入院患者の状況が多岐

に渡り退院後の状況偲握の不足，受け持ち看護体制から患

者の退院準備に関わる時間が夜勤などで充分にとれない，

日常業務の多忙により窓、著?と一緒の記載持関が取れないな

どが考えられる。療養生活へのスムーズな移行と介護予防

に必要なシステム構築により，高齢者自身がケアを求める

意思決定をし，自ら情報を提示し，ケアを求めることがで

きるように検討を重ねていきたい。(本研究は平成 14年変

木村看護教育援興財盟看護研究助成による)

171)在宅療養支援システムの構築における退院準備連絡表

の活用その 2

杉宮{fわうこ(東邦大学医学付属大森病院)

美ノ谷新子，福鳴龍子，勝又暁子

[~的}

退院後，円滑に在宅療養生活に移行できるよう，退院準備

連絡表(以下連絡表とする)を作成し使用安病棟に働きか

けた。連絡表使用期間終了後，連絡表の必要性や使用上の

陪題点，使用定者のための条件を明らか;こするため看護部

を対象に調査を行つ

{研究方法}

対象はT大学付属O病続で連絡表の使用を依頼した9ヵ所

の癖棟の看護部 181名である。アンケート調査の実主主期院

は平成 15年 6月から 7月で，倫理的配慮として連絡表使用

説明会で終了後のアンケート依頼を行い，使用期間終了後

に病棟でアンケート用紙を記平行した。然記名，留め置き式

で提出は本人の意思Liこ委ねたむ

{結果・考察}

臨詩文数羽 田収率 53.0%で，看護部の平均経験生存数は 6.6

年で、あった。連絡表使用期間の 5ヶ月開にこれを活用した

7名であった。使用しなかったと回答した84名中，

使用しなかった潔白に対象者がし、なかったとした者は 52

る業務の中で患者の退院後の生活

く，対象者を把謹でさずに対象者がいな

られる。看護師の判断で使

沼しなかったと答えたものは 9名で，その半日断理由は ADL

自立?名，多忙 6名であった合連絡表のようなアセスメン

トシートの必要4性について 76名が必要と考え，不要は 10

名で、あった合必要な理由には f退院後も継続したケアが必

要であり，そのためには情報の提供が重要j などであり，

不婆の理由は「すべてにおいて必要とは限らなしリなどで

あった。退院準備上の臨難と感じる点で、は，福祉制度の知

識 74名，地域にある施設の知識・連絡方法 71名と知識や

情報不足を感じていた。また，時間的ゆとり 36名，看護師

の身近な格談者の不在 28名があり，退院準備上の関難に看

護師自身の関うとだけでなく，就労環境隠子が挙げられてい

た。連絡表を使用する上での関員長は，実施のタイミング指

名，対象者の条件の把握 43名であり，連絡表の実施時期や

実施対象者については看護側の意見を取り入れた再考の余

地があると考えられた。連絡表使用のための方法・

は事前の勉強会を行う 45名，使用方法の説明会の充実 36

名で，連絡表が定翁二するための有効なJJi去として， I涜内で

の規定書額にする 59名や各看護舗の意識向上 50名，

時間の確保 46名，スタッフの協力 32名で、あった。看護締

は不足する知識をネ齢、ながら，退院準備に必要なアセスメ

ントシートが実施できるよう自他の努力・工夫の必要性を

理解していた。退院準備連絡表が病院から地域へつなぐ道

具として看護織に活用されるよう見誼しをばかり研究を続

けたい。(本研究は平成 14年度木村看護教育振興財団看護

研究助成による)
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172)感染管理が必要な訪関看護ケアの実施状況

水島ゆかり，前田修子，中山栄緯，

[自主力]

平成 13

る惑染管理iこっし

感染リスク

されていなかっ

部付7.2%) が適切に実施されてし

口親交，滝内隆子，

在宅における感染管理が必要な訪問看護ケアの実施状況

はF ケア項目によって差がみられ，

に実施され，気管内吸引およ

適切な実施率が抵い鎮静]がみられた。気管内吸引および時

られるケアで、あり，

確実な感染防護技術だけでなく誠認された物品が必姿であ

ることが，議切な実施をI!I難にしている要認と考えら

n 

173)在宅で重症心身障番売を養育する母毅の養育負担感と

それに影響する要茜

久野典子

山口

{図的]

いることが暁らかとなった。りこのように，

を強く感じ，特iこ療育や将来の不安が

強い。本研究で着尽した ryモの評価J犬の揚力ソーシャ

/レサポートj は f養育負担感j をとかなり軽減させるが，児

;こ強し

与えていた。
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174)糖尿病患者に対するフットケアが下枝末梢循環に及ぼ

す影響 ーマッサージに焦点を当てて一

明らカ斗こし，

るC

9名(男性 3名女性 6名，

62.1土8.6歳，平均糖尿病歴 15.1こと6.2年)を対象とし，

1 足浴・下政運動・マッサージ無]，実験 2[足浴・下

・マッサ…ジ]，実験 3[足浴・下肢運動・マッサー

を各 2日開，実験環境告と統一し実

気分認知はケア毎に繋関紙読査を実施した。下校

レーザー組議微少循環血流計入しF2100，

コアテンブ CTM-205を使用し，体温

いて;説明し伺意書をいただいた。

[結果]0)下校米梢循環血流量;こ対して，マッサージ前

iは安静 10分後)における時系列と実験種別を要

二要国の分散分析を行った結泉，交互作用は認め

p<く0.05)。

られfニ(F(1，17) 

して

と

えマッサージを行った場合，

るという仮定で実験を

f子った結果，有意差;まなかった。実験 1は足浴・下肢運動

のみを行い，安静 10分間後の鵠定値である為，思総・下肢

あったのかもしれないむ今後被験者数を場や

すとともに単一ケア効果を検託していく必要があろう。

19 ml/min *** 
18 

実験3

17 

五証 16 
実験2

流 15 

14 実験1

麓
13 

12 

11 

10 

マッサージ前 マッサージ後

政L7定盤の招待的変化

175)糖原病患者!こ関わる看護部がとらえた有効な看護援助

について

水野智子(埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

{研究沼的}

日常生活の中で，自分にあった自

法を見出し，それを絞殺していく必要があるc このため，

その時々に患者に合わせた譲助を継続的に行な

うことが必婆である。現在，糖尿病患者への有効な看護援

助を構造化しようという試みはされているが，まだ¥おの

おのの看護者が，自分の援助を分析している段階である。

本研究では，糖尿病患者に関わる譲数の看護部の看護援拐

を分析し，糠尿病患者に調わる看護部がとらえた有効な糖

尿病看護援助を明らか;こすることを目的にしたむ

{方法1
1.対象者:糖尿病患者に関わる看護師 4名。

2. 期間:平成 15年 11月"'-'12Jl

3.方法:糖尿病患、者と関わる上で、有効で、あった援助につい

て，対象者の承諾を得て質問紙による面接を行なった

(学構成商接)令部接辻，対象者の承諾を得て，テープ

レコーダーに録音し，逐語録;こ起こした。分析対象は，

糖尿病患者との際わりの中で、有効で、あった場部の状況，

その時の対象者の考え・判断，行動で、あり，それを看護

とらえた有効な者護援助の性質という視点で分析

は，研究の目的・方法，研究の参

う手Ij主主と不和益等，研究参加中訴

の自r11，殴名恨の保誌，データは研究問的以外には使用

しないことなどを記述

[結巣および考察]

対象者の平均年齢泣 31.8議，エド均看護師歴は 9.8生存，平均

糖尿病看護経験歴は 5.5年で、あっ

結果;ま，自己管理を行ってし、く上での指導・教育Jと「自

うーとでの精神的な安定に焦点を当てた援助J，

f他職種との連携j の 3種類に分析できた。指導・教育の

具体的な内容は，インスリン療法，食事療法，治療の必要

性，病気の潔解に隠する説暁であり，説明の工夫として，

パンフレットを活用すること，タイミングを図ること，伝

える内務を議鎖すること，イメージしやすい表現をするこ

と，モデルを活用すること，実賎を取り入れることであっ

またよ主体的な自記管理行動を伝えて患者が実行できたと

きに有効jととらえる対象者患者が自分の身体のことを

わかったときや精神的安定を部れて病気の話ができるよう

になったときに有効Jととらえる対象J営など，看護部が有

効ととらえた看護援助には対象者ごとに特徴がみられた。

今回は，対象者が 4名と少なかったこと，語られた援助場

面により分析したものであるため 他にも有効な看護援助

があるという点で研究の限界がある。

本研究は，平ー成 15年境科学研究費補助金による研究の一部

である。
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176)糖環病患者指導に関する一考察

{考察}

と患者との距離感が近い，または一致していると語、

ふ「自分の病気j として真に捉え， r自分の事辻自分で

自己管理していく j と実感する事が，自

になると考える。 また，糖尿緯患者モデルを認識していた

場合は，ミ撃を被っているモデルを見る事が代理強化となっ

て動機づけ過程に働き，結果的には良好なコントロールを

維持できているので泣なし、かと考える。放に身近に糖尿

るだけでなく，モデルと同様の行動

をする事で自分の身に悪影響が出る

である告さらに，患者にとってマイナス面からだけでなく

プラス窃からも動機づける事が大切である。

日

177)糖原病患者の食事療法に対する行動変容からみた糖尿

病教事ぎの検討

[El的]教育入読後， お

続前後での食事療法iこ対する行動変容の有無と，

(以下，教育とする)

ているかを明ら

{研究方法]G 

受診をする

し，退院後 3ヶ月間の外来

3名に対し， 2003 年 11~12 月に関

した。研究協力者への倫淫的記長震は，

用いて説明し， I得意の縫認を行ったむデータ収集は，

入院前後の食事療法に対する行動変容の有無や，

関うインタピューガイドを用い，

干し，コード化・カテゴリーイヒ

のもた}
V
 

て来出
ふ
H
N容変

さ

動一TJ
J
γ
4
2
 

Jとし

していた。また行動変容の必婆性を感じ

ながらも行動変容にいたらないものは，

>とし、う

や，退院後…時で1玄あった

ことを実行した持の<抵血轄の出袈>

や，カが出なくなったjなどと語られる<行動変容後の身

体の好ましくない変化>という?行動変察を困難;こする潔

が認められ，それらが行動変察を否定的に受け止めさ

せてし

[考察}

内容のみならず，

しといった身体の変化からも影響を受けることが暁らか

好ましくない身体の変化は，行動変容に対

抗否定的な感情に対する教育・支

今後は事部数を重ねた検討が必要で
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178)震性呼吸器疾患終末期患者に対する写真を用いたオ 1)

エンテーションと，その効果

大橋奈美(訪問看護ステーションやすらぎ)

山田一朗(臨床研究支援センター)

永i府高校(公立那袈病院)

渡遺美千代

{目的]

慢性呼吸器疾怠iによる終末期にある患者(以下「患者J)に

対して，人工呼吸認を装務(以下 f装着J) した状態の写真

-家族に見せてオリエンテーションを行った。その

}とが，患者・家族のイメージ形成と意思決定;こもたらす

した。

[研究方法}

2002年 12Jlから 2004年 l月中の W県内茶病続入院患者

装者が必要さとなる可能性のあった患者およびその

に研究の趣旨説明を行い，協力に間意が得られた 25

とした。装ヰ去の必婆性を医師が説明した後，

家族に実際の装着状態を写真を用いて説明した。

した患者・家族の?表請言動JI家族が患者iこ援す

る行動j について，参加観察法によって情報を収集した。

特に，患者・家族のどちら

注自した。また，装着の有無と

{結果}

れも認やかで，恐怖感や不安感の訴えはなかったむ装着前

のイメージと実擦のイメージとのギャッブを訴える

なく，むしろ全ての家族が fイメージに基づいて意思決定

ができたjという趣旨の言言葉を述べたo I家族が患者に接す

る行動Jとしては，手を援るJli曹、者へ話しかけるJI体位

変換するj など，介護への積極的な参加がなされていた。

装者の有無について患者本人が意思決定をした 18人中，実

際iこ装穫したのは 1人 (5.6%)にとどまった。一方，家族

した場合には，患者 7人中 4人 (57.1%)が

した患者 5人中死亡者は 2人 (40.0%)，装

しなかった患者 20人中死亡者は 8人 (40.0%)であり，

その後の生存率に;玄関与していなかったc

{考察}

これまで，患者に対する装替が日常的に行われて

しかし患者の意思表示が臨難なケースも多いため，

オリエンテーションは事実上，家族に対する装着の宣告に

しく，患者の意思が反映されることは稀で、あった。今回

の結果は，患者と家族の意思に;jfE離があることを明らかに

したという点からも重要であるc また今回，患者・家族か

らの訴えが生じなかったことから，オリエンテーションに

おけるイメージ形成の効果が確認できた。また装着の存然

が生命予後;こ関与しないという事実は，医師の治療指針に

治療共同体としての患者・看護部・~部の

相互関係にも良好な変化をもたらした。

179)穫性肺疾患患者の急性i援護期における看護介入の検討

(その 2)

青木きょうと(jl慎天堂医療短期大学)

伊東佐和，河野留美湖(jl演天堂大学医学部[1付属Jll資天堂医院)

[目的}

研究(その 1) では，慢性関寒性肺疾患患者の看護介入試

案作成の資料を得るために在宅酸素療法患者のアセスメ

ントツールを使用した看護介入の実施・評価を分析した。

本研究の践的は，アセスメントツールから得られた看護の

必要性と看護計甑を比較検討することにより，慢性問寒性

肺疾患患者の看護介入試案の作成のための資料を得ること

である。

{方法}

対象患者は都市部の大学病院で入院治療を受ける慢性呼吸

器疾患患者のうち，研究の筏的・方法を文書:と口頭で説明

し協力を得られた急性増悪期にある患者 2名。この患者の

在宅設素療法患者のアセスメントツールを用いた看護介入

と審議計画を比較検討し

{結果]

ケース 1.の場合，入院時アセスメントツールでは，症状コ

ントロール，人DLの拡大，心理的支援，近殺者への働きか

された。実際の看護介入で看護出題がよげ

られ系統的な介入がされていたのは，症状コントロール，

心理的支護，人ひしの拡大，近親者への働きかけのすべてで

あった。ケース之のアセスメントでは，症状コントロール，

ADLの拡大，ストレスの低減の必婆性が示された。これに

対して看護問題として取り上げ系統的に介入していたもの

は症状コントロール，人ひしの拡大で、あった。2ケースとも，

として取りょげ介入した点については，退続時の

詩{屈で数値の改善が克られていた。しかし，心理面，家族

に対するサポートについて，ケース 1.の場合は看護需題と

して取り上げとして額布告をゆ心として兵体策で錨知的な介

入がなされ，その結果，患者のストレスは抵下し，家族の

支援に対する満足感もおくなっていたc ケース 2.で

は，入院時のアセスメントでストレス認知が高く，言十閥的

な介入の必要性が示されていたが者護問題としては取り上

れておらず，審議員[ji個々の対応にとどまっていたむその結

巣，退院特の評価では，入院時に比較してストレス認知は

り， QOしが抵下する結果となっていた。

{考察]

ケース 1.の場合，アセスメントツールから得られた介入の

必姿性と介入計阪が適合し，退院時の QOLは向上してい

ケース 2.の場合，ストレスの抵j戒においてアセスメン

トツールによる介入の必要性が見いだされていたものの，

具体的な介入計画にずれが生じていた。ストレス認知は高

まり， QOしは抵下しており，入院初期からストレス抵減を

ターゲットにした看護介入を計閥的に行う必要があったこ

とが示された。これらから，アセスメントツールは，

際題の妥当性と看護介入の良否を判断するうえでも

指標になることが示唆された。
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180)女性糖尿病患者の家族役割と療養行動の誤整

高悶勝代

大町弥生，

i目的]

る糠尿病対策が重複される

を母性の健康ーとしてのみでなく，女性は，

身体的・心理社会的部惑を抱えているという

る試みが始まりつつある令

{考察}

よりも

る{頃向があっ

f家族に対する資{任を果たしたしV と

を受け止め自分がi態E誌でなければ家族に対す

る寅任が果たせなしリと気づいてもらえるような援助を行

うことの必受註が示唆された。

釘

181)オストメイトの自邑効力惑を高める婆患についての検討

(山梨県立看護大学大学段看護学研究科)

{図的}オストメイトの自己効力感に影響する要因と，自

との関係について明らかにするc

[研究方法1
1.対象:悪性疾患のためにコロストミーを保有し，

信越地域に所在する

への議カiこ間意の得られたオストメイト 117名む

2.調至宝期開:2003 年 7 九日日 ~10 月 31 日

3. 謂査方法塚本のほ2ん患者用自三効力感尺度J，前)11 

の自三選TG尺 (OS人S)のうち尺度開発者の部意をと得

た上で抽出した 12境問の f修正 OSASJ，研究者が独自

に抽出したオストメイトの自己効力感に影響すると

4.分析方法:SPSS11.0さと用いて各項窃

索的障子分析を行った。その後検出された fオストメイ

トの自慢がついた経験j境問がオストメイトの自己効力

というモデルを作成し Amos5.0を用いた

共分散構造分析により矯成緩念、妥当性を線認した。

{結巣]

性 72名，女性指名で，平均年齢ごとSD=68.13土9.02

オストメイトのうち 76名 (67.5%)

2. 

3. オストメイトの EI

オストメイトの自

またこの 18項箆以外に多くの要留が自

していることが示唆されたむオストメイトの自己効

オストメイトの自

ノレは適合してし

{考察]オストメイトは高齢者が多いことから，

法行動の護得が困難であることが予撰される。

オストメイトが新たな排法行動をま護得するための知識の提

供のみならず，高齢であるオストメイトが自ら主体的に行

動変容していくことができるように支援しなけれ誌ならな

い。綿々のオストメイトの生活状況を記謹・考慮:し達成惑

を持てる段擦を共に設定すること，オストメイトが?自

がついたJrこれならばできそうだjと思える

ねることができるよう支譲することによってオストメイト

の自己効力惑を高めていくことが重姿である。このような

支援が，オストメイトの自己適誌を促進するということが

できょう O

Vol.27 NO.3 2004 169 



182)セルフケア障害をもっ壮年期患者を抱える家族のスト

レス・コーピングパターン

尾山長理子，矯爪伊津江，森暁子n

(和歌山県立医科大学能臓病院)

山田一期(総床研究支援センター)

[目的}

をもっ壮年期患者の家族がたどるストレス・コーピン

グパターンを明らかにすることを目的とした。

{研究方法]

W 県内の茶病読に入院中のセノレフケア障答をもっ壮年期怠

家族 4人を対象として，その翻意の下に半構

よる部接観査を実施した(期間:2003年 6月

12 Jl )。げ、院時(I期)J 機能障害が残ると宣告され

(立期)J r入説中の介護実賎時(I延期)J 退院決定時

Jの4時点について，家族がセノレフケア陣容をどもつ

ーに関するじ心配Jr要求J 負担j について想起を求め

ilii接逐語錬と診療詑鎌から対象者のストレス体験と

コ…ピング拘容を抽出し，行動的コーピング(下位分類 ii3

「他者志向的Jr患者介入的jを含む)，感情的コー

ピング(下位分類 f調節約Jr非課節約jを含む)に分類し

[結果と考察}

事例 A (46歳)，炎 (51歳，締蕗性髄膜炎): 1携では，夫

の生命の危険に疫留し

助けを求める)と f自

皿期では f長i

IV期では f他者志向的(情報収集を医療者;こ依頼)という

パターンに転じた2 人氏が主に f行動的j で、あったのは，

と介護の両立に迫られたことを長映した結果と考えら

れた。事例 8(58歳)，夫 (61歳，脊椎梗塞): 1期では f調

節的J(現状を受け入れ前向きに思考)， n期では f患者介

入的J(夫を激励)，限期では?自己志向的J(自身の体調講

IV期では f調節的J(前向き思考)というパターンで

あった合全般的に前向きな思考ノ《ターンが中心であったの

は， 33年間におよぶ義母の介護経験が存効;こ機能したもの

と考えられる。事例 C (35歳)，弟 (31歳， Guillain-8arre 

疲侯群):P切で、は肉親;こ代わり f自己忘向的J(患者の状

と rf患者志向的J(祖母の世話を他殺に依頼)とし、

うパターンをとっていた。 n携では f自己志向的J(社会保

)と f他者志向的J(子どものiiJ:話を義母に依頼)， 

m郊では「自己志向的(高額医療費を申請)， IV期では?自

己志向的J(保検の手続き)というパターンであった。 C氏

は家族の協力を得て，全て行動的ノえターンであることが特

徴的であった。事例 D (50歳)，夫 (52歳，脳梗塞): 1 

期では「謂部的J(おまかせ)， n期では f議節約J(気長に

待つ)，沼期では?白日志向的J(家事の負担を軽減)， IV期

ではri3己志向的J(援僚の情報収集)というパタ…ンで、あっ

た。 D氏の夫の障害の程度は比較的緩く(要支援)，そのこ

とが P氏の自立的動につながったものと考えられた。

183)成人識にある糖尿病患者の支援に関する研究

一詩人瀧患者のセルフケアに対する患いからの分析一

中村小百合，足立はるゑ，天野端技，

間保健衛生大学衛生学部衛生看護学科)

中被光奈子(藤田保健衛生大学)

{ロ的}

成人期にある糖深病問:入説怠者のセルフケアに対する思い

を暁らかにし，患者支援への示唆さと得る。

{研究方法}

内分泌・代議?内科病棟にて教育践的の入院経験をもっ成人

郊の 2型糖尿病患者 15名(男性 6名，女性 9名)を対象と

し，lJl成 1"1年 3月 7S~4)ヲ 12 臼;こデータを収集した。

半構成約面接法にて対象にセルフケアに対する思いを語っ

てもらい，面接内容は対象に了承を得て銀号ました。

分析は録音テープから逐語禄を作成し，糖尿病患者の思い

を一意味単位で抜き出し，コード化・カテゴリーイとする

的帰納的方法;こて行っ

分析結果は研究者間で検討し，妥当t生の確保;こ努め

倫理的配慮としては研究閥的と患者の権利擁護について記

した研究開意書を用いて説明し，署名を得た。

{結果]

糠尿病患者の患いは待主主闘と否定部に分けられた。代表的

仁詩定留では入院中に食事療法の経

f具体的イメージj をもち，食事と

f経験から認識を定着j させ

を工夫したりカロリー

オーノくーしないための食材選択をすることで f自ら可能j

だと患い経験から得た自信jを持っていた。医療者の対

応としては，話をよく将、いてもらう等の f相手のニーズに

応える姿勢j があると感じた時にl'i笥足感を得ていた。

う行動は継続が協難j だと感

じており仕事を最優先jあるいは f経済性を最優先j し

た考え方をする領向にあった。さらに「我慢すること

さj や f特別扱いされる孤独，家族への負いおJ，rセ
ルフケアがで、きていなかったニとへの後悔j 等の否定的感

を抱いていた。医療者に対しては f…方的な否定や禁止j

をされたと感じた時に不j簡を持っていた。

{考察}

再入院患者は経験を通して認識を?定義させており，

あっても仕事や経済性を優先してセルフケア行動ができず，

さや後海といった安定的感情をもっ領向がある。そのた

め看護併はj患者がセルフケアに取り組んで、いる自分を肯定

的に捉えているか，否定的感情に押しつぶされそうになっ

ていないか，健康に対してどのような価値観をもっている

か等をアセスメントしていく必要がある。そのうえで，患

自身が社会で、の役割を来たしながら臼常生活の調整・工

夫をできるよう支援することが重姿であると考える。
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184)失語症者の生活再構築へのヱンパワーメント過程

〔目的〕

セルフヘルプ・グループに参加している

ら，失語症とともによりよく生

きるためのエンパワーメント過翠を明らか;こすることを問

的と

〔方法〕

後 5

代の男性 16名，

ヱンパワーメントの局衝として生局爵(以下[ ])， 15カ

[失語症の受入れ]

り切り〉

あるがまま

日

185)血液透析患者における自記智淫行動尺度の開発

指務理恵

{包的]

自己管理能力を高めること

るc 本研究は，血液透析患者の自

動会評価する尺疫を作成し，そ

倹討することを段的とするc

{方法]

5名により，

および下故項自

6名により内容の検討，

i考察]
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186)精神看護学実嘗における受持ち患者を承諾する際の患

者の心理的構造

藤野成美(西南女学院大学保健福祉学部看護学科)

{目的]

本研究の目的は，精神看護学実習における受持ち恵、者を承

諾する際の心理的構造を明らか:こすることである。

[研究方法}

対象は私立の単科精神病院(病床数 254床)の社会復帰病

棟に入院中であり，研究趣旨を説明し伺意が得られた男性

8名，女性患者 2名とした。調査時年齢は平均

58.2こと13.90歳，在院a数は平均 22.1ごと15.29年，発症年齢

26.3土7.33歳で、あった。入院形態は医療保護入院 2

名，任意入院8名，診断名は統合失謂症 8名，非定型精神

1 ~ち，妄想H会結審・強迫神経症 l 名であった受持ち産、

る時の気持ちゃ考え，受持ち患者になって良

かったことや嫌だったこと，学生と体験して感じたことや

たこと，受持ち患者として学生と関わる 2週鰐の生活

の変化j について白取に語ってもらしリ名の研究者がとい構

てコー

カテゴ、リ

び参加観察を行ったc 箇接訴査時はプライパ

したc 面接内容はその場で記録すること

調査期間は 2003年 2sl ~3 slであったむ研

かれた特徴を亥とめて常定的及び否定的構成婆因に類加し

て，受持ち患者を承諾する訟の心理的構造を暁らかにした。

[結果及び考察]

受持ち患者を承諾する際の対象者の心理状態を分析した結

巣，対象者の気持ちゃ考えは肯定的構成要闘と否定的構成

要留の 2つから構成されていたc まず肯定的構成婆留とし

て〔学生のケアに対する満足感J[学生からの学びJ[生活

〔楽しい持問の共有〕

の5つのカテゴリーと 16サブカテゴリーが抽出された。さ

らに否定的構成築部として(糞任感への重圧J[学生のコ

ミュニケーション技術の未熟さJ[疾患の特徴;の 3つのカ

テゴ、リーと 8サブカテゴリーが抽出された。また受持ち窓

際の心壊的特徴として，常定型，妥協嬰!，混

3パターンが存在していたc 受持ち患者の心理過程

を分析し概念北することにより，精神看護学実習における

したケアの重要性，インフォーム

ド・コンセントに基づいた看護学実習を矯築するための教

育プログラムの強化及び実習環境の整備に向けての具現化

に示唆が得られたと考える。

187)精神科臨地実留における患者に対する否定的な感情と

学生の不安との関連

松本賢哉 (G自立鵠神・神経センター武蔵病院)

{悶的}

と緊張感を抱いた状態で、総i也実習に読んで

糖神科臨地実習における者護学生の不安が対

どのように影響しているのか調査した結果，患

者に対する否定的感情が特性不安と強し、格調を示した，今

回?患者;ニ対する否定的感i恥の調資内谷と不安との関連

の特徴を暁らか;こし，指導方法を模索することを尽的とし

{研究方法}

1，調査対象 :3

科臨地実習を行う，

名)を対象とした，

で、あっ

とし， A病院で 3遣問の精神

3年課程の審議専門学生全員 (203

なお有効回収率は 64.5%(131名)

2，療関:H13 年 9 月 ~H14 年 11 月

3，調査方法:不安のj:l[IJ定に STAI (State-Trait Anxiety 

Inventory) を用い，対患者関係の制定に NPRS (SY式

患者関係尺度)を用いたc

調資用紙の記入臼は実習初日オリエンテーション前・ 2

i車協初日・ 3週自初日・実智最終臼行ってもらっ

久分析方法.各学生の特性不安の平均を算出し， STAIの

し， NPRSの f患者に対する苔定的

(統計ソフト SPSSverll.O 

人災OVA)

5，倫理的記慮、総資結果は研究際的以外には使用しないこ

と，(図人が特定されることがないこと・本研究に参加を

撤屈できること・研究に参加しなくても，また，

J数倍しても，実習上し、かなる不手当主主も受けないことを文

し説明した。

{結果]

性格特性である特性不安の不安状態毎に霞分し，

分散分析にて比較検討した結果，状態不安は実習が経過し

ていくにつれ有意差がみられた。

特i生不安群聞に実習期開通して5郎、有意差を示した f

に対し否定的感情j の内容をみると，実習初日 17項目中 5

工頁図;こ有意廷がみられ，実習最終段は 12項目と増加がみら

れた。

[考察]

各特性不安群間の状態不安は実習の経過ととも

はっきり表れた，それと罰じように有意差のを示した災PRS

の?患、者に対する否定的感情jの項医は，できれば，受け

持ち濯、者をかえてほしいと思うことがあるJr，心のどこかで，

患者さんのことを否定しているのではないかと思うことが

あるJ 患者さんと認をするのが苦手であるj等から，

の仔動が否定的な感情に結び付くわけではなく，受け手慌

である学生の捉え方に関連した項自に主主がみられる傾向に

あった。従って臨地実習での学びをより大きなものとする

ためには，机上での学習の段階からコミュニケーションス

キルのトレーニングや，自三の精神欝答者緩について援り

退る湯を設ける必要があると考える。
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188)精神看護実習における学生のプロセスレコードと自我

態度，社会的スキルとの関連

{協会ヲ}

において学生が記述するプロセスレコードと

自我態度スケー/レ〈以下 EASに路入社会的スキル(以下

Kiss-18に路)との関連を検討するc

{研究方法]

1. 

3. 

{結果}

と己
防 生

l適包よりも 2週間に「人の

く，

嬰

たことは，学生が対人援競技術の発透過程にあるこ

とや，実習で援劫的人関関係の形成;こ努力していることが

していると推察されるc また実習 2遺留の

王室するスキノレj の活用に社会的スキルの向上が関連してい

ることから，学生が自分の感情や対象の感常に注目する体

したことが，栓会的スキノレの向上に効条があったので

はなし、かと考えられる。さらに，社会的スキルと養育性の

i主将障の関係より，養育性が低い傾向の学生は，実習をと

おして社会的スキルをより高く変化させる機会を持つこと

ができたのではなし、かと推察される。

お

189)構衿看護学実習務後の変化から捉える学生の看護学IJ街

力に関する研究

渡辺

[13的}

2適隠の精神看護学実習前後に，病棟内で誌面する事部と

地域で生活する鶏衿陣三芸者;こ欝わる事前を提示し分析する

v とで，学生の看護判断力の変化を捉えることを箆的とし

{研究方法}

[結果}

りに留っている人に対してどのようにアド

バイスずるかについて，実習前後で変fヒは見られなかった

ものの，

る
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190)高齢者看護のアセスメント能力脊成のための体験学習

の効果

竹山ゆみ子，護屋和子，出口 姫野探雪，

金山正予(産業医科大学産業保健学部)

[目的}

本学では年次後期の老年看護学総論の講義において，

高齢者諜似体験演習を導入しているc そこで本研究は，高

齢者看護のアセスメント能力育成の第一歩となると考える

対象理解を図的として行った，体験学習の効果と今後の課

題を明らかにすることを毘的とした。

{研究方法]

69名の高齢者擬担体験演習レポートの

高齢者の対象理解の記述を1.更衣動

き)動作， 3.移動動作(廊下歩行・諾段

， 4. (掲示物をみて)買い物) 5. 洋式) トイレに行

(小袋菓子)の摂取，の体験項尽毎に整理した。

した対象理解の記述を， r感覚・知覚Jr運動機

f高齢者の釘常生活動作の特徴Jr錆神Jr社
fリスクjに分類した。倫理的記惑として，学生に研究

旨とともに，研究協力の有無が評価に関係しないことを

説暁し道関の期務を設け，承諾を得た。

{結果]

3.移動動作では、

など)， JillW去の認知関難， リスク(転倒えと

安い物では，邑党の変化，穂、力低下であった。 5.トイレに

行くでは，座る，塁手j作悶難，精神(蓋心など)で、あっ

6.食物の摂取では，巧綾性の抵下，塁手j作劉難，精神

ちなど)，座る，で、あった。動作悶幾と精神についての記述

は， 4つの体験項践で約半数の学生にみられた。 6つの体験

項目での学生の対象理解の記述件数は高齢者の日常生汚

動作の特徴j が 479件感覚・知覚j が 399件，運動機

能j が 340件，精神j が 244件， r基本動作j が 211件，

リスク j が 135件， 咋土会Jが 16f牛で、あっ

[考察}

において，学生は，高齢者の日常生活動作

の符:徴を感じとり，高齢者の立場に立った精神簡の理解も

できていたと考える。しかし，客観的祝点をもち，す

した科罰で学んだ既存の知識を，高齢者の日

活動作の特徴と関連づけることは難しかったとむ考える。

今後の課題として，高齢者看護のアセスメント能力育成の

ために，高齢者の日常生活動作の特徴について，気づきを

与えるような演習中の教員の戸かけや，自己の体験を高齢

者の立場におきかえ，害事裁的視点、をもち，説存の知識と関

連づけることが出来るレポート課題を課す必要が示唆され

174 お

191)共感ロールプレイの有効性の検討

熔音節米(神戸大学大学院総合人間科学研究科)

{図的]現在，審議師・看護学生の対人技能の育成・向上

をお指した訓練のーっとして共感ロールプレイの開発を進

めている。今回，共感ロー/レプレイを実施し，参加者の評

鈍からその有効性の検討を行つ

{研究方法1
1)調査対象:近畿の病院に勤務する者議締 79名

平均 34.0議， SD'1.2歳，勤務年数:10.8年， SD4.5) 

2)データ収集の手続き./看護協会の主催する臨地実習指導

者研修会で¥実際の共感場面さともとに作成したシナリオ

を用い，患者・看護師・観察者の各役害IJを演じさせた。

ワークシートさと用い事前に計画をたて，演じた後

をさせた。参加者がすべての役割を演じた後にシナリ

オ及びワークシート，演じて感じたこと，総合評価につ

いての計 36項自の質調綾にO却をつけ評価させた。な

お，参加者には事前に看護締役が新入者護師を想定して

いる旨を伝え，演じるよう求めた。

3)分析方法:沼答そどもとに教育・訓練用主主，演じて感じた

こと，総合評価の各視点から分析を行っ

4)倫理的記惑i::データ収集にあたっては，事前に限的，方

法，プライパシーの確保について説暁し承諾を得たc

{結采}

1)教育・訓練用具として，シナリオは概ね全員に実践場面

をイメージできると受け止められた (98.7%)0 また，

多くの参加宥 (84.8%)が顎{似体験をしていることもわ

ワークシートは演じる視点や自擦の明確化のた

めに有意義であり (91.1%)，気づきに役立つ(77.2%)

と評制されるーかで，記載の容易さは評価が抵く

(40.5%) ，改替の余地を残してし、ることがわかっ

2)演じて感じたことでは，患者の気持ちを理解することに

役立つ (84.8%)だけでなく，患者の立場からの感情の

沸きよがりを感じた者も多い (79.7%)0 また，自らの

共感行動の傾向を矢口り (77.2%) ， 民常の共感行動の振

り返りになる (83.5%) とともに，自分の共感行宣言jの課

題を認識 (92.4%)したり，他者を観察するなかで自分

とは奥なった対応行動を学ぶことができる (89.9%)な

ど，視点の広がりや今後の行動への準備性が高まってい

ることが持えた。

3)総合詳細としては，参加者が積短的に (94.9%)，楽し

く (93.7%)絞り認め，満足した (91.1%)，意義探いと

思った (87.3%) ことがわかったG また，研修後も共感

ロールプレイを実施したいと回答したものも 78.5%い

た。

[考察}ワークシートの改善が課長重として残るものの全体

としてポジティブな評価を受けている。また，新人看護却

したことで，参加者は演じやすい雰間気のなかで共

感に強く意識をむけながら各役割に取り組むことができた

ことがわかった。また，各自の共感行動の振り返りや視点

の広がり，今後の行動への準備，性の高まりなど，その後の

行動改善のきっかけとなることも確かめられたG 得られた

結果は，共感ローノレプレイが共感的看護の形成・向上に有

効であることを裏付けるものであったと会える。
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192)看護実践場面を演じる模諜患者としての体験の分析

松村千鶴，

{目的]

の体験を分析し，

るための示唆を得る。

{方法]リ対象 :K

{以下， SPとする)

コ
じ

たし

やすいように SPと持談しながら SP偲々の状況に合わせた

シナリオを工夫したり，十分な時穏をかけて打合せをする

ことが必要である。また，

としての専門的認、織の形成にどのような

、ての理解が深まるような説明

が必、姿である。

日

193)模擬患者演翠前後における学生の認識の変化

{貯金'1]

きそ l 学生のj妥苦言言立後における認識の変化
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194) QOL支援に関する教育方法の諮発 (2)

一看護部の QOL支援行動の発達(穣続的研究)ー

鳥原真紀子，伊藤まゆみ，

(昭和大学保健医療学部看護さ戸科)

[0的1
QOし支援行動とは，患者の QOしの向上を図的

接的にあるいは調係者との協動によって支援する行動及び

その行動{こ伴う患者の主綴的満足を評価する行動である。

本1iJf究で辻， QOL支援に関する教脊方法を明らかiこするた

めに審議腕の QOし支援計動の発達について検討すること

さと潤的とするc

{方法}

1.対象 :9痛読に勤務する生活習慣病に調わる看護部 509

2. 謁査の手続き:1.測定用具 :5つの下位尺度からなる

2002) Jo 5件法の質問紙で，

さを示す。 2.留め置き

:梅設ごとに配布，回収した。 3.倫理的記長雪、

面で研究の主旨を伝え，アポを得られた場合に記入を依

3.分析方法:臨床経験年数を，ベナーのドレイフアスモデ

ルを参考に 1・2年加工66)，3~5 年(防117) ， 6 f!三以

上(除167) の 3群に分類。各群陪における QOし

行動の下{立尺茂得点の平均

較)及び各群ごとに尺境問の報開

{結果および考察]

1.屈収数:473名(沼収率 92.9%) 有効数:350名(有

74.0%) 

2.対象の主主¥.t生:平均年齢は 28.7歳 (SD6A9)，性別は女性

348名・男性 2名，経験年数は平均 7.2年 (SD5.78)

3.経験年数による QOL支援行動の発達の推移 :QOL支援

行動の下位尺度の「患者と夜療者とのコミュニケーショ

ン支援Jr患者の支援に関わる関係者との支援方法の協

仁患者への支援方法の提案と選択の促進Jr患者の主

綴的満足の評価Jr患者の生活への支障の観察j は，全

て経験を積み重ねることで得点が高くなったc各群で手ぎ

られなかったのは患者の支援に関わる関

との支援方法の協議jで， f也の下位尺度では宥意差

が認められた (P<.05以上)。有意差の認められた 4つ

3群で多重比較するとい 2年尽と 6年以

られ・ 2 年 g と 3~5 年間濡

られなかっ

4. 経験年数による各尺度開の罷連:経験年数 1・2年の群

に比べ 6年以上の鮮では尺度開に相関係数が高くなり

棺関が認められ，全ての尺皮肉において有意差が認めら

れた (p<.001)。上述した結梁より，看護師の QOL支

援行動は経験年数を積むことによって発達する傾向に

ある。しかし患者の支援に関わる関係者との支援方

法の協議jについて，経験年数による影響を受けにくい

ということが示唆された。

195) QOL支援に関する教育方法の開発 (3)

一看護師の QOL支援行動と csとの関連一

伊藤まゆみ，

(昭和大学保健i玄療学部看護学科)

[目的]QOL支援行動 (HelpingBehavior for the Improvement 

ofQua!ity ofLife : HBIQOL)とは，患者の QOしの向上を際

的に患者へ直接的にあるいは関係者との協働によって支援

する行動及びその行動に伴う患者の主観的満足を評鏑する

行動である。先行研究により，実習中の看護学生の HBIQOし

は QOしの文献の提示，講義，カンファレンスによる認知

領域の介入だけでは，上昇しにくく，その要因と

学生のコミュニケーション・スキル (CommunicationSkill : 

CS)の欠損が影響していることが示唆された(伊藤， 2001)。

本研究の図的は， QOL支援に関する教育方法を暁らかにす

るために，看護部が行う QOL支援行動と CSとの関連及び

その発達について検討することである。

{方法]1.調査対象:関東翠 9病続;こ勤務する看護部 350

名。 2.調査手続き1)測定用具:1.HBIQOし尺度(伊藤， 2002) 

は， QOし支援行動を測定する尺度で， 5つの下位尺度，

55項目， 5 f牛法である。得点の高さが QOL支援行動の高

さを示す 2.CS尺度(伊藤， 1998) は，コミュニケーショ

ンの依遼及び関係性の解読技能を測定'する尺度で 4つの下

段4{t村去である。得点の高さが CSの高さ

.費関紙を各施設に配布，留め置きで

番商での調査の趣旨を説明，了承が

ように依頼。 3.分析方法:トIBIQOし

との相爵検定，経験年数を1.2年群， 3-5 

6年以上群に分類，相関の変fとを比較。

{結泉及び考察]1.対象:181名(回収芸名 92%，有効@]答

数 51.7%)02.対象の属性:平均年齢 29.5歳 (SD6.79)，性

JjIJは男性 2名，女性 179名。平均臨床経験年数 7.9

(SD5.73)o 3.QOし支援行動と CS関連:被験者全体でほ，

HBIQOしと CS との各下位尺度開では，相調係数が.1~A

であり， HBIQOLとCSとの 1項目を除き

認められた。なかでも， CSの下位尺度である f感情を伝達

するスキノレj とトIBIQOLの下位尺E変である「患者と

とのコミュニケーション支譲J，r患者の支援に関わる関係

との支援方法の協議J，患者への支援方法の提案と選択

の促進J，r患者の主観的満足の評倣j との格関が， {iむの尺

震に比べて高い栂嬰を示していた。 4.経験生手数による尺度

開の相関の変北 :3群における比較では，経験年数が上が

るほど， HBIQOしと CSとの相擦係数は高くなるc また， 6 

年以上の群では，全ての尺度需;こ有意な紹関が認、められた

(p<O.OOl)。つまり， 6生手段以上の看護部;丈 CSの意味

や感情の伝遼スキルばかりではなく，相手との嬰係性を解

るスキルとの相嬰が強くなることから，対象への情報

伝達や&:応解読するスキノレが向上し，そのことが QOし支

している可能性があるc 上述した結巣より，

師の HBIQOしと CSと;玄関連する傾向が認められた。この

ため， HBIQOLの教育を行ううえでは， CSも問時;こ高める

ことが効果的であると示唆された。
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196)学生授業評価シート，キーワードなどを活用した授業

の検討

{
品
川

{践的]

し

る授業の一方法として有

らかiこするつ

[研究方法}

A 

80人の合計 333

{結果及び考察]

(1) 

は

の

ほ

と

る
m

こ
h
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配

示
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を
」
十
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大

{

か

解促進や振り返りとして活用できるc ii.キーワー

られ，興味を引き出すことができる。

筏

197)看護学生のボディメカニクス習得に関する研究 (2)

-VTR視聴による指導訴後の表面筋篭菌変化よりー

{閥的}

シーツ

による

る3

{研究方法]

{結果}

{考察}
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198) 1)ハピリテーション病院見学実習における学びと課題

務池麻由美(東京慈恵、会医科大学医学部審議学科)

捧村美代志

[研究g的]A短期大学では， リハビリテーション看護の

講義の終了後，障害をもっ人の特徴と看護の役割を知るこ

とを尽的に臼のりハピリテーション病院実習を11"って
いる合学生は脊鑓損傷，筋ジストロフィー，衿経難病のい

ずれかの病棟で，看護部からの説明，病棟施設見学，

との交流，援助への参加，理学・作業療法と~病掠の見学

さとしている。本研究では，異なる疾病特性の患者を対象と

3病棟での学習内容を明らかにし，見学実習の課題を

する C

[研究方法}協力の得られた学生の実習レポートの内容を

とし，意味ある文節ごとに 1データとした。内容

より病棟ごとの学習内容さと明らかにし，文献より抽

リハピリテーションの現状と比較して課鵠を抽出し

[倫理的配属u卒業時(単位取得後)に，研究の趣旨を説

明し民意を得たものを研究対象と

[結果・考察}研究対象となったレポート数は 36人分(臨

97%)であった。結果概要念表 lに示したc 見学した

全病棟でイ患者にあわせた環境や自助具の工夫j

護部の深し、かかわり j など共通した 9カテゴリーが抽出さ

れた。さらに脊髄損傷病煉では fADしの自立に伴う心理変

化 r自立による満足惑の提供jなど，筋ジストロフィー・

、どが

こと;こより

持的なリハビリテーションの目的が理解されていた。しか

し生涯入院する患者が多い病諌では，共生や在宅金活支援

との欝速を学習するの;玄関幾であっ

{結論}・学習内容には，疾病や入続患者の特性が影響す

るむ-実習後に坊主設内リハどりテーションの{立翠づけ」や

との関連j について，学習の強化が必要で

ある Q

き受 1 給染者支姿

レポート数 データ数 サブカテゴリー童文

存続続傷病棟 13 80 17 

務ジストロフィ-4湾機 16 112 17 

神経難病病棟 7 63 16 

199)看護大学生への「ターミナルケアJ教育のあり方の検討

一講義終了後のレポ…ト分析を遥して

擦問麻利子，南修子，上原光tIt，

良山綾子(詫児島純心女子大学審議栄養学部看護学科)

問としての fターミナルケアj を履修

ら学習効果や今後の教育のあり方の示唆を得る。

{研究方法} 対象は，平成 14年度に「ターミナルケアj

3年生のうち研究参加を承諾

が提出したレポート 14郊である。方法は，自由記述式レ

ポート全体を内容分析の手法;こ基づき，段落単位で特定し，

その文脈を汲み取り類似性;こ基づきカテゴリー!とした。倫

理的配底として，学生に研究の沼的とプライパシー保護，

との無謂係性および研究参加は自由意思、であることを

とともに口頭で説明し，間意を得た。

[結果および考察} レポートから 180の記録単誌を得て，

37サブカテゴリー， 13カテゴリーに整理できた。抽出され

たカテゴリーの意味を解釈し，最終的;こ 5カテゴリ

約された。そのカテゴリーと単文数は， u現代社会の援療の

姿~ 11 (6.1%)， U告知と自己決定~ 23 (12.8%)， U人間の

生と7E~ 36 (20.0%)， Uターミナルケアに携わる医療者と

しい姿~50 (27.8%) ，ターミナノレケア~60 (33.3%) 

のゆがみ，人為的な終鷲など「現

と f現代社会の傾向j のサブカテゴ

から成る。自

長i己決定の大切さ，告知の必

要性，告知の効用を述べてし

3) U人間の生と死J
ザEを通してみつめる人間のあり篠j と「人間のもつス

ピリチュアルな側面j から成る c 入閣のあり様，死から見

つめた生へのまなざし，宗教の役割， ~ミt立を{言じることの

:意味などが含まれた。

4) Uターミナノレケア;こ携わる医療者として望ましい姿J

し

g指す看護者{象や闘記の姿勢などの?看護者としての姿

と f医療者の{命斑と使命Jから構成された。

ーミナルケアi
と家族への援助j と f在宅ターミナルケア

と家族の苦錨J ユーモアのi主義J 家族の役割」か

死を迎える人・家族への援助，チームアブローチ

され，在宅ターミナノレケアの利点や問題点を述べて

以上のことより，

に， u入閣の生と

て翠ましい姿HターミナルケアJの3点iこっし

速させながらターミナルケアのあり方を模索していること

が侍えた。講義での学びを深めるとともに看護モデルをど得

るための実習安どのように考えるか，現代社会の援療の姿

をどのように認識させるかなどが今後の課題であると

られた。
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200)熟練看護部と看護学生の f会う j語識の比較

~患者と共にいる場麗のイラストを用いた言語査から~

{研究方法]

ローノレする》こと

ムで協働する》

以上より，

う思いは学生，看護部とも

看護師辻一歩も引くことなく，

もっている。

したいとい

として見出されたが，

より導内的に主主体的方法を

フj

つj

していることが明らかになった。

I3t票としてi舌沼できると

える。

日

201)大学におけるへんスアセスメント教湾の現状と諜題

{目的}

ノレスアセスメントの内容が導入されて久しいが，

を明らかにし，本学のカリキュラム

ことを目的としたc

[研究方法}

対象: 106授の中から態・公ー

を行い，描出した大学の研究者から

その現状

げた指針

8校 38.1%，公立 7授 33.3%，

6校 28.6%)を収集した。分析方法:ヘルスアセスメ

ントもしくはフィジカルアセスメントという科白名や，そ

当する内容を教授していると考えられた科自に認し

タを抽出し，その妥当性を研究者潤で

した後に分析したc

{結果]

(36.8%) ， 

2校 (10.5%に不明 6

2コマが 4校 (21. ， 3コマが

り，パイタノレサインズを'包含

させる内容や， との組み合わせ，

と

のみであっ

{考察]

フィジカルアセスメントは，対象を把握するため

基本的技術として，慕礎看護学の担当科gに位援づけられ

る傾向にあった。 呼吸・循環器系のアセスメント

震かれる背景に辻，計鵠頻度の高いパイタノレサインズと知

させる狙いがあると考えられ，

も大学独自の工夫がうかがえた。しかし，精神心理・

的なアセスメントの科問内での取り扱いが少ない現状から

対象を包括的に捉えるヘルスアセスメントの視点にや

や乏しく，今後の検討が必要と考えられた。

¥101.27 "l0.3 2004 179 



202)学生の「栄養Jに関する看護過濯の経時的分析

森みずえ，阿蘇品スミ子

[間的}

生命を維持していくために不可欠で、あり，そ

という人間の行動により支えられている。

という営みの|想題について，患者の行動にし、か

に気づき，どのように考え，介入へと結び付けていくのか，

そのプロセスを暁らかにしたいと考えた。

{研究方法]

3年次に成人看護実習を行っ

回した 2事情の記録を対象とし

と合わせ，審議場面，学生の気づき，

結果，教員の関わりについて経時的に分析した。

生には，研究に対する揚力は任意であることを十分説明し

i事{列および看護の経過]

人:85歳の女性，鵠麗疹，直腸脱で手術予定だが，

抵 iく血症のため手術が延期されたc 主食は金量摂取してい

たが，長1]食の摂取が少なく全く箸をつけない胞もあること

闘したc 食欲・~番好の鴎懇ではないことに気づ

患者の行動の意味を恕解することが

くのが遅れ，介入が不十分

わった。事例 s:77裁の女性，進行，段胃癒，初罰の{北ヒ学療

j法去中で

療i法宏の話副lリH作乍熊;にこついて教予育子的アブ令ロ一チを言計十E酪留したが， 治

療のことは開きたくないという患者の拒否から，介入は行

き詰まった。患者の，友人と食べるとおいしいなどの反応

から，食事環境;こ気づき，その人の晴好，食習墳に患い至つ

しみが伴うよう環境作りを進めていっ

栄養や貧取という言葉に患者が関心を示したことか

{考察1

とって食が治療的意味合いを持つことに気づき，

となるよう指導をった。食事堂は約 i割増え，

るなど患者の行動に変化が見られたc

現在の食事潔境に

栄養代謝の兵体的

2楽部とも基本的な栄養状態のアセスメン i、から食事摂取

量の託下に着闘していた。プロセスには違いが見られたが，

2事例とも患者の食行動への気づきが Keyとなり，そこか

ら患者独自の食の持つ意味について洞察を深め介入するこ

とで，食への動機付けや関心を引き出すことが出来てし

プロセスを過し，教育的支援として，学生の得た気づきを

し，多角的情報の収集へと結び付けていけるような具

体的発隈を行うことの必受性が示唆さ

180 日

203)紙上事例から学ぶ学生の「信5JIJ性の尊重J

一看護過程演習前後の比較一

上野公子、 青木萩子

(新潟大学医学部保健学科)

{際的]

臨床のような流動的な状況や人間関係を体験することので

きない学内演習の場合，紙上事{タjで学生が患者の個別性を

ことができるのか;ニ関心を

を用いた看護議稜演習前後の f綴

;こ欝する学生の理解における違いを明らかに

することを図的とし

{研究方法}

3年生 80名を対象者とし，看護過程演習の

前および後に， fj隠汚IJ性の尊重とは{りかjをf3S:l記載させた。

記載にあたり強姿するものではないこと及び成績には一切

関与しないことを口頭で説明し，記入後はメールボックス

に投閉させた。[由l叉率;主演習前 87.5%(70名)， i演習後

98.7% (79名)であった。]学生が記載した内容のー丈一

る記述すべてをデータとし，演習前 108演習後 133

のデータが得られた。 Kj法の手法を用い，共通性に者援し

タを分類し要約した会分類および要約の判断に際し

ては共同研究者!習で、協議したc

ii法泉]

¥101.27 No.3 2004 



204) I短期大学専攻科地域看護学専攻修了生からみた看護

活動における基縫教育の有馬性

上続育代，

井上都之(

[ g~] 

用Jにつし

p<.u5) ，地域の保能的群が行っている

f研究活動の状況けま，行ったことのあ

と，職群による

っていることjは，

持議場の協力体誕の不備J

{考察]

f自

になっていることが分かつ

3模域の未熟さと

の業務に役立っていること・図っていること j の双方に，

-技術に関わる内容があげられていたことから，

領域・轄衿運動領域に関しては，プラスマイナスの荊蕊性

があることがわかった。今後はこの誠査を継続的に行い，

目指したい。

お

205)教育課程の違いによる看護ー介護の視点の特性

高齢者事修1]のアセスメント内容の分析を過してー

原田秀子，堤雅恵，

{釘虫色}

の学生が，陪ーの

、て注潤した情報とそれに基づいて設定し

たケア怠擦の内容から看護・介護の視点の特性を焼らかに

する。

[研究方法]

[結果}

し

いたのは f足立欝コントロールができるj であり，

のみ挙;デていたのはf余暇生活の充実ストレスの解消J，

リ\.á~交流が持てる j であっ

{考察}

回し，

法を受け入れ実践することを穫先度の高い看護自擦として

、た。一方，介護学生は生活の自立度や趣味に嬰す

尽し，治療に{半うストレスの毅減及び生活の震

の向上を留ることを鐙先度の高い介護目標として挙げてい

と介護学生の調点の特性とし

したアプロ

したアブローチが必要であるという認

識を持っていること，そして各々の接点の違し

の違いが影響していることが示唆されたc
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206)卒業時に期待する看護技術到達度について

一看護部長と看護教員の期待の比較一

藤井瑞恵，飯野君子，池間

{図的}

臨床看護の場においては， sif療のお度化，患者の

重症化等により看護業務が複雑多様化し，看護技術の安全

が求められている。そのやで学生が行う

っている。このような状況において，

と臨床が期待している到達度の悟

ることが先行文献でも明らかにされている。本

る看護技術到達震に

と看護教員の期待度を比較し，持違を明

}ととその結果を分析し，技術教育の議題につ

いて総会jずることをg的とした。

{研究法}

:北海道内の者護短大および専門学校の教員と

る病読の看護師長iこ調査依頼を行い， I司:震が

された施設に調査用紙を郵送。有効問答が得ら

れた 371名(教員 186名，看護師長 185名)を対象とした。

.平成 16塁手 1Jl 19 臼 ~2 Jl 7詞。

:質問紙調査。

それぞれ f日常生活

護劫技術ふ「治療・処翠に関する援助技術j，f診療に関す

る看護技術の判断行為J} 創務管潔の看護技術j と命名し

た。各顕子得点に対する看護部長と教員の差を分析したc

f日常生活援助技術j は教員が看護師長より有意に期待が

高かった (p<O.OOl)o 13常生活援助技術j は修得を期待

して教育する基本援助技術なので教員の期待はE当然に高い。

-処置に関する技術j では逆に看護師長が教員より

た (p<0.001) c 干潟j出土診療の場であ

ら安全で適切な技術が求められるためと

守会読に関する看護技討すの判掛行為jにおいて教員が

よりも有意に期待が高かった (p<O.OOl)。技能教

をおく根拠・判断の婆索が含まれるた

、と言える。看護師長の期待が{誌いのは，ブ

リセプター制度の導入とその期間が関係、しているのではな

いかと考える。 94%の病院がブリセプター制度を導入し，

期間は 83%が 1年で、あった。新卒看護締はブリセプターに

判断を確認できるため，看護師長は就職直後には単独での

判断を求めていなし、からと考えるc 臨床の期待が高い f治

関する譲劫技指j については，実習での体験iこ

制騒があるため，学内学習の強化と臨地実習の内容と修得

方法の再考が課題である。

182 臼

207)看護基本技術に関する認査(第 1報)

一学内教育英態と臨地実留での到達嫁待

野本ひさ，

{際的]

¥看護系大学では効率的で震の高

い看護技術教育を行い，実践力のある学生を育成すること

が使命である。そこで平成 14年 3Jlの f看護学教脊の夜り

方に関する検討会」により報告された者護主基本技術につい

て，本学において展開している学内教脊の実態，及び教官

が臨i也実習で期待する到達レベルを明らかにし，今後の看

護技討す教育の示唆を得ることを問的に議査を実施した。

[研究方法}

期間は，平成 14年 12)ヲ~平成 15年 3月，対象は，

成人，老人，精神，在宅p 地域，母J性，小児看護学の 8領

域を担当する本学看護系教官講部以上 11名で，担当科目は

内務は，平成同年 3月

育のあり jj(こ臨する検討会j から出された看護基本技術の

13項悶 (87締項削について，平成 14年度に実抱した教

ビデオ，実技試験の実施の有無につい

また，臨地実習で期待する到達レベルを修

行八でできるレベノレ)，実施(補助があればできる)， 

実施しなくて良いの 4段階で回答を得た。調査方法

は，自詑式f苦情紙読査法(記名式，担当科尽名記入)。倫現

研究の主旨を対象教官に説暁，陪意を得て質問

紙さと配布したc分析は，教科沼と領域汚IJに集計し検討したc

{結果:l

13 沼の 87細項協は，全てし、ずれかの教科

されていたc また， 8領域中 3領域以上で教育さ

ロは，食事援助，活宣言j・休息、援助，呼吸・循環

る，感染予防，安全管域技能であった 8領

域中 2 領域以下での教育実施は，制~被援助，与薬，疲状・

生体機能管怨，救命救急処置であった。教官が臨地実習で

期待する到達レベルについては， 8領域中 4領域以上で修

得としていたのは環境調整技術，活動・{木恵、技術，清援・

衣生活設助，症状・生体機能管理のパイタノレサイン観察で

あった。与薬，症状・生体機能管現技術の諸検査，救命救

急処詮技術は，見学また泣，実施しなくて良いとしていた。

{考察]

尽に関して，本学の教脊実態及び教宮が臨

地実習で期待する到漆レベルが明らかになった。 87細項目

についていずれかの教科・目では教脊していたが，

や不十分な項践が判耕した。また，生活援劫に諒する技術

全領域の教官が修得を期待し

う技術は，期待レベルが器く，

も十分とはいえなかったQ 今後，教官にこの結

し，技術項自の必要性に関する認識の統一が急務と

考える。また，臨t也実智での技術実施可能レベルも

入れて，領域を趨えた検討等の実胞により，学内投稿教育

のさらなる充実及び一貫した技術教育の必要性が示唆され
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208)看護基本技術に寵する検討(第 2報)

一鵠地実習における看護技術修得実態の分析一

野本ひさ，

[問的]

能な状況について分析し，

も分析を行っ

自， 1O~50%の演 13 33 

13，10%未満の項自は 48

50%の項自のうち，

闘につい

ことが効果的であ

していく必要性がが判明したc ま

も50%未満の項目は 39項際あり，

く経験することのできない項段

救急、法，人工呼吸，救命救急技術，閉鎖式心マッサー

ジ，ll:血，採血取り扱い，気管支鏡の介助で，これらの境

問について辻学内演習で技術移得することの必婆殺が明ら

かになっ

g 

209)祭欝操作技術習得の教育方法の検討

-2年需の学生の学習状況の比較から一

して行った然磁操作技能の

と学習状況を比較し，

今後の教育方法の検討資料とするG

I方法}

とビデヌrt克聴による自

12 

t後工芝にて比較したG 玄

白と綿入・グループ学習状況との栂欝を

{結果}

{考察1
14生存度生ではグノレーブ学習状況が技討すの封遼凌評価と報

し， 15年j支は錨入学習状況が技術の到達

し，グループ。学習の効果が克られていない。この

として，リーダ一学生を中心に学習したは

に対して， 15 

られる。 リー

{illiであるが，

自

の課題を暁確fとする必要

グループ。学習へのやりがいや充実感，メンバー

シップ発揮の場をも消滅させてしまったと推関する。同年

たが，学生の主体性ゃ

うためには 14年度の方法が良かったと考える0

15年度は，学習期間の延長をして持潤諒繋への配慮

を行ったが結果は悪く，これは課外活動の状況を調査する

必要がある。
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210)筋肉内注射による硬結を予抗するためのマッサージの

作用に関する実証的研究

下)11淳(岩手県立大学大学院看護学研究科修士課程)

武宙科暁

{目的]

臨床現場において，筋肉内注射を頗繁;こ行うことにより注

射部位に硬結を形成し，終痛を訴えるというケースは少な

くない。しかしながら，この硬結を予訪するために最もよ

く実施されているマッサージの作用に関する実証的データ

が不足しているのが現状である。そこで，本研究ではこの

マッサージの作用に関する科学的データを得ることをg的

いた基礎的研究を実施した。

{研究方法]

として生後 8週齢の Wistar系雄性ラット(日本

チャーノレズ・リバー株式会校)を用い，筋肉内注射後にマツ

ジを実施しない対照群と，マッサージを実施するマッ

サージ群とを設けた。ブロステチン 1，(武田薬品株式会社)， 

アスドリン(来援薬品株式会社)，アタラックス詰-P(ファ

イザー製薬)を，ラットの開銀.IJ浅殻筋に投与することによ

り，笑験的に硬結を作製した。投与量は O.lml，刺入角度と

深さは一定にし，角度を皮膚揺に対してまま直，深さを 26G

テルモ注射針(テノレモ株式会社)の投与毘数は 1臼2

屈とし， 4 13潤連続投与した。その後， 10日開放援し，雨

群について硬度測定値，触診所見，肉眼的所見，鼠液生化

学的所見 (CPK，LDH， 

的;こ比較検討することにより，マッサージの作尽について

評価したc なお，本研究は，動物実験に関する指針(1987)

に準拠し

{結果}

触診所見より， 3製剤すべてにおいて綬絡が確認された。

アスドリン，アタラックス H_pを投与した場合，対照群と

比較してマッサージ群の硬度， CPK， LDH，シアル酸が低

{疫を示した。ブロステチン Rを投与した場合，対照群と比

較してマッサージ群の硬度， CPK，しDH，シアノレ畿が高値

そ示すと共に，肉眼所見で投与部位の筋肉組識に白色の変

化および組織学的所見で投与部位の筋肉組織内に無構濯物

られた。

添加物としてベンジルアルコールを含有しているアスドリ

ン，アタラックス I，_pについては，筋肉注射後にマッサー

ジを実漉することにより，筋肉組織毎容の抑制が認められ

たと考えられるc 一方，添加物としてベンジルアルコール

の他にカルボ、キシメチルセルロースナトリウムも含有して

いるプロステチン誌については 磁結予防をg的とした筋

肉内注射後のマッサージは，筋肉組識傷容を増強すると考

えられる。したがって，吸収されにくい物質を含有してい

る筋肉内注射製剤を投与した際は，安易にマッサージを実

施するべきではなく，筋肉内注射後にマッサージを実施す

る際は，投与した薬剤の特徴を十ー分に理解した上で実施し

なければならないと考えられる。

211)輪液斉IJの血管外j露出による組織傷害とそれに対する;令

湿布の有効性について

木lIIl.米来，武田手Ij明

{民的]

輸液剤が鼠管外に漏出した捺iこ，冷審法が施行されており，

その方法としては冷波布剤が用いられることが多い。しか

し，冷湿布の輸液剤の血管外漏出に対する有効性について

は明らかにされていないため，冷?湿布を貼付することによ

り犠液剤の血管外漏出による症状や病変が軽減するかどう

かを，氷畿を用いた冷怒法を施行した場合と比較しi検討す

る。

{研究方法}

Crj: Wistar系雄性ラット 36[Cを使用した。群憐成は，対

照群としてケアなし群，氷議使用群，冷i箆布貼付群各 12

匹 (24待問後観察群， 48持間後続察群各 6匹)とした。麻

幹下のラット左右内側l伏在静脈に静脈内留置カテーテノレ

24G (サーフローRF&久テノレモ株式会社)を挿入し血液

の逆流を確認した後，ソリタ R-T3号の血管外漏出を行っ

た。直後より，議出部位;こ冷審法として (A)氷嚢を用い

た冷却 (8)経皮吸収型鎮痛治炎斉IJセルタッチ R(帝醸製薬

株式会社)の貼付を行い，輸液濃出後 24時需と招待関に

肉眼的及び組織学的検索と，血液学的検索を行った。

{結果1
C刊ししDlωiについて，ケアなし群と各ケア群の平均値を比

と，漏出後 24持潤ではほl玄関じで、あった。 48時間

においては， CPK， LDHともにケアなし群に比べて各ケア

組織学的所見において，セルタッチ沢

なし訴と比較すると， 24時間後において炎症，

館壊死の所見が， 48時間後においては，炎症と浮腫，筋壊

死の所克が軽度で、あった。また，セルタッチ R結付群と氷

嚢使用群とを比較すると， 24時間後では氷嚢使用群よりも

セルタッチ R使用群の方が，炎症所見が， 48時間後におい

ては炎症，筋細胞の壊死が軽度であった。

{考察]

セノレタッチ択は輸液剤の血管外漏出に対して抗炎症，浮臆

の改善に働き，筋細胞の傷害を軽減させるため，輸液剤の

血管外濃出による組識場容に対してセノレタッチ Rを貼付ーす

ることは有F誌である。
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212)パイタルサイン測定動作における看護者の護部食症研究

森下妙子，豊田久

[研究g的]

、て明らか;こすることに

ある。尚，今回は前留までのベッドメーキング，

|き続き，パイタノレサイン測定動作を検証する。

[研究方法}

-期間およ

均身

52.6ごと4.6kg) としたc 尚，

gHEであることをイ云えるとともに，

退も可能であることなど，ブライ

よび解析:

パターンを設定した。

{結果]

したおj

45%)， 

は抵く，綾部への負扱も軽震であった 3.ベッドの高さが

偶乙場合では，ボディメカニクスを活用した方が作業持一前

額姿勢となる率・エネルギー消費量および腰部負担ともに

抵綴を示

{考察]

より，パイタノレサイン挺定動作においても，

るとともに作業持にボディメカニク

スを活用することが接部負担軽誠につながることが示唆さ

れた。

日

213)高齢者における坐位姿勢の循環動態及び自律神経機能

安部浩太郎，井野瑞樹，

我々;え昨年の本大会で，坐位への変換は成人・

ともに循環動態に変fとをもたらすが，高齢者は成人に比べ，

反H;性の設下が認められ，これは自律衿経機能の反応性の

抵下が関与している可能性を発表したc 今回，心畿自律神

と成人ともに安静仰問、位か

ると下鋒した。

ともに安静部臥泣からさ色伎にすると減少し，

ら仰臥{立になると増加した合これらの変化はどちら

と成人の方が大きく

しorenzplcえから算出したしITfi疫の変化は高齢者と

{~した変化を示し弘正や沢氏の変{ヒ;こ対応していた。自

(LXT)僚の変化は高鈴者であまり変化が認

められなかったが，成人では大きく変fとしており，

伎ではi援の{援隊]で・あった。安静持のしiTfl直に対する変化上と

は特に成人では RR縄隠の変化比との関に有意な負の棺罷

が認められたが，高齢者では負の相閣ではあったものの有

したG

[結論}今思，成人におけるしIT髄の変化上とと R沢間縞の

変化上ととの関に負の棺擦が認められ，交感神経系の傍jきが

されると只只間臨は最下する関係が認められたが，高

自律神経系と只只間関の関係が顕著ではなかっ

これは高齢者の自律神経系の反拡散が成人とは異なってい

る可能性とともに，高齢者の場合， Lorenz plotで自律神経

機能を判断するには更に検討が必要でLあると考えられる。
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214)石毅清拭麗前の熱布実施による皮j霧常夜襲の増殖およ

び皮惑の弱酸性への回復効果

笠域典子，松田明子，深m美香，石倉弥生， f省前恵子，

脇美保子，内田宏美(鳥取大学医学部保健学科)

{際的]

清拭直訴での熱布実施による石鹸清拭後の皮膚常在街の土器

殖および皮腐の弱畿性への回復について検討を行った。

[研究方法}

、 21 歳~30 裁の女性同名を，順次無作為

;こて熱布群 6名と非熱布群 6名に分けた。室温は

24.0ごと2.5
0

Cであった。実験手煩;ま，熱布群では熱布

ごと2.0
0
C)を5分詞利き腕前腕部にあてた。間群とも

1m!石鹸素地のみの無添加ボディソープ(ミヨシ石鹸)を

たスポンジで，利き腕前腕部を 5秒潤拭き，ウォッ

グロス (55.0土2.0
0
C)で石鹸を 4由拭取った。

よび弱按性への密復について

とし， ?脊拭前，石鹸法拭直後，拭取り終了時，拭取

60分， 180分でj支持定した。熱布の影響をみるために科

よび手Ijき腕肘部内慨深部温

を清拭前，石鹸清拭証主後，拭取り終了時，拭取り後 60

分で測定した。細麗は，一段生菌数測定用クリーンスタン

プ SCD寒天(lOcm2 dish) を利き腕前腕部に押し当て，

清拭前，拭取り終了時， 1式取り後 180分で採取し， S代仁社

を依頼した。分析方法は，熱布若手と

非熱布群との比較のために各測定時点で放立した t

を用いた。鍔釘:の時罰的変動ノえターン

有意水準は 50/0とし

は，

{結果1
'1z均年齢は，熱、布群 21.8二と1.2歳，手ド熱布群 25.3土2.8歳で

あった。締簡集手客数は，熱布群で清拭前 19.7:!::17.6 cfu/dish， 

拭取り終了時 2.0:!::2.3c長l/dish，拭取り終了後 180分

3.2ごと3.0 cおIdishだった。非熱布若手では，各時点で

22.2土22.4cfu/dish， 1.2二と1.5cful dish， 1.0土 1.8cful dish で

あり， 2群間で3有意主主はなかったっ皮f接表菌 pH伎は，拭取

り終了時には有意差がなかったが，拭取り後 180分で熱布

5.0ごと0.3，非熱布群 5.9ごと0.7であり，熱布群が有意に{底

さらに， 2群間で変動ノえターンが呉なっていた。

より前椀皮膚表筒温度は石鹸溶拭直後のみ熱布

した。肘部内叙!J深部j鼠震は，石鹸清拭

よび拭取り終了時ーで熱布鮮が高{i査で、あっ

はなかったつしかし， 2群需の変動パターンは異なってい

[考察}

熱布実施により拭取り後の皮騎への石鍛残留度に

なかったが，皮!欝常在菌は増殖額向にあり，

への路復が卒くなることを示唆している。したがって，熱

布を石鹸清拭直前に実施すること;丈

援において有用と考える。

215)足浴に留する生理心理学的検討 (10)

一後頭部冷却を併用した湯浴方法の検討一

大佐賀敦(東北大学附属病院メディカノレ ITセンター)

uヨ的}

足部の湯j容における湯i校時間の設定は研究者より違いがあ

る。筆者らは 2002年の本大会で湯浴時跨が 10分以上にな

ると快感情と熱中症的な不快感情とがj混在すること

した。そこで今回，この熱中波的不快感情を緩和するため

の後頭部冷却j去を併用した湯浴方法について検討した。

{研究方法]

被験者:健康な女子大学生 14名 09.8二と0.8歳入研究期照:

2003年 7月下旬。倫理的配露、:研究の趣旨・方法について

説暁し間意を得た者に，実験前に途中で参加を中止しても

よいこと，結果から個人が特定されないことを再度説明し

実験条件・手続き:湯浴群・後頭部冷却湯浴

群(冷却i群)の 2つを設定した(各 7名入実験は実験前安

静 (5分開)，湯浴(10分間)，実験後安静 (5分間)の)1演

した。湯浴時はベースンをビ、ニーノレ袋に入れ，下腿

上部で袋の先端を結てJ膝下に安楽枕をあて綿毛布を掛けたc

後室長部冷却はタオルを巻いたアイスノン (25X 15cm)を湯

浴中のみ与えて行った。繋関紙:実験前後に気分状態を鵡

定する PO:V1S (Profile of Mood States) と17項目の快・不

(V人S) を実施した。また，実験後;こ湯浴

[結果]

しiWJ度の分散分析を行った (*p

.001)0 POMS:緊張一不安問，抑う

つ-;零下コ工人みへ Jf'(-.り…紋毅三疲労ネで実験前後の主効果が

実験前後と実験条件

との交互作用;丈提乱ネで有志(，疲労では (p=.07)有意傾

向を示し，冷却群では湯協鮮に比べ得点が減少したc 快-

不快質問紙:全 17頃問中 9境目勺実験前後の主効果が認

められた。筋肉が租らぐネペ楽な体位であったへお風呂

に入っているようだ料水，気持ちがしw、特定，湯浴を続けたい

ヘ湯の温度は適温で、あった問の 6項おは実験後に得点が

高くなり，汗ばむヘ食欲が減少したヘ消耗してやる気が

なくなった*の 3項践は実験後に偲くなった。交互作用は，

気持ちがいいネで認められ，眠い (p=.08)，頭が震い (p=.09)

で有意傾向が認められた。気持ちがいいは湯治群より冷却

群で高く，隠い，鎖が重いは湯浴群より冷却若手で低い傾向

であった。湯洛の感想:湯際群において肯定的な内容は 30

件，否定的な内務は 21 件あったのにM~ ， 冷却群ではそれ

ぞれ 47件， 4 {牛であった会

[考察}

今屈の結果より，湯浴はネガティブな気分や不快感情等を

改替するというメリットがある一方で，熱中症的不快感情

を引き起こす可能性があり，これを予防するためには後頭

部冷却の併用が有効であることが示唆されたc
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216)足浴に顕する生環心理学的検討(11)

一後頭部冷却を併用した湯浴におけるボ1)グラフ指

標の変化一

{底的}

2002年の本大会で湯浴時l認と
との関係を検討し，

却法を併用する効果につし

{研究方法}

被験者:

形

較し

れた (p<.05)。

{考察}

ものであり，

られる。

。研究期間:

日

217)脳卒中患者における体位変換と寧梼子移乗の援助に関

する看護簡の意識讃査

[eI的}

の発症後の安静詩人床時期から患者;こ?子われている災

肢伎の保持や体控変換などは，その後の患者の録

作の自立に深く

る

いて調査し，

としたい。

{研究方法}

{結果]

における 200床以上の一殻病院の脳神

ケアする病諌 03病院 19

と

してケアしてい

をクッションで支えるでは 86.9%，上設を枕で支えるで辻

81.0%と多く，大転テロールの龍用で1ま8. と抵かっ

ズボンをつかんで抱えている

76.6%，しっかりとした立{立をとってか

60.7%などであっ

{考察]
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218)足浴・指正の生理的効果

…皮j警表街温度と心拍変動解析による評価一

(北里大学大学院看護学研究科)

小林宏光(石川

山本昇

[図的]

入眠潜時を短縮し終夜睡眠を安定させる援境技指とされる

足浴と指}王の生理的効果を明らかにさせる目的で皮!欝表商

温震と心拍変動解析を指標として基礎的検討を行った。

{研究方法]

られた健康な成人 10名にベッド上で仰詩人{立をと

らせ，足浴 (40
0

C20分 7リットルの滋湯で足際まで浸す)， 

(ツボ(し1-10)へ 1800g・5分間・ 0.2Hz)，両者の照

時科激(足浴開始後 7~12 分の需に指庄を施行)を行つ

は最抵眼の会話のみとした。皮f議表面温度はサーモ

グラフィーで譲影した上半身の画像解析結泉と滋度計で頚

と鼓膜温度を鵠定した結果を足浴の前後で

した。心拍変動解析はスポーツ心拍計 POしA沢 S810i

でRR関誌を収集し， 102.4秒i認のデータから高

りこに変換によってしド， Hド成分を求め，その結果か

ら激の前後身比較した。本研究は北大学看護学部の倫

されている。

指fEの前後で心

1談話IJ交感衿経指標(Jザ磁)の上昇と心臓交感神経指擦

(LF/トiド値)の下降が見られ，且つこの変化は刺激後 30

分まで持続した。足浴と指fEの[勾時刺激はそれぞれ単独で

の料激とは異なり，一部の対象者に HF11疫の低下， LF/HF 

伎の上昇という逆の結果が見られた。また心拍変動;こ概 β

リズムは認められず被験者毎に特有の傾向を示した。

是j校時の皮膚表面温度が{氏下傾向を示したのは室温の制御

あった可能'性がある。刺激の前後で HFfl疫の上昇

しF/Iザ{疫の下降が一部の対象者に認められたのは，足浴

に体性神経を介して心臓副交感神経の克進と心臓交

の効果があることを示唆している。京IJ激の効

したものは研究者と面識があったなどの関係性が

したと考えられ，援助時におけるコミュニケーション

も示唆された。招加効果を狙った伺呼刺激では単

独時の効果が認められず，更なる検討を行う必要があっ

以上のことから，足浴と指圧の~1J5誌は被験者各の差が大き

いが，心拍変動へ影響を与えることが示唆された。また本

研究に採用した POしARS810iによる代代間鵠iJlIJ定と心拍変

動解析は刺激;こ対する HF，しF/HF1!疫の変動が確認でき，

対象者各に一定の傾向を示したことから再現性が確認され

本装置:計受章整役が{尽く簡便であることから様々な場所

や対象者;こ適応できる可能性があり，今後も活用できると

忠われるc

188 日

219)加任刺激後の皮露表面温震の絞時的変化

[目的]

局部的炎症進行過程を皮膚表箇温震から把握するための基

礎的検討をする。

[方法}

マウス友関l大)J送内制部に鉛粒を充填させた直径 1cmのパイ

プをまま直に立て 2時際加圧 (270g/cm2) した1)。

後から l時間おきに 7時間まで，および 24，48， 72， 96 

時間後に左右胸]同時に皮腐表活協授の測定をした。

面温度はサーモグラブィー(JTG-4310サーモピュア，日本

電子)で撮影後，温度画像処理ソフト(サーモ Win

TG-SWPCW災D 日本電子)で算出した。同時に非接触型瞬

間皮膚温時計 ST-717(スカラ)で瀦定した。組議機j去の変

化は処理後一定時間毎に麻酔下でマウス大騒音Eを切断し，

48時間 4%ノ《ラホノレムアノレデヒドと 0.5%グ、ルターノレアル

デヒド混合液で悶定した。その後処理部位(大腿内俊IJ部)

の皮膚および筋肉組織(大腿脅を含む状態)で切り出し，

アノレコーノレ脱水後 Quetol523M樹絡に包埋した。 0.5μmの

切片を作成しトノレイイジンブルー染色，検鏡および顕微鏡

(Scion Image) した。本実験は北里大

学医学部実験動物倫理委員会の承認を受けて実施した。

{結果}

サーモグラブイーから左右大腿内叙IJ部の温度獲を求めると，

して 0.37
C

C抵かった。その後経

し 5-7時間後には平均

され約 0.8
C
Cの変動があっ

とんどなく 2日以降では左右差は観

されなかった。非接触嬰瞬間皮腐滋持計で瀦定した場合

も間じ傾向で、あったが，サーモグラフィーで求めた温度に

比べ若子低い温度を示した。組織構造の変化は処理 5時間

後に著しい真皮浮腫とllIl管内白血球集積，血管外への白血

球浸i慢が観察されたが， 1 S後には浮腫， 白血球浸i閣も軽

減し， 2日以後はほとんど正常燐造と変わらなかったc

{考察}

加圧直後は一時的に加圧部位の皮腐表)函滋度は抵下するが，

炎症の進行と共に皮膚表面温度が上昇し，その変化はサー

モグラフィーからの算出値と瞬罷皮腐滋時計での測定値と

で、大差なかった。従って，

時計殺Ij定から推測することは可能であると考えられる。

し，今回の実験条件では治癒遅延化モデルとしての傾向は

認められずの，炎症は一時的なものであっ

1)七川IlE-f也，臼本看護研究学会雑誌 24(3) 269， 2001 

2)武的手IJ明， 日本看護技術学会誌 1(1)， 2002 
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220)計算負荷に対する香りの自律神経活動への影響:精油

と芳香剤との比較

谷田恵子，佐治

[践的}

本研究の尽告告は， 2 

ピーで用いられる本物の真正ラベンダーの務総，宅寄りお:

ラベンダーの香りと称して販売されているノ、工香料を含ん

だ安価なアロマオイル)の作用を比較することである。

[研究方法}

[結条}

セクション掲の HR，SCL 

ンを示した。 HRIま

たことカミら，

さかったとも推測される。

リラックス効果のある物質が含まれている

こと泣知られている。双方の呑りともラベンダーの主寄りと

して競売されているものであるが，その成分は異なり，ま

りの質も暁らかに異なることから，

、たが，結果からは 2つの物質の作用に

な蓋は認めなかった。よって，繕j自の寄りも芳香剤の

りもほ;玄関じ効果を持っと示唆される。しかし，本研究

の結果には，計算負荷のストレスが強かったため務総のも

つ鎮静作用が現れなかった可能性や，被験者の多くがこの

りはgが覚める，頭がすきっとするというような印象を

持っていたことが影響していた可能性

から，更なる検討が必要であるo (本実験は株式会社臼

護協会出版会の研究劫成を受けて実施した研究の一部であ

る。)

g 

221>入院患者の年齢による療養環境認知の違い

{目的]昨年，入説患者による療養潔境の評価には，家族，

職業，往んでいる場所，人際関係など，個人の背景が関連

していることを報告したc 今回は，年齢による評価の違い

を暁らかiこすることを間的とした。

{研究方法]1.対象者比識変;こ対し同意の得られた入i涜
30名で， 20・30歳代 12人， 40・50議代?人， 60・70

11人であった。調査期間は， 2002年 lljjから 12月

2. 評価グリッド法によるインタどュ

1)入獲したことのある

と f女子ましくなし

2)評{衛権i華麗(怒)の作成・分類さ

好ましいと料新した理由を述べてもらい，それをオリジナ

ノレ評価項おとして記録した。次に f"，であることはどんな

よいことがあるかJ(上位項目)と f"，であるため

どうなっているとよいかJ(下位演目)

3.各年代の詳細構造語を作成し，

< 自> <オリジナ/レ> < 

← 閥的胤プ凡ある → 

↑ ↑  
~であることはどん

な良いこ去があるか

関詳{随よi釜E裂の{潟
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222)頭部技に対する患者および看護者の意識と使用状況

宮腰臨紀子，藤井宝恵，主庁i幻王手Eg
(広島大学大学院保健学研究科)

[際的]

休患、や睡眠時に用いる頭部枕について，病院における使用

状況と患者および審議者の意識について識変・分析し，よ

りよい縁眠確保に向けた頭部枕の提供の枚方をi検討する基

礎的資料を得る。

{研究方法}

を，中層地方 5県の病床数 400床以上の 31病践に

し，欝査許可の承諾と

入院患者で，

よる調査協力への向意を求めたc 調査は然記名自記

いた。費関紙の構成は，看護部:病院

・枕の仕様・枕に関する管理など 5項目，看護部:患

している枕の見直しの是非・看護師が枕を交換し

た理由と変更方法・病棟に備えておきたい枕の積類など 4

~，患者:病院枕への満足・枕で不満がある場合の対処・

枕について要望した場合の看護師の応対内務など 7項目と

した。三!耳資期間は平成 1i5年 11月 1S ~30 臼で、あった。分

析は，各項目の記述統計と関連演自需のが検定 (p<0.05)

を行っ

{結果}

;設していた。枕の大

43.3ごとi5.6cm で， 市販の

(40~50 x 60~70cm) より

小さかったc 看護側の有効間容は 138名(屈答率 91.4%)

で，現在の基準寝具枕の見直しを 111名 (80.4%)が瀬い，

高さ調節可能枕，いびき訪lI:.t尤，低反発枕を病棟に備えた

いと考えていた。患者の有効自答数は 130名 (96.0%)で，

自宅枕の満足群 96名ct46.3%は病競枕を不満に感じ，

41.7%は病院の枕にも満足していたG 一方，自宅枕の不満

13名中 30.8%Ii病院枕を満足に感じたが， 46.2%辻病院

不満で、あった。病続投の満足は枕の大きさに有意な相

関さと認めた (p<O.OOl)。枕を養えたいと患った者i56名

(46.i5%)は，頭の安定'感が悪し¥J 66.1%，設や蔚のこ

りがあるJ33.9%という理由で，九日目 Ji50%， f2日目 j

25%から患っていた。また，看護街に相談した者は 14.3%

f家族に相談したJ10%，自分で工夫したj

i53.6%と，自分で切り抜けようとしていた。さらに

婦に相談した患者の半数は，不満な枕のままで我慢をする

か， 自宅枕の持参をおjめられていた。

{考察}

患者の枕への不満状態から，看護師は入続 2日夜ごろまで

に枕の大きさ，監さ，高さなどについての患者の適否を線

認し，調整することが望まれる。また，寝返りのため

低必要な枕の横幅を確認する必要もあろう。

223)革新的看護技術の普及に関する研究(そのの

一東北地方の諮査から影響要国を考える

佐藤真由美，

子，木村恵美子，手奇j安春美，小山敦代

(青森県立保健大学健康科学部者護学科)

杉務裕子

{釘的}

近年，

るが，その導入速疫には差が見られる。今回，これまでの

調交結果から作成した質問紙を用いて東北地方の諮査を行

い，普及に対する影響要路について検討した。

[研究方法]

東北地方各県から規模別に抽出し，議主主協力が得られた 18

施設の看護部資任者及び各施設 10名のスタップに震関紙

調委主を依頼した。看護部責任者，スタップそれぞれに賞ー関

紙を作成し，綿入の属性，勤務施設の状況に加え，コミュ

ニケーションノレート，役割モデルなど， 32項自の質問に 4

段諾の尺度で回答を得たc 議資紫は，調査言語力を了解した

場合のみ，記入者が夜接研究者へ返送する方法とした。田

容は，非常に当てはまる 4点~全く当てはまらない;1 

として得点化し，影響の程度を分析した。

{結果}

審議部寅任者:18名中日名の回答が得られた。

は f新しいことを取り入れ，広める時，スタッフに関連す

る研修会への参加を勧める (3.63)J， r学会や看守菱協会など

からの情報を活用する病院の理念をスタッフ;こ浸透させ

ておく J(各 3.i50)などが潟く降格ノ、事をしている(1.40)J 

一元記寵分散分析の結果，危険率i5%

よる差は認、められなかった。スタップ:回答

者は 137名で，大塚模施設 (500床以上)47名，中規護施

設 (300床以上) 47 名，小規撰施設(lOO~300 床) 43名で

あった。平均得点の高い項憶は，専門的知識を得る研修の

参加者は，内容を倍達し広める使命がある (3.21)J，病棟

穣極的に研修を勧める (3.02)Jなどで， fgい項

目は，新しいことを取り入れるのは，提案者が誰かによる

(1.70)J， f文献をまとめ， B宣告前にf:Ubきかける (2.16)J，f新

しいことを受け入れにくい気持ちを持つことがある

(2.38) J， r病棟資任者ーは，スタッフの提案に Fまずやって

みて， トラブノレは引き受けるからj という姿勢である

(2.46) Jなどで、あった。スタップの問答で辻専門性の

、f斉報さと教えてくれる人がし、る(大>中)J， r研修内容の

ある(大>中，大>小)J， f意見交換の機会が複

数ある(大>ct) Jなどで，規投:による有意笈が見られた。

i考察}

研修参加やその括遠が普及に影響しているという

スタップともに高く，研修会が新しい情報への効

果的なアクセス方法と考えられていることがうかがえた。

また，専門性のi高い情報を教えたり，見せたりする人がい

るのは，大規模病段が有意に多く，人材の豊富さによるも

のと推渓IJされる。今後全国焼模での調査を行い，検討を重

ねたい。
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224)革新的看護技術の普及に関する研究(そのお

一普及影響要留に関する質問紙の開発一

{目的]

と

{結果および考察}

テゴリ

65.8%，α{系数 0.85)。内的整会性とし

「医師との関係性jのみが 0.5

他は 0.5~0.8 を示した。 29 項院では累

ことと，今回i添いた 2項g詩人「底的と

の嬰係性，こ含まれていた項目で、あったため，今後この項

a は削除せず，表現さと修正して質問項悶として残すことの

必受性が示唆された。

日

225)高齢者の綴額節痛に対する治療方法・コストの選好傾向

足}Lみゆき，

{際的]

本研究の段的は，

と

ることである。

{研究方法}

に対する

との関で χ2

(P<O.Ol， P<O.Ol， P<0.05) 

院・購読への受診はできるだけ少ない方が好まれ，

含まれている治療内容よりも薬とりハどりや薬のみが好ま

れる傾向である G 膝関節痛に対する一ヶ月の治按代泣 1000

円 ~1 万円未識が好まれる傾向であるc 鍛治療は効果があ

ると考えている者は効果がないと考えている者よりも，径

i淀・病i淀への受診は少なく，

傾向であると考えられるお

Vol.27 No.3 2004 191 
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226)臨地実習における臨床指導者の看護事故訪止に対する

指導状況

国

(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

{陸自0]

やの看護事故を未然に防ぐた

て検討するために，臨地実習におし

ナースは，事故訪11::.に関連すると思われる

のよう をもち，

ペコ

{研究方法}

しているナース(以下，指導治

) 96名 (5施設) 2)時期:平成 14年 7Jl 22日~

8J:J 2日 3)誠査内容:基本的事項，ニアミス体験(指

がこれまでに道避した看護学生のニアミスの有無，

対応，要因・誘羽)，事故防止策(実施前後の毅

学生の不安・緊張の緩和，教員との

.了解の得られた看護訴を対象に質

{結果}

し、込み

2) ニアミス

している。 3) 事故防止策の際いに対して，

生;こいつも必ずしているj と臨答した指導火s.は(1)

の行動計闘を事故防11:.の仮IJ磁から篠認しているJ16.5%， 

(2) 実施直前の報告そとするよう指導するJ23.1%， (伶3)

f実

た実施項隠.内容の調整 2お5.3%，(5) カンファレンスで

の医療事故に関する劫設J4%， (6) 学生の過度の緊張を

ほぐす配意J14.3%であったo (7)教員との連携について

は九、つも必ずしているJ5.5%で、あっ

災s.が学生のニアミスを体験しており， 日常

く学生の実習内容を皮映したものとなっ

ているつ移動・移粂;こ関するニアミスの内訳を見ると，そ

ーァ♂手、

よって起こりうる事故を子~ì)lIJ したニアミス事例が

くあげられている。ニアミス発生後その場で、対応した指

Ns.は 61.8%で、あった。また，事故防止策の指導につい

している指導 Ns.は 1 1. 9~25.3% で、

において学生は報告内容の緊急J註やタイ

ミングについての判断な

常;こ起きやすい状況にあると考えられるc このような中で、

・後の報告を隈く，

学生の能力に応じた議撃などの護要性を認識し，多忙な中

でも時開を設けてもらい必ず行うことであると考えるc

194 a 

227)実習指導者のコーチングスタイルの探究

細田泰二子

山口暁子

{図的]

して専門的知識

ざをしていると考える。コーチン

したり行動で示したことを学生が自分の

経験のレパートリー内で解釈し そこから新しいパフォー

マンスを学ぶブ。ロセスであるという合本研究では，専門家

としての実習指導者のコーチングスタイルの特徴を暁らか

にすることを易的とした。

{研究方法}

対象:実習指導者 14名。データ収集:2003年 3月，

指導:の方略とその学習場函の認識について半構成的面接を

実砲した。分析:関連ノ¥物の行為，意密，相互欝係にi主闘
して極々の場面を解釈し， Schonモデルを手がかりに意味

が共有されているコーチングをカテゴリー化し，その特徴

倫理的記慮、:研究目的，任意参加，

について説明し，

{結果]

コーチングスタイルは 3タイプに分類された。

タイプ 1:ロ名から得られたc 実習指導者は学生のために

リングし，次の設i替では学生が独力で行えるよ

学生に何を見せるのか実践させるのか

を仔い，部是題解決のため

し，学生の看護介入を実践レベルで構成することが

できるように具体的イメージを示すといった働きかけをし

ていた。タイプ 2:4名に見られたc 学生自身が設定した

隠擦を達成するために，協儲での取り組みや異なる観点を

いた。タイプ 3: 13名から得られた。学生との

を引き出す試みがなさ

れていた。対話のなかで実践状況の再構成を行い，需題や

評価をと鳴らかにし，実践の方賂や潔解を導き出していた。

この過程では，個別的に対話をもつこともあるが，カンファ

レンスを活用して仲間の学生郊に相友作用の騒を広げなが

ら，実践を吟味す

の多くは，学習湯江互によって複数のタイプの

コーチングを使い分けていた。タイプ 1は， Schδnモデル

の f彩、についてこしリと共通性を認め，専門家の見方や実

践を示すことによって，それさと学生が自分の実践に取り入

ことを期待するものであると考えられる。タ

イプ 2，ま一緒にやっていこう jを示し，共鍔作業のスキ

ノレを発達させる機会を与えながら，新たな実践の可能性を

ものであると推察さ

タイプ 3は，げつしだす鏡になるj といった働きか

けを通して，学生との揺1i関係のなかで互いの観点をやり

取りしながら，実践についての反省を促進するものである

ことが示唆された。
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228)議床実習指導者の実習指導に関するストレスの研究

(第 1報)

{自主01

されたおれseof Coherence 

を検討することによっ

とを自的と

[研究方法]

と

{結果i
1) 

と

(pく0.001)， 

であっ

トレスj についての

ストレスの強さ

;玄 SOC

日

229)看護学生・看護部のコミュニケ…ションの実態

一患者側の主観的評価からみた比較ー

、子，

[研究際的]

ら， 号月らカヰニ-9る。
{研究方法]
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230) リアリティショックiこ関する研究(その1)

~文献検討から~

糸嶺一郎(茨城県立医療大学保鰭援療学部看護学科)

鈴木英子(東京医科設科大学大学院

保健衛生学研究科博士後期課稼)

日ト谷s:l佳

佐藤千史(東京援科歯科大学大学院

保健衛生学研究科健康情報分析学)

{閥的] rリアリティショック j は 1974年 Kramerにより

の専門教育と訓練を受け，卒業後の実社会での実

きていないと感じる新卒専門職者の現象，特定

ック反誌であるjと発表され，日本でも 1980年代か

られ，新卒看護師の早期離織の原因のー

っとされている会本研究では，げアリティショック jへの

対誌や5主体的予防策構築の基礎的資料を得る事を意関し，

し，その特徴を検討した。

CD-ROM瓶J1993 年~2004 年，

CIÌ'仏HL1982 年~20例年， MEDしi災E1966 年~2004

PじBMED1950 年~20例年を対象iニリアリテイショックと

キーワードの組み合わせで、審議文献をど検索し

{結果]1.リアリティショックに陥りやすし、時期:日本で，

最も多いのは就職後 3~4 ヶ月後，外出では， 3ヵ月前後と

として報告されて

いた。 3.リアリティショックの測定:偲々の研究者が様々

な方法で測定していた。 βヰζで最も多く使用されていた

ツーノレは burnoutスケーノレであり，その他 GHQ (General 

Health Questionnaire)，ストレ4ス尺震があった。タト闘では，

満足度スケール，ストレス尺度などが使われていたc

[考察]リアリティショックに諮る危険性のある時期は，

社会人となって現実と庭面して間もない持期であり，要因

る。リアリティショック4演向にあるものは，

自分の描いていた仕事が出来ないフラ

ストレーションや対応できない看護技術，患者・スタップ

との人際関係などで問題を抱えている{傾向があることが報

されていた。したがって，早期に実践的な技争J.J，適切な

知識の獲得，心理的なサポートのための密接なスパービ

ジョンなど，介入の}j路を具体的に構築していく必要があ

る。ツーノレに関しては，国内で、はパーンアウトのスケーノレ

が多く浴いられていた。しかし，リアリティショックはパー

ンアウトとは独立した婆掴とも考えられ， リアリティ

ショックとその要閣では双方向に影響し合っている可能性

がある。今臨検討した論文では， リアリティショックの測

定ツールの妥当性を検証していたものは見当たらなかっ

今後はiJlU定ツーノレの評価を含め，系統的，論理的な祈究を

積み重ねていく必要さがある。

231) 1)ア 1)ティ・ショックに爵する研究(その 2)

~新卒看護部の関連要因分析~

糸嶺一良f¥

R十谷由佳

(東京医科鈎科大学大学院

保健衛生学研究科博士上-後期課程)

佐藤千史(東京医科歯科大学大学院

保健衛生学冊究科縫療情報分析学)

{目的]

新卒看護職のリアリティ・ショックを少なくすることは，

パーンアウトや早期離織のうち訪効果が期待できる。

壊においては新人の職場配置の際，記薩後にどのようなサ

ポートが必要であるかを明らかにすることが重要である。

今回，新卒看護織のリアリティ・ショックの実態及びリア

リティ・ショックの爵連要因を誠査・検討した。

{方法}

102の大学病院のうち了解の得られた20の大学病院に

平成 15年に就職した 1203人の新卒看護職(看護締・助産

師)を対象とし，同年 6Jlに質鵠紙留め蜜き法iこて調査を

行った。

リアリティ・ショックの有無と年齢，性男11，実務職種，

同居の有無，ストレスフルなライフイベント，

望，職場満足，給与満足，超過勤務，仕事長主棺談相手の

存然(出先議，上司，その他)，転職希望，コーピング

スの罷速を認まました。

ザは χ2検定及び多重ロジスティック

{結果]

979人の平均年齢は 22.8歳 (SD=1.9) で最抵

年齢は 20歳，最高年齢は 34歳であった。男性 34人，女d段

945人で平均年齢はそれぞれ 24.7 (SD=3.3)， 22.7 (SD= 

1.8) であった。

リアリティ・ショックがあると回答した者は 892人，ない

と問答した者は 87人であった。 調査攻段とリアリティ・

ショックの有無との関連をみたところ，給与に満足してい

ない者，持談相手が全くいない者，同僚の相談持手がいな

い者ではりアリティ・ショックがあると回答した者はがそ

うでない者より有意 (p<0.05) に多かっ

さらに，多重ロジスティック回帰分析を行ったところ給与

満足していない者，同僚の椋談相手いない者のオッズ比は

それぞれし乙 2.0倍であり，給与満足は有意ではなかった。

[三考察}

同僚の格談相手がし、ない者は，いる者よりリアリティ・

ショック;こ陥り易いと考えられた。新殺に辻，早期に親

しい同僚を作るための支援をすることが必要である。

196 日本看護研究学会雑誌Vo1.27 災0.3 2004 



232)プリセプタ一昔話震に対する認識の実態と， r職佼Jr経
験j による羨異

山田

山田一期

{目的}

自;ま

し、自

をJ議じる (56.7%)

(50.0%) であっ

か:

までjを選んでおり，

じてし

iお病院)

120人を対象として，

「フコリセブターの役

fブリセプターについての印

る/くきカv

でJ，{怠 4

鮮と{也 4群との関に護が生

日

233)プリセプターシッブにおけるサボーターの役割認識と，

プリセプター支譲状況

uヨ的]
ブリセプターシッブ{以下 P-ship)におけるサボーター(以

下 S) の役誤認、設とブリセプター(以下約

との関連，およびSの属性と役誤認識・支援状況との関連

を知ることを目的とし

[研究方法]

し

{結果および考察]

し

く，こうした役割が

されていることが示唆された。一方 fp

寺三 (34.4%) Pのストレス発散への付き合い

(23. が{出誌であることは， Pへの心淫的なサポート

が不充分である可能性を示唆するものである。今後，役寄せ

た動の実践j を強く求めていく必要があ

ろう。
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234)患者の呼称、に関する実態と看護部の意識

大間香代子，皆)11智子

{目的}

とし、う呼称は医療における

広まり，多くの嬬院で、用いられ，学会でも耳;こするように

なってきた。先行研究では f患者様J{吏潟を肯定している

ものが多いが，患者の反応は必ずしもよくないことが示さ

れている。今回，仁患者様j呼称について，使用実態と

師の意識を明らかにするため調査を実施し

{方法1
15年度の看護研修学校ヲ

議した者議長i!i155名(138病院)を対象;こした自

よる諦査研究である。費問項目は，慕本属性のほか，

呼びかけ，院内の研究発表という 3場

泌について病院として「患者様j を矧いることになってい

るか，用いる場合はその意顕および理由，患者の長応，そ

して 3場部について f患者様j使用に関する対象者窃身の

とした。倫理的配慮、として，田答は無記名かつ任意と

し，また研究に用いることに対し文誉での同意を得た。

いii采:1
149 ~l から回答があった(臨収率 96.1%); 

呼称号と用いることになっていると部答したのは，

100名 (67.1%)，11手びかけで汚名 (53.絞ら)， 

27名(18.1%) で、あった。しかし， ;lIM資対象者自

ていると罰禁:したのは，文で 96qs (6心問))，呼びかけ

でお名 (23.5%)，研究発表で 53名 (35.6%) であったハ

したのは 105名、、

としてなど「サービスj を挙げたものが

77名 (73.3%)と最も多く，日の尊議jが 13名(12.4%)， 

「雲寺代の流れjや?上からの指示j も各 3名 (2.9%)あっ

患者の皮応には 97名の回答があり，どちらかというと

よい 2qs (2.1%)，特に変化なし 22名 (22.7%)，r距離を

感じる iパカにされているJなど悪い 31名 (32.0%)， 

り14名(14.4%)などに分類できたG また，呼称、

る意識では，賛成，反対，どちらでもないの自答は，

ではそれぞれ， 94人 (63.1%)，10人(6.7%)， 

43人に呼びかけでの使用で辻 31人 (20.8%)，37 

人 (2"-8%に 78人 (52.3%)，そして研究発表で、の使用で

は 35人 (23.5%)，36人ユ%)， 76人 (51.0%)であっ

という呼称は語、殺に歓迎されていないにもかか

多くの病院で使用されている。呼びかけの場面で，

病院の方針に茂して使用していない看護部が多いのは，

者からの反t0をE支援感じているためであろう令逆に，院内

の研究発表では，病院の方針でなくても対象者自身が使用

する額向が見られ，これは f患者A様J1呼称が患者尊重のた

めとし、うより，

ると推測さ

めに用いられてい

235)看護師の自記教湾カと，その影響要国

野林和恋，中)1

(匡i家公務員共済組合連合会京阪奈病院)

(臨床研究支譲センタ間2
2
4
 

[額約]

自己教育力の構造と，その影響要国を競べること

を自的とし

{研究方法}

大坂府内某病院の本i淀・分践に勤務する看護師 132人に対

して研究の趣旨説明を行い，協力{こ同意が得られた 124人

を対象として，無記名自答式調査を行った。調査票には路

村らによる?自己教育カ (40攻自)Jおよび f臨床経験年

o分ないし家族の入院体験j

f看護師のやりがし、j

自己教育力jの剖答パターン

に主成分分析を行って時殺を正縮し，その主成分得点を指

標として他の主主因との関連を競べた。

[結果と考察}

I.O己教育カの主成分分析結果:回答ノミターンは 4つの主

成分絡にまとめられた。第 1主成分;こは f自己評価;玄関擦

と照合する (.725) 患考内容を伝達するとき結道立てる

(.696) J 説明にたとえを用いる (.664)J 文献・

る (.631)など，日命理的行動力こ際連し

た辺良が集約した。第 2主成分;こ;ま f今の自分に満足

し r自分にいろいろとりえがある (.770)J 自分の

やることに臼信 (.699)“など自己の自信j に毘連した

が，また 3主成分には iO分ならではのことをやり

Ifljかつて努力したい (.616)

りたい (.606)Jなど，市長

したom 4主成分:こは，

ていると何もしたくない

(.515) J rぼんやり何も考えずに過ごす(.494)Jなどが際

与し， r r潟{il量的な行動性jを表す翁!Jと解釈できた(数{自主主

o 2.影響要~との関連:主成分qQUに対する

と，他の影響婆図との関連性を SpearmanのIi廃位相欝係数を

用いて評価した。臨床経験生手数は f論理的行動力 (r=.21O，

p< .05) 自己の自信 (r=.214，p< .05) Jと正の棺関を，

ま た 守 的 行 動 性 (r=….210，p< .05) とは魚の相関を示

した。院内研修参加額数jは f挑戦的行動力j と正の相関

(rご .296，p<.OOl)を示した葛藤j は rfti命玉虫的行動力

(r=-.215， pく.05) 自己の Of言 (r=-.204，p < .05) Jとは

負の絡i認を，また fやりがしリは?論理的行動力 (r=.259，

pく .01)とは蕊の相関， fI潟憾的行動性 (r=-.280，p< .01) J 

とは負の格慢を示した。各種姿医

ものではなく，自己教育力jが個人の

のであることが示唆さ

めることだけではなく，個人のa
-実施することが必要であり，現在，その方向

性での検言すをi隼めている。
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236)看護部の自己効力感と行動特性との額連

締出糸代，古屋敷久美，松井千秋，一

(和歌山

山田一期(臨床研究支護センタ

ンツ

し

{研究方法}

ごと

{結果および考察]

口
μ

237)現任教湾に寵するスタッフと管理職の教育ニ…ズと認

識の差異

清水はる代，古山咲枝，

山a一朗(臨床研究支援センター)

るスタップと

することを践的と

{研究方法]

研究協力に

{結果および考察]

1.過去・現在の自

ー ズをとらえていることがわかっ
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238)はじめてがんに譲態した患者の術前の心淫的プロセス

安藤千英子，白

服部淳子，山口

{目的]

看護自信による討す前の効果的な情報徒供について検討するた

め，はじめてがんに権患し告知された患者の{将前の心恕的

プロセスを明らかにし

{方法i

239)終末期がん患者の家族のストレス・コ…ピング

一遺族会に参加している家族における検討一

[r=l的]

けるストレスと対処行動(以下，

コーピング)の特徴を明らかにするつ

し ける入院中の患者を対象;こ， 要伝iを明らかにして，

によりデータを収集し，グラウンデッドセオ

リ…アブローチを用いて分析した。対象には，書記および

目的，方法，プライパシ一保護や拒否権など

をコアカテゴリー Jをカテゴリーで示

ずっはじめてがんに権患した術前患者の心理的ブcロセスが，

3つのカテゴリーで構成された{がんによる死への脅威の

ロセス〕であると党出した。さらにそれら

する 1つのカテゴリーが導き出された(鴎1)0 Iまじめてが

した患者にとって，がんで‘あることがすなわち死

させる会そのため， 9Eについて

し、にもカミカ込わら

死の脅威から現実的に田避するための最大の手段を手術と

し苦痛を感じながらもF手術への気持ちの焦点1f::Jを行っ

ていた。ニの 2つの回避によって患者は，死への脅威に対

して心理的バランスを保とうとしていると考えられるc そ

れと符fl寺に，気持ちの安定に影響をおよ;ます打、間関係の

200 

が存在した。以上のブロセスをふまえ，

える死への脅威を十分に考患し，看護師は術前の

るつ

手術への : 
:気持ちの焦点化 i

:二工二工二三二:
;死を語華街すること:

への宙遊 i 

¥¥一一/ノ

jg]1 初めてがんに長~Hちした慾者の託手前の心潔的フ〈ロセス

同

{方法]

147 

名{回収率45.6%)の内，無回答項段が多い者を除外した

63名。質陪紙は，隠内の調査研究から抽出した終来期がん

ストレス (7項iヨ)， Laz社rus，R. S.らのストレ

ス・コーどング理論をもとにひunkel-Schetter，C.らが 1992

51.3歳であり，死亡から平均 5.8

2)家族のストレスは，

ではないと感じでし

{考祭}

終末期がん患者の家践は，

対処しようとしていること

として，看護部は家族の心に共感し，また死を受容す

るための対処法の指導が必要であると考え

{結論}

ストレスを

最も強く感じており，また，ストレス

してし

¥! 01.27 :¥0.3 2004 



240)終末期看護に従事する看護部の達成惑と，その構成要臨

JlJ本依，片

目下裕子

山田…朗

[医的}

した。

{研究方法]

{とし

{結果}

1.対象者の基本潟性:

しかしながら

く

を明らかにすることを段的と

と，患者もしくは他の侵療職者A の価値判際との間

じることも多く，達成惑の誌でにつながったも

のと解釈できょう G

日

241)リハビリテ…ション病践における描血管障害患者の自

宅退読の要器

[沼的]

表 1 自宅送波の決定妥協(多重双ジスティッグ・モデル)

変設名 係数 pf玄
オッズ上との

オッズ上と 95Q{，信綴!Rr>i1
試験タト滋 1.567772 0.00603ネ* 4.796 1.567…14.682 

ゑ怨スコア …0.065759 0.00132** 0.936 0.900-0.告75

BIスコア 0.0432吉90.00000** 1.044 1.025-1.064 

就労 1.135381 0.05803 0.321 0.099…1.039 

最大対数尤笈コヱ-43.781816 **p<0.01 

AIC=97.564 

ダミー変数 従綴変数は，邸宅=1 総設ココ 2

強変数;玄， 1)試験タト治 手干りヱヱ 1 然し o
2)就労 手まり 1 然し o
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242)経管栄養から経口摂取への切り替えに成功した患者・

家族への介入 一3事例を振り返ってー

山下智子，宮下悦子， 11百島澄子，樋;;j三和子

(医療法人杜毘浅ノ川金沢循環器病院)

加藤真由美(金沢大学疫学部保健学科)

:経管栄養から経口摂取に切り替えが可能となっ

よび腎疾患患者 3名 (72.3:1=19.7歳)で

患、者・家族からは研究発表のi湾;意は得られて

-家族への関わりについて， 1)経口摂取導

入期， 2)拡大類， 3) 自立j認を看護記録から把握し，その

かけを分析する G

{結果1
1)経口摂取導入期-患者の(ロから)食べたしリという

言動から，家践にも立ち会ってもらい流廷の有無，発声

状態，肺炎の塁走坐{立が可能かどうかなどをアセスメ

ントした令そのアセスメントの状況から食べさせて

、思いがみ

ロ
スプーンにのせる…@]最，形態(ミキサー食)，対象の

食への意欲を引き出す際わり(犠好の取り入れ)，など

をした。経口摂取ができた持は患者，家族と

共有した。

3)自立期-看護闘は家族の参艇がさらに積極的となるよう

家族の意向を確認しながら，援助方法を検討した。その

ことで家族辻主体的に患者と共;こ食事を摂ったり，好き

なものを準偽=したりするようになった。患者は自立して

るまで、になっ

口摂取に向けて家族参加ができるよう

介入したことにより，家族は患者の食への定、いを共感する

ことができ，自立できるように主体的な参加姿勢が得られ

たと考えられる。

243)失語症患者の独居生活を可能にしたキーパーソン(妹)

の関わりの分析

[ r=l sJ]夜宅生活を進めているなかで，

生活を送れるような取り組みが必要であるが，どのような

働きが重要であり，どんな風に生活が継続できるかはト分

明らかにされていないc 今剖，独!ぎが可能となった一挙{9iJ

ら自宅退院一年後までの経

過をj嘉納;し，キーパーソンの儀きを分析した。

{事鰐紹介]56 

カー失語入退続時，

解可能。発症前;こ離婚し

キーノ《ーソンであり，自

る。

(ブロー

;玄関難だが，釘常会話の潔

らしであった。妹と兄が

していたc 妹は患者の

5分以内の距離に住んで、い

{方法]入院中と退読直前，退院…年後の 3賠，妹;こ街接

調査を行い，(1)本人の状態 (2)妹の思いと取り組みに

ついて情報収集し，分析した。

[倫理的記窓}対象者;こ対し，研究目的を説明し了承を得

内容は本研究以外には使用しないことを約束し，倍人

し

しながら，

してし、る。

ノえー (渇 5['"]) 

いっ

震後から，本人の

り病院の入院を希

ケアプランは主iこ妹がたて，週 2@]組本人ささに訪問してい

るおこれまで一番苦労したことは，コミュニケーションに

おける行き違いであった会しかし，妹は本人の現状を受け

入れ，本人が自信を持てるような関わりや近所への情報提

らしがで、きるという

考えられる。

過におけるゆとり

の工夫や応j国;こ対する

られる。この結果からこのようなケース

て，このキーパーソンが持つ知識や確信，

ような際わりと視点が審議として必重さではなし、かと

そのことで失語症患者の退院後の溶択の幅が広げることに

なると
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244)ボディイメージの変化を抱える苦がん患者の QOL関連

要冒と社会環境との額連性

ンタ

{研究目的}

ィイメージの変化とこ

れに付題する問題を控える舌がん患者を対象として，

と患者を取り巻く社会環境との相友作用の視点から，1.そ

ための方絡

QOしを認で

させないあるいは QOしを高める変数 (QOし関連愛国)を

明らかiこすることを続的とする合

{研究方法]

{結果}

しし

的対象の評錨に支えられる局語))，近隣という

における線遠的対象を中心に渓i議される《疎遠的対象の評

鏑を思避する局間))， 

ア・詞後といっ

される《社内対象の評部が気にならない局面))，

る社タトの渉外・顧客への対誌といっ

をや心とした《社外対象の評錨を先読みする局冨》の 4つ

された。また各局衡における QOL関議姿留は，そ

れぞれ{親密的対象による饗美的価値観修正・再構築のた

めの介入とその頻度L[諜遠的対象との接触類度とその深

疫の調整，服装・装簡の工夫]， [会話能力向上のための譲

先的支援]， [可説的変化についての諮り方を見出すケア}

さらに，笠龍紙識変([0収率 94.6%)

していると

自によって異なるが 7 1.6%~100%に達し，

80%以上の項自は 35項回中 31項院であった令これにより
ふて
」

{考察]

ィイメ…ジの変化を諮える舌がん患者の QOLは，

とこれに関連する各局部によって内容が異な

り，その露連受理にも違いがあった。このため，苦がん患

者に対する今後のリハビリテーションは，そうした QOし

関連安jzgを取り入れた審議文護ブゥログラムを開発した上で，

これに沿って展開する必要があると考えられた。
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245)看護師が関与した罷離拘束事例に寵する実態研究

時二1尾武志，有本大，i箆芥啓f[ド
(和歌山県立こころの|表夜、センター)

111回一朗(臨床研究支援センター)

{設的]

隠離拘束(r以下隔離J) となった事併の直接要調を

明らかにしその特徴や看護隔の関与の実態を担援するこ

とを凶的とし

{研究方法}

況について

，対象者には研究の趣旨を説明し，協力への伺意

玄た看護詑設を用いで情報を補完した。議資項釘

r2.1潟離開始時の窪、

[結巣と考察}

していたc

ら実線までに姿した時間ほ， ¥lin: 0分， Max: 

895分， iv1ed: 50分であった。姿悶加にみると， r {也の患者

(ivlin : 10分， Max: 15分， Med: 10分)Jに

(作江MιIin

;.，対le吋d:北27.5分)Jびの〉方がより長い;時j母寺陪を婆してたo ま

議院iへの威嚇行為に起因した事例は存在しなかったことか

ら，暴力的な行為に対する者護部の認容力の高さが示唆さ

れる結果となっ

246)統合失調症患者の身体的拘束における…詩的解除が及

iます影響についての研究

自純子， さ

(毘 ・神経センタ

{図的}

精神科では，治療又は保護;こ欠くことのできない限度にお

いて行う行動制限として身体的拘束(以下拘束とする)が

ある。拘束患者に対する者惑のひとつとして，医師の事前

指示の下，日常生活設D)]のため拘束を一時的解除している。

本研究では，統合失調症で拘束を受けている患者の日常生

活援助における一時的解除の実態を瀦査し，一持的解徐が

拘束時間に及ぼす影響を明らかにすることを隠的とした。

[研究方法]

対象は， A病棟に入践した統合失調症で精神症状が怨出で

拘束を受けた患者の看護記銭であるつその記銀から，デー

タを収集し統計処理した。データ収集期間は，平成 14年 4

{結果]

15年生fJ30 f3までをとしたっ倫理的記慮、

らデータの収集は，患者の名前が特定

また記載した看護姉が特定され

当研究の趣旨を， A病棟医師・

精神症状が怒由で拘束を受け -u寺的解捻

53約二で、あった。 53件の拘束時間の

平均は 96.3(SD二と92.8)時間であった。一時的解除の総計

は， 541 [況であり，問題行動なく一時的解除できたのが 516

lCiJ， IIlJ題行動がみられたのはお聞であった。また，一時的

17件あり，拘束平均

は 144.1 (SDこと 114.4)

J句束群は 36件あり，拘束E平J1

関で、あつたc 2つの鮮の需には，対誌のない了後定で有意

られた。一時的解除の主な倒的は，排被 198剖，食

161出，保清 76回，安楽 431Ci1，検まま等 30自，国会 28

侶，電話等 5回であった。 持東解除までに，平均 9.8時間

の間隔で一時的解誌が行われたっこの-u柏拍手徐の詫i漏H寺

間と拘束時間の相関関係を讃べた。 Pearsonの絡調分析に

て，一時的解除の間隔持関と拘束時間の関に正の棺調関係

日常生活でま語録限必要となる食事・排波.1呆i斉
倒的とした一時的解除が 8害IJ近くを占めた。排;祉など

く患者の拘束解除要求はもっとも頻度

の多いものであるため略的解除の多くを占める結果と

なったと考える。 -11寺的解除中;こ問題行動がみられた鮮と

ない群では，拘束時間に援があった。一時的解除は，鵠千rfl

う手段のひとつになると思わる。ここでの

問題行動があったことにより，拘束時間が長くなった可能

性がある。一時的解除の間隔時間と拘束時間の関に，正の

栂際熊係がみられた。これは，一時的解除の間器時間が短

くなれば，拘束時際が短くなることを示唆しているc 適切

し円滑な一時的解除を行うことは，拘束

の最小化につながっていくと考える。
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247)保護室入室患者に関わる精衿科看護舗のク 1)ニカル

ジャッジメント

{目的}

iゴ

248)保護室入室患者に対する精神科看護部のかかわりの検討

[包的]

¥101.27 災0.3 2004 

とかかわるが~i兄，かかわりの

ることを8的と
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249)アルコール依存症者にみるどん底体験の語り方の特徴

磁智百校i'吉)11文子(呑)11 

{図的i
支援方法の検討に必要な基礎資料さと得るために，アルコー

ル依存症(以下，ア症と絡す)者が断酒iこ至る過程で，ター

ニングポイントといわれるどん底体験の特性に関する研究

を行なった。ここでは語り方の特徴を明らかにするc

{研究方法]

対象は断諮会所属のア症者で，どん底体験を誇ることがで

きる者とし 2つの断酒会会長に研究の趣旨を説明し対象

の選定を依頼した。 10名の対象に研究上の倫理的配慮:に基

づき間意を得た。プライパシーの保護を約束し，テープ録

fどん底体験Jをテーマに，グ、ノレーフ。でデ、ー

た。分析は逐語録を何度も繰り返し読み，ス

!、ーリーの展開を話された/11真序に沿って，意味のある文脈

り，その内容を端的に表す言葉で表現し，語り方の

見た。

{結果}

対象は男性9名，女性 l名で，断酒期間は

4ヶ月，最長で 10年，平均 5.2年で

ほぽ断酒期間と問様である。

り方の特徴 今屈の調査で、はテー?を設

したが，他者の体験さと院し、て，

2は7名で，自

で始ま 'j，際臆，生活援，飲j筒状況，

!認期の飲揺に対するsZ応や関わりとそれに対する

患い，どん底体験，専門議院でのア症治療状況，断縮会や

研修会への参加状況，断舗のきっかけ，断措決意， I新酒理

由，断酒継続のための行動，断滋継続への決意表暁で締め

くくるというもので，これは断沼会で諮られる体験談の展

開に類!以してし

{考察}

対象者が断沼会への参加年数が長く，体験発

り，通常の断酒会での語り方の影響が考えら

れる。また， 1折酒会は言いっぱなし，聞きっぱなし，通常

さと原良IJとし，批判や5判断によるマイナスの持互

の稔険性や弊容をなくし，場の安全性や対等性を保っ

ている。こういった環境では fどん底体験j としづ特別な

を伴う体験;こ関して，格]iに言葉で表現し，他者の体

験の意味に関わることは困難であると考えられた。しかし，

支援方法の検討には，ア症の体験過稜で特徴的な現象の類

凱性や招違性の明確化が必要であり，体験者間で表現の意

味を確認しながら，その多様性が深まることは重要で、ある。

今後は場の安全性や対等性を確保したよで，テーマを設定

した話し合いをし，内容を諜めていけるようなデータ収集

への期待は大きく，それらを可能にする技術や技能の検討

が必要である。

250)務衿鰐害者小規模作業所適所者からの震話相談につい

ての一考察

[el的}

本研究は精神諦害者小規諜作業所(以下，作業所とする)

ける電話相談の現状を明らかにし，精神様害者が必要

としているケアについて考察する G

{研究方法}

研究対象は，人市内にある作業所 1施設が受けた電話相談

である。調査期間は平成 15年 1)ヲ l悶から 12月 31Sであ

る。作業所が受けた電話相談内容，相談内容の困難度，

話相談時間などを記鍛し， X2検定や Mann-¥怜 ltneyのじ検

定なとーの分析を行った。

{結果1
1.作業所への電話相談の現状 2457件の寄話強談があり，

2982件の相談があった(電話 1件あたりの平均相談数は1.2

件)0 1日の平均電話棺談件数は 7.1土 4.5件であり，11'キの

平均電話相談時間は 11.6二と11.2分であった。'議話栂談件数

は，通所有者から 1475件(59.8%)，家族から 331件(13.4%)， 

その他(生氏など)から 661件 (26.8%) で、あったっ

2.通所者からの電話相談の現状 定期的に通所している

通完rr者(以下，定期的な通所者とする)からの持談は 1142

1牛あり，そのうち s常生活の報告j が 327件 (28.6%)

と最も多かった。不定期に通所している通所者(以下，不

とする〉からの相談は 763件あり，そのうち

るお常生活の相談Jが 221件

と最も多ヵ、った。定期的通所有普からの相談は，

らの絡談に比べて f身体疾患や身体疾患に

撰する日常生活の桟談 (p<O.OI)J， S常の報告 (p<0.05)J，

f作業所への参加の有無の連絡 (p<O.Ol)J，作業所の作

業内容や行事に関する相談 0.01)が多かったc 不定

期通所者からの相談は，定期的通所者からの相談に比べて

「精神疾患や精神疾患に関する日常生活の相談 (p<O.01)J，

f家族内における人間関係の相談 (p<O.OI)J，家族の身

体的な疾患に損する格談 (p<0.01) J，スタップの在不在

の問い合わせ (p<O.Ol)Jが多かった。相談内?(j.は，

期通所者の相談が定態的通所者の和談よりも層難度がi高
かった (p<O.Ol)。

{考察}

1.作業所への議話相談の現状 通所者や家族からの電話

相談ニーズが高く，作業所は通所者が地域で暮らしていく

ために重要な役割を担っている Q また，住民からの精神疾

患に関する相談や作業所への通所に認する和談などもあり，

通所者以外の梼神障答者と家族の電話相談へのニーズも高

いと考えられる。

2.通所者からの電話相談の現状 定期的通所者は，自分

の疾患や生活について気軽に相談できる場を求めているた

めき議話相談のシステムづくりが必要である。不定期通所

者は，家族に関する和談が多く，定期的に通携していない

理由と関係している。作業所のケアや行政の支援情報を得

る機会が少なくなる状況にある。そのため，ホームヘルプ

サービスや訪罰者護などの在宅で受けられるケアが必要で

あるc
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251)精衿欝害者のソ…シャルサポート!こ龍する比較研究

[箆的;

(然立長崎、ンーボルト

(県立長続シーボノレト

と地域で生活をしている

ソーシャルサポート(以下 s.s)とストレスコーピング (Co)， 

well-being， QOLのあり様について比較し各々

らかにする。

{研究方法]

と災

れている

S.s， Co， well-being， 

協 1 入i克窓、革手総と地主実務衿際議若手若手上と絞パス解析

伐

252) NPO法人における精神醸害者のインターネット利用の

試み

荒木孝治
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253)地域で生活する統合失調疲患者のきた活への患いとその

影響要因

茅旅路代(向山済生会看護専門学校)

路方弘子，岡田ゆみ(岡山県立大学保健福祉学部看護学科)

大森和子(関山済生会総合病院)

{際的]

統合失調症患者が地域で生活する中で，今の生活をどのよ

うに思い感じているのか，その患いはどのような状況に影

されているのかを彼らの語りから明らかにし，統合失誠

症患者の生活の紫が向上するためのサポートの方舟性を見

いだすことを問的とした。

{研究方法}

と診i主rrされ，地域で生活しながらデイケアまた

している者のうち同意が得られた 4名を対

タ収集期間ほ 2003年 7fl ~8 JL 
研究への参加を同意したi議所者に倫王望的配患を十分;こ行っ

たうえで，半構成的質問咳隠に沿いながら約 l時間のイン

タどューを行った。分析は groundedtheory approachをガイ

ドラインとして用し

{結果及び考察]

4名のインタピューを質的帰納的に分析した結巣，地域で

生活する統合失語症患者の生活への思いとして，く

がある><自分に対して理解がある>居場所がある>

，心のよりどころがある>< している>の 5カテ

ゴリーが抽出さ

る

寸をつけることさと中核カテゴリーとし

がある>生活に笠るプロセスとして明確化さ

り合しせは<不満と気持ちの立て直し><無理をし

ない>といった 2つの概念で構成された。<充実感があ

る>生活;こ奈るプロセスに関して，全ての統合失調疲患者

は f折り合しぜをつけて，心のよりどころに支えられなが

ら<充実惑がある>生活を送っていることを語った。また，

?折り合し吐をつけて<自分に対して理解がある>居場

所を拠点としながら生活に<充実感がある>様子を語った。

そしてく病気が安定している>からこそ『折り合しせをつ

けることが可能となり，結果的に<充実感がある>生活が

ていることを諮った。つまり，<病気が安定している>

ことはく充実感がある>生活の基盤となっていた。

、といった限界もあるが，地域で生

活する統合失調症患容の生活の質の向上，すなわち彼らが

ある生活を送るためには，折り合いをつけること，

心のよりどころや彼らへの理解や居場所作りを彼ら自身が

得ていくサポートを看護職者は行う必姿があるという示唆

を?与ることができた。

208 日

254)統合失調症患者の現実認識と退院との関係

和泉孝典，尾藤嘉晃，中村司

(和歌山県立こころ

山間一期(臨床研究支援センター)

{図的]

ンタ

して，病議，目標など現実認識の有

と退読との関係を明らか;こすることを目的とした。

【研究方法1
w県内某医療機認に入院中もしくは退院した統合失謂症の

うち，研究の趣旨を説携し協力;こ関意が得られ，

かっ医師の許可を受けた 10人を対象として， 2003年 11月

20日から 2004年1月初日にかけて半構造的面接を行った。

質調項慢の校は f基本属性Jr入院まで、の経緯疾患に関

する知識Jr疾患の認識J 将来目標こ関することとし，

罰接の逐語録からさらに?入段目的J 診新名の認知 i疾

患の受容J 積極的な知識欲j など 18頃闘の下{立分類を設

定した。また，それら告とふまえて「総合的な現実認識j を

評価した。これらの評1i1li軸と f実務に退院できたか苔かj

との関連性を調べた。

[結果}

A.基本属性:対象者の平均年齢は 43.3::t9.9歳であった。

在続期需は 53-11，691日に分布し，その中央値は 568.5日

調査時点で既に 4人が退院していた。 B.

と退読との関連:抽出された評締項白と「退読の

jとの関連を Spearmanの頼位拐関係数で評価した。そ

f変識の自覚 (.671) r疾患の受容 (.671)J 

的な主11議欲 (.671)j r短期釘僚を有する (.732) が 5%水

f長期段擦を有す

る (-.732) 就職の希望がある(….732)J については逆相

関を示していた。退誌の可否iをg的変数，それ以外の評

悩項目を説明変数として半IJ)3IJ分析を行った。その結果，有

意な説明変数として採択されたのは f総合的な現実認識

(1.061) J 長郷悶襟{一.791)Jで，相関分析の結果を傍証

するもので、あった(カッコ内は探準化科知係数)cなお

の判531J的中卒;玄関%であった。

{考察}
長期自擦を有することが却って退践に結びつかないという

結果は，予測に反するものであった。ただ今回の作業では，

その目標の現実性や実現可能性は評価に入れておらず，現

実認識が伴わない長期段擦を挙げた楽部が混在していたこ

とが要民のーっと考えられる c 判部分析で誤半IJ)3IJとなった

1事例は，自身は肝瀦絹であると主張し，将来目標は何ら

抱いていなかったにもかかわらず，家族の献身的な支持力

を背景;に退院が実現したものである。今後，長期目襟の評

価基準を精錬することと併せて，家族の支持カを考慮した

検討を進めてし、く予定である。

Vol.27 0:0.3 2004 



255)看護学実習グループの人爵欝係に関する研究の現状分析

水口

き受 1 研究内容の分類

カテゴリ

怠極的グループ編成による教育効采

グルーブダイナミクスと実習成果・透成

グノレーブダイナミクスの構成姿沼

グルーブダイナミクスの災態

教育的潟わりとグルーブダイナミクス

日

256)中学生の自芭効力感と HealthLocus of Gontrolの翻係

舟越和代，小J11佳代

猪ア光(呑J11 

、ての考え方や行動化について

以下刊しC) と自己

暁らかにすること

浅こ効力感と HealthLocus of Control (HLC) rl)愛湾攻おの議

戎

(0.94) (0.91) 

:::.74 2.99 
(0.9.1) (0.93) 

1.81 決

(0.85) (0.7官}

U
A
 

j
 

S

8

 

7
0
Q
d
 

?
4
Aひ

〆
27

 

5

6

 

-
3
?
e
 

‘
 

亨

i
A
Hリv
 

〆{
与号

2tミ0aえ1ι乞乞ι乞、

~.20 1.91 
2丈

{告官官)

1;設定 予言 pく0.05

¥101.27 災0.3 2004 209 



257)前・後期高齢者の水分出純比較および介護者の欽水援

勘案態との関連からみた脱水予訪支援策の検討

小松光代， I潟 木村みさか

{倒的]

我々は，在宅要介護高齢者(以下，高齢者)の水分出納実

態および介護者の飲水援助について検討を重ねてきた。今

関は，高齢者の水分出納実態を前期高齢者(以下，前期)

と後期高齢者(以下，後期)で比較するとともに介護者の

との鑓連を検討し，脱水予訪支援の一助とす

ることを目的とし

{方法}

69.3土3.6

と介護者(平均年齢 65.1土日.0

として，者護部と研究者が本

旨と方法を説明，間意の得られた者を

平成1l ~15 年の夏期;こ実施し，その

通常生活の一日について，食事内容と飲水量，生

活状況， 24時間尿盆‘体格，心身の状況，脱水既住，介護

者ーでは，年齢，続柄，高齢者への飲水護助実態(飲水田数，

g安最，飲水援劫の意識・二仁夫，指導の有無等)である。

{結果・考察}

1)対象者の背景A 高齢者の性別・寝たきり震は，諮・後期

2) 

9 :ii，ランク B6名， 4 

4名，女

9.0ヱ6.2fドマめつ

-栄養摂取状況:水分総摂

前期 2，384.8こと724.6mlが後期 1，674.9土456.4ml

より多く (p<.01)，飲水量;も前期 1，352.8ごと626.0mlが後

期 815.4こと369.9mlを上回っていた (p<.05)。脱水症既

往者 7名は全員後期であった。食事中水分量，飲*回数

栄養摂取状況・体格等につい

て，自立期に体格が大きく，摂取カロリーが多かったが，

BMIはほぼ問綴であった。排;祉のうち尿量のみ前期

1，625.6土797.7mlが後期 1，035.'1こな515.3mlより多く (p 

<.05) ，不感蒸液量;こ設は認められなかっ

3) 介護者の飲水援助実態:全員がり脱水予防J

í~手;ヌ:k援助工夫あり J 78.3%， 

あり J52.2%であった。介護者の飲水譲助の筏

白有期 1，207ごと523.2mlが後期 705ごと245.5mより有意に多

く (p< .05)， 震安芸をと高齢者の水分総摂取量 (rヱ0.7，

p< .01)ならびに飲水量 (r=0.7，p<.Ol)こ

められた。

{結論}
脱水予訪の支援では，

婆であり，そのために，

あることが再篠認できた。

210 認

258)転倒予防に揺する地域高齢者の足底の実態

泉キヨ子，

(金沢大学医学部保健学科)

(金沢市泉野福祉保健センタ

lつに安定した歩行や立位姿

る。そこで，今関は

.機能さと総定して実態を明らかに

するとともに，転倒との関係について検討した。

[研究方法i
1.対象:日常生活が自立し主体的に健康教室に参加して

いる 65歳以上の地域高齢者 71名。

2.方法:1)足底は，ビジュアルピドセラピーシステム

体科学研究所)を沼いて，接地力，接地足蹴，

重心位置を誤u窓した。他に，重心動掻，ファンクショナ

ノレリーチ，下絞筋力を挺症した。 2)転倒iこ関して

自記式の鵡査湾紙を用いて，過去 i年潤の転倒状況，転

劉恐怖感と日常生活動作効力感についての情報を得た。

3. 分析:接地力を正常群(人群)と，拐し、群(日群)の 2

群に分けて，是E去の形態・機能，平衡機能，務カ，およ

び転傍jや転1fiHこ対する思いを比較した。

4.倫理的記感:対象は同意を得られた者とし，結巣は個人

が特定されないようにした。

{結果1
1.主主主毘室温人鮮は 50名 (70.4%)であり， B群は 21

名でユあった合性と年齢は，入若手 (n=50)

役目名，女性 35名， 77.8土6.6歳であり，お群 (n=21)

2名，女性 19名， 72.0ゴこどL3歳であった。疾患辻

りが約 80%を占め，

2. 足底の形態・機能:接地足燃が正常な者ば， A群 30名

(60.0%)， B群 11名であった。夜立姿 勢 が

正常な殺は， A群 40名 (80.0%)，B群 11:ii (52.4%) 

であり (p<O.OI)，重心位置が正常な者は， A群 47名

(94.0%)， B群 14名 (66.7%) で5あった (p<0.05)。

また，重心動揺節積は A群 3.1こと2.7cm2， B若手 3.1土1.7

CII12，ファンクショナルリーチは A 群 32.'1ごと5.8cm，B 

群 32.2ごと5.2cm，筋力はA群21.1二と7.4kg，日群 18.8土5.1kg

で、あった。

3.過去 1年間の転倒および転倒恐怖感とお常生活動作効力

盛:ij刻現l者は，人君T:9名 (18.0%)， B若手?名 (33.3%) 

てやあった。 うち，外傷ありの者は A"Il手 i名 (11.1%)，B 

若手 4名 (57.1%)であった。詞群とも，転倒恐怖感は?少

占めており， J3常生活動作効力感は

あるj または f自活があるj が大多数を占

ている

者であったが，足底の接地力が~~し、者が 30%を占めており，

と比べて転倒者が多く，外傷を伴う者が議半数を占め

ていたc 接地力が弱し、者は，

者が有意に多かったことから，転1fiJ子予防のために，接地力

の強化や，正しい立位姿勢保持議iI綴の必婆性が示唆さ

今後は足底の形態・機能の経時的な変化を追跡すること，

日常生活などとの関連を明らかにすることが必要と考える。

¥io1.2i i¥o.3 2004 



259)高齢者の特性と騒騒・覚翠パターンの鶴遠性

一介護療養型産療施設入所者を対象としてー

[~的}

{研究方法]

{結果]

0.01) ， 

<0.05) ， 

のばらつきがそれぞれ

く (p<

(p 

(p<O.Ol)および時間 (p<0.05)

痴呆が疑われる

260)高齢者施設における身体拘束廃止の取り組みに関する

讃査

よる f身体拘束ゼロへの手引きj の

る身体拘束

して である。

日

懇い変化
3<]o 

¥io1.27 NO.3 2004 

手Ij汚若手の変化
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261)痴呆ケアにおけるおしゃれの意味

人見裕江(鳥取大学医学部保健学科)

中村揚二子(関磁器際大学人間学部人能行動学科)

郷木義子，斎藤美智子(li渓正綬期大学)

i潟京子， IE中久美子 ()I

{際的}

痴呆高齢者がおしゃれを楽しむために，美容サロンをとり

いれることにより，感;吉や知的機能，痴呆症状， 日常生活

における 8発性や社会伎が維持できるかどうかにより，そ

らか;こする。

{方法}

:Y市グループホーム入居者 9名のうち，研究の承諾

(平均年齢 83.1歳，介護度は婆介護 1が

2が 5名，要介護 3が 2名，痴呆性老人日常

2bが 6人， 3aが 3人)方法:1.美容サロン(グ

ノレ…ブホーム内の集開スペースにある食卓を科用し，

朝食後。メーキャッブアーテイストの指導で 1ヶ

月，指導を受けたスタップによる指導で 2ヶ月間の計 3ヶ

バ)2.評価持期 導入訴と導入後ケアとして浸透した時期

の 2鴎 3.評俗内容美容サロンでの様子，グ

ループホームでの過ごし方を参加緩察する。また，ケア記

と開き取りした内議合 GBS(老年期痴呆行動尺度)，生活

健康スケール(中嶋， 1992) を用い，導入前後の平均値の

比較をはiindows ッケージ SPSSIO.O

{結果および考察]

以下の点があげられるc

2思罰百壊から，

の輸ができ，様子に見とれたり，用具の貸し{きりなど隣の

利用者への関心が認められはじめた。物品の理解もできず，

ぼんやりしていた手Ij用者が，毎日サロンに参加するように

なった。自らおしゃれを楽しみ，笑顔や笑いが開こえ，表

情が豊かになった。手指の巧徴性の向上がみられ，調潔;こ

積極的に参加する者が増えてきた。男性職員にみられたい

と美に対しての意欲が感じられた。家族が母親のおしゃれ

“自分もきれいにしなければ"と，化粧用品を

したり，沼会が場えるなど家族の利用者やケア提供者

る意識が変化した。 GBSスケーノレiえ痴呆に共通な

の般の症状の“錯乱疲状"が導入前1.78(1.20)で，後 1.44

(] .21)と下がった(漸近有意確率 0.083)。生活健康スケー

ルは，人間鰐係における調整力の“人を誉める";;9"導入前

1.78 (0.67)，後 2.11(0.33)とよがり(漸近有意確率 0.083)， 

滋の操作能力の“手伝いつま導入前2.11(0.33)，後2.'14(0.53)

と上昇した(漸近有意確率 0.083)。

{結論}

痴呆対応のグループ。ホームにおける美袋サロン導入により，

段常生活上の自発性や社会性が芽生えた。錯乱が低下顎向

にあり，人を褒めたり，手伝いをすることができるように

なる傾向が認められた。利用者のおしゃれが，家族やケア

提供者の意識を変化させることが示唆さ

262)後織高齢者の SuccessfulAgingの意味 ー第 2報一

ーカテゴ 1)ーの関係性についてー

()III崎医療福祉大学医療福社学部)

渡辺文子(向山熱交大学保健福後学部看護学科)

{際的}

しており，特に後期高齢者は，

その伸び率も大きい。後期高齢者のうち半分以上が伝常生

い，元気な高齢者である。主に米躍において，

Successful agingの研究は進んで、いるが，我が罷独8の社会

的文化的背景をふまえた研究辻，米だ十分と:玄言えない。

我 が 既 に お け る 後 期 高 齢 者 へ の 開 き 取 り 調査から

Successful Agingの意味について貿的締約的研究を実施した

〔満足J[チャレンジJ(健康J[自負心J[参加) (自弓

保存)の 6カテゴリーが描出された II そこで，本研究で

は6カテゴリーの関係性について検討を行っ

[研究方法]

倫理的配癒を記した讃査依頼;こ，陪意の得られた 10名の後

期高齢者;二学構成的質問紙を用いた面接を実施したc 逐語

らコー!ごを文献毎に類愛fヒし，カテゴリーを生成し

られた 6カテゴリーの関係性について， r過去J

の語りの視点の区分をや心として，

スーパーパイズを定期的に受け，内容分析

{結果と考察1
Successful Agingの意味として抽出された 6カテゴリー〔満

ャレンジJ[健康J(自負心J[参加) [自己保存〕の

、ては， まず〔討議足)では，過去と現在に奈る過

として現在よりも時跨的に前の状態における満足感と，

それに加えて現時点における満足感と充足感とを‘安らくμ

としづ言語で表現していたG また全ての参加者が戦争を何

らかのかたちで体験していた。その実体験を過して現在に

至ったことを一様に‘良かった'または‘良かったことにし

よう'と受容として表現していた。このカテゴリーをもとに

未来を表現した〔自記保存)を，過去と現在に満足してい

る高齢者が，その状態を‘維持させたい'‘守りたい'と表現

した。 6つのカテゴリーはそれぞれが絡んでいたが，過去

とそれにともなう現在が口市であると柔軟に受容し，

その満足感・充実惑から怠欲が湧き〔チャレンジ〕するこ

とに意味づけをしていた。また，現在の自分の状態から〔健

渓〕感を認識しており，さらに〆人との関わりや役割等を過

して自分の位設を客観的に誇示できる〔参加〕に意味を見

出していた。また開時に高い他者評価を得ている現状認識

から自分をエリートだと特別視した〔自負心〕とも絡み合っ

てし

1)松本啓子他:後期高齢者の Successfulagingの意味一部

部に底{主する高齢者の開き取り鵠ままから一，釘ヌド看護1iJf

26 (3)， 198， 2003. 
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263)在宅高齢者のメンタルヘルスに影響する要因とその対

処法と効果

谷

{問的}在宅高齢者の心の健康状況を知り，心の健康に影

している要患を明らか;こすると共;乙

康状態にどのような対処を行っているか，またその効果に

ついて明らかにすることを自的としたご

{研究方法]1)研究方法:質問紙による自記式調資o 2) 

研究対象:日本における O熱 T市の 15の老人クラブに所

2044名c3)調資期間:2002 年 9 月 1 日~1O

月 15日。心データ一分析:計算ソフト SPSSを使用c 日
目は， Zungによるうつ状態自己評価尺度に示された

20項沼の質問に対し fそんなことはなしリを 1点としと

きどきそうだ 2点，まとんどそうだ 3点，九、つもそう

としたなストレス対処法は 10

としたo 5) 

してし、る

く (p<0.05)， 

日外出する人;ましないノバこ比

、(p<O.O針。

、(p<0.05)o

き因子が高く (p<0.05)， 

、(p<O.Ol)o4)ストレス対処法について 9

自について護数田容で隈答を得た。?一人でくよくよ悩んで

心にためてしまう jと答えた高齢者は 52名であり，該当し

ない高齢者と比較し前向き因子，身体的議定忠子が最く (p

<0.01)， (p<0.05)，情緒不安密子，不定愁訴因子が高かっ

た (p<O.OOl) (P<0.05)。
[考察}在宅高齢者が身体的健康であることが心の健康の

大きな因子であること，緩友，家族の支え

が高いほど前向きに生きていることが境らかになった。 ま

た，ストレス対処では「原隈を追求し，問題解決Jr趣味・

仕事に打ち込むJiスポーツjを実施している高齢者i求心の

健康が保てていたが一人で地んで心にためてしまう J高

齢者はすべての心の健康因子に悪影響を与えていた。

臼

264)在宅介護者に対する sヶ月間の携宇野電話による電子

メ…ルネットワークの効果

源問公昭

[図的}本研究のお的泣， よる震予メール機能

(以下携帯メールという〉を用いたネットワークが，

介護者の心身の健康に与える効果を探ることであ

[方法}対象は研究の趣旨に同意した仙台市内の女性介護

6人で，研究期間は平成 14年 10月 lおから平成 15年 3

月 31自の 6ヶ月間である。開始にあたり，対象者;こ加え安

静岡市内の女性介護者 2人，ホームヘルプサービス

1人及び研究者2人の合計 11人のメーリングリストを作成

し，実験鍔始主主前及び終了

(CFSI) 

ール数は 102通で，

平均は 4.5こと4.0過であり，

JHlljでは 10月， 3 jjが多かったc実験前後の CFSIの比較

で誌，表 lのように 3つの特性は開始持よりも終了時に誕

下し，特に fイライラの状態j点数の抵下は有意差(p<0.05)

今回の結果から，長湯慌の携帯メールによ

者のネットワークイとは，介護者の「イライラの状態j

下させることが示された。これ立以前の 4

ネットワーク毅続期間が疲労の低下要因として示唆された

研究結果を支持するものである。特に今回， 6ヶ月間で送

生5i蚤と少ないことから，携帯メーノレを出す

よりも，メーノレを送ってくれるあるい法自

る拐手の存在，

との共問で，科研

14572286)の一部である。

三芝 1 介護者の CFSIの実験前後での比較

尺 き芝
メール交換 メーノレ交換

[諮始前 終了夜後

-不安感 2.2ヱ1.79 1.60ごとし52

. t命うつ感 2.20ことし78 1.80こと0.45

-一数約疲労感 3.20こと3.27 3.80ごと3.11

-イライラの状態 2.20ごと1.79 0.60土0.89

p<0.05 

-気力の減退 2.60ごと2.61 3.00ごと3.74

-優位疲労 3.40ごと2.41 3.40こと3.20

-身体不調 0.60ごと0.55 1.20二とし30
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265)小学生が麓痛を吉覚した時の対処行動

一病気に関する要密との間違一

谷本公重，猪下光(香)1 

小)11佳代，三浦浩美，舟越和代，

(香)11 

a紀久子(瀬戸内短期大学)

{自的}ノト学生が技痛を自覚した持の対処行動とその様連

安部を検討するため調査を行った。ここではその対処行動

と綿気に関する姿毘との関連を検託した。

{研究方法]1.対象者:A県内小学校4校の児童 1606名 2. 

: 2003 年 9~10 月 3.謂変方法:独自に作成し

よる自記式質問紙集合調査 4. 調査内容:1)

2) 病気に関係した要因等 3) 綾痛持にどうしたら

よいと思うかという設問に 21の行動を絵と言葉で示し，よ

L 、と足、うものにOをつけるという方法で問答を得た。 5.

:教育委員会及び各校長の了承を得た後，担任

で強耕でなく，患った返り書いてよいこと，成

しないことを説明してもらい，承諾を得て実施

るJ マッサージをする

するj の5攻防であったc 家庭内で健康や稿気の話をした

り開いたりするかしなし、かで有意差があったの辻 fおj授を

混めるJr購読へ行く Jrトイレへ行く i家の人;こ言う Ji友

達に言う j の項毘であった。家庭内に嬬人がいるかどうか

では，援がある境目はなかっ

{考察}病気の経験や家庭での健康に関する会話は，

の腹痛を自覚した時に取るとよいと考える仔動の選択率に

いたc 自三の入院経験は，現在も何らかの通

としづ可能性もあるが病誌を対処行動の lっとして身

こ!惑じている可能性がある。また家庭内での健康牟への関

心が克哉の対処行動への認知にも影響を与えていることが

わかり，健綾教育に関する家庭の重要性が示唆されたc

なりやすいと答えた史意はその経験から傾人的

しているが，周りの人に訴えて対処して

もらおうと考えることが誠少し，がまんする場合もあり，

た対処行動をとることもあると予想される。これは

児援が腹痛を訴えた時の不適切な大人の対応が，このよう

な結巣を生み出している可能性がある。学主主期は身体や病

気に関する知識が飛躍的に増える持期でもあり，また自立

への大切な時期でもある。究室が症状を訴えた持の対J;Gも

含め，適切な保鍵指導・健康教育を家族と共に取り組む必

要がある。

214 日

266)小学生が腹痛を自覚した詩の対処行動

一学年及び性別との爵遼一

小川住代，舟越和代，

谷本公議，猪1マ光
回紀久子

井口

{悶S'J] 

小学生の健康教育の夜り方を検討するために，

理由で最も多いとされている腹痛を自覚した時どのような

対処行動を取ろうと考えるかと学年及び性別との関連を分

析するc

{方法1
1.対象者 :A県内小学校 4授の見窓 1606名 2.調査期間:

2003年 10月会 3.調査方法.独自に作成した調査察による

自記式質問紙集合調査 4.鵠査内容:1)属性 2)健康状

態、等 3)腹痛時の対処方法 21項目(絵と言葉で示した)

のうちょいと思うものを選択させた。 0.倫支援的記意

委員会及び各学校長のア殺を得た後，按{壬より無記名で強

制でなく，患った通り誉いてよいこと，成績に;玄関係しな

いことを説明してもらい，承認を得て実施した。 6.分析方

法:性別及び学年(l~3 年を{丘学年， 4~6 

L 各対処仔動選択の有無:との関連についてが検定

ソフトは SPSSver 1O.0j for Windowsを用い，

p<0.05とし

{結果}

有効回答 1424名{符効活答率 88.7%)1.対象者の背長:男

子 738名，次予 686名。低学年 712名，高学年 712名であっ

腹痛をよく自党する克は 452名 (31.7%L2.性別と対

処行動の関連において有意義があったのは 9J玄関で，その

うち女子の方が多かったのは f家の人に言う Jiトイレへ行

うJiじっとしているj 等 6項留で，男子の

J がまんするj等 3項目

であった。

たのは 13項目で，そのう

院へ行く r薬を飲むJ 保鰭宣言へ行く j 等 7

年のが多かったのは「じっとしているJ お援を温めるj

fがまんするj 等 6項自であっ

[考察}

腹痛をと自覚したfl寺の対処行動のうち，女子はじっとしてい

たりトイレに行ったり，周囲の人のす『ボートを得るような

行動さと多く取っており，男子;こ比べより適切な対処行動を

取ることが示唆された。また， f丘学年は腹痛が緩和できる

方法がわからないためか，病院へ行くと考えたり，薬告と飲

む必婆があると捉えているが，高学年はじっとしていたり，

お複を混めることで軽減することを知っていることがわ

かったo f.丘学年は周屈の人に訴えて対処してもらおうと

えるが，高学年になると自分で何とかしようとする行動も

見られる。しかし，間違った対処やがまんする場合もある

と予想、されるので普設の保鰭指導が重要といえ
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267)端患をもっ小・中・高校生の QOL
~性完IJとQOL得点、の傾向~

浅野みどり，

杉浦太一

山間知子

とも

に男女上とは約1.7: 1と男子が多かった。 QOL総得点・

総括スケール(最近 2~3 13簡の生活全体の様子); 

していた。領域別 QOL

とも

表 1 学年j:JljQOL得点 (meanことsd)

4.12土1.02

~1 .40土 O~72 -、
f本

1. 30土 O~76

土OAl

土0.48

3.77土色86_ 
'*ネ
I 

4~12土 O~73

U5 :t 0~73 

土立時4

日土0.69 I 4.5~1 :t O.69 

1.73士0.39 _ I主78土色旬、
i ネ 1'令本

i 64ごと0.56 1 I 4.62土0.53 1 

3.27土0.94 _ I 3.30土0.96
iキ*1

351=0.92 I I正土色88

3.97土0.85 I 4.10土0.72

3.97:=0.83 I 3告9土0.87

ごと0.68 I ~1. 72土0.46

4.50土仏75

j二段。二三 下段。女子 *ネ pく0.01 傘 pく白 05

268)重症心身欝害克の性発還に対する看護者の認識

{研究自的}

(者)に

の性発達・性行動をどのように認識しているか明らかにす

る。

[研究方法]

シパ

と

イ

こ

T

一
フ
ぃ
、

ブ

常

飢

唱
し

V
L
Z

と

は

沼

引

て

は

冶

し

外

討

と

以

ト
的

フ

間

関

ソ

[結巣}

1)対象の属性.審議者の年齢は， 20代 11名(10.2%)， 

30代 26名 (24.1%)， 40代指名 (35.2%)，50代 33名

(30.5%)であっ

102名，

(28. であっ

し8名 (7 ，5 

6~15 年 39 名 (36.1 %に 16~25 年 26 名 (24.1 ~ら)， 26 

年以と 13名(12.0%)
2) 

3)性発達に影響1を与える妥協と

{-'¥;J3IJ平均緩泣，性成長iこ伴う協みj

で50才会とfむの年代間で差

より r{生の捉え

などで差がみられ，性別，結婚の有無知jでは有意な笈は

なかったが，法婚者が米婚者よりも 9項街中 6攻自にお

いて設かっ

{まとめ}

(者)の性は縫康な売と詞議;こ成長・

し，児{者)の成長;ニ伴う性行動を犠撮的に援助し，兜(有者)

の求めに対応できることや，障害の程度に芯

必要であると認識していた。
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269)外来通院している小児がん患者への告知に対する親の

意思決定支援一告知に対する不確かさを分析してー

山下平革(大分県立看護科学大学)

猪下光(香川

{目的]Mishelの不確実，t生理論を基盤に，外来通院してい

る小児がん患者の親が子どもへの告知に対する意向を評価

する認知の通総でどのように不確かさを受け止めているの

か分析し，子どもへの告知に対する殺の意思決定を支援す

る手がかりを得る。

{研究方法}対象は外来通院している小学校 3年生以上の

小児がん患者の親日ケースで， 1持間程度の半構成的簡接

{命現的記慮としては調査目的，読査方法，参加

の自由意志，参加拒否の権利，守秘義務等について文書に

て説明を行し

[結来}外来通院している小児がん患者の親は，子どもへ

る必姿性として子どもの意向，子どもの白

、て，告知できる条件として予後の見通し，

どもの病気に対する認識，ラこどもの受け止めに対する見

通しについて評価していたc 子どもへ告知する必要がある

と評鍛した殺は，告知の;ケ法として告知の時期，告知のきっ

かけ，告知する人，告知する内容について評価しており，

告知した後の子どもの受け止めに対する対応についても向

特に評価していた。また評価するにあたって，

知を経験した家族，家校会，メディア，

していた。

{考察]10代の子どもをもっ多くの殺は，子どもから

間があれば告知する必姿があると評価しており，基本的;こ

子どもに嘘をつきたくないと患っている。しかしながら，

子どもの受け止めに罰する不確かさを生じているため子ど

もの意向を明確にしようとする親はいなかった。親はまた

他の小児がん患者の告知;こ対する意向に慢する情報を得て

おらず，情報を提供し共に評価する医療者やソーシヤノレサ

ポートが不足していると考えられた。ラこどもが殺から巣立

つ時期をjffiえると，多くの親はうこどもの自立のために告知

が必姿であると評価している傾向があった。小児がん患者

をもっ殺は子どもの予後が心配であるため保護的になる。

テ離れが十分にできない親の場合，告矢口を拒絶する傾向が

あると報告されており，子どもの自立を尊重した養脊観が

されないと子どもの成長に応じた持期;こ告知を決定す

ることはI!I難になると考える。また小児がんは高率に治る

なったが，がんz 死という闘定綴念が社会の一般意

は恨強く，小児がん患者が就職や結婚をするにあたっ

て堂々と申告できるような社会には成長していない。

の偏見は告知の決定を困難にさせている姿毘になってし

{結論]外来通院している小児がん患者への告知に対する

親の意思決定を支援するためには，相談教室の整備や詞じ

体験を共にする家族との交流がもてるようなネットワーク

体龍，メディアや書籍等による“小児がんば高率に治る病気

である"とし、う社会的啓発が求められると示唆を得たc

270)子どもの事故紡止に関する講習の受講者の意識調査

出みどり(臼本赤十字武蔵野程期大学)

{研究目的}

子どもの事故訪11::.:こ関する講習の受講者;こ子どもへの感情

と背景との調係を明らかにし，子どもの事故防止講習の方

向性を考察する。

{研究方法}

1.対象:赤十字幼党安全法の受講者 209名。

2. 鵠査期間:2003 年 7 月 ~9fl 。

3.倫理的配慮、.アンケート泣無記名式とし， ~鈎人データの

秘守を文書にて説明し承諾を得た。

4.調査方法:アンケートは，子どもへの感情，理解度，

故体験，呉体的対策，講習へのニードで構成した。尚，

子どもへの感情は対克感情尺度を用い，理解度は 4件法

で質問した。アンケートの記布・問i又は講翠後とし，回

収はその場または郵送の 2方法を選べるようにした。

5.分析手続き:今回は年代]3IJ・職業活IJ・子育て男1](こ子ども

への感情と理解度を分析した。

[結果・考察1
1.対象の概姿:アンケートの密q又数は， 189名(泊q又率

90.43%)で、あった。受講者の年齢は， 15 才~66 才，平

均が 29.04ごと 10.74才で、あった。年齢構成は， 1.20才以

下 36名， 2.21 ~30 才的名， 3.31~50 才 49 名， 4.51才

以上 11名，不明 4名で、あった。職業は，主婦 18名，会

社員 24名，保育二と等 64名，学生 78名，不明 5名で、あっ

た会子育て体験は，有 46名，無群 143名と 20代の専

い受講者が多い5

2.年代足立・職業局IJ.子育て]3IJ対史感'情:年代]3IJの接近感情

の平均 (SD)は， 1.20才以下 24.83(8.98) 2.21 ~30 才

27.75 (6.47) 3.31~50 才 28.39 (6.80) 4.51才以上 29.00

(12.90) と年齢制療に高い。部遊感情は， 1.20才以下

8.20 (5.54) 2.21 ~30 才 8.57 (4.51) 3.31 ~50 才 7.95 (5.44) 

4.51才以上 4.00 (2.00) と 21~30 才が高い。職業部の

接近感情は，主縁では 29.88(7.09)，会社員 26.73(7.84) ， 

保育土等 28.28(6.40)，学生 25.97(7.91) と子どもと

接触がある職業に高い。回避感情は主婦ーでは 8.58(4.96)， 

7.45 (3.88)，保育土等 7.33(4.62)，学生 9.18(5.38) 

高いc子育て]3IJ接近感情では，有群 28.62(7.27) 

無群 26.67 (7.36) で有鮮が高く，回避す惑情では，有群

6.38 (3.91)無群 8.85 (5.07) で無若手に高い。受講者の

対児感情は，子どもに接触する機会のある背景を持つ受

講者に高く，母性の発達が向えた。

3.年代別・職業男IJ・子育て月IJ理解度:年代別の理解度の全

体平均 (SD) は 2.69 (0.73) であり， 31~50 才に環解

度が高いc 職業]3IJでは理解度の援はなく，子育て足立では

有群が高く有意主主Ct=-4.76，p<.OOI)がみられる。理

解度では，子脊ての経験との関係が伺えた。議溜では子

どもとの接触状況や子育て経験を把握した上で，受講者

間の交流を活沼した講習が必要と考える。
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271)入院患者の家族援助に関する重要度の認識と実賎鎮度

の関連

寺本ゆみ，

(和歌山県立主主科大学附属病院)

山田一期(臨床研究支譲センタ

[自白色]

ときの，

と ることをg的としたc

{研究方法]

478人iこ対して研究の趣

旨を説明し，協力に局窓が得られた 388人を対象として，

自記式の調査を実絡した。謂査禁には?家族権成を知るj

f家族のやで、最終的な決定擦を持っている人を知るj など

「家族アセスメントの読点j ならびに f家族の思いをイ妥結、
ι命拾は担制可~2z;:..るよう

それぞれについて，

を3段婚で院答を求め，そ

係数によって検討

{結果および考察1
1.対象者の基本属性:

しているものの，

う詔答ノミターンを示した点で一致してし

説得力のある情報提供や家族全体の支持カをふまえた介入

の実践に，今なお困難さが残っていることを示唆するもの

である。なお，家族構成を知る (0.412)J 

抵いにもかかわらず，実践類度が高いという

示した。すなわちこの行為が，ほとんどノレーティン{とした

ものとして認識されていることが示唆された。

臼

272)配偶者との死別体験を有する男性のお常生活のストレ

スに額する影響要臨

鈴木はるみ(構生短期大学)

滝J11節子 (UJ梨医科大学大学技医学系研究科)

(山梨大学)

[協的}

，支えてきた家族のや核的な存在である配

偶者の死に対する衝撃と

ノレな出来事であるc また， J愛された者;こ，悲撲を中心と

る一連の錆神的反応を引き起こし，記偶者の死53IJ後の臼

{方法}

な変化を生じさせる。本研究;ま，記偶者との死

男性が，死別後に経験する日常生活のスト

と死53IJ後 1年議後から 5

?月 ~8 月 iこ郵送による自

死汚11:こ伴って生じるこ次的ストレッサー

を測定するために，坂口が作成した 5調子 19項目から成る

死53IJ関連二次的ストレッサー尺度(以下 BSSSと示す)を

用いた。高得点であるほど，

しがちマあったことを示している。倫理的記慈として，

{結果}

{考察}

自由で‘あること，プライパシー

とi得意設を送付し，研究

l年以上 3

、ない環境で死531]後 l

，僚れない家事などをストレスとして感じがちである。

そして，趣味無と友人が少ない場合;え物を劇造したり身

し発散寸ることや，感情を表出したり分かち合う

湯が少なくストレスを感じてしまう c また，自分だけで介

した者は，医療者の言動や行動が，過度のストレスと数

る可能性もあり，問題や課題が生じた時や決断時

もストレスに感じてしまうと考えられる。さらに，他者と

の交流に積極的な者は，欝係を円滑に勧めるため，精力的

に関わろうと努力することをストレスと感じていたのでは

ないかと示唆さ

i結論] 1.死別後 1年米j誌は，死53IJ後の雑事や家事などを

お常生活のストレスとして経験していたむ 2.死別後 l

満・趣味無・友人 4人未満・自分だけで介護.f患者との交

流に議頴的な者が，ストレスを経験しがちで、あっ
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273)産携期の母親の対克愛着感情に関する研究

{目的]

周産期者護において母親の先に対する感情の育成を支える

ことは重要である。今回，産後の母親の対克愛着惑情を明

らかにすることを医的として，母親の対児愛着鰭害を測定ー

する尺度として Kumar、が慌発し古問邦訳(1998)の〔赤ちゃ

んへの気持ち質問紫(以下，質問禁)]を用いて，~祷期の

し分析を試みたので報告する C

{研究方法]

と期間 :F市の選手+クリニックで平成 14年 2月~平成

5月の携関によち践した祷婦。調査方法:退段持.1か

民的を説明し諦査協力が得られた母殺に自

測定用具:質問票は 10項目か

らなり 4 件法 (0~3 点)で評価c 吾定的な愛着感情ほど高

となる。尺度の使沼は作成者の承諾を得た。分析方法:

ソフト SPSSll.J.をF齢、た悶子分析。

{結果}

1.分析対象 664名(有効限答 84.5%)っ年齢 29.2ごと4.5歳 (SDL

383名，経産嬬 281 2.退院時愛着得点の平均は

2.5土 2.4点(範1m 0~

1. 5 ごと1. 8 点(範迎。~ll 点)， 1か月

1. 7 土 2.1 点(範i選 0~18

。~18 点)，経産婦1.5こと2.0

3.費出票 10項尽について

varimax 四!却を行い，退!涜持・ 1か月

されたo Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当'出土退院!l寺・ 1か月

ともに 0.7以上で， Cronbachの α係数はいずれも 0.64

であったc 累積寄与ネは退読持 41.06%，1か月時 44.09%

0.40以上の項目を採択した。 k居続時

において赤ちゃんに対して何も特別な気持ちがわかな

し'j，こんな予でなかったらなぁと思う j の 2現自が除外

l悶子は f赤ちゃんを身近に感じるJ，赤ちゃ

てあげたいと感じるJ，r赤ちゃんの世話を楽しみ

らしているj，r赤ちゃんが愛しいと感じるj の 4境問

赤ちゃんに対する{喜びの感情]と命名し

第 2母子はf赤ちゃんに対して怒りがこみあげるj，赤ちゃ

んのことが腹立たしく嫌になるJ，このよ子がし、なかったら

なあと思う J，おろおろしてどうしていいかわからなしリ

6攻践が含まれ，赤ちゃんに対する拒否の感情が含ま

れ{怒りの感情]と命名したc

{考察}

産拝期の母親の対児愛着感情は，肯定的と奇定的の 2つの

羽子構造が特徴として暁らかになったc これは鈴宮らの調

(2003年)と同様の結果であるが，退臨時では項目 4と

7が捺タトされ違いが見られた。退院時は母子関係が始まっ

たばかりで，母親の~J児愛者感情は形成途上であることが

推機された。また，今回用いた質問紫は，関定時期が設定

される可能性があるが，母親の児への愛若を測定する尺度

として鶴使で有効て♂あることが示唆された。

274)産後入続中の母親の対克感情

剤取あゆみ，出口淘美，竹0Jゆみ子，

{良的]

母親の対児感僚は先行研究において，個人の幼少時におけ

る他の乳幼児との接触経験や，夫との関係など様々な要因

が関連しているといわれているつそこで今関の研究では，

分娩様式見IJや分娩iこ対する満足・不満足な感情が，対児J譲

るG

i研究方法}

1.対象:1く市内の 2病院に，出産後入院中の母親 102名。

2.調資期間:平成 15年 12yl ~平成 16 年 2 月。

3.方法:笠間紙調王室。内容は対象者の属性，今回の出産で

しかったこと・嫌だったこと，満足・不満足等の 15工豆

践と花沢の対児感情尺度の 28項尽から機成。

4.分析方法:SPSS11.5Jを使用し，マン・ホイットニーのじ

検定と χ2検定を行った。有意水準は 5%と

5.倫玉虫的配慮:調査の趣旨に!得意した者を対象とし，協力

をしなくても不手Ij益告と被らないことを口頭及び紙面で説

暁した。愛関紙は密封後，ボックスをと設置して回収した。

{結果}

1.対児感情尺度の接近・回避得点，措抗指数を，対象者の

より分析した結果，属性との関連はみられなかっ

また分娩様式部(自然分娩，吸引分娩，誘導・促進

分娩，予定帝王切除1，緊急帝王明日司)，今屈の

との嬰連はなかっ

2. お躍で鰭しかったこと u嫌だったこと~ w赤ちゃんが

生まれたときどう怒ったかjの各設関項悶のやで，

ちゃんが頑張った f赤ちゃんはかわし¥l，' jと答えた人は

接近感情が高く赤ちゃんはかわいしリと答えなかった

人は回避感情と桔技指数が高かった。?自分の想像してい

たお涯と違ったj と答えた人はき桔拭指数が高かっ

3. r自分の想像していたお遊と違ったj と f呼吸法ゃいき

みが上手に出来なかったjの詔答と，呼吸法ゃいきみが

上手に出来なかったj と「自分の思い通りのお産ではな

かったj の問答，また r1呼吸法ゃいきみが上手に出来な

かったj と f自分の想像以上の痛みだ、ったj の回答に関

連がみられた。

[考察]

今罰の諜査では分娩儀式見IJと対兜感情の関連はみられな

していたお産と違ったjと答えた人

い傾向がみられた。また陪特

に，呼吸法ゃいきみが上手に出来なかったという自己への

不満や，想像以上の痛みを分娩時の嫌な体験として捉えて

いた。経経分娩で、母子共に安全分娩に至っても，母:殺の分

娩;こ対する様々な感清が対児感情に

示唆された。分娩様式を関わず，

ことが出来るように看護をする

及ぼすと推察されるc
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275)初産嬬の妊娠惑における乳房の価値畿の変化

弁本加奈恵，芝崎恵，

(高知赤十字病続)

出

[際的}

がどのように乳援を従えているのかを知ることで，

保健指導の方法が見出せると

方法:

5名

作成

分析:

しな

5名中経様 36遷 4名， 40 i讃 1

えら之工る。

{結論}

1.乳房の留経緩は女設らしさが抵められ，

:こ持つようになる

2.乳震の変化を{本感

母:殺役割取得への援助となる

としての乳

日

276)妊娠後期の委をもっ夫の父性意識

一性投書IJ態度ならびに夫嬬関係満足との関連性

(陪

{録的}

当て，妓娠・出産期の家挟

iこ対する援助の方向性を得ることをねらいとして，本研究

る夫の父性意識と

との際連性を検討することを問的とし

{方法]

{結論}

ることが示唆さ

Vol.27 災0.3 2004 219 



277)子どもの泣きに対する母親の茂応

明i也事宇恵(関山県立大学大学技保健福祉学研究科)

松原まなみ，伊藤真由(福岡県立大学看護学部)

{目的}

子育てをしている母親の多くは，子どもが泣き止まなかっ

たり，言うことを聞かなかったりすることに対してストレ

スを感じており，育史不安・ストレスの増大や小売虐待な

どの母子関係をめぐる陪還がますます深刻化している。母

親が，子どもからの Cue(合を的確に解釈・応答でき

なけれ試，子どもの泣きに翻斧され，育児に対して困難な

、込まれていくこととなるc 本研究では，健全な

を行なうため，妊娠中の母親が子ど

を開いたとき，母毅の持つ共感性の違いによって

け止め方や気持ち，対処方法にどのような遣いが

見られるかを費約に検討することを試みた。

{方法}

A県内助産所;こ通院する妊娠後期の母親のうち，研究の趣

旨・沼ぴ0，{i命玉虫的配慮:について説明し， [可意の得られた 31

名会対象とした。平成同年 7~9 月に，施設内個室にて，

どもの泣いている映像をビデオテープによって呈

示し，その後子どもの泣きについての受け止めや気持ち，

対処方法について半構成的に面接を行なったむ共感性は，

ビデオ映像呈示開始前;こ，桜ヂj二の多次元共感浪IJ定尺度を用

いて測定し

67 

、による磁接内容の比較検討を11"なっ
{結果}

高共感性群 6名，低共感性群 4名であった。

高共感性群27.7二と3.9殺， f民共感性群32.8ごと6.9

初妊嬬は高共感性群 3名，低共感性群 2名，経妊婦は高共

感性群 3名，低共感性群 2名であり，各群関数であったむ

高共感性群は，子どもの泣いている玉虫出について， [抱っこ1
[オムツが濡れているL[授乳}といった具体的な内務を

挙げているのに対して，低共感性群は， [機嫌が悪し、L[さ

みしし¥L [かまってほしい]などの内容で、あった。 対処

方法については，高共感性群では， [抱っこL[オムツを替

えるL[授乳]であり， [泣き止むまでなんとかする]といっ

が終息するまで対処する傾向であった。抵共感性群

{諮っこ]， [授乳]，こ加え， [そのままにしておく]

;こ対する反応が見られた。

、によって，子どもの泣きに対する受けよとめ方

に異なる傾向が見られた。よって，母子荷の愛者形成を評

価する際，共感性という母親の特性をふまえ，奴娠期から

の継続的なアセスメントと援助が必要であることが示唆さ

れた。

278)初産婦の骨盤底賠カの変化と諜失禁との関連

…退j涜時と 1ヶ月持の比較ー

滝川節子(山梨法科大学大学技)

鈴木はるみ

佐藤みつ子(山梨大学)

[践的}

女性に多い腹圧性尿失禁は，主に骨盤底筋の脆弱fじにより

起こると考えられている会多くは，妊娠・分娩・産祷期を

契機に初発症状がみられている。 産搾期の尿失禁をすら防・

改善するには，弛緩した?手盤底筋力の回復が重要となる。

そのため，骨盤底筋力の変化を客観的に瀧定することが必

要であると考え，拐護婦の退続時.1ヶ月持の骨盤底筋力

を，内診得点と臨圧を基;こ明らかにし獲得期の尿失禁予

訪・改善への援助;こ活かすことを自的とする。

{研究方法]

経睦分娩をした健康な持続j28名を対象に 2003年 6fl ~9 

Rに実施した。調査内容は，質問紙調査票にて妊娠中及び

産簿類の尿失禁有無について行った。骨盤底筋力は内診得

と践任にて，退院時・ 1ヶ月時を測定した。虹娠中・産

と7寺盤底筋力(内診得点・陸圧)との関

らかiこするため検定・分散分析にて分析を行っ

について説明し伺;窓

[結果]

調査の趣旨とブライパ、ンーの保護

27.1ごと4.3歳。 E主持期尿失禁有無55IJの内診得点と

• 1ヶ月時を比較した結果，尿失禁有の者は，

られた (p立 .046)。結庄は有意差が

みられなかった .11)。尿失禁無の者は，内診得点と

庇には退院時・ 1ヶ月時とも有意差がみられた(内診得点

p=.0003，接圧 p<.0001)。また，内診得点と路圧を妊娠中・

産祷期を過しての尿失禁有無53IJを生鮮に分け比較した。内

診得点は群(妊娠中尿失禁符・産袴期尿失禁無)

られた (p=0.003)。謹庄は群と 4群(妊娠中

尿失禁無・産持期尿失紫~)に有意笈がみられた (p<.OOO 1) c

{考察}

初産婦の内診得点と臆庄はヶ月時の方が高い傾向で

あった。また，殻娠中・産搾期の尿失禁有無にかかわらず

1ヶ月時の方が内診得点・臆圧とも高い傾向で‘あったc ま

た，昔、f55IJにおいて尿失禁有無にかかわらず，退院時・ 1ヶ

月il寺では，内診得点・綾圧が一定でないことが瞬らかとなっ

た。?守護底筋力は，産袴 1ヶ月時は密箆過程であり，

は容易に尿失禁を程こしやすい状態であることが考えられ

{結論1l.産搾期の尿失禁有無にかかわらず退続時よ

り1ヶ月時のjjが内診得点・睦庄は高く，骨盤底務カは増

していた。2.)3支持 1ヶ月時は骨盤底筋力は姐復過程であり，

持婦は容易に尿失禁をおこしやすい状態である。
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279)女性原失禁の発症要患と QOL及びコーピングに潤する

検討

坂口げさみ，

{目的]

女性の健康問題のやで尿失禁は深刻な課題である。それは

識されるからである。

こと事を侵的として，

すると共に，

く，また QOしに強く影響すると推

女性尿失禁の発症を予i認する

について検討

QOL及びコーピングについて

したので報告する。

[方法}

1O~70 3356人を対象として自

紙会郵送，あるし した。賠収率は 60.1%であり，

その内の有効回答者 1982人 794 }...， 

1188人) 生物学的及び妊娠・

9境尽， Yu 

したことがある，

42.5% (819人)であり，

して 30代以上の女性では

れたくないと

みると，

人 (4.3%)であり，

つ

[考察]

女性尿失禁の発症頻度はおよそ 40%であり，発症のリスク

要国として加鈴， s¥;!I，段銘感染，罷経，母裁の涼失禁の

設住に揺えて，会陰WJ諮，器械分娩，経諮分娩が上げられ

また尿失禁を有する女性では，レジャーや旅行，

など外出や他人との交流の場においてストレスを強く感じ

ていたが， f也革まに懇談したり治療しようとするもの辻ごく

わずかで、あった会以上のことから，妊燦・分娩を異常なく

させること，分娩経験者には特に探失禁の発疲を予訪

するための教育フ。ログラムの開発と導入を穣揺的に進める

こと，中高年女性に対しては尿失禁に関する相談場所の設

寵の必要性が示唆された。

詞

280)中高年男女の健康に関する研究

一更年期醸害の自覚に関する盟子構造…

柴玲子，松村喜子，野口純子，合出力喜代子，植村裕子，竹

治紀， ctj係、和代，高嶋伸子，

{呑)11 

{目的}

本研究は中高年男女の鑓燦支援を検討することを局的とし

て取り絡んでいるc s学年，中高年男女のストレスへの対処

自覚症状に違いが認められたこ

とを報告した。今田泣，女性と男性における自覚に諒する

虚子構造からその特徴を明らかにする。

{研究方法}

ソブト SPSS11. Oj for Windowsを用い，調子

パリマックス

{結果}

45. で，女性 73名，

きたときか

るjなど 6現段で?縫っきの悪さ・

f耳鳴りがするjなど 4項目で

51.03::t4.08 

1.00以上

III は F党露霊・競走J醤~，院予Nlま仁皆、窃れ・動浮・手足のし

びれム節子vは F関部痛・肩こりふ因子刊は?発汗jで

あった。 信頼性分析の結果， 25項目全体のクロンパックの

α係数は女性0.858，男性0.840で内的整会性が確認された。

{考察]

男女とも 6悶子が捨出されたが，由子構造には違いがみら

れた。女性は鼠管運動神経擦症状，男投は精神・神経症状

が説明力の強い路子で検出された。このことから，更年期

自覚は，女i全では身体的な変化，男性では精神・心

理的な変化を意識するという特徴が示唆さ
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281)妊娠判明時から出産後までの女性の喫盟行動と関連要

菌(その1) ー妊娠判明時の検討一

大竹まり子ー，布邸周

[fヨ的}

喫;壊習慣のあった女性のうち妊娠判明後の喫;燈縦続者は 4

と報告されているが，妊娠判明持の行動の相違に着毘し

とはいえない。そこで本研究では，看護織に

よる禁煙支援に寅i欲するお1見を得るために，蛙娠判明後の

i喫題行動に関連する要!訟について検討することを目的とし

[研究方法I
M県 Smで実施している母子健康手帳交付に 2001年 9月

から 12月までに来所した妊婦のうち鵠査の主旨に了解を

1609名に自記式の質問紙を記布し，帰宅後iこ記入を求

め郵送法で態収。有効回答を得た 620名 (38.5%)を分析

対象とした。調査内容は鳥性(年齢，妊娠週数，家族構成

等)，喫煙歴及び喫;煙、伏況，喫煙環境，喫濯による健康影響

堀毛の JHLC，1t沢の母性理念である。議査は S

し，

としてロジスティック

{結果}

11.2 (ごと2.6)遣であっ

対象者には陸名性の

した。分析は属性等において

タ誌や央{伎で 2群に分類して

(非i契燦若手)580名 λ喫燦している妊婦

40名 (6.5%)であった会非l契題若手の内訳は嘆煙経験なし

263名，括娠前に禁煙 188名，妊娠判明時禁理 129名で、あっ

喫煙による健康影響の情報を開いたことがある者 419

名 (67.6%)，実家の喫理者あり 470名 (75.8%)，詞岩の

喫煙者あり 377名 (60.8%)，身近な友人の喫理者あり 437

名 (70.5%)であった。持娠判明時のl喫煙行動に関連する

婆冒として単変遷;で泣，核家族以外，妊娠異常あり，実家-

i可居・身近な喫理者あり，伝統的母性意識高群，喫;綾によ

多変量で泣「喫;穫による

f同居の喫煙者あり，身近な喫煙者あれ

が検出されオッズ上ヒはそれぞれ 2.11，2.92，5.17であった。

{考察]

より 2‘11倍喫煙していたニと，

ことがある者は 7割近く

だ、ったことから，防;康教育を実施するにあたり理解が深ま

るよう内容と方法の工夫が必望さであることが示唆された。

また，陪農の喫煙者，身近な喫煙者の存在が妊婦の喫煙に

していたことから，蛙婦の喫煙環境に後点をあて

禁煙・防煙教育が妊婦の禁煙支援に効果的な影饗をもたら

すと推察された。(平成 13年度科学研究費様劫金により

施した一部である)

222 日

282)妊娠判明時から出産後までの女性の嘆建行動と関連要

患の検討(その 2) 一妊娠末期の検討一

間周平，大竹まり子，小林淳子

(山形大学医学部看護学科)

{目的}

本研究は娃婦の妊娠末期における喫煙行動を把握し， Jf.毒性

や喫煙環器などの要因との嬰連性を検討することを目的と

した。

{研究方法}

¥<1県 Smの母子健康手帳交付に来所した妊婦 1609名を対

象とし， 2001年 9月から 12月に第 1沼自の自記式質問紙

調王室を行い回答が得られた者のうち，引き続き 2間関の調

査に協力の得られた 432名に対し，妊娠 36滋壊に妊娠末期

の状況を尋ねる費関紙を送付した， 307名 09.1%)が回

収され，有効回答が得られた 275名(17.1%)の分析を行っ

た。調査内容は最性，喫煙壁、及び喫燦状況(喫煙本数，

理の経験，禁;壊を勤められた経験の有無)，喫煙環境(家族

や身近な喫煙者の存然)，喫建による健康影響の認識，場毛

の JHしC短縮版，花沢の母性理念を用いた。分析において

数量的データは中央依にて 2群に分け，単変量解析にて喫

煙のオッズ比を算出し， さらにロジスティック回帰分析を

行った。調王室辻 Smの母子保健資在者;こ調査の承諾を得，

[結果}

であっ

口頭と詩:笛で説明した。

29.4土'1.4
1.2i認であり， 49名(17.8%)は出

129 ::名付6.9%)，核家族 237名

2.娃娠末期での喫捜行動:妊娠末期の喫煙者は 32名

(11.6%) ，喫煙本数は平均 5.9ごと5.0本であった。喫煙を

した理出はf吸いたくてたまらなかった 17~ (53.1%)， 

f発散するものが欲しかった 14名付3.8%)，たばこ

を吸っても大丈夫なお母さんがいるからJlO名 (31.3%)
で、あった。

3.関連要因:単変量解析の結泉同居の喫;理者あり身

近な喫煙者あり j，f年齢が 29歳以下J，r喫煙による健康

9点以下j のものに喫よ望者の割合が有意

に多かった。さらにこれらの要患を投入したロジス

ティックi部活分析の結巣同居のl喫;煙者あり(オッズ

上ヒ 3.38)，r身近な喫捜者あり(オッズ上ヒ 4.54)

し

[考察]

として

と身近な友人のやに喫煙者が存在することのみが

このことからま壬総本人が禁煙の実行・継続を努力

しても，局留の喫;燦者がいることによって組容されている

のではなしゅ叱考えられる。妊織だけでなく廃囲の喫;煙者

にも禁煙の必要性が理解され，実行されることが，娃婦の

禁揮の成功に導き，受動喫;穫も防ぐことにつながる。妊婦

だけでなく，家族や友人の喫;煙者も対象とされるよう

煙.I坊理教育の機会や媒体の工夫が必婆であると考えるお

(平成 13年度科学研究費補絞i金により実施し

る)
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283)妊娠判明時から出産後までの女性の理想行動と関連要

臨(その 3) …出産後の検討一

回淘王手，大竹まり子，

{隠的}
近年，喫震が健康に及;ます影響について社会の協乙、立高ま

りつつあるが，女性，ことに若い世代の女性の喫支霊泉はむ

しろ上昇しており，控室主嬬や児に対する健康被三容が懇念さ

れる。よって，

の喫捜行動とその関連要盟

ことを沼会むとするむ

{研究方法}

38名であっ

名であり，そ の

名 (98.6%)で、あった

139 ~ (54.1 %)で，

らの友人 63名

ツ

ロジスティックモデルに投入した

り(オッズ比 3.67)， 

りJ(オッズ比 4.10)， 

ズ比 2.65) が有意な変数として抽出さ

[考察}

出渓後の母親の噴煙;こ関連する

有無，身近な喫煙者の有無，

産後の喫煙をニ予拐するためには，

;理教育，禁;埋支援を行うだけではなく，詞居者や友人等の

間世代の者，さらには職域等に対しても

譲を行うこと，また潟産惑の女性に対

長室:に入れたIl方嬢教育，禁建支援を行うことが肝要であるこ

とが示されたo (本研究は平成 14年度科学研究費補助金を

受けて実施した研究の一部である)

臼

284)妊娠前から出産後までの喫驚行動の変化と禁援に関連

する要閣の縦断的検討

小林淳子，

{呂的}

1.母子手帳交付特に把握し

{結果]

名であっ

[考察}

自

を高める支援が効果的であることが示唆された。

平成 15年度科学研究費議劫金を受けて実施した研究の一

部で‘ある)
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285)臨地実習中に看護学生が感じるストレスの影響検討

吉行部美(飯a女子短期大学)

{尽的}

臨地実習を過し知識と技術が統合され，学生が生き生きと

臨んで欲しいと瀬っている。しかし現実は，実習が終盤に

歪つでも毎日の記録で精一杯の現状である。本研究は，

生が実習中に感じた教員サポートと実習で感じるストレス

を分析し，今後の実習指導の一助iこすることをg的とした。

{研究方法1
1.調査対象:看護学科 3年生 53名。

2. 調査内容:教員サポート.The Burnout Measure • 
る逃避的感情・実習前後の照題対処行動の質問を

?γう。

3. 倫理的挺慮:1)研究の限的 2)得られた結果は研究g

的以外には使用しない 3)調査法全て無記名である 4)

結果は全て統計的処理を行う 5) 協力は強制でiまない

6) 矧答内容で不利益を得ることはない，以上を謂資用

して口頭でも説明した。

{結果]

1.対象者の背景対象者 53名，有効回答 87%，有効回答

96%。年齢 20~23 歳。

2. 教員サポート:13境問の質問合計の平均値は 45.86

(S07.6)であった。個別では，。患者援劫負担が大き

う2) 信頼できるア Fパイス 3) 住!った時の

が上{立で、あっ

3. The Burnout Measure : 20項尽 生の

があり，

(S010.5)で，肯定的自の質問合計の平均値は 9.25

(S02.1)であった。個別の否定的質問では，1)疲れや

すいの不安な気持ちになる 3)身体が疲れ果てる，が

上位で、であった。

4. ~:ì接的感情:実習に行きたくない，実晋を辞めたいとい
う2項践の笠間に対し，合計の平均値は 7.02(S02.5) 

で、あった。

5. 3つの関係性:学生の状況としては，1)燃えつき状態

19名 (43%)2)警戒症域 13名 (30%)3)安定状態、 12

::t (27%)であった。 3つの状況と教員サポート・逃避

感情の平均の際係性はなかった。教員サポートとの関係

教員サポート感が低い学生が高い学生より，実

習への逃避感情が有意 (P<0.05) にあると Lづ結果が

6 実習前後の鰐題対処仔動:26項目の質際に問題直後な

どの 6項段が含まれ， {I限前]有の学生を実習前後で比較し

その結果，実習前と比較して問題夜視の傾向が高ま

り (P<0.05)，認知操作する傾向が抵くなることが分

かった。

[考察}

臨地実習のゆで学生の問題;こ向き合う姿勢は高くなるが，

その一方で燃えつき状態;こ至りやすい。そして学生は教員

のサポートにまずまず満足していたが，その満足は実習中

の具体的な援助やアドバイスであり，俗人的な悩み・不安

への相談，励ましの言葉などには瀧足していなし、。今後，

学生が不足していると感じたサポートに対し，意図的な係

わりが必姿である。

286)看護学生の髄みとコーピング!こ関する一考察

横山窓子，長谷川真美，隈本佐智子牟，布筋晴美，今J11詩子，

江田節子(埼玉県立大学短期大学部看護学科)

三浦宣彦(埼玉県立大学保健医療福祉学部)

[際的]

とコーどングの状況を把握し，学生に対す

る効来的な教育方法を検討する基礎資料とする。

[研究方法}

(以下 4大生)(238名)， I湾大学短期大学部

3年談程 (112名)及び2年課程 (53名)の学生

403名に，平成 15年 5)ヲ，質問紙読査を行った。研究の趣

旨及び自答は無記名で劉人が特定されないよう配慮するこ

とを説明し，同意が得られた者にのみ回答を得たc 実施し

た心理測定の中から，今回は悩みと棺談者，コーピング尺

度との関係について検討した。 SPSS11.5を用いたす検定，

d検定を実施，有意水準 5%とし

{結果]

3年諜稜;辻ま学業.進路陪題で

少なかつた。 2年課程では経済問題で悩む者が多く， 4大生

・進路問題で、悩む者が少なかった。コーピング尺

・情動焦点・逃避型の得点、で見ると， 4大， 3 

2年課程の学生開;こ有意差はなかっ

全体での桜みの存類、とコーピング得点との関係を見ると，

ある者i玄関題焦点型が高く，健康問題のある者

く，人鰐関係問題のある者は賠題焦点型

と情動焦点型が高かった。人間関係問題で、の鵠みの対象別

との関係を見ると，教員との関わりや恋

く，友人との悩みを

抱える者は情動焦点;型が高かった。これらの悩みの相談者

は，友人 (91.6%)，家族 (61.2%)が多く，教員(1.1%) 

は非常に少なかった。相談者さと 2つ以上持つ者 (39.5%)

は 1つの者 (60.5%) こ比べて問題焦点型が高かった。特

に，家族を相談者に選んでいる者では問題焦点型と，情動

焦点、裂が共に高かった。

{考察]

人はさまざまなストレスに，問題焦点・鴻動焦点・逃避型

の3種類のコーどングで対処している。今自の看護学生は，

文献の一殻学生と比較し，全てにおいて高いコーピング得

点であった。看護資格取得を釘指す教育環境は，一般大学

に比べてストレスが高い状況にあり，学生が多様なコーピ

ングを用いて積極的;こ対処している姿が伺えた。ストレス

に対処するには，相談当者の有無が大きく影饗しており，多

様な持談者を持つ学生ほど対処能力が高く，若い学生に

とって家族が相談者として存夜することの大切さを再認識

した。教員は相談毛?としての役割が担えるよう努力する必

要があり，学生が羽頃から気軽に相談できる場を大学内に

磯保してし、くことも重要であるc
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287)看護学生の Senseof Coherenceを嘉める教育に関す

る研究(第一報) ー不安との酪遠から一

杉山洋介(横浜市立大学市民総合箆療センター)

[s的]

るとは設い

られてし、ないcそこで本研究では，

とストレス対処能力としての

Sense ofCoherence (SOC)との関連を検討し，

の示唆を得ることを問的とし

{対象と方法]

{結果}

(p<O.OOl ~0.05)。マイ

5.不安のマイナスへの影響で泣， SOC 
られた (p=0.013)o6. SOC 

あ

ある

できない，教員のサポート令求めない，

1m者から評{泌されないと思う度合い

< 0.001 ~0.05) 0 

{考察}

ス・マイナス双方に影響し，プラス

SOCの高さや状態・特性不安の程変が関与し，マ

イナスに及ぼす状態不安の影響iに対しては， SOCの緩衝効

果が認められた会よって SOCが高い学生では，たとえ不安

が念じたとしても学習活動上の問題に発展しにくい。しか

しSOCが低くかっ状態不安が高い学生では，マイ

が出現しやすいため，看護教育の初段階におし

安の様相を把援・介入する重要性が示唆された。

段

288)保健医療福祉系大学および短期大学学生の心理的特徴

に関する…考察

今j刊誌〕子，

[践的]近年の若者は，コミニュケーションをとることが

と言われているが，人と欝わる援助識をめ

においても例外で誌ない。本研究で辻，

よび短大学生の人間関係iこ対する態度と窃己イメ…ジ

に関する 4尺疫の分析から，短大学生の心環的特徴を明ら

ことさと沼

ム
J
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え

ず

考

ぎ

と
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す

ル
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し

る
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{結論}保健医護福祉系大学および媛大学生の人間関係に

対する強度と自己イメージ;こ関する 4尺度の分析から，短

自尊感情が低く，規範;ことらわれ飽者との関わり

る傾向が強いことが明らかとなった。援勃職を育て

るという読点から，学生自身が自己に自信をもてるような

教育的支援が必要であると考えられた。

¥fol.27 災0.3 2004 225 



289)臨地実習進震と学生の看護過程に対する ζ臨難さ'の変化

上野公子，若手藤紀子，青木萩子

(新潟大学医学部保縫学科者護学専攻)

i研究筏的]

看護過程において，学生は関難さを感じていること，臨地

での体験がその習得に影響することが指摘されている。そ

こで今詔，表護過程における指導の手がかりを得るために，

諮地実習の進度によって学生の悶難さの認識がどのように

変化するかを明らかにすることをロ的としたむ

[研究方法}

3年生 80~o なお，事前に研究への協力は自
由であること，成績に無関係であることを説明した。成人-

1 (3週). D (2選)終了後(以

1，実習 D(と略)に自記式調査を実施し

おは，看護過稜の構成要素である f情報収集j

から f計画の修正jまでの 11項目とし，盟難さの程度は「助

言があればできるj の l点から f自告をもってできるj の

5点亥でを 5段階に設定して8己評価させた。(なおで

きなしリはO点とした)また，最も題難さを感じた項自主?

一つ選択させた。検定には分散分析 (Tukey法)を用い， P 

<0.05有意水準とした。なお，統計解析には統計ソフト SAS

Version 6.12 for Windowsを使用したc

{結果}

D (43.2% (35人)であっ

実習前と実習 f

しかし，実習 1 (と

汗十闘の修正j 及び合計点に実習前と

ヲ十i留の実施結果の評価j

f言十罰の修正j 及び合計点に有意差がみられたc また，

生が最も[IJ難さ会認識する項釘は，いずれも f情報の分析・

解釈jが最も多く，その割合は実習前 21.0%，実習 1(35.0%， 

D (37.2%と増え，評価も f多少の不安はあるができ

るJの3点まで至らなかっ

[考察]

自己評価の合計点は，築資 1(と実習 D (， 

D(に有意義がみられたが，実習高iIIと実習 1(では

た。これは，実習によって学生の 4思難さ'は

が 1回ではその変化が期待できず， 2沼以上の醸

ることを示唆しているつまた，自

1 (と実習 D (，実習話と実習 D (の両方;こ

られたのは，結果の評倒j と f計図!の修正jで

あった。このことは，学生が対象者に直後援効したことで

その実態が従えられ，評価が可能となり‘毘難さ'が減少し

たためと考えられる。他方， r情報の分析・解釈jは，

後;こ‘器難さ'を認、識する学生の割合が増えたこと，評{阪点

もわずかであったことから， 2回の実習終了後も

報の分析・解釈jを学生;玄関難と捉えている。この学生の‘困

難さの認識が実習のどの段階で変化するのか，また，

習準備状況，対象者の状態，指導な

要問は伺かが今後の課題となっ

290)臨地実習において学生が「思った」体験とその要国の

検討

平野裕子(緑玉県立大学短期大学部看護学科)

[目的}

臨土忠実習において学生が?図ったj と認識した場阪からそ

の内容と解決状況を明らかにし，今後の効果的な支援のあ

り方を検討したc

{研究方法}

S 3 !よ 2 

114名のうち，本調査の趣旨に詞意を得られた 14名の女子

学生iこ対し，語地2延安において f濁ったj と感じた場面の

想起を求めその時の感情とその後の感情変{とについて半構

成的弱接調査を実施し学生がとらえた原因を内容毎に分析

した。倫理的配慮として街接能始時再度了承を得， 1隣人が

特定されないよう努めたお

{結菜]

学生が臨土也実習において f調った」と感じた場函は 67場原

あり，指導方法や指導体議IJなど教員8体の指導;こ対する間

態 (26)，自己の判断能力や患者との対人嬰係など学生自身

が涼隠とされる出題 (26)，学生iこ対する教育や指導看護姉

の対f，むなど実習体制;こ関する問題(15) に分類できた。ー

ったj と感じた場面について解決できたのは 67

場面中 19場街あり， 48場関は解決されていなかった。解

決できなかった場面をみると教員自体の指導に対する開題

については教員に指導的介入を求めたが納得いく倍答まで

は得られなかった，あるいは f倒ったj ことすら表出で、き

ていなかった。学生自身が涼関とされる陪題について

のものに対して不安や疑問を生

じたがその内容に対して納得のいく回答や方法を見出せて

いなかった。実習体制に関する問題については解決しよう

と助設を求めたが納得いく仮!答が得られず，自分8身の行

なっている行為に看護を克出せなかった，あるいは言って

も体制は変えられないものと思い込み表出さえしていな

かった会

{考察}

大半の学生は「揺ったj ことが解決されていなかった。特

;こf回った」ことに対して教員による指導的介入を希望し，

護助を求め指導を受けたが実際には指導そのものに満足し

ていなかった。これらを踏まえ学生が能地実習において効

来的に学ぶためにはまず学生の患いを表出させることが必

姿である。そして学生の患いをしっかり受け止め，学生自

身の内面に生じた感情表出をlJi':せるようなかかわりが求め

られている。そのためには教員自身が学生に関心を向け，

り添いながら入部対人間として関わっていること

を学生が意識できるように際係していくこと，学生自身が

るよう方向づけていくことが必婆で、ある。

そして変えられないと認識していることに対しては変えら

れる可能性があること示していく必要がある。
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291)ヰ年生大学における男子看護学生の実警での体験

軸丸清子，

1.研究g的

どのような体験をしたのか明ら

かにする。

2.研究方法

質的帰続的研究c

から，臨士也実習での体験が表現されている

カテゴリーイヒ

3.倫理的記慮

研究の問的と

名，

また，援

3名が諮った内容から以下のカテゴリーが抽

出された。[将来の自己像]看護という職業の中では男性で

ある自分は少数派となることを自覚した上で，むしろその

孫少俗髄ゆえに自己のカ

において，自己の伎に直沼し，

時に男性であることが看護職として泣不利であると感乙る

体験をしながらも，性にこだわることなく自分を受け入れ

てくれる患者との出会いや患者からの感謝の言葉，仲間の

により実習を乗り切り，多くの学びを得ていた。

日

292)学生が到達関難な看護概論の内容

自己評価の分析から

近藤総子，

{際的}

(徳島大学医学部保縫学科)

と

と認知した内容

とともに，次々三度の一助

思

していなかったために，この項自

であること，

結果告と次年度の教育に活用する

6 YlIこは 65

の項自への部達函難の割合は，

してし

{考察}

られている。これらの頃図

レベルは定義の設暁である

ることと認識しており，到達がE盗難と考えている。

;ま，定義がどのような内容で構成されているのかについて

より縮かい説明を行い，理解を深めていくことが重要と

えている。さらに次年度にむけて授業内容や，到達額擦の

しをすることも必要と考えるc
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293)臨地看護学実習による f自己決定型学習能力のレディ

ネスj の変化に関する検討

松浦和代，山内まゆみ(旭川|

{倒的]

鵠地看護学実習(以下，実習)による看護学生の f自

定型学習能力のレディネスj の変化，および自己効力感と

の関連性を検討した。

[噺究1J・法}

1)対象:本学看護学科の平成 14年農・ 15年産 4年生で、あっ

2) :自記式笠間紙法とし，調査内容は，(1)白木

Self-Oirected Learning Readiness Scale (日本語版

SOUミS)，(2)一段性セルフェフィカシー(自己効力感)

と

3) 手続き:議奈は 2部/年度の企画とし毘閉

め 5月， 2酪悶は実習後の 10)ミに実施した。配布・回

とした。データの照合は ID番号によった。

心倫理的配省、:1田自の錦査に先立ち，研究図的・方法・

ブライパシーの保護・権利!などについて文書および口

で説暁し，研究参加の悶:立を得た。

5)分析方法 Wilcoxonの符号付き)1組立検定， Mann-Whitney 

のじ検定をfflし

{結果}

1)回収率:111名

名(出収率 93.7%)， 

94.2%)であっ

SOLRS:得点の平均値は l間13が 191.6(S022.0)

点， 2回目が 200.9(S025.4)点で有意の差があった (p

< 0.001) 0 1沼釘に比較して 2問自の得点が上昇

生(以下，レディネス上昇群)は 69名 (70.4%)おり，

その平均僚は l回目が 190.4点， 2問自が 207.0点で有意

な楚があった (p<O.OOl)oi出こ，得点が下降した学生(以

下，レディネス下降群)は 29名 (29.6%)で，その平均

{際立 i慰問が 194.6点， 2回8が186.4点で有意の廷があっ

た (p<O.OOl)c 2群潤の比較では， 2閉自の平均値に有

られた (p<O.OOl)。

3)一段性セノレフェフィカシー尺度:この平均伎は，レディ

1回目が 6.4点， 2問自が 7.7点

あった (p<O.OOl)。だが，レディネス下終群では，

なかったっ

{考察]

1院院 7.1点， 2回目が 7.3点であり

は変化に富み，看護学生にとってはストレッサーの多

い学習環境といえる。ストレッサーの多さは学習効果の抑

制嬰密と解釈できるが，対象者の約 70%は実習によって自

のレディネスを伸ばしていた。したがっ

の観点からみると，

促進する学習方法と評価できる。また，学習場衝における

自己効力J惑は学習への動機づけや到達度に影響を与える安

調と考えられているが，本結果から，自己決定型学習能力

のレデ、ィネスの伸びには自己効力感との関連性もしくは問

調性があることが示唆さ

294)看護短大生の自己成長意識と自己効力惑・人生成熟度

による影響

長谷)I (埼玉県立大学穏期大学部)

[13住吉]

自己成長の意識を自弓効力感・人生成熟度を軸とする比較

分析を通して看護短大生の特徴を明らかにし，学習に対す

る支援を検討する。

{研究方法}

調査期間:2003年 7JL対象:短期大学

(心理学・人間科学)に夜籍し，調査に間意の得られた 1

年次女子学生。データの収集方法:調査紫は授業後;こ配布

し 3遺関以内の所定の箱への投函を依頼した。倫理的記

:調査の目的及びデータの処理方法について説暁の後協

力の意忘を確認した学生に配布したっ務査票には目的と共

;こ連絡先を明記した。調査紫は然記名自記式とした。龍王華

内容:文献検討に基づいて作成G 項沼{ま年齢・性汚IJ.所属

および，自作の自己成長意識(16項目 5件法)，坂械の人

生キャリア(18項目 5件法)， Shererの自己効力感 (23項

民51牛法)など。データの分析:統計解析ソフト SPSS(V.10)

を用いて溺定用具の妥当性と信頼性の確認を行い，主要変

104名，大学生で 117名の計221名。

質問?自分がどのようになったら成長

したといえると思うかjへの自由記述 (2002年)を元に 15

~Hこ集約し，その他を加えた百十 16 項釘を自三成長意識尺

としたc各項 13の平均値の最高は 4.50(欠点を克服)で，

2.58 (女性らしさ)で、あったc 区i子分析の負荷量が

多い)1僚に 1社会性， 2役寄せ， 3関係性， 4精神的!3:s1:と命名

した。尺度の信頼性を表す α係数は 0.7956と高く，それ

ぞれ l項目を除いた場合の α係数は 0.7689以上となった。

各関子の下位尺度得点の平均値は精神的成長 (4.26)，関係

性成長 (4.11)，役答IJ成長 (3.95)，社会成長 (2.92)の)1僚に

高く， 13也記述と開様の傾向であった。下位尺度部相関は，

社会成長と役割成長，鴇衿的成長と系性成長が互いに比

較的強い相関で他の項回開も抵い相関があった。入金キャ

リア尺度の総得点の平均は 61.2ごと4.71，自己効力感の総得

点の平均は 70.4ごと6.37で，総得点から間尺度さとそれぞれ 4

群;こ分顕した。自己成長意識 4忠子の下位尺度得点と人生

キャリア尺度の 3群のみ誌い相関があった。所属足立の t検

自己成長;意識尺疫 3項釘，擦係性成長と精神的成長，

人生キャリア尺度総得点に差が見られた。下位尺度得点{こ

対する所属と人生キャリア尺度または自己効力感尺震との

分散分析では交互作用はなく，社会成長と役割成長は人生

キャリア尺度の，精神的成長は所属の主効果のみ有意で、

あった。?自己成長意識尺度jに対する自己効力感との

性が予想以上;こ抵い結果となり，再度自由記述の分析から

内容や構成などの妥営住を確認する必要がある。今後は精

神的成長に潟して所属による違いに着目した支援や，人生

キャリア尺度が低い学生への社会性や役割の成長に関する

支援の検討が課題と考えた。
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295)看護学生の自己成長に対する議題認識の検討

長谷JI 

(さいたま

{目的}

教育システムの構築を最終問的とし，

自弓成長に対する課題認識の状況を暁

らかにし，自邑効力感・人生成熟産との擦連を検討し支援

の方向性を見いだす。

[方法}

対象:

ソフト SPSSv巴r.10.0を用いた羽子分析，

分散分析。有意水準 5%と

{結果]

{考察}
く， r今ある

こなすj などの統融課題の認識が強く，

g指すjj河が暁確であると同時にそのための努力を

している実態が明らかになった。このことは，

を過度ととらえ，必要以上にストレスを抱える結果ともな

ろう。学生の意向に添いながら，しかもゆとりを考えたカ

リキュラム編成などを考えていく必要がある。人生成熟度

のレベルによって課題認識の程度に蓋があったことから，

成熟度も考え合わせて支援を検討する必要がある。

{結論]

もち，特に今の状況に合わせて

自己をコントロールしていくという統制課題の認識が強いc

g齢、課題認識が自己を追いつめることがないよう

習の幅を広げ，人生成熟度とも合わせて支援を検討する必

要がある 3

日

296)看護を学ぶ大学生の価値観

態度，行動を動機付けるものであるため，

、ては重要な意味をもっ。特iこ，

である若者の多くが生まれた 1980年代は，価値観が転換し

た時代であると

学生の価値観を知るために， Schwartzの価値の理論モデル

を用いて，

総定したc

I研究方法}

2000 

ままを行つ

の仮綴項gについて，非常に重要であるjから

まで 4段階の尺度を用いて評{泌する

研究の倒的と方法を説暁し，自由意志での参加協

力を求めた結果， 202名から有効な部容を得たn データは

[結果}

Schwartzによると， 57の価値項目は 10の締緩領域(じK
sE，T沢，CO，SE，POλC，HE，ST，SD) を構成するむこのモデル

を応用して，本調査で得られた各{樹皮領域の評点平均値を

したのが鴎 1であるc

このモデル

していくこと

とf子動の自由さと得ること

であるが，権力と議威，決楽を追求するわけではないc 大

切なのは，自分と局留の人々の健康と安全と芸名揺であるJ
と要約できる。最後に，他者の福手司令目的としてそのため

に自ら働くことを志向するじ災

討を

り，卒業を関近に控えた 4

たことは評価すべきであろう c

PO 

UN:Univ官 salrty 人類全体のさ善幸喜志向)
，TR ~~: B側四!前四(身近な人々 のさ善幸蓄窓[勾}

TR : Tradition 伝憲章の緩ま幸a:肉}
CO: Conf，開nity 変化と怠綴と伺繁志向)
SE: S凱 xrty 安全と安定志向)
PO・PO淵 (握力添削

CO AC・Achie四階、，t(爵約遂主主志向)
HE:H泌抑制 (佼言葉友達審}
ST : Stimulati開 {変化と書留j還まのi皐主主)
SD: Self-Di問 ti剖{自践とi3t翠の透主主)

殴 1 {I話綴綴域の終点平均値
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297)卒業論文作成の学習過程における学生の自己評価

内海知子，中添和代，松村嘉子

(委)I 

[el的}

卒業論文作成の学習過稜において，開始前・開始後 2ヶ月

(準備期)・開始後 6ヶ月(展開期)の各持期の到達度に関

する学生の8己評価の変化について明らか;こする。

{方法}

:A短期大学の 3年次学生。期間:2003 年 4~9 月。

具:学生が自ら評価できるように計酪性・

-倫理性・論理性の 5つの観点から独自に作成した

隠の翻定沼具を用い， 5段階のリッカート尺震で判

分析方法:各時期における自己評価点について記

より分析した。倫理的配慮:卒業論文作成の指導

った 12名の学生に対し，自 由意思による参加で

しないことなどを説暁したうえで，

られた 12名を対象に

{結来}

白弓評価 24項良中 20項目において，学習の経過に伴いよ

していた。なかでも計画書:作成に関する項自は，開始前

から開始後 2ヶ月にかけて+1.6，開始後 2ヶ月から開始後

6ヶ月にかけて+0.8と最大の進歩がみられた。逆に，課題

の総出期限に関する項尽;ま，開始前から開始後 2ヶ月;こか

たのは，

ない菌己癌:;ニ関する項目

(2.8)であり，開始後 2ヶ月では指導日時などに関する

針。.3)，開始後 6ヶ月では対象者や施設が特定できない

お(3.8)であった。 逆に，最も点数が低かっ

たのは，開始前では計図i書作成に関する項目(1.4)であり，

開始後 2ヶ月では独自の発想で展開する項目 (2.5)や正確

な用語の詑述に関する項目 (2.5)，開始後 6ヶ月では計閥

性を持った取り絡みに臨する項包 (2.5) であった。 5つ

の観点からみた各項自の平均点数において，際始前・開始

後 2ヶ月・開始後 6ヶ月を通して最も高かったのは f倫理

性j で、あった。逆に開始前・開始後 2ヶ月・開始後 8ヶ

月を通して平均点が最も抵かったのはf論理性jであった。

らみると，卒業論文作成の計画に関しては指導が

没:むにつれて回標達成していくことが考えられたが，提出

闘が低いことから，自ら諜題を発見

を進めていくことは，難しい傾向にあることが明らかに

なった。 また，卒業論文作成の揺始前から開始後 6ヶ万

を過して f倫理性j が最も潟く，学生が考えたレベルでの

ていたことが示唆された。一方で，同期間にお

いて守l急理性Jが最も{まく，論文記述が進むにつれ論理的

思考に基づいた作成が難しいことが示唆された。 今後，

各時期における教員の学生への支援に~する検討，測定用

兵の妥当性・信頼性の検討をしていくことが課題である。

298)看護学生の活動最の縦断的調査

一講義中，実習中を念めた 1年間の変化一

山口出子，増間敬子(神奈川県立保健福祉大学)

飯患伎代(神奈川県立衛生短期大学)

{隠的}先行研究で、審議学生の講義中の活動翠;調査を実施

した結果体力がある方が活動量は多いことが示唆された。

本研究では 1年次から 2年次にかけて講義中と実習中

し， 日常生活における活動状況の

変化をみることを践的としたc

{研究方法}対象は 2年生短期大学生， 1年次に研究目的，

時期，回数を設暁し調査に協力の間意を得られた 29名であ

る。生活活動量調査を 1年次前期講義中 2週陪年次後

2週間，実習中 2週間， 2年次前期実習中 6週間

実施したc 学生にライフコーダ(スズケン社製加速度計測

装置付歩数計)を装着させ，総エネノレキー消費量，

歩数を測定した。サンプリングタイムは 4秒でインター

ブエスを介して演算処理した。浪IJ定結条は講義中と実習中

の平日の平均と土曜， 日曜，祭日の平均とに分けて比較を

行ったc

{結果]1年次前期・後期講義中， 1年次実習期間中・ 2

次実習期間中いずれの時期も王手段より休日の方が総ヱネル

;火と 2

く差があった (p<O.Ol)。

は平臼の活動量が多い傾向があ

(p<0.05)。震対に休日の活動量

しており歩数に悲があった (p<O.Ol)o 1年次後期

やより平日の歩数は多かった (p<0.05) 

やの活動量は l

i考察]平日より休日は活動量が少なく，先行珊究の調査

結来と悶様の傾向であった。 1年次前期より後期の方が平

日の活動量が増加し，i木おの活動最が減少しており講義や

実習が過密になると，休日に活発な活動ができなくなるこ

とが示唆された。実習やは講義中より歩数は多かったが，

運動量，総エネルギー消費量に差はなかった。実習中の方

が講義中より活動量が多くなると予測したが運動量に大き

な援はないことが分かつ

表活動金の変化

主主Ei告費量:(kcaJ) 迷拶j殻(kcaI) 歩数(歩)

1年次荷台j掠走中 1834.2ごと 172.5 214.2こと80.7 8779.9ごと2961.2

n=29 17i7.9会 164.8 167.1二と55.6 7184.0ごと2338.8

1年次後j努講義ヰ 1863.3ごと l日.2 238.9ごと80.1 9021.5会2262.0

110コ26 1757.6ごと 133.6 146.0二は7.4 5980.9ごと 1947.0

1年次後期実習中 1900.7会 169.5 254.3ごと70.4 10198.5::t 1972.6 

n=26 1753.1土日1.0 145.2二と55.5 5966.3ごと2む86.7

2年次:誘惑突潔中 1907.3二と 128.9 257.7土47.5 10210.3土1503.6

n=19 1734.2土 136.8 144.3ごと62.0 5912.6土2307.1

上段 王手日，下段:休日 平均ごと綴詩討議主主
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299)看護学生のリスクテイキング行動の分析 (2)

一学年間の比較一

{良的]

によりどのよう

検討するものであるc

{研究方法}

[給条と

2年次・ 3年次とも，全体として殻険度が高く評定さ

動はリスク敢行総系が抵く評定されているc 特iこ，

窃では危険疫が高く， リスク敢行確率が低く評定されてい

5項自の平均危険度評定で3

高く，各項自とも 3年次が 2

していた。 5現段の平均リスク敢行

く，報告のため看護部を探すj項目で

は 3年次が 2年次より高く，それ以外の 4項自では 3年次

より低く評定していた。クリテイカルシンキング

りのない判断 i根誕の重視諜求心jの

3昌子とも 3年次が 2年次より有意に高い{疫を示してし

リスクに対する傾向性では差はなかっ

自

300)授業形態が看護学生の自覚する疲労症状に及!ます影響

{隠的}

効果的な授業方法を考える一助として，

a覚する疲労疲;伏に及ぼす影響

を検討した。

{研究方法]

詩人を対象としたc

aに開講される看護基礎技術の教科において，異なっ

た授業形態が主主ぶ期簡を利用し誤差去を行った。調査 1l璽a
， 2週目 i主演習(午前中の前半は

形態会

う)， 3適悶は実智(午前中全て学内実習)でAあつ

には研究の遜震を説明し，研究協力は自由であり，

とは祭器係であることを缶えた。

[結果]

していた自

りするJr限
rgがつかれるJr壊になりたいj であったo 2翠gの

においては，授業開始前に比べて午前中の設業終了直

した鼠覚症状はなかった 3 題筏

習においては，授業欝始前に比べて午前中

(p<0.05) に増強していた自

ちるj であっ

てずっと授業を関くとい

ると推測される自

，すなわち長持開立った

への授業効果を考えると望ましいとはいえない。

習を組み合わせた演習の場合においては，学生に自

の増強はみられなかった。学生が娘くならず，集中力を保つ

る方法として，座って講義を開くことと，

体を動かして体毅するという内容を組み合わせることが効

果的であることが示唆された。
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301)学士課程の基礎看護学実習における学習効果の評価

一実習の満足度と実醤中の悩みとの関連

農協E嘉子，西

(京都清立医科大学医学部看護学科)

{目的}

学士課程における基礎看護学実習の効果的な展開方法を検

証する目的で，実習筏襟及び行動目標の達成農と実習の満

足度，実習中の悩みの関連から学習効果を評価した。

{方法]

は 1年次;こ 5日間 (6月に l日， 10月に 4

日開)， 2年次;こ 10日開履修する。本鵠査の対象は， 1年の

10月に線地実習を行った学生 150名である。調査員寺期は

10 月 ~2003 年 10 月である。自記式の調査票を笑習

し，その場で回収した。調査項目

資・妥JJ悶擦の達成度，実習中の緊張度，実習の満足度，

やの摘みである。分析方法は実習の満足度，実習中の

諮みの有無の 2群に分け，実習・行動目標，実習中の緊張

f交の平均伎の差を t検定した。倫理的配i震は無記名とし，

成績に;玄関係しないこと及び不利誌を被らないことを説明

{結果1
147名から回答を得た。(有効回答率 98.0%)仁実習筏擦の

達成度はよく・まあまあできたJ

イタルサインの観察 80.2%，

78.9%，生活状況の理解 74.1

日常生活の援助 39.5%であっ

?よく・まあまあできたj の割合が多い)1慎iこ，パイタルサ

イン測定値の記載 88.5%，バイタ/レサイン鶴定伎の報告

85.7%，患者と会話 84.3%，パイタルサインの測定 82.3%，

師に計騒を報告 66.0%，入i夜中の生活状況の理解

66.0%，屋内環境を整える援助 63.9%，実施した援助の評

価 49.0%，援助の計額45.5%，日常生活の援flj)44.9%， 

護師に報告 42.8%，入読書官の生活状況の理解 38.8%であっ

中の緊張授は， rとてもJ緊張したが 72.8%で、あつ

の満足度は満足J93.8%，ゆド満足J6.2%で

あったo 実習問襟の生活状況の理解，患者とコミュニケー

ションの項弘行動思擦の入続前の生活状況の理解，入佐

ゅの生活状況の理解の項目で非満足の学生が有意 (p>

0.05)に低値を示した。 5.実習中の摘みはあり J85.4%， 

なしJ14.6%で、あったc 実潔白僚の患者とコミュニケー

ションの境問，行動g擦の入院中の生活状況の理解，

と会話の項目で実習中の悩みありの学生が有意 (p>0.05)

に抵{疫を示した。また実習中の緊張度は組みありの学生が

(p>0.05) に高儀を示した。

[考察1
1年次の基礎看護学実習では緊張感を感じながらも，満足

惑をもって実習を終了していることがわかった。患

者の生活状況の理解や患者とのコミュニケーションに関す

る学びは笑習の満足及び悩みと関連しており，受持患者の

状況による影饗が推祭された。

302)学士課程の基礎看護学実習における学習効果の評価

一受持患者の状況とコミュニケーションとの関連一

えヨー脇陽子， 額出

(京都府立医科大学医学部看護学科)

{混合~]
げる基礎審議学実習の効果的な渓開方法を検

証する際的で年次の基礎看護学実習の受持患者の状況

及びコミュニケーションの自己評価から学習効果を検討し

た。

{方法}

本調査の対象は年次 75名で， 2学年の学生 150名であ

る。時期は 2002年 10fl ~2003 年 10 月であるc 自記式の

調査票を実習終了時に一斉に配布し，その場で回収した。

識変項gは実習自襟・行動目標の達成度，実習中の悩み，

の困難度，実習への常窓度(実習が好き)，受持患者の

ケアの必要度，コミュニケ…ションの取りやすさ，コミュ

ニケーションの自己評価である。分析方法:ケア必要群と

ケア不要群，コミュニケーションの容易群と非容易群，コ

ミュニケーションの自己評価の達成若手，非達成群iこ分け，

・行動問襟の平均値の差を t検定したc実習の鴎難度，

実習への肯定度，実習中の悩みは 2群に分け， χ2を用い

て検定した。倫理的配慮は然記名とし成績に;玄関係しない

こと及び不手IJ益を被らないことを説明した。

[結果}

のl2D難震では，飽難群 26.7%，非関難群 73.3%で、あっ

2.実習への肯定度では，肯定群 80.9%，否定群 19.0%

であった。 3.実習中の悩みでは，あり群 85.4%，なし群

14.6%であった 4.受持患者のケアの必要度で、は，ケア必

要群 25.2%，ケア不要群 74.8%で、あった。ケア不安群が実

習殴擦の日常生活の援助の攻際で有意 (p>0.05)に低{疫を

示した。ケア必要群が実習の問主fE群に有意 (p>O.Ol)に多

かった。 5.受持患者のコミュニケーションの取りやすさで

は，容易群 83.6%，非容易群 16.4%であった。非容易鮮が

自擦の患者とのコミュニケーションの項目で有意に低

を示した。非容易若手が実習の劉難群に有意に多かった

(p>O.Ol)o 6.コミュニケーションの自己評{阪では，

群 78.0%，非達成群 22.0%であった。非達成鮮が実習自擦

の生活状況の理解，患者とのコミュニケーションの項目で

有意に{底値を示し，行動自擦の入続前の生活状況の理解，

した援助の評価，看護師に援助の報告，患者と会話の

自で有意に抵績を示した (p>0.05)。また，非達成群が

実習への否定若手:こ有意に多く，実習中の端みあり群;こ有意

に多かった (p>O.Ol)。

{考察]

患者とのコミュニケーションの自己評価が低い学生は，目

襟到達度が低く，実習を安定的にとらえる傾向であった。

また，受持患者の状況が l年次の基礎看護さ学実習の学習効

しており，学習設階をふまえた受持患者の選定と

患者の状況に応乙た指導方法が必要であることが示唆され
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303)基礎看護学実習 2を2期にわける効果

~学生の不安から検討する~

荒田祭，佐久間
Q
H
 

(
 

[Fl的]

2を2郊にわける効果を学生の実習話不安

から検討するc

{方法]

時期:平成 14年 9f3~平成 15

くなしj を

を得点化 (0~3 点)， t 

{結果}

し，

じたと考えるc

月に 2-1実習を体験したことで， 2年次の看護学学習に対

する動機付けや，片照らが?初期の実習で看護過窓渓欝を

過し，論理的思考の流れを学習する必婆性j を述べている

とおり， 2-1実習後に審議場韓構成婆索の知識の統合・再

構築の時閣をもうけたことも不安軽減につながったと

るc 仁科翠らは「学生は実習前;こ技術実施の不安が高しリと

述べており， 2期にわけたことで， [実施]については不安軽

識ができた。また片間らは「学内演習環闘の少なさ，環境

の違いにより，実擁する事自体が大きな不安となるが，一

変経験すれば実施できるj とも述べており，今回の結果と

共通している。しかし今回は学生の不安内容からの検討で

あり，今後学習効果等で検討していく c

{結論}

2を2期にわけることにより不安内務は変

化し， [計画立案J[実施][評倒〕の不安は軽減したc

304)暴礎看護実習における学生の学びの構成要素

一自由記述からの分析一

15弁後行

[ Iヨ的}

立学生が臨床で二容i者と

き，学内での学びを車三換させる始めての場である。本研究

は1)実習関擦と照らし合わせ，学生の実際の学びを明ら

かにするo 2)効5果的な教育介入を検討する

ことを協約とし，カリキュラム評価を試みた。

学てl'は新しい知識の獲得，感情の深化など，過去の経験に

基づいて新しい遥誌の仕方を修得することc

{研究方法}

研究期障は平成 15 年 3 月 ~5 f3 o 対象は本校 6

内容は

気づきと学びj というテ…?で自由

て研究g的を説暁，承認の可苔およ

しない，データ辻本研究以外に使用不可を約束。

タ分析試内容分析の手法を用い学生の知識・感情・行動の

している内務を抽出しコ…ド化c 次にコードを

しサブカテゴリ -1ヒ，カテゴリ…化した。分析内容

の指頼性確保のため，研究者 5人で内容の符検討をと実務。

さらに次年度に基礎実習終了後の学生に内容を提示し分析

[結果}

における学生の学びを示す記述誌 163コードであり，

42サブカテゴリー， 18カテゴリーを抽出し， [ヒューマン・

ケアリング][者護活動][患者ー家族][コミュニケーショ

ン][入院環境][職業観育成][内省}の?コアカテゴリー

を捻出

[考察}

の自擦の中でし

している患者を知る。 3.

る。 2.入院

を知る 4. 効果的なコ

ミュニケーションがもて，良い人間関係が持てる。5.ヒュー

マン・ケアリングについて理解することができる，につい

てはコアカテゴリー{入院環境][J患者・家族][看護活動}

{コミュニケーション][ヒューマン・ケアリング]に示さ

れ，関擦を達成できたと考える。しかし， 6. 

儒することにより，患者の個別憶を考惑:

きる，はコアカテゴリーとして掠出されず， I患者の{岡部性j

は怒解の範囲で留まっていた。審議過稜の展開そのものが

看護技術の一つであり，それを使用して患者に適拐な看護

を行うため，学生は新たな学びとして捕らえていなかった

と考えられる。しかし，臨床の場を実際;こ体験したことか

られる実習関擦以外の学びとしては[内省}

成]があり，その内容には個別性を考窓した看護実践に向

けての課題や今後の方舟伎が検出されていた。本研究にお

いて患者の髄間性の環解から，今後の教育介入の示唆を得

ることができた3
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演 題 戸タ比子ミ ヲi
(0は発表渓題)

号(発表群) 演 題 番 (発表若手)

あ 池田敬子 013(1-/¥-17)， 92(2-/¥-13) 

きよ子 32(トC-13)，o 179(1-P-14) 池田 104(2-8-10)， 0251(2-P-13) 

萩予 203(1-P-15)， 289(2-P-14) 池田 2(1-/¥-14) 

0123(2…C-lO) 池EB 文江 89(1-丘一17)

青山ゆかり 40(1-C-15)， 67(1-0-17) 池EB 正予 206(l-P-15) 

赤司千波 074(1-E-13) 石井俊行 304(2-P-14) 

赤松公子 174(1-P-14)， 207(1-P-15)， 208(1-P-15) 石井 025(1-8-16)， 26(1-8-16) 

304(2-P-14) 石川 90(1-ε-17) 

浅井南 乃 089(1-E-17) 石川倫子 046(1-C-16) 

浅A 96(2-/¥-14) 214(1-P-15) 

浅野みどり 267(2-P-14) 石黒彩子 267(2-P-14) 

浅見 012(1-/¥-16) 247(2-P…13)， 248(2-P-13) 

132(2-C-13) 087(1-E-17) 

題字上 159(1-P…14) 石原 98(2-/¥-14) 

1l9(2-C-9) 0151(1ート14)

スミ子 202(トト15) 0115(2-8-14) 

るゑ 183(1-P-14) 89(1…丘一17)，243(2-P-13)， 258(2-P-13) 

足立みゆき 225(1-P-15) 0254(2-P-13) 

阿南あゆみ 188(1-P-15)， 0274(2-P-14) 039(1-C-15)， 1l9(2-C-9) 

安部浩太郎 213(1…P-15) 0212(1-P…15) 

陪部テノレテ 176(l-P-14) 016(1-/¥-17) 

安部 良 61(1-0…15) 030(1-8-17) 

172(l-P-14) 和子 094(2-/¥-13) 

天野瑞枝 183(1-P…14) 市丸郁子 62(1-0-15)， 158(1-P-14)， 197(1-P-15) 

荒井一歩 137(2-C-14) 敬紹 07(1-/¥-15) 

0109(2-8-11)， 252(2…ト13) 0113(2-8-13)， 114(2-8-13) 。303(2-P-14) 伊東佐和 32(1-C-13)， 179(l-P-14) 

245(2-P-13) 277(2…P…14) 

勝弘 263(2-P-13)， 304(2-P-14) 伊藤まゆみ 076(l-E-14)， 194(1-P-15)， 195(トト15)

安藤 10(1-/¥-16) 糸嶺 …郊 0230(2-P-13)， 231(2-P-13) 

0238(2-P-13) 47(1-C-17)， 048(1-C-17) 

安梅勅;工 88(1…ε-17) 17(1-8-14)， 30(1-8-17)， 34(1-C-13) 

稿勝理窓 185(1-P-14) 

L¥ 204(l-P-15) 

井野瑞樹 213(1-P-15) 

佳代 298(2-P-14) 井上映子 90(l-E-17) 

銀自 純子 246(2-P-13) 井上 04(1-/¥-14) 

飯野 206(1-P-15) 弁上都之 204(1-P-15) 

飯野矢{主代 5(1-/¥-15)， 029(1…8-17) 井上範江 107(2-8-11) 

194(1-P-15)， o 195(1-P-15) 猪下 光 256(2-P-13)， 265(2-P…14)， 266(2-P-14)， 

98(2-/¥-14) 269(2-P-14) 

井口 265(2-P-14)， 266(2-P…14) 猪又克子 54(1-0-13) 

池 18(1-8-14)， 23(1-8-15) 今井 090(1-E-17) 

池田 明子 101(2-8-9) 今)11 0156(1-P-14)， 286(2-P-14)， 288(2-P-14) 
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今関節子 143(2-D-10) 太毘 勝正 81(l-E-15) 

井本加奈恵 275(2…P-14) 太a 浩子 o 155(1-P-14)， 166(1-P-14) 

正主よ三J7、i!!華5民訂 0104(2-8-10)， 251(2-P-13) 大竹まり子 0281(2-1"-14)， 282(2ト14)，283(2-P-14)， 

岩瀬裕子 226(2-P-13) 284(2-P-14) 

160(1-P…14) 90(l-E-17) 

39(1-C-15)， 45(1-C-16) 177(1-P-14)， 0225(1-P-15) 

o 185(1-P-14) 大関昭子 078(1-E-14) 

間みどり 0270(トト14) 大西香代子 0234(2…ト13)

97(2-f¥…14) 01O(1-f¥-16) 

石克和tlt 86(1-E-16) o 178(1-P-14) 
56(l-D…14) 0233(2-1"-13) 

209(1-P-15) 大林雅之 154(1-1"-14) 

301(2-1"-14)， 0302(2ート14) 大平雅美 279(2-1"-14) 

大町弥生 180(1-P-14) 

つ 大森和子 253(2-P-13) 

光代 0153(1-P-14) 大森美津子 9(1-f¥-16) 

13(1 -f¥-17)， 092(2-f¥-13) 大山 芳 0176(トト日)

上回出 30(1-8-17) 限 261(2-P-13) 

j二野 36(l-C-14)， 49(1-C…17)， 0112(2-8-13) 間11符寿美子 54(1-D-13) 

上野公子 0203(1-P-15)， 289(2-1"-14) 小笠原知枝 239(2-P-13) 

上 野 恭 子 0102(2-8…9) 小笠原祐子 0127(2-C…11) 

充t仕 199(1-P-15) 小笠原ゆかり 37(1-C-14) 

植村裕子 140(2…O…9)， 280(2-P-14) 問問 51(1-D-13) 

内海 j晃 1l(l-f¥-16) 同校i 0161(1-1"…14) 

内田 214(1-P-15) !向田 5I(I-D-13) 

内出 o 17(1-s-14) 間関 82(1-E-15) 

内a 倫子 052(l-D-13)， 141(2-D-9) 問問 ゆみ 253(2-P-13) 

内 028(1-s…17) 関本佐智子 286(2ート14)，0288(2-P-14) 

内iお繁樹 189(1-P-15) 隠本典子 101(2-s-9) 

智 0246(2-P-13) i潟!よl 257(2-P-13) 

内海 ;晃 15(l-f¥-17) ノト河 119(2-C-9) 

内海知子 164(1-P-14)， 165(1-P-14)， 297(2-P-14) ノトJ1 [ {圭代 83(l-E-16)， 256(2-P-13)， 265(2…P…14)， 

梅村美代忘 198(1-P-15) 0266(2-P-14) 

IE 064(1-D-16) 沖悶 霊校 051(1…D-13) 

爽a紀久子 265(2-P-14)， 266(2-P-14) 

え 災山真由美 129(2-C -11) 

II出 節子 286(2…P…14)， 288(2-P-14) ノト倉能王室テ 229(2…ト13)

023(1-s…15) 小倉之子 091(2…f¥-13) 

o 129(2-C-11) f民 89(1-E-17) 

遠藤 113(2-s-13)， 114(2…日-13)，0299(2-P-14) 尾崎フサ子A 111(2-s-13) 

036(1…C-14) 

お 越智百校 0249(2-P…13) 

ノト弁J1 [悦子 156(1-P-14) 0268(2-P-14)， 291(2中 -14)

及J1 54(1-D-13) 尾山奨理子A 0182(1-P-14) 

大釜徳政 0244(2ヂー13) 折山 o 146(1-P-14)， 222(1-P-15) 

大佐袈敦 215(1 -P-15)， 0216(1-P一日)

大下絵理子 o 160(1-P-14) か

大島 ;:g子 201(1-P-15) 貝山 199(1 -P-15) 
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カ日悦 05(1-A-15) 北村 118(2-C-9) 

柿悶 糸代 0236(2ート13) 北村 95(2-A-14) 

掛田 027(1…8-16) 滋患 054(1-0-13)， 60(1-0-15) 

笠域 0214(1-P-15) 172(1-P-14) 

柏倉 22l(l-P-15) 155(1-P-14)， 166(I-P-14) 

片i潟 7(1-A-15)， 12(1-A-16)， 056(1-0-14) 223(1-P-15)， 224(1-P-15) 

片)1 0169(l-P-14) 79(l-E-15) 

片摘 福枝 o 152(1-P-14) 木村 279(2-P-14) 

片棒野邦子 097(2-A -14) 木村みさか 267(2-P-13) 

片山 0138(2-0-9) 清村紀子 o 148(l-P-14) 
片山崩加思 239(2-P-13) 

片山 240(2-P-13) く

藤野久美子 64(1-0-16) 240(2-P-13) 

勝又 明子 170(1 -P-14)， 171(l-P…14) 42(I-C-15) 

08lC1-E-15)， 20l(1-P-15) o 16(l-A-17) 
89(1-E…17)， 242(2-P-13)， 258(2-P-13) 議官部 275(2-P…14) 

071(1-E-13) 、子 229(2-P-13) 

223(1 -P…15)， 224(l-P-15) 113(2-8-13)， 114(2-8-13) 

捷子水手口寛 082(1 -E-15) 25(1-8-16)， 26(1…8-16) 

60(1-0-15) 263(2-P-13) 

金山 165(1-P-14)， 166(1-P…14) 292(2-P-14) 

金山王子 188(1-P…15)， 190(I-P-15)， 274(2-P-14) 久野 0173(1-P-14) 

界十谷 230(2-P-13) 熊谷 0239(2-P-13) 

0294(2-P一14)，295(2-P-14) 久米 250(2-P-13) 

日十谷 231(2-P-13) トシ子 162(1-P-14)， 163(I-P-14) 

和子 223(1-P…15)， 224(I-P-15) 89(1-E-17) 

上)11 0243(2-P-13) 155(l-P-14)， 166(1…P…14) 

上修 0204(トト15) 212(1…P-15) 

78(l-E-14) 213Cl-P-15) 

0253(2ート13) 築防総子 060(1-0-15) 

5(1-/¥-15) 0228(2ート13)，287(2-P-14) 

86(1…巨…16) 24(1…8-15) 

044(1-C-16) 

) 11上 56(1-0-14)， 180C1-p-14) '-

)11113 275(2-P-14) 127(2-C-11) 

j可閏 照絵 057(1…0-14) 070(1-0-17)， 136(2-C-14) 

iiiJ聖子 {糸子 174(l-P…14)， 207(l-P-15)， 208(1-P-15) 高 0116(2-8-14) 

海野留美j胡 032(1-C-13)， 179(1…P-14) 認Fi木 261(2-P-13) 

) 11守間千秋 o 12I(2-C-9) 合間加代子 280(2…P-14) 

古袈るみ子 274(2-P…14) 

き 静子 200(1-P-15) 

105(2-8-10) 古城 155(1-P-14)， 166(1-P-14) 

菊池麻取美 0198(1-P-15) 107(2-8-11) 

木皿未来 021l(l-P-15) ノト寺 040(1-C-15)， 67(1-0-17) 

喜多加奈子 019(1-8-14)， 133(2-C…13) 後藤みさ 246(2-P-13) 

北島 0262(2-P-13) 後藤タ妃 072(l-E-13) 

jと烏浩美 0105(2-8-10) 105(2-8-10) 

北窓 主幹 147(l-P-14) 0110(2-8-11) 
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小林 169(1-P-14)， 281(2-P…14)， 282(2-P-14)， 15:.藤 185(1-P-14) 

283(2ート14)，0284(2-P-14) 190(1-P-15) 

小林 37(l-C…14) 佐藤弘子 200(l-P-15) 

小林敏生 15l(l-P-14)， 154(l-P…14)， 213(1-P-15)， 223(l-P-15)， 0224(l-P-15) 

259(2-P-13) f去三藤 201(1-P-15) 

小林宏光 218(1-P-15) 佐藤みつ子 4(1-/¥…14)， 59(1-0-15)， 126(2-C-ll)， 

小林祐子 022(1…8-15) 272(2-P-14)， 278(2-P-14) 

小松光代 0257(2-P-13) 260(2-P-13) 

小湊博美 o 199(1-P-15) 247(2-P-13)， 0248(2…P-13) 

236(2-P-13) o 118(2-C-9) 
小山敦代 223(1-P-15)， 224(1-P-15) 28(1…8-17) 

咲校 237(2-P-13) 佐藤墨絵 0145(2-0-10) 

i克明 37(l-C-14) j察弁 王手E古 145(2-0-10) 

裕子 209(1-P-15)， 0292(2-P-14) 

し

さ 塩崎産矢 145(2-0-10) 

明子 28l(2-P-14)， 0282(2-P-14)， 283(2-P…14)， 軸丸 291(2-P-14) 

284(2-P-14) 篠崎恵美子 303(2…P-14) 

0229(2-P-13) 芝11符 275(2-P-14) 

055(1…ひ…14) 柴悶 輿彦 82(1-E-15) 

菊藤 203(1-P-15)， 289(2…P-14) 柴閏 弘子 188(1…P-15) 

妻子藤美紀子 229(2-P-13) 柴回 100(2-8-9)， 0101(2-8-9) 

26l(2-P-13) 42(l-C-15) 

0250(2ート13) 徳二 40(1…C-15)， 67(1-0-17) 

0103(2-8-10) 渋谷 183(l-P-14) 

0218(l-P-15) 島国 130(2-C-13) 

斎聖子 219(1-P-15) お凶 美鈴 157(1-P…14) 

{主{白 0134(2…C-14)， 135(2-C-14)， 220(l-P-15) 清水 万一ふ，- 60(1-0-15) 

酒井暁子 39(1-C-15)， 45(1-C-16) 清71<はる代 0237(2-P-13) 

酒 弁務伶 245(2-P-13) 清水玲子 147(1…P…14) 

坂芥 E晶子 01(1-/¥-14) 下方友子 80(1-E-15) 

条 玲ラこ 140(2-0-9) 下)11 021O(1-P-15) 

223(1-P-15)， 224(1-P-15)， 0247(2-P-13)， 下関節子 0235(2-P-13) 

248(2…P…13) 258(2-P-13) 

祭 。280(2ート14) 白石 問、 71(1-E-13) 

榊涼 213(1-P-15) 149(1-P…14)， 185(l-P-14)， 238(2-P-13) 

坂口けさみ 0279(2-P-14) 白神佐知子 155(1-P-14) 

阪本みどり 51(1-0-13) 自 0296(2-P-14) 

坂本由希子 13(1-/¥-17)， 92(2-/¥-13) 新谷 35(l-C-13) 

佐久間 303(2-P-14) 新谷 034(1-C-13) 

楼井幸子穂子 0157(1-P-14) 新宿 101(2-8-9) 

佐々 093(2-/¥-13) 

笹木 248(2-P-13) す

佐々木真紀子 25(1-8-16)， 026(1-8-16) 京子 201(1-P-15) 

後木真理子 232(2-P…13) 258(2-P-13) 

063(1-0-16) 杉浦 267(2-P-14) 

佐藤 0142(2-0-10) 杉原 歩 232(2-P-13) 

佐藤千史 230(2-P-13)， 231(2…P-13) 杉 伸子 170(1-P…14)， 0 17J(J -P-14) 
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杉本 暁子 200(1-P-15) 滝内 172(I-P-14) 

杉本 0166(I-P…14) 議)11 7(1-A-15)， 12(1-A-16)， 56(1-0…14) 

杉本 0217(1-P-15) 滝)11 272(2ート14)，0278(2-P-14) 

杉山 o 149(1-P-14) ;器禁加代子 2(I-A-14) 

杉山 洋介 287(2-P-14) i竜下 030l(2-P-14)， 302(2-P-14) 

杉若 223(I-P-15)， 224(1-P-15) 閉口 0200(1-P-15) 

鈴木英子 230(2-P-13)， 0231(2-P-13) 関口 玲子 0111(2-8-13) 

鈴木 公啓 55(1-0-14) 竹内美由紀 280(2-P…14) 

鈴木はるみ 0272(2-P…14)， 278(2-P-14) 武田科明 210(1 -P…15)， 211(I-P-15) 

079(1-E-15) tta 24(1-8-15) 

鈴木 13(l-A-I7)， 92(2-A-13) 武田 04I(l-C-15) 

須永 213(1 -P-15) 160(1 -P-14) 

259(2-P-13)， 0260(2-P-13) 竹原 0275(2-P-14) 

炭谷 61(1…ひ…15) 152(1…P-14) 

際UJ 38(I-C-I4)， 73(1-E-13) 竹UJゆみ子 188(1 -P-15)， 0190(1ート15)，274(2-P-14) 

多崎 30(1-8-17) 

せ 247(2-P-I3)， 248(2-P-13) 

議)11 14(1-A-17) 35(I-C-13)， 36(1-C-14) 

関 050(I-C-17) a鳥 024(1-8-15) 

0300(2-P…14) 多田 80(1一日-15)

65(1-0…16) 233(2-P-13) 

09(I-A-16) 

そ 0226(2-P-13) 

園a麻利子 199(l-P-15) a 261(2-P-13) 

王子 0174(1-P-14) 

Tこ a 0213Cl-p-15) 

89(I-E…17) 阪中 137(2-C… 

0184(1ート14) 泊辺 38(1-C-14)， 73(I-E-13) 

33(l-C…13) 谷坂 150(I-P…14) 

0180(1 -P-14) 89(l-E-17) 

正人 28(1…8-17) 075(1-E-I4)， 263(2-P-13) 

高島 020(1-8-14) 谷間 0220(I-P-15) 

伸子 280(2-P-14) 0265(2-P-14)， 266(2-P-14) 

高閲 086(1ート16) 271(2-P-1 4) 

高野 18(1-8-14)， 23(1-8-15) 玉藤 37(I-C-14) 

205(1 -P-15) 印字f 137(2-C-14) 

175(1 -P-14) 

育代 239(2-P-13) つ

高議フミエ 0117(2-8-14) 塚原 o 120(2-C-9) 
高橋 由紀 0197(1 -P-15) 辻あさみ 13(1-A-17)， 92(2-A-13) 

062(1-0-15)， 158(1-P…14) 辻 68(1-0-17) 

199(l-P-15) 辻 5(1-A-15) 

高間 49(1…C…17) 土星紀子 78(I-E-14) 

高谷裕記子 86(I-E-16) 52(1-0-13)， 0141(2-0-9) 

高樹 119(2-C-9) 筒弁裕子 72(I-E-13) 

119(2-C-9) 堤 務患 154(I-P-14)， 205(1-P-15)， 0259(2-P-13)， 

高山 0196(1 -P-15) 260(2-P-13) 

;竜 益栄 37CI-C-14) 
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て 中村小夜合 0183(1-P-14) 

出口 由美 0188(1-P-15)， 190(1ート15)，274(2…ト14) 中村 モ汚 254(2-P-13) 

157(l-P-14) 中村 o 154(1-P-14)， 260(2-P-13) 

寺崎明美 68(1-0-17)， 184(l-P-14) 中村博文 189(l-P…15) 

泰子 206(1-P-15) 中村揚子 261 (2-P-13) 

寺田敦子 o 14(1-A-17) 中山栄純 172(1…ト14)

寺本ゆみ 0271(2-P-14) 守1 058(1-0…14) 

中山奈津紀 40(1-C-15)， 067(1-0-17) 

と 名越 263(2-P-13)， 0304(2-P-14) 

0241(2-P-13) 行田 0143(2…0-10) 

155(1-P-14)， 166(1-P-14) 成j事 203(1-P-15)， 0289(2-Pーは)

ゴ二股 47(1-C-17)，48(1-C-17) 

162(1…P-14)， 163(1-P-14) 

080(l-E-15) 新鞍実現子 061(1-0-15) 

085(1-E-16) 一井谷真由美 157(1-P-14) 

031(1市-17)，79(1-E-15)， 176(l-P-14) 新美綾子 200(l-P-15) 

[l 秋枝 53(1-0-13) f二尾かおり 86(1-E-16) 

英明 37(1-C-14) 西尾 18(1…B-14)， 23(1-B-15) 

主主回 212(1-P-15) 頭上あゆみ 047(1-C-17)， 48(1-C-17) 

0194(l-P…15)， 195(1ート15) 西)11 治Bs 102(2-B-9) 

gg抜和子 148(1-P…14) 

な gg沢 229(2-P-13) 

0132(2-C-13) 242(2-P-13) 

内藤 玉虫英 0126(2-C…11) 西田伎役 38(1…C-14)， 073(1-E-13) 

ヰI 淑子 15(1…人…17) 西部 公紹 264(2-P…13) 

永井伸夫 134(2-C…14) 問問 301(2-P-14)， 302(2-P…14) 

中;浴 188(1-P-15) 0150(1-P-14) 

中患武志 0245(2-P-13) ggiJJ久美子 42(1-C-15)， 64(1-0-16)， 122(2…C-10)， 

中尾友美 0139(2-0-9) 124(2…C-lO) 

中尾久子 154(l-P-14)， 205(1-P-15)， 260(2-P-13) 一宮彩子 127(2-C…11) 

62(1-0-15)， 158(1-P-14) 一宮球美 82(1-E-15)， 130(2…C-13) 

25(1-B-16)， 26(1-B-16) 

中川さとの 30(1-B-17) ぬ

長)11トミエ 154(1-P-14) 271(2-P-14) 

[1リl 235(2-P-13) 

思加 0144(2-0-10) の

0181(1-P-14) 里子口 純子 083(1-E-16)， 280(2-P-14) 

猛 213(l-P-15) 野!崎支奈美 113(2-Bづ3)，114(2-B-13) 

永崎高校 178(1…P-14) 野湾明子 2l(l-B…15)， 149(1-P…14)， 185(1-P…14) 

中添和代 280(2-P…14)， 297(2-P-14) 野林和恵、 235(2-P-13) 

中谷信江 205(1-P-15) 野本ひさ 207(1-P-15)， 0208(1-P-15) 

中根光奈子 183(1-P-14) 乗松 0207(l-P-15)， 208(1-P-15) 

永野みどり 157(l-P…14) 

永見桂子 144(2-0-10) !ま

中水久美子 043(1-C-16) 手事原 43(1…C-16) 

永主義 62(1…0-15)， 158(1-P-14) 芳賀佐和子 19(1-B-14)， 133(2-C-13) 

中村 197(1…P-15) 荻原;佐知子 03(1-A-14) 

中村 207(l-P-15)， 208(1-P-15) も露出 lIl吏 o 164(1-P-14)， 165(1-P-14) 
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矯爪伊津;工 182(1-P-14) 諜石タカ子 156(1…P…14) 

橋爪 018(1-8-14) 077(l-E-14) 

橋本みづほ 0135(2-C-14) 深a 214(1-P-15) 

156(1-P-14)， 286(2-P-14)， 288(2-P-14)， 福井 223(1-P-15)， 224(l-P-15) 

294(2-P-14)， 0295(2-P-14) 福江まさ江 122(2…C-lO)， 0124(2-C-10) 

77(1-E-14) 0273(2ート14)

113(2-8-13)， 114(2…8-13) 137(2-C-14)， 0170(1-P-14)， 171(1 -P-14) 

25(1-8-16)， 26(1-8-16) 167(1…P-14) 

020l(l-P-15) 複山 06(1-/¥-15) 

0191(I-P-15) 藤井徹也 2010 -P-15) 

畑中 137(2-C-14) 222(1-P-15) 

細野 13(1-/¥-17)， 92(2-/¥-13) 瑞恵、 0206(l-P-15) 

服部 238(2-P-13) 86(1-E-16) 

229(2-P-13) 0291(2-P-14) 

羽入千f晃子 0133(2-C-13) 0107(2-8…11) 

才悟 038(1-C-14)， 73(l-E-13) 212(1…P-15) 

08(1…/¥-15) 0186(1-P…15) 

林 237(2-P-13) 154(1-P-14) 

林 総栄 0168(1-P-14) 0223(トト15)，224(トト15)

林 o 125(2-C-10) 099(2-8…9) 

りか 15(1-/¥-17) 86(1…丘一16)

原 元うこ 035(1-C-13) 0215(1ート15)，216(1ート15)

L京 14(1-/¥…17) 286(2-P-14)， 288(2-P…14) 

98(2-/¥-14) 湖上 5(1-/¥-15) 

m 0205(トト15) 和代 256(2…P-13)， 265(2-P-14)， 266(2…P-14) 

をみ 58(1-0-14) 

ひ 明子 52(1-0-13) 

上とj工島欣慎 80(l-E-15) 62(1-0-15)， 158(1-P-14) 

鑓 木 和子 242(2…P-13) 11 文子 249(2…P-13) 

久)11 142(2-0-10) みよ 28(1-8-17) 

254(2…P-13) 

69(1-0-17)， 0261(2-P-13) 〆¥

20(1-8…14) )3IJ宮 065(ト0-16)

姫野 190(1-P-15) 

95(2-/¥…14) !a: 
60(1-0-15) 思野礼子 告(1-/¥-16)，0297(2-P-14) 

王手i商 31(1-8-17) 緯)11 156(1-P-14) 

平野 0290(2ート14) 主義出 0227(2-P…13) 

平野(小原) 74(1-ε-13) 細原王子 164(I-P一14)，0165(1-P-14) 

知子 0258(2-P-13) 堀 o 192(1-P-15)， 193(1-P-15) 

平松 021(1-8-15) 場 0130(2-C-13) 

麗)11 聖子 0100(2-8-9) 場 容子 037(トC-14)

120(2-C-9) 場弁 200(1-P-15) 

259(2-P-13) 堀川 98(2-/¥-14) 

0147(トト14) 本江 228(2-P-13)， 0287(2-P-14) 

本郷 159(1-P-14) 

ゐ、 0219(1-P-15) 

27(1-8-16)， 106(2-8-10)， 135(2-C-14) 
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ま i翁 妙子 0209(1-P-15) 

前田 修 子 172(l-P-14) i苓前 214(1-P-15) 

前回ひとみ 0106(2-8-10) 申象 腐食 122(2-C-10)， 124(2-C-10) 

155(1-P-14)， 166(1-P-14) ノ谷新子 137(2…C-14)， 170(1-P-14)， 17l(l-P…14) 

146(l-P-14)， 0222(1-P-15) 069(1-0-17) 

98(2-/¥，-14) 11 純子 24(1-8-15) 

土器a敦子 127(2-C-11) ニ~ 0276(2-P-14) 

増 042(1-C-15) 236(2-P-13) 

増田敬子 298(2-P-14) 宮腰由紀子 146(1-P-14)， 222(l-P-15) 

升谷 18(1-8-14)， 23(1-8-15) 宮崎徳子 103(2-8-10) 

桝本妙子 o 167(1-P-14) 悦子 242(2-P-13) 

桝ヌド 朋子 02(1-/¥.-14) 照美 40(l-C-15)， 67(1-0-17) 

068(1-0-17)， 184(1-P-14) 宮下弘子 0128(2-C-11) 

二月大 236(2-P-13) 宮島多挟子 4(1-/¥.-14)， 059(1-0-15) 

松 和代 116(2-8-14)， 0293(2-P-14) 宮原紀子 011(1-/¥.-16) 

122(2-C-10)， 124(2-C-10) 宮本紋子 265(2-P-14)， 266(2-P…14)， 280(2-P-14) 

松陪 縁 44(l-C-16) 宮脇美保子 214(1-P…15) 

299(2-P-14) 明地幹恵 0277(2-P-14) 

松下 0137(2-C-14) 

松田 明子 214(1-P-15) む

松成総子 146(1-P…14) 村角 30(1-8-17) 

松原まなみ 277(2-P-14) 村上 129(2-C-1l) 

松村 83(1-E-16) 村上 0202(l-P-15) 

松村 0140(2-0-9) 村本 145(2-0-10) 

松村 280(2-P…14)， 297(2-P-14) 窓箆和子 190(l-P-15) 

松村 二予定患 192(1-P-15)， 0193(1ート15)

松本 0262(2-P…13) も

松本 o 187(l-P-15) 本宿美砂子 142(2-0-10) 

松本 正 128(2-C-11) 方フ涼に 千鶴 80(1-E-15)， 99(2-8-9) 

101(2-8-9) 森 将曇 129(2-C-1l) 

丸山 昭子 088(1-E-17) 森みずえ 202(l-P-15) 

森 明子 182(1-P-14) 

み 洛叫』伏 祐子 053(1-0-13) 

三浦j湾問:美 0267(2-P-14) 森下妙子 212(1-P-15) 

宣彦 286(2-P-14)， 288(2-P…14) 森田祐代 162(l-P-14)， 0163(1-P-14) 

0256(2-P-13)， 265(2-P-14)， 266(2-P-14) 森毘チヱコ 173(1-P-14) 

a 主主i 281(2-P-14)， 282(2-P-14)， 0283(2-P-14)， 森問 154(l-P…14) 

284(2 -P-14) 森本紀包子 5(1-.'¥-15) 

水口 0255(2-P-13) 森本美智子 033(1-C-13) 

7ki1iJゆかり 0172(1-P-14) 86(1-E-16) 

水野智子 0175(l-P-14) 

水橋 105(2-8-10) や

水本恭子 232(2-P…13) 安出 30(1-8-17) 

j誇口 千鶴 122(2-C-10)， 124(2-C-IO) 36(1-C-14) 

道廃睦子 0263(2-P-13)， 304(2-P-14) 安永千秋 42(1-C-15) 

三矯美和 167(1-P寸 4) 安檎 263(2-P-13)， 304(2-P-14) 

皆)11 234(2 -P-13) 八塚美樹 35(l-C-13)， 36(l-C…14) 

衛 修子 199(1-P-15) 拶H 70(1-0-17)， 0136(2-C-14) 
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経哉

矢 野愛子

山内まゆみ

山内

山J11 裕子

山口 明子

山口

山口 多恵

山口 淑窓

山口 出子

山崎

山崎加代子

rlJ下

rlJ下

rlJa 一期

山間知子

山間谷節子

山

山中

山内

279(2-P-14) 

237(2-P-13) 

293(2-P-14) 

123(2-C-1O) 

273(2-P-14) 

227(2-P-13) 

173(1-P-14)， 238(2…P-13) 

0122(2-C-10)， 124(2-C-1O) 

066(1-0-16) 

0298(2-P-14) 

0159(l-P-14) 

045(l-C-16) 

128(2-C-11) 

0269(2-P-14) 

0242(2ート13)

152(1-P-14)， 153(1-P-14)， 161(1-P-14)， 

178(I-P-14)， 182(1-P-14)， 232(2-P-13)， 

233(2-P-13)， 235(2-P-13)， 236(2-P-13)， 

237(2-P-13)， 240(2-P-13)， 245(2-P-13)， 

254(2-P-13)， 271(2-P-14) 

252(2-P-13) 

0264(2-P-13) 

0232(2-P-13) 

40(l-C-15)， 67(1-0-17) 

267(2-P-14) 

105(2-8-10) 

0108(2-8-11) 

92(2-A-13) 

096(2-A-14) 

82(1-E-15) 

130(2-C-13) 

山本千春 日7(1-P-14)

山本 界 218(1-P-15)， 219(1-P-15) 

山本はるみ 95(2-A-14) 

138(2-0-9) 

122(2-C-10)， 124(2-C-10) 

山本 依 0240(2-P-13) 

ゆ

湯 本敦子 159(l-P-14) 

192(1-P-15)， 193(1-P-15) 

よ

横井 095(2-A-14) 

横a 049(1-C-17)， 112(2-8-13) 

横手 85(1-E-16) 

機溶 77(1-E-14) 

議出恵子 0286(2-P-14)， 288(2-P-14) 

自

36(1-C-14) 

11日和子 o 119(2-C-9) 
204(1-P-15) 

62(1-0-15)， 0158(l-P-14) 

4lC1-C-15) 

敏子 098(2-A-14) 

裕之 65(1-0-16)， 7l(l-E-13) 

郁美 0285(2-P-14) 

寄本 号汚 212(l-P-15) 

わ

脇坂 60(1…0-15) 

109(2-8-11) 

0177(ト ト14)，225(l-P-15) 

022I(トト15)

渡辺 111(2…8-13) 

渡辺タミ子 084(1-E-16) 

113(2-8-13)， 0114(2-8-13) 

渡辺 尚子 o 189(1-P-15) 
渡辺文子 262(2-P-13) 

178(1-P-14) 

0162(1-P-14)， 163(1-P…14) 

o 131(2-C-13) 
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理事 ・ 監事名簿

理 氏

理 長 山

副理事長・総務担当理事（長）（兼任） 泉

総務担当理事 手

絹集委員会委員

編集委員会委員

奨学会委員会委員（長） 近

奨学会委員会委員 紙

奨学会委員会委員 寺

学会賞・奨励賞選考委員会委員（長）

学会賞・奨励賞選考委員会委員

学会賞・奨励賞選考委員会委員 小

．奨励賞選考委員会委員 河

将来構想検討委員会委員

将来構想検討委員会委員 I 石

監 事 田

事 I 松

雑誌編集委員会規定第3条3)に基づく委員名簿

浅野みどり（評議員） 名古屋大学医学部保健学科

金城 祥教（会 員） 筑波大学医学専門学群看護医療科学類

櫻井 利江（会 員） 筑波大学医学専門学群看護医療科学類

星野 明子（会 員） 京都大学医学部保健学科

ロ

島

田

野

JI I 

井

島

田
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名

桂 子

キヨ

恵

正

保

和
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評議員地区別名簿

北海道地区 (8名)

氏 名 所 属 氏 名 所 E認

井上弘子 組北海道総合在宅ケア事業団 野JII 道子 北海道医療大学看護福祉学部

石塚百合子 札幌医科大学保健援療学部 :Jll~子 北海道医療大学看護福祉学部

石穂鏡子 鹿療法人東札幌病院 松木光子 日本赤十字北海道看護大学

)11合育子 北海道看護協会 深IlJ 智代 長野県春護大学

東北地区 (11名)

名 所 属 氏 名 所 属

阿部テル子 弘前大学医学部保健学科 新選挙恵 青森県立保健大学健康科学部

石井範子 秋田大学医学部保健学科 議飽 東北大学医学部保健学科

石井 トク 岩手県立大学看護学部 高橋みや子 山形大学医学部看護学科

大中靖子 西沢義子 弘前大学医学部保健学科

木村紀美 米内山千賀子 弘前大学医学部保健学科

I藤せい子 弘前大学援学部保健学科

関東地区(12名)

氏 名 所 属 氏 名 所 E言

牛込三和子 群馬大学医学部保健学科 斉藤やよい lf手馬大学援学部保健学科

江守陽子 筑波大学毘学専門学群者議i袈療科学綴 問中裕二 千葉大学看護学部

加納佳代子 寵療法人心和会八千代病続 ヲ三， 官、 千葉大学大学院看護学研究科

)11口孝泰 筑波大学陸学専門学群看護援療科学類 中島紀恵子 新潟県立看護大学

紙握克子 筑波大学医学専門学群看護医療科学類 松閤たみ子 自治鹿科大学看護学部

小板橋喜久代 群馬大学医学部保健学科 2対f本三 千葉大学者護学者li

東京地区 (22名)

氏 名 所 高 氏 名 所 総

1(，草原きよみ 聖路加看護大学 柿)11 神戸大学医学部保健学科

飯田澄美子 翠隷クリストファー大学看護学部 桑野タイ

飯村直子 g本赤十字看護大学 ;J、間恵美子‘ 長野県看護大学

愛知県立看護大学 イ左f自 由香 福間際立大学看護学部

東京女子毘科大学看護学部 佐藤みつ子 山梨大学大学院医学工学総合研究部

太閤勝正 名古濯大学医学部保健学科 七出窓子 日本赤十字武蔵野短期大学

茅鳥江子 東京慈恵、会医科大学援学部署護学科 竹尾 国立看護大学校

JII鴎みどり 日本赤十字看護大学 荷井真{愛美 日本赤十字看護大学

JIIiお安正 器立看護大学校 中木高夫 日本赤ト字看護大学

金井パック稜子 東京女子医科大学大学院看護学研究科 吉田喜久代

金井 !日本社会事業大学 和賞認子 j駐労働省看護研修研究センター
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東海地区 (26名)

氏 名 所 E言 氏 名 所 属

天野端技 藤田保健常生大学衛生学部衛生看護学科 白尾久美子 浜松箆科大学看護学科

浅野みどり 名古麗大学医学部保健学科 関根 ジャパンメデイカルアライアンス海老名総合病院

池田明子 北里大学者護学部 高橋真理 北里大学看護学部

稿至宝 光子 北里大学看護学部 高橋弘子 愛知県立看護大学

市江和子 日本赤十字豊田看護大学 同「妓阜大学院闘学科

大津 岐阜大学援学部看護学科 中野 三重大学底学部看護学科

大西文子 藤田保健衛生大学衛生学部

関崎寿美子 北累大学看護学部 11前原

大平敬子 名古鹿市立大学者護学部
11 

村本

愛知県立看護大学 森田チヱコ

愛知医科大学看護学部 山口桂子 愛知県立看護大学

黒田 裕子|北里大学看護学部 渡透 m章子 名吉援大学法学部保健学科

近畿・北韓地[g(31名)

氏 名 所 属 氏 名 所 騒

天津栄子 石川県立審議大学 近間敬子 兵庫県立大学看護学部

東 ますみ;兵庫県立大学大学院応殿博報科学研究科 箆井総子 議賀県立大学人間看護学部

泉 キヨ子金沢大学医学部保健学科 i白 祐子 蚊卒県立審議大学

上野範子 藍野大学医療保健学部 豊田久美子 滋賀県立大学人務者護学部

小笠原知校 大限大学大学院産学系研究科 西村真実子 石川県立看護大学

暁子 大絞大学大学続医学系研究科 蕗回 !京都府立腕大学医学部看護学科

JlI島和代 石川県立看護大学 イ壬 和子議賀i歪科大学医学部者護学科

経 敏樹 京都大学際学部保健学科 野島良子

勝田 兵庫県立大学看護学部 早川和生 大薮大学大学院援学系研究科

干$郡 i導 福井県立大学看護福祉学部 平田雅子 神戸市看護大学短期大学部

真由弘美 東京大学大学院医学系研究科 王子河 勝美 神戸市看護大学看護組織学講座

鵠森好子 京都大学医学部F付属病院看護部 朝子 京都大学医学部保健学科

高間静子 日本赤十字北海道者護大学 村上静子 京都市立看護短嬬大学

高見沢恵美子 大鮫府立看護大学 出問一期 KRCC臨床研究支譲センター

種池礼子 京都府立医科大学誌学部看護学科 矢聖子 正予 藍野大学医療保健学部

瀧JlI 滋袈握手ヰ大学臨学部審議学科
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中国・盟国地区 (22名)

氏 名 所 属 氏 名 所 E言

東 玲子 山2大学医学部保健学科 問中マキ子 山口県立大学

務下 うも 香川大学鹿学部看護学科 中間純子 愛媛県立陸療技術大学

池田敏子 関山大学涯学部保健学科 林 援子 i潟山大学医学部保健学科

太割にわ 岡山大学医学部保健学科 深井喜代子 蹄は!大学医学部保健学科

河野保子 愛媛大学法学部看護学科 太湯好子 閉山県立大学保健福祉学部

JIlrn智恵子 関山大学監学部保健学科 宮腰由紀子 広島大学医学部保健学科

提本市子 高知女子大学 道重文子 徳島大学霞学部保健学科

裕子 徳島大学陸学部保健学科 官協美保子 }II貢天堂大学医療看護学部

柴佼i恭亮 日本赤十字広島看護大学 淘江七海子 香川県立保健医療大学保健医療学部

幸子子 徳島大学法学部保健学科 横手芳恵 岡山県立大学保健福右上学部

出品綾子 柳 修平 東京女子医科大学大学院看護学研究科

九州地誌(17名)

氏 名 戸斤 i認 氏 名 所 属

!可蘇品スミ子 九州看護福祉大学看護学科 谷口まり 熊本大学医学部保健学科

井上総江 佐賀医科大学民学部審議学科 土罷八千代 宮崎涯科大学誌学部看護学科

井上悦子熊本保健科学大学看護学科 守~符明美 長崎大学医学部保健学科

小田 正校;沼南女学i笥大学保健福祉学者1)看護学科 ナ設j事菜子

大池美日正子 九州大学医学部保健学科 延近久子 産業挺科大学産業保健学部

JII本利恵子 産業涯科大学産業保健学部第一看護学 花田妙子 熊本大学院学部保健学科

河合千恵子 久留米大学医学部看護学科 安援史子 福岡県立大学看護学科

北原悦子 九州大学医学部保健学科署護学専攻 山本富士江 県立長崎シーボルト大学肴護学科

斉藤ひき子 佐賀医科大学医学部看護学科

(評議員選挙会告時の中出による所属です。担しそれ以降本人より所属変更の市出があった場合，所属は変更してお

りますJ
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平成16年度（第30回）日本看護研究学会総会議事事項

平成16年7月29日（木）

11 : 00 - 12 : 00 

於 大宮ソニックシティ大ホ ー ル

理事長挨拶

報告事項

1. 学会員の動向について

2. 委員会報告について

1)絹集委員会報告

2)奨学会委員会報告

3)学会賞・ ... 

4)将来構想検討委員会報告

3. ホ ー ムペ ー ジの開設について

4. 日本学術会議の活動について

• 日本学術会議法の一部改正について

• 日本看護系学会協議会について

5. 

6. その他

• 理事選挙について

議 題

1. 平成15年度事業及び会計に関する報告

1)事業報告

2)会計報告

3) 

2. 会則改正について

3. 将来構想検討委員会からの提案について

4. 法人化について

5. 平成16年度事業計画案について

6. 平成16年度予算案について

7. 第32回（平成18年度）学術集会会長選出について

8. その他

第31回（平成17年度）学術集会長挨拶

平成15年度奨励賞表彰授与

平成16年度奨学会研究奨学金授与

日本看護研究学会雑誌Vol. 27 :\o. 3 2004 249 



250 

平成15年度事業報告

1. 学術集会の開催:第29国学術集会(早川和生会長)

2. 機関誌の発行:26巻 1号-----5号

3. 奨学会の運営

4.学会賞・奨励賞の運営

5. 地方会の運営

6. 評議員・理事選挙の実施

プ.ホームペ…ジによる情報提供

8. 将来構想、の検討

9. 30周年記念事業の企爵
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貸借対照表総括表

平成16年 3月31日現在

科 i口込 百十 一設会計
特7JU 会 特別会計

自
(奨 会) (選挙事業積立金)

I 資産の部

流 動 資 産 63，839，937 54，686，027 7，869，218 1，284，692 

関 疋r4 資 産 2，370，086 2，370，086 O O 

資 1哀 i口メ 言十 66，210，023 57，056，113 7，869，218 1，284，692 

五 負債の部

流 動 負 15，766，350 15，766，350 O O 

関 A乞， 負 {責 01 O O O 

負 i口L 計 15，766，350 15，766，350 O O 

鼠 正味財産の部

正 i来 長オ 50，443，673 41，289，763 7，869，218 1，284，692 

正 i家 財 合計 50，443，673 41，289，763 7，869，218 1，284，692 

負議及び正味財産会設 66，210，023 57，056，113 7，869，218 1，284，692 

日本看護研究学会雑誌 Vol.27災0.3 2004 251 



平成15年度

般会計収支決算書

（収入の部）
自平成15年4月1日

平成16年3月31日

項 目 平成15年度予算 平成15年度実績 異 備 考

1 会 費 34,230,000 34,658,000 △ 428,000

内 継 続 会 員 31,430,000 31,122,000 308,000 7,000円x4,446名 （註1)

平成14年度追加入会 ゜ 680,000 △ 680,000 （註2)

退 会 会 員 ゜ △ 343,000 343,000 会費未払による資格喪失49名

□ : 3学
入

会 員 2,800,000 3,199,000 △ 399,000 7,000円X457名

会誌会広

金 1,200,000 1,371,000 △ 171,000 3,000円X457名

料 625,000 600,000 25,000 26巻1·2·3·4·5号

4 学会誌購読料 910,000 940,000 △ 30,000 10,000円X94件

5 雑 収 入 700,000 1,969,720 △ 1,269,720

6 阻
又 取 利 息 3,000 4,021 △ 1,021

7 術集会 り金 2,000,000 2,000,000 ol 第29回

8 寄 付 金 ゜ 1,400,000 △ 1,400,000 第29回学術集会より寄付

当期収入合計 39,668,000 42,942,741 △ 3,274,741 未収金2,040,000含む （註3)

前期繰越収支 額 32,853,295 32,853,295 ゜

収入合計 72,521,295 75,796,036 △ 3,274,741 未収金2,040,000含む （註3)

項目3 広告掲載 医学書院

｝
125,000 

医歯薬出版 25,000x 5 125,000 
京都科学 125,000 
ヌ ー ヴェルヒロカワ 125,000 
三和科研工業 26-1·3 50,000 
日本看護協会出版会 26-4·5 50,000 

項目5 雑収入内訳 既刊学会誌有料 34,000 
別刷り 1,743,480 
出版著作権料等 192,240 

l,96�,720 

（註1) H.14予算時継続会員数4,529名
H.15決算時継続会員数4,529名＋（註2) 63名ー(H.15退会者） 146名=4,446名

退会者内訳 H.15未払い退会
H.14·15未払い 会則8条3)による資格喪失
H.15未払い住所不明

名
名
名ー
名

90
49
7

46
 
ー

（註2) H.14新入会手続き 61名 610,000 
（第29回演題申込者の申込時の会員資格を有する条件）
H.13·14支払い継続 l名 14,000 
H.11·12·13·14支払い継続 l名 28,000 
H.13·14支払い退会 l名 14,000 
H.13支払い退会 2名 14,000 

} 63名

（註3)未収金内訳 会費H.15 x 285名
広告 26-4 
学会誌有料講読

1,995,000 
25,000 
20,000 

2,040,000 
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自平成15年 4丹l臼

(支出の部) 主平成16年 3丹31B 

項 自 王F成15年度予算 王子成15年度実績 差 5要 f詣 考

1.学術集会補助費 400，000 400，000 O 第29回
2.総 ぷ;z:;入f 運 営 費 100，000 51，975 48，025 ままれ幕・総会名札他

3.地方会補助費 850，000 I 850，000 O (註1)

4. li若 AZ2Z 、 費 80，000 80，000 O 日本看護系学会協議会会費 (H15年度分)

5.理 事 式Z入" 費 1，800，000 2，059，204 ム 259，204 

内
1)常任理事会 500，000 i 309，500 I 190，500 会議費事務費含む

2)定例理事会 800，000 1，139，423 ム 339，423 定多u理事会・議時理事会事監査含む
訳 3)総会時翠事会 500，000 I 610，281 ム 110，281 第29関学術集会時理事会・評議員会を含む

6.会議費・委員会運営費 2，370，000 I 1，205，945 1，164，055 
日奨学会委 員 会 20，000 20，000 O i通信費事務費

内 2)編 集 委員会 1，000，000 896，607 103，393 通常費事務費，会議費

訳 3)学会賞・奨励賞委員会 j 350，000 67，128 282，872 通議資事務費，学会費(10万)奨動会 (5万)
4)将来構想検討委員会 1，000，000 222，210 777，790 会議費事務費

7. 印 総1 費 17，100，000 18，358，986 ム 1，258，986I 

内
1)学 lZ〉2、Z 誌、 16，500，000 I 18，095，279 ム 1，595，279 26巻 1・2・3・4・5す別騨

2)会 報 100，000 I O 100，000 
訳 3)そ の 他 500，000 263，707 236，293 会員IJ.会費請求等

8.通 費 3，900，000 4，303，398 ム 403，398 

内
1)学 ~ 誌 3，000，000 3，649，085 ム 649，085 26巻 1・2・3・4・5号入会持の発行誌送料

2)会 J': ミ詰さま隠な 求 100，000 I 122，700 ム 22，700 未収会費の請求含む
訳 3)事 務 :i!R 800，000 I 531，613 268，387 te1. fax，郵便，新入会理事会承認通知

9.事務局運営費 1，927，000 1，841，958 85，042 
1 1)家 賃 1，572，000 1，572，000 O 月131，000PJ 15/4月~ 16/3月分

85，000 85，000 O (註2)

200，000 I 128，519 71，481 電気，ガス，水道，下水道

20，000 

剖721O1引 ム

13，236 トイレ態品・洗剤等

50，000 
30.821 ノ・ソーコンプリンター

200，000 I トパソコン鱗入

O 
比 率 務 費 1，300，000 900，025 399，975 封筒，ラベル，コピー用紙 (註3)

13.人 {牛 袈' 4，600，000 4，348，297 251，703 
1)常 麗 用 3，500，000 3，565，750 ム 65，750 15/4月~ 16/3月分時給900河

内 2)臨 時 殿 F耳 600，000 475，717 124，283 26巻ト 2・3・4・5号送付手数料

訳 3)旅 費 ~官才 300，000 306，830 ム 6，830 理事会・学術集会総会持

4)福利厚生費等 200，000 O 200，000 
14. ホームページ関連経費 100，000 O 100，000 
15.特加会計繰入金支出 2，200，000 I 2，200，000 O 

200，000 
訳 2)選 2，000，000 O (註4)

16.学術 2，000，000 O 第訪問へ
内 1) 奨挙集事備会学葉貸誼付立会金金費| 22ρ周2日凹凹OG刈5J00凹00 0 O 

17.予 45，750 454，250 I故故々木光雄名誉会員香典・供花等

当期支出会計 39，427，000 I 38，876，359 550，641 
当 期収支差額 241，000 4，066，382 ム 3，825，382
次期繰越収支差額 33，094，295 I 36，919，677 ム 3，825，382I未収金2，040，000含む

支 出 A仁J 許 72，521，295 ! 75，796，036 ム 3，?74，741j

(詮1)地方会補助撃を:300名以下需10万円 301名-6∞名=15万円 601名以上 20万円 1，000名以上出25万円
200，0∞p:j詰東海 (782名)・近畿北陸 (997名)・中国・間関 (663名)
150，0∞p:j=九ナIi(538名)
100，∞Op:j =北海道 (261名)

(主主2)更新料引当金:王子成15年度炎借対照表の項回参照
(設3)公認会言十士による外音11監査経費(16.8万円)，パソコン支援殺後 (12万円)含む
〈註4) 平~15年選挙事業費は，平成14年度繰裁金1 ，064，628円と合算した3，064，628p:jで遂営する。

(平成15年度選考会考葬祭積立念特別会計収支計算勢参照)
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一般会計正味財産増減計算書

苧十 8 ぎ量

1 増加の部

1 資緩増加室長

当期紋支援額 4，066，382 
器兵備品購入額 230，821 
袋付金増加額 2，000，000 

2 負後減少額 O 

増加額 合 計

E 減少の部

1 資産減少額

貸付金減少額 2，000，000 
設備減{部俊却額 7，650 
器具備品減価償却額 201，068 
無%jgj定資産{食却額 179，970 

2 負{却努力E綴 O 

減少額合計

当期工E派員オim増加額

前期総慈正事長財産額

期米正i米財産合計額

一般会計貸借対照表

科 自 会

I 資産の脅1;
1 流動資産

現 会 445 
3t金tfE i溢 預 金 21，511，764 
r瓦A乙~・ 英語 預 金 29，002，818 
米 ~X 会 2，040，000 
前 1'1、 車人 131，000 
資 付 金 2，000，000 

流動資産合計

2 回定資産
苦PIFL 4総 202，388 
器 J三 {務 uE3 u 2，375，157 
無形間定資産 899，850 
減価償却祭言十額 ム 1，907，277
主立話加入後 149，968 
敷金保託金 650，000 

間定資産合計

資 主主 合 言1・

E 負伎の者s
1 流動負i依

目立 5tι ぷZ〉3、Z 重苦 15，396，500 
玉長 払 金 284，850 
更新料引き当金 85，000 

流動負後合計

2 国定負{愛
鼠定負 f交 合 計

魚 {長 ぷ口ぶ 言十

議工E n未財産の部

1E 味財産

{うち当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

日本看護研究学会雑誌 Vol.27 :-Jo. 3 2004 

自平成15年4丹1B 
平成16年3丹31B 

(単f立:内)

主義

6，297，203 

O 
6，297，203 

2，388，688 

O 

2，388，688 
3，908，515 
37，381，248 
41，289，763 

自 王子成16年 3月31日現在

(単{立:丹)

綴

54，686，027 

2，370，086 
57，056，113 

15，766，350 

O 

15，766，350 

41，289，763 
( 3，908，515) 
57，056，113 



計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1) 器定資産の減価苦言却について

臨定資産の設儀，器具2備品及び無形溜定資産は，定額法による減価鍛却を実施しているc

尚，それぞれの取得儲額及び減価苦言却累計a額は.財産自録表に記載のとおりであるc

(2) 資金の範密について

資金の範毘には，現金ー普通預金・定期頚金・未収金・前払金・前受会費・未払金・更新料引当金を含めることにしてい

るむ

2.次期繰越収支差額の内容は次のとおりである。

科 目 直言賂末残高 当期末残高

現 6364j 445 

通 預 16，253，585 21，511，764 

期 譲 29，000，456 29，002，818 

来 収 山内 2，040，000 

主主 払 金 131，000 131，000 

b口、 47，205，695 52，686，027 

前 A XL ぷエ〉ヨZ、 費 13，000，400 15，396，500 

まム 念 1，182，000 284，850 

更 料 51 ~ 170，000 85，000 

ぷ仁3為 言十 14，352，400 15，766，350 

次嬬 32，853，295 36，919，677 
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一般会計財産自録表

の

1 流動資産主

Z見 金
現金手許手干潟

普j設ま語念 予言語銀行中央支応 337，175 

東京三蓄を銀行千葉53主rn 10，000，475 

務便局 11，174，114 
定jgj預金 二F議室銀行中央支応 9，500，537 

東京三遣を銀行子淡支rn 9，502，281 

苦言;1使JjjJ 3，∞0，000 
議if受局 2，200，000 
量五f史局 800，000 
郵便局 4，000，000 

米収金 王子成15年度会焚 (285:l'，分) 1，995，000 
学会誌広告料 01キ) 25，000 
学会誌購読料 (2i'キ) 20，000 

llij t1、余 事務局事務所平成16年4月分資料

士を付金
第30illl学f詩集会

2 [i雪定資産

設 {詰

シャッター工事 (H14.12) 

減価露支部累計・繁i

著書7!;!~~葬品

東芝ファクシミ 1)TF司 27(H4.31 

淡倣長支持l終討議1

l¥lSシュレッダ-2270SW骨子， (H7.6J 

減fI隆俊l;fJ~三HYí

コピ…後スピリオ2210一式 (H9.3)

i淡俗i立地i持;計言語

キャノンレーザープリンター(H12.9J

長支II雨後よ骨E員立1護費

言奇士通パソコンFMV-:rl: (H12.l2) 

各支イ艇後部累計綴

NECパソコンMA12T/E-j¥(H14.4) 

主主1ìlIî告完封J~提言十護軍

ノートパソコンPCηr22x-j¥(H16.2) 

i或{部長え郊累計綴

然?隊長話Æ'î~~差

学会ホームページ製作2喜朗 (H15.3)

減価償却築計額

電話力n入後

電話1会 043-22ト2331

Eろ必(l台 043-221-2332 

数金保fiiE金
事務局事務所安倍数念i~'dil正念

流 重b 望号 ilE ぷ口ミ、 言1

202，388 
ム 10，200 192，188 

236，900 

11，845 

9，527 

41，721 

136，395 
55，030 

389，434 
ム 136，616 

356，622 
ム 160，480 196，142 

230，821 
ど斗 222，166 

899，850 
ム 194，967 704，883 

74，984 
74，984 

関定資産会計

資 産合計

1I íミ 1~( のき{;

256 

1 流動災後

JiIJ受会焚

米担、余

更新料引当金

2 [i君主主災後

平淡路年&会室著書字

3月分事務局人i'I:J!((3名分) 284，850 
事務E君事務所災傍受新終引き当念

流動災 f長会計

間 A 災後会員十

負債合計

;正 l時ミ 財 産
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金

445 

21，511，764 

29，002，818 

2，040，000 

131，000 
2，000，000 

192，188 

673，047 

704，883 

149，968 

650，00リ

15，396，500 

284，850 
85，000 

平成16年3月31日現在

(単位.円)

綴

54，686，027 

57，056，113 

15，766，350 

。



(収入の部)

科 日

Fぷ1.: 取 手5 ，怠

委員会 運 営 収 入

i一般 会 計よりの繰入

当 期収入合計

前期繰越収支差額 i
Jlx 人 ぷ口込 計 i

(支出の部)

科 目

奨 づ""い- 金

~ 費

j通 費

苦手 務 費

さ出 期支出 合計

当 期収支差額 j

次期綾越収支差額

次期繰越収支差額の内訳

奨学会特別会計収支計算書

決算額

1，181 

20，000 

200，000 

221，181 

7，866，2ぉj

8，087，406 

決算額

自 王子成15年4丹1B 
王子成16年3丹31臼

(単位:向)

{務 若、手， 

銀行利息692内 郵髄局利息489問

一般会計，奨学会委員会費より

(単位:河)

{蒲 手dチ

200，000 I平成15年度奨学会奨学金(将来〉

9，1551 

1，390 

ア，643I 賞状・箔代・のし袋・手数料(振込・残高証明)

218，1881 

2，993 

7，869，218 

現 金 現金手許有高 。丹

普通 預 金 千葉銀計千葉駅前支応 481，785悶

普通 預 郵便局 87，433問

万三 !弱 預 金 千葉銀行本産営業部 4，300，000向

r元A三， }窮 預金i鄭穏局 3，000，000円

i口為 7，869，218円
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(収入の部)

手i 自

一般会計よりの繰入

当期収入会計

前期繰越収支 額

i技 人 ム口、 言十

(支出の部)

手1. 目
fエb王、 議 費

j昌 費

~p 原1 費

ま多 費

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額 i

(収入の部)

科 日

バムι 取 手IJ 忠、;

一般会計よりの繰入

当期収入合計

前期繰越収支差額

ヰ又 人 i口三、 言十

258 

選挙事業積立金特別会計収支計算書

決算額 備

500， 
500 

1，258，633 
1，758，633 岳

決算額 {椅

178，280 交通費及び会場費包囲分)

373，840 選挙人地底登録確認郵送費用

85，388 封筒印崩費他

56，497 送付手続費用等

694，005 I③ 
ム 194，005 

1，064，628 

決算額

58 i 

2，000，000 
2，000，058 
1，064，628 
3，064，686 

宰J

0円
l，064，628fIJ 
1，064，628丹

令指

夕、，

夕、，

考ー

額 j 備 考

244，9651交通費及び会場費(会議1間・開票2臨)

票用紙及び委嘱状送付費用

自 王子成14年 4月1日

至平成15年 3月31日

(単位:丹)

(単位:円)

自 王子成15年4月 1日

至平成16年 3月31日

(単位:円)

(単位:丹)

選挙人・選挙人名簿・投票用紙印刷費 他

0丹
1，284，692丹
1，284，692汚
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メ〉、
ヱミ 計監 査 報 止…

μ

日本看護研究学会

理事 長山口桂子様

平成15年度日本義護研究学会の一般会計の収支許算書，正味財産増減計算書，貸借対照表および財産自銭，および、特別

会計の収支計算委について相違ないことを認めますc

平成16年4月178

千葉市中央区新宿 1丁羽 1番 3号

大鶴会計事務所 ....-:--... 

公認会壮大鴎良 5弱3

監 査 報 £ヒ
仁3

日本者護研究学会一般会計ー，および奨学会特別会計，選挙事業積立金特別会計の平成15年度に関わる会計を設資いたし

ましたので，報告しますっ

1.室主資実施日 平成15~ド 11月初日

平成16塁手4月29日

(半期終に鼓査実施)

2.平成15年度決算審査

乎成15年生月 1日から王子成16年3月31日の湖の帳簿，設びに証拠諸表，現金，資金通絞の提示を受け，平成15年

度会計収支報告書に基づいて監査の結果，いずれも適正であることを認めます。

3. 項

特記事項なし

平成16年4)1298 

日本看護研究学会

室主 事 大谷町働

監事 鈴木光 導参
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平成16年度事業計画(案)

1. 第30自学術集会を開催する O

2. 機関誌を発行する o (A 4判)

3. 奨学会を運営する O

4. 学会賞・奨励賞を運営する O

5. 地方会を運営する O

6. ホームページにより情報提供をする O

7. ロゴマークを作成する O

8. 将来構想を検討する O
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(収入の部)

平成16年度

一般会計収支予算書(案)
自平成16年4月1B 
至平成17年3月31日

項 目 平成15年震実績平成16年度予算 備 考

1 I会費 3久658，000I 35，147，000 

内継続会員 31，122，00o I 33，047，000 4，721 x 7，000 = 33，o47，000 (設1)

過年度追加入会 等 680，000 I 平成l昨度新入会等

未 収 金 問 343，000I 平成1持度未払いはる会期8条出会員資搭喪失45名

訳!新入会長 3，199，000 I 2，100，000300名x7，000円=2，100，000

2入会金 L

3 学会誌広告料 600，000 I 600，000 I 27巻1.2.3.4.5 註2)

4 学会誌購読料 940，0001 940，00094件 10，000円

5 雑 収 入 1，969，720 7仰 o01妓科学会誌有料. ~IJ掛り代
受取 利 息、 4，021 I 3，000 

学術集会戻り金 2，0O0，000 I 2，000，000 第30部

8寄付金 1，4O0，000I 0 

当期収入 合計 42942，741i 40390300 

前部繰越金 32，853，295 I 36，919，677 未収金2，040，000含む (註3)

収入合計 75，796，036 I 77，209，677 未収金2，040，0OO含む (註3)

(設1)

王子成16年度予算(案)会長数

内訳

王子成16王手3月31臼継続会員数

平成16年度より退会

4，721名 ((A)ー (B))

4，446名

457 
4，903名 (A)

159名

※(王子成15年度予託収会焚;こ含まれる}

(B) 

(設2)
広告掲載 医学護手段

[2f歯薬出絞
王手5悶x4 x25，000 500，(籾

京都科学

ヌーヴェルヒロカワ

鳳ミきE喜
日本務護協会出絞会 年2llilx 2 x25，000 100，000 

(註3)

未収金内訳 l.会後日.15会費 285名x7，∞0円需1，995，∞01弓

185初日一

……6一お
E廷f王.1お5挺払、 H.1路6縫絞E申ドt出ち 2氾1名

問答なし 241名

2.広告掲数料 11'牛 25，000fIl 

3.有料務読料 2r牛 20，000内
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（支出の部）

項目
L学術集会補助費
2. 総会運 営費
3. 地方会 補助費
4. 諸会費
5. 理 事 会費

内 I u 常任理事会

訳
l 2)定例理事会
l 3)総会時理事会

6. 会議費・委員会運営費
内

1
1)奨学会委員 会
2)編集委 員 会

I 3)学会賞・奨励賞委員会
I 4)将来構想検討委員会

7印測費
内I 1)学 会誌! 

I 2)会報
I 3)その他

8. 通信費

内I 1)学 会誌

ボ i��: : : 雷
9. 事務局運営費

内 i�; ! 新料夜九引占〗

訳 I 4)消耗品費
i 5)什器備品

10. 備品．器具購入支出
11. 設備購入支出費
12. 事務費
13. 人件費

内 I!;: 時雁雇 閏
訳 I!�: 利厚費生費：
14. ホ ー ムペ ー ジ関連経費
15. 特別会計繰入金支出
四1)奨学1 会
fJい 2)選挙事業積立金
16. 学術集会貸付金
17. 慶弔費
18. 予備費
当期支 出合計
当期収支差異
次期繰越金

合計

平成15年度実績
400 000， 

51,975 
850 000， 

80 000， 
2,059,204 

309,500 
1,139,423 

610,281 
" 

"" 

1 205 945 ' '  
20,000 

896,607 
67 128， 

222,210 
18,358,986 
18,095,279 

263,707 
4,303,398 
3,649,085 

122,700 
531,613 

1,841,958 
1,572,000 

85,000 
128,519 I

6,764 
49,675 

230,821 
゜

900,025 
4,348,297 
3,565,750 

475,717 
306,830 

゜

2,200,000 
200,000 

2,000,000 
2,000,000 

45 750， 
38,876,359 
4,066,382 

36,919,677 
75,796,036 

自平成16年4月1日

干成16

〗〗=二
考（；；主l)

平成17年3月31日

400,000 会議費
1,300,000 定例理事会・監査

7009�0 総会時の理事会・ 評議員会
□ 2 320,000

20,000 運営費
1,000,000通信費事務費会議費
⑳ 0,0⑲ }通信費

，事務費会 議費尋会旦山）万•奨励宜立互：
1,000,000 ! 通信費事務費会議費 30周年記念事業 ， ロゴマー ク代を含む

15,600,000 
15,000,000 I 21巻(A 4判） 1-5号・別刷り

100,000 
500,000 I会則 ・ 会費請求等�: 昌:

f

::円·:ロニ:
1
:

I
I註

2
)

1,572,000 I 131,000 X 12ヶ月
85,000 

＇ 一•

200,000 I ? じ気， ガス ， 水道・下水道
20,000 I洗剤・トイレ用品・ゴミ袋等
50,000 

侶
1,300,000 I 封筒・ラベル ・ コピー用紙 （註3)
4,800,000 
3,900,000 

I
時給900円

600,000 発送・事務補助

冒：メ／テナ／ス料

200,000 
500,000 

2,
�〗〗［心〗1第31回へ

（註4)
400,000 

39,362,000 
928,000 

37,847,677 I 未収金2,040,000円含む
77,209,677 

（註1)地方会運営費： 300名以下= 100,000円 301名-600名= 150,000円 601名以上=200,000円 1,000名以上250,000円
250,000円＝近畿• 北陸(1,113名）
200,000円＝東海(821名）・中国・ 四国(731名）・九州(627名）
150,000円＝該当なし
100,000円＝北海道(259名）

（註2)学会誌郵送料として. 900円 X (平成16年度会員4,721名＋新入会300名＋有料購読100件ea 5,150件）
（註3)公認会計士による外部監査(16.8万円） ， 年末調整作成(5万）パソコン支援経費(12万）を含む
（註4)平成16年度より新設
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日本看護研究学会会期

第 1章名称及び事務所

第 1条( 名称 )

本会はg本看護研究学会(JapaneseSocie守ofNursingResearch (J.S.N.RJ と称する。

第2条(事務所)

本会は，事ー務所を苧260-0856千葉市中央lR亥委主1了El2番10号に置く。

第2章 白的及び事業

第3条( 話的 )

本会は，広く者護学の研究者を組織し看護学の教育，研究及び進歩発展に寄与する事を自的とする。

第4条

本会は，前条の自的を達成する為に次の事業を行う G

日学術集会の関擢

2)学術講演会の関擢

3)学会誌の発行

4) 

5)学会設ー奨励賞事業

6)関係学術関体との連絡，提議

7)その他， 民的達成に必要な活動

3章会員及び賛助会員

第5条 (会員の構成)

本会は，会員及び「賛助会員をもって構成する。

第6条( 会員 )

会員とは，審議学を研究する者で本会の日的に賛碕し

費の納入を完了した者をいう。

第7条 (賛助会員)

の推欝並びに理事会の承認を経て誓所定の手続きと会

賛助会員とは，本会の践的に賛同し本会に寄与する為に入会を希望し理事会の承認を得た者をいう G

第8条 (入会及び退会)

本会に入会を希望する者は，所定の手続きによる入会申込書を本会事務所に提出するものとするc 入会金及び会饗の

納入を完了した時点で本会の会員又は賛助会員となる。

2)次の各号の一つに該当する会員・賛助会長は退会した者とみなす。

a.本人から退会の唱し入れがあった時。

b.会員及び賛助会員としての資搭を喪失した時c

3)特別の理由なく， 2年以上会費を納入しない者は，会員・賛助会員の資搭を失う。

第 9条 ( 除 名 )

会員・賛助会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合には，現事会の議を経て，除名する挙が出来る。

第10条 (名誉会員)

本会に永年にEまる貢献の認められた会員を理事会の推薦により，評議員会，総会の議を経て名誉会員とする。

2)名誉会員は，会費の納入を必要としない。

鈴本看護研究学会雑誌 Vol.27 災0.3 2004 263 



第4章役

第11条 ( 役

本会は次の役員を震く。

1)淫事長 1名

2)副理事長 之丞名

3)王軍 事 若干名

4)監 事 2名

第12条 (役員の選出)

役員の選出は次の通りとする O

1)理事長及び副理事長は，理事の互選により選出する。

2)理事及び監事は，別に定める規定により評議員のゆから選出し理事長が委嘱する O 但し理事については任期中

の欠員は補充しない。

3)上記 2)で選出した理事の他に，理事長は理事会の承認を得て，会員の中から 2名以内を指名して理事を委嘱する

ことカfできる。

第13条 (役員の任期)

役員のf壬期は 3年とし再任を妨げない。慢し 71続き 6年を超えて在任する事が出来ない。

2)理事長，説理事長，監察に事故ある時は，評議員会の議を経て交代する事が出来る。その場合の任期は，残余の期

間とする。

第14条 (理事及び理事会)

本会は，会務を掌理する為に理事:を置き，理事会を組識する。

2)理事長は，本会を代表し会務を総理する。

3)副理事長は理事長を補佐し;理事長事故ある時はこれを代行する 0

4)壊事会は，理事長が必要に応じ招集し議長は理事長が当たる。

5 )理事会は，主主事の過半数以上の出席がなけれ拭，議事を開き議決する奈はお来ない。

6)理事の中から常任潔事若干名を互選し本会の総務，会計，渉外，編集.奨学会などの会商運営を担当する。

7)企画運営に当たり，必要に応じて委員会を組織する C

この委員会規定は別に定める。

第15条( 監事)

監事は，本会の会計及び資産を監査する O

2) 監事は~理事会に出席する事が出来る O

第16条(評議員及び評議員会)

第5章評議員

本会は，理事長の諮問に応、じ重要事項を審議する為評議員を置き，評議員会を組識する。

2)評議員会は，年 1閤定例に理事長が招集し議長は理事長が当たる。

3)評議員の 3分の 2から議求があり，立つ理事会が必要と認めた場合は.理事長は臨時に評議員会を招集しなくては

ならない0

4)評議員会は.評議員の過半数以上の出席がなければ議事を開き，議決する奈は出来ない。

第17条 (評議員の選出)

評議員は加に定める規定により会員の中から選出し理事長が委嘱する。但し任期中の欠員は補充しない0

2)評議員の任期は 3年とし再{壬を妨げない。恨し， 71続き 6年を超えて在任する事が出来ない。
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第6章学術集会会長

第18条 (学卒詩集会会長)

本会は，毎年 l留学術集会を主宰する為に学術集会会長を置く。

第四条 (学術集会会長の選出及び在期)

学術集会会長は，理事会の推薦により評議員会で会員のやから選出し総会の承認を得る O

2)任期は 1年とするc

3)学術集会会長は，理事会・評議員会に出席する事が出来る。

第7 総 ム一品

第20条(総会)

本会の総会は，毎年 1 悶~車事長が招集して開催する c

2)理事会が必要と認めた場合，評議員会の議決のあった場合及び会員の過半数以上から目的を示して総会の開館の請

求のあった場合には，理事長は，臨時総会を関擢しなくてはならない。

3)総会は会員の10分の l以上の出席がなければ議事を掬き議決する事は出来ない。

4)総会の議長は学術集会会長がさ当たる。議事は出席会員の過半数をもって決し賛否問数の場合は議長が決するG

第8章地方会

第21条(地方会)

本会の詩的に刻して，地方活動を行う為に，地方会を組織する苦手が出来る。

2)地方会の名称は，日本看護研究学会を越した地方会とする。

3)地方会の役員又は世話人に，当該地区の理事を含めなければならない0

4)地方会の運営については，夫々において却に定める。

第9 ム一品

第22条 (会計)

本会の運蛍は，入会金・会費及び本会の卒業に伴う収入等によって行う c

2)会計年震は，年OC4丹1臼より翌年3月318迄とする。

第23条 (入会金・会費)

入会会は次の通りとする

入会金 3，000円

2)会費は次のとおりとするc

年会費 会 費 7，000円

賛助会員(1 0) 30，000向

第10章会期の変更

第24条 (会期の変更)

会期の変更は，理事会及び評議員会の議を経て総会の議決によって行う。
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付 則

この規則は ． 昭和57年5月10日から実施する。

1)昭和58年6月1日 一部改正（会費）実施する。

2)昭和58年5月 1日 付則1-4項削除

3)昭和59 年7 月23日 一部追加改正（理事会）実施する。

4)昭和60 年9月7日 条項追加改正（名誉会員）・（地方会）実施する。

5)平成2年8月4日 一部改正（理事会）・（評議員会）実施する。

6)平成 4 年8月1日 一部追加改正（理事及び理事会） ． 改正（事務局）実施する。

7)平成5年7月30日 条項追加（入会）． 一部追加（地方会）・（会計）・（会費）実施する。

8)平成6年7 月29日 全面改正実施する。

9)平成11年7月3 1日 一部改正（役員の選出）実施する。

10 )平成12年7月28日 一部改正（会費）平成13年度より実施する。

11)平成14年8月8日 一部改正（事業）（会員）実施する。
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評議員選出規定

1.この競走は.会財第17条による評議員選出に関して規定する O

2. (地区・定数)

全国を付表に訴す地註に分け，夫々登録した地区の会員歴3年以上の約 5% (四捨五入とする)を地区の評議員定数

とするc

3. (被選出資格)

の被選出者となる資格は，会員歴S年以上の者で選挙公示迄に会費を完給している者。

4. (選挙者資諮)

会員盤3年以上で選挙公示迄に会費を完結した者c

5. (選挙公示)

の短期満了の l年前の理事長が評議員就{壬の期間を明示して， を公示する C

6. (選挙管理委員会)

の互選により選挙管理委員 3名を選出し理事長が委嘱し選挙管現委員会を毅識するO

2) ーノト酢 を選出し理事長が委嘱する。

7. (投票締切日の公示)

選挙管理委員会の協議により投票締切日を決定し会員に公布する。

2)投薬締切臼は，年度末3カ月以上前に決定する

8.選挙管理委員会は，地区別選挙人登録者名簿及び被選出者援録名簿を作成し定めた締切臼 2カ月前迄に選挙人であ

る会員に配布しなくてはならないc

9.投票は郵送により行い，投薬用紙，投票用紙入れ密封封詩及び返送用封簡を各選挙人に配布し定められた投票締切

臼迄に投棄を完了するよう文書で徹底周知させる

2)投票締切日消印は有効とする

10.規定による投薬用紙は登録地区評議員

11. (投薬締切)

投薬締切臼消~~の投票封筒の到着をもって締め切る。

12. (跨薬)

開票は選挙管現委員全員が立ち会いの上行う o

13. (無効.有効薬)

よる連記制とする 9

投票用紙に地認定数以上の者にO印を記入したものは，その投票用紙について全員無効とする

2) 0印が地IK定数に満たない投票用紙については，そのO印を付した者の得.票として有効とするc

3) O~~以外の印(問えばx ~~，ム印等)が記入されたものは，その者については無効とする o O~~のほかに称号，敬

称等の記入は有効とする。

14. (得票及び名簿作成)

各地区毎，得票数上位の者により定数枠内の者を該当者としこれに次点者を明示して加え，得票数を記載せずに評

の名簿を作成し理事長に提出する。

2)最下位得薬者に関数の者のある場合は，時得票である安明示し入会年度版に名簿を作成する。

3)次点者に河得票数の者のある場合も持得票である旨，明示し入会年度}ij買に名簿に加えて記載する 0

15. 理事長推薦)

16. 

理事長は必要にEi5じ，この選出方法とは加に若干名

の決定)

として理事会に推薦する事・が出来る c

理事会は選挙管理委員会の報告と理事長による推薦者について地区毎iこ審査し

17. この規定は，詔和57年5月10日より発効する G

を決定する O
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付期

工)平成2年8月4日 一部改正実施する O

2)平成5年7丹30日 一部改正実施する O

3)平成6年7丹29話 一部改正実施する O

4)平成8年7月27日 一部改正実施する。

<付表>

地区割

番号 地区名 都 道 府 !思 名

1 ~t ;努 道 北海道

2 東 jヒ 青森，岩 ，宮城，秋田，山形，福島

3 関 東 千葉，茨城，栃木，群馬，新潟

4 東 王氏 東京，埼玉，山梨，長野

。問 E支 海 神奈川，岐阜，静蹄，愛知，

6 近畿・北陸 議賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山，福井，富山，若山

7 中国 ・ 四 臨 島根，鳥取，関山，広島，山口，徳烏，香川.愛媛，高知

8 lL ナH福間，佐賀，長IU白熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄
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理事・監事選出規定

J この規定は，本会会期第12条2項による浬事・監事の選出に関して規定する。

2.理事は20名以内とし地区評議員数に応じて配分するo

3.監事は 2名とする。

4.理事は，新評議員が各地IRの新評議員の中から理事定数の連記により選出するc

5.監事は，新評議員の中から理事会が推薦し新評議員で決定するc

6.投票総切日は，理事長が決定し投票は郵送により行う。

2)投票締切日出印は有効とするc

7.開票は，選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる) の立会いの上行う O

8.投票用紙に定数以上の者にO印を記入したものは，その投票用紙については会員無効とする。

2) 0印が定数に満たない投票用紙については，そのor:pを付した者の得票として有効とするc

3) Or:p以外の印(例えば x時，ム碍等)が記入された者については，その者については無効とする 0

4) 王将の他に称号，敬称等の記入は有効とする O

9. (得票及び名簿作成)

得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし票数を記載せずに名簿を作成し理事会に提出する。

2)最下位得票者に冊数の者のある場合は，間得票である旨明示して名簿に加える。

10. (理事の決定)

理事長は，選出された理事の名簿を理事会に提出して理事会の承認を得る。

11.この規定は，王子成2生存8月4Bより発効するc

付 期

王子成 5年 7丹30B 一部改正実施する。

平成6年7丹29日 一部改正実施する。

王子成 8年 7月27日 一部改正実施する。
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日本看護研究学会雑誌編集委員会規程

第1条(名称 )

本会は， 日本看護研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と略す)とする。

第2条(日的 )

本会は，会期第4条 3項による学会誌の発行に関わる企画運営の為に，会則第14条6項・ 7項に基づいて置く O

第3条 (委員会)

本会の運営は， 日本看護研究学会理事の中より若干名の委員を選出する。

託期は役員住期期関とし再任を妨げない。

2)委員の中から委員長を互選する。委員長は本会を総務するO

引委員長は評議員・会員の中から若子名の委員を推薦し理事会の承認を得る。在期は投員任態期間とし，再任を妨

げない。

第4条(査読 )

委員会は予め査読者を若干名選出し理事会の議を殺て日本看護研究学会雑誌に公告する。

2)会員以外の査読者には，手当を支給する事が出来る。

3)任期は，役員任期期間とし再任を妨げない。

4)投稿された論文の査読は 3名以上(委員長を含めて)の査読者で行う。

第5条

この規程は.昭和59年四月 1EIより発効する O

付期

平成5年7月初日 一部改正実施するc

平成6年7月29日 一部改正(会刻全面改正に伴い)実施する。

平成立年7月26EI 一部改正。王子成13年度より実施する。
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日本看護研究学会奨学会規程

第 1条 （名 称）

本会を日本看護研究学会奨学会（研究奨学会と略す）とする。

第 2条 （目 的）

本会は日本看護研究学会の事業の一として， 優秀な看護学研究者の育成 の為に， その研究費用の一 部を贈与し， 研究
成果により看護学の発展に寄与することを目的とする。

第 3条 （資 金）

本会の資金として， 前条の目的で本会に贈与された資金を基金として， その金利をもって奨学金に当てる。

会計年度は， 4月 1 日より翌年3月31日迄とする。

第 4条 （対 象）

日本看護研究学会会員として3年以上の研究活動を継続している者で， 申請または推薦により その研究目的， 研究

内容を審査の上， 適当と認めた者若干名とする。

2)日本看護研究学会学術集会において， 少なくとも1回以上発表をしている者であること。

3)原則として， 本人の単独研究であること。

4)推薦の手続きや様式は別に定める。

5)奨学金は対象研究課題の1年間の研究費用に充当するものとして贈る。

6)研究が継続され， 更に継続して奨学金を希望する者は， 改めて申請を行うこととする。

第5条 （義 務）

この奨学金を受けた者は対象研究課題の1年間の業績成果を2年以内に 日本看護研究学会学術集会において口頭

発表し， 更に可及的早い時期3年以内に日本看護研究学会会誌に論文を掲載し公刊する義務を負うものとする。

第6条 （罰 金）

奨学金を受けた者の負う義務を怠り， また日本看設研究学会会員として， その名誉を甚だしく毀損する行為のあった

場合は， 委員会が査間の上， 贈与した奨学金の全額の返還を命ずることがある。

第 7条 （委員会）

本会の運営，審査等の事業に当たり， 日本看護研究学会理事会より推鷹された若干名の委員によって委員会を設ける。

2)委員会に委員長を骰き， 本会を総括する。

3)委員会は次の事項を掌務する。

基金の財産管理及び日本看設研究学会理事長への会計 報告

奨学金授与者の選考， 決定及び理事長への報告

③ 授与者の義務履行の確認， 及び不履行の査問， 罰則適用の決定及び理事長への報告

奨学金授与者の選考及び授与者の義務履行については別に定める。

第8条

委員会より報告を受けた事項は， 日本看護研究学会理事長が総会に報告する。

第 9条

奨学金を授与する者の募集規程は， 委員会において別に定め， 会員に公告する。

第10条

本規程は昭和54年9月24日より発効する。

付 則

1)昭和59年7月22 日 一部改正（会計年度の期日変更）実施する。

2)平成6年7月29日 一部改正（会則全面改正に伴い）実施する。

3)平成8年7月27日 一部改正実施する。

4)平成11年7月30 日 一部改正実施する。
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する規程

（趣旨）

第 1条 この規程は ， 本学会の学術領域において優れた業禎があったと認められる者の表彰および若手研究者の育成に関

し必要な事項を定める。

（種類）

第2条 表彰および若手研究者の育成のために次の2つの質を設ける。

1)日本看護研究学会賞（以下 ， 学会賞）

2)日本看護研究学会奨励賞（以下 ， 奨励賞）

（審査対象）

第3条 審壺対象は次のとおりとする。

1)学会賞

(1) 過去に本学会誌に優れた論文を発表し， その領域の発展に貢献した者。

12) 本学会の学術活動に貢献した者。

2)奨励賞

(1) 推薦年度を含む過去3年間に本学会誌に優れた論文を発表した者。

（資格）
＼ 

第4条 各賞は次の各号に該当する者に授与する。

1)学会賞

(1) 15年以上日本看設研究学会会員であること。

2)奨励買

(ll 3年以上日本看設研究学会会員であること。

(2) 拙戦時に45歳未満であること。

(3) 前条 2

（推肱）

第 5 条 各賞に対する推薦は ， 次のとおりとする。

1)学会賞については日本看設研究学会会員の推應によるものとする。

2)奨励賞については ， 理事長が委嘱した選考委員会によって推廊される。

（受貨者数）

第6条 各賞の授賞者数は， 次のとおりとする。

1)学会賞は侮年度l名以内。

2)奨励質は毎：年度l名以内。

第7条 毎年 1回 ， 理事長が委嘱した委員によって構成された選考委員会で各賞の候補者を審査選考する。

（決定）

第8条 前条により選出された候補者については理事会の議を経て授賞者を決定する。

（表彰等）

第9条 各賞の授賞者には賞牌および副賞を毎年総会時に授与する。 なお学会質受裳者は， 表彰式が実施される学術集

会会期中に記念講演を行う。

（規程の改正）

第10条 本規程の改定は， 理事会の議を経て行う。

附則

（施行期日）

この規程は ． 平成13年4月 1日から施行するc

272 

1)平成15年7月23日 第3条 2)(2)削除する 。
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に穏する規程細則

(趣旨)

第1条 この細則は，日本看護研究学会堂および奨励賞に関する規程において.学会設および奨励賞の候補者選定に隠す

る必要な事項などについて定める。

(選考基準)

第2条 各賞の選考は，次のとおりとする。

1)学会賞

(1) 論文の内容が，看護学または零護実践において有益で顕著な貢献が認められること

叫本学会の学術活動に顕著な賞獄が認められることc

2)奨勧賞

山研究方法や成果に強自性があ仏看護実践への示唆が大きく， 十分な論理性を鍛えていること C

(推薦方法)

第3条 学会賞候補者の推薦依頼は，毎年境の本学会雑誌2号において行う O

じ込むものとする。奨励賞は，理一事長から委麟された選考委員会によって推薦されるむ

2 

(Eド

第4条 各賞候被者の申請は，次のとおりとする。

1 )学会食:本学会員の推薦によるものとし次の書類を添えて 9月末日までに理事長に申請する。

山学会堂推薦書・市議書(所定の尽紙)…… 6通

(2) 申請論文の郡部またはコピー...・H ・.....・H ・..6通

(3) 共著の場合は共著勉者の悶意書…...・H ・.，… 6通

2)奨励笠:理事長から委麟された選考委員会による役務とし を添えて11月末日までに理

申請する。

(l) 均山
a

{所定の用紙)…………...・H ・..……… 2通

(2) 市議論文または議淡抄録の別樹またはコピー・H ・H ・..………… 2通

知 共著・共開発表の場合は共著・共間発表能者の開窓番……… 2通

会)

第5条 各設の選考委員会;之次のとおりとするc

1)委員会は，捜事長が理事のEいから指名した 5名によって撰成する合なお委員長は，委員の五選とする。

2)選考委員会の委員は，係長日として被推薦者または捻務者の所属する所属楼潟および、共同石iJf究者以外から選出するC

3)選考委員会は4月に設援する。

第6条 選考委員会は.提出されたL$I議室:類等を審査し委員会の合議で各賞候補者を選考する。

第7条 選考委員会は.11月末日までに各賞候補者を選出し推務誉会添えて理事長に報告する。

第8条 選考委員会l之候補者の選考経過および結果を本学会雑誌 1号で報告する。

(その他)

第9条 爵賞の内容については，当該年度の理事会において決定する

第10条提出書類(論文郎尉を含む)は，返却しないc

(縮別の改正)

第11条 本舗JlIJの改定は，壊事会の議を経て行う

附期

(施行期日)

この縮財は，平成13年4f11Bから施行する。

1)平成15年7月23日 第4条1)(2)， 2)山第10条別冊を出掛りに改正実施する。
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日本看護研究学会雑誌投稿規程

1 .投稿者

本誌投稿者は，著者及び共著者すべて本学会員とする。ただし編集委員会により依頼したものはこの限りではない。

2.投稿の種類と内容

投稿内容は，看護に関する学術・技術・実践についての論文とする。投稿者は，投稿時に以下の原稿種別のいずれか

を申告する。投稿論文は未発表のものに限る O また，人および動物が対象の研究は，倫理的記惑がされていること，お

よび、そのことが本文中に明記されなくてはならない。

箆原箸論文(カテゴリー襲的研究，カテゴリー日:質的研究，カテゴリーill:その他)

さま:術上および技術上側健ある新しい研究成果を記述した論文。

投稿i待にカテゴリー1. IT. 型，のいずれかを選択する。

溜研究報告

学術j二および技術上価値ある新しい研究成条で，前掲 f原著論文jほどまとまった形ではないが，これだけでもネく発表する価値の

ある論文。

臨技録音・実践報告

技術的な問題についての実践給泉の報告で，その手段あるいは得られた成条が大きな波及効果を期待できる記挙。

臨総 説

特定の問題に関する文献を集めて分析検討した論文。

3.競稿の送付

投稿原稿は，所定の表紙(学会誌最終真に綴じ込まれている)に必要事項を記入の上，本文.図表，写真等，を綴じ

たオリジナル原稿，およびオリジナル原稿のコピー 2部(査読J:F])を添えて下記に送付する。

コf260心856 千葉市中央区亥欝 1-2-10 

自本看護研究学金鰭集委員会委員長 JI旧孝泰宛

(封j誌の表には. r日看研誌原稿jと朱書:し，書留郵便で郵送すること。)

事務局に到着した日を原稿受1~'B として誌上に明記する。なお著しく執筆要項を逸脱したものは事務的に返却し形

式が整った時点を受付日とする。

4.原稿の受付(締め明り)

原稿の受付は年4閤 (4月. 7月.10丹. 1丹，各月の10日)とし各閉ごとに受理手続きを行う。

5.投稿の採否

寄稿の採否は，規程の査読を経たうえで本誌編集委員会が決定する。場合により著者に内容の追加あるいは短縮を求

めることがある O また著者に承認を求めたうえで寄稿の縁類を変更することがある。

査読の結泉. r存資読jの場合には修正された原稿について改めて査読を行う O ヨを読の結果が f不採用Jの;場合で¥

その f不採用」の理由に対して論文提出者が明らかに不当と考えた場合には，不当とする理由を明記して本会編集委員

長あてに異議申し立てをすることができる C

なお原縞は原則として返却しない。

なお原稿種別による査読基準は以下表の通りであるG

6.膜稿の校正

274 

校正にあたり，初校は著者が. 2校以後は著者校正に基づいて編集委員会が行う。

なお校正の際の加筆は一切認めない。
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政審論文 研究報告 技術・実践報告 卓得3会じ、 説 [資料・その他

独 意5 性 O O O 

務 ;5f 性 O O 
?プじをに 展 性 O O O 

技術的有用性 O O 

学術的価値性・有用性 O O O 

車員 性 O O 

じ 成 度[ O 

ひも例J0:評錨の対象とする， :評{践するが過度に重視しないc

7.態稿掲載料・別融斜

原稿が掛り上がりで¥10頁以下 (800字詰原稿用紙30枚(罰表含む))の場合は，掲載料は無料とするc その制限を超

過した場合は，所定の料金を態収する O 超過料金は，掛り上がり超過分1真につき実費とするつ

i頭表は， A4判F語紙にトレースした原簡を添える事。印融業者でトレースが必要になった持はその実衰を鍛収する。

那嬬については，あらかじめ著者より申し受けて有料で王将剥するc 料金は， 30門×端り上がり頁数×部数 (50部を単

{立とする)。ただし本会より執筆を依頼したものについてはこの擦りではない。

8.著作権

の権利保護のために，掲載された原稿の版権は本会に議するものとするc 他者の絞J擦に帰属する資料を引用する

ときは，著者がその許可申

9.原稿執筆要項

別に定める G

きを行なう。

この規程は，昭和59年12丹1Bより発効するc

付期

1)平成5年 7丹30日 一部改正実絡する。

2)平成9年7月24日 一部改正案擁する。

3)平成12年4月22日 一部改正実擁する 0

4)平成15年7月23日 一部改正実施する。
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原稿執 要項

ト諒稿の書そを方

原稿は簡潔でわかりやすいように重点を強調して記述することむ

典を明記すること。

-雑誌などの国，表を引用するときには必ず出

1)所定の表紙(学会誌最終頁に綴じ込まれているものを A4判に拡大コピーして使用)に原稿の種類.和・英

(JAi¥lIAの書式)の論文題名，およびキーワード(5語以内)，著者氏名，所属団体・部署とその英訳，原稿枚数，

和文抄録文字数，英文抄録使用語数.別端部数を明記する。

2) )Jj(尉としてワードプロセッサなどによる機械仕上げとし英文抄銭.事[J文抄録はそれぞれ加の用紙に印制する。本

文の書式はA 4判の用紙に文字数800字 (40字詰め20fT).左右余自30mm. 上下余白50際協とする。本文には必ず中央

下にページ数(本文のみ)を記すこと。本文(題名とはじめにの間などに)には著者名，所属を記入しない C

3) 1Ji:文抄録は200語以内を A4判の用紙に，原則としてTimesNew Romanの12フォントを用いて.ダブルスペースで

印字する(原著論文，研究報告のみ)c

引和文抄録は400字以内とする。

5 )諸表は一つずつA4用紙に配罷し，それぞれに通し番号を付して回1.表 1などとする。

6)図表は，白紙または青色の方眼紙に.黒千ンクで仕上り寸法の約1.5倍の大きさに描く O 提出された原阪はそのま

まオフセット時制する。

7)図表は，涼稿本文とは別にまとめて巻末に添える事。~去を原稿に挿入する笛所は，原稿のお側余白に i羽表番号を

朱書きする C

8)文獄は，本文の引用簡所の扇に1)， 2)のように番号で示し本文原誌の最後に一括して引用番号)1療に整理して

記載し書式は本文と同じとする。文紋著者が3名以上の場合は筆頭者2名のみをあげ.00他とする。文献の記

載方法は以下の通りであるつ

雑誌の場合.

千存号)

一鰐

4¥ff誌名.巻(号l. 始ページー終ベ…ジe 発行年{西経)

1) B4三太郎，看護花子. 1也・社会的支援が必要なハイリスク状態にある言語齢入院忠告fの特徴， 臼*看護研究学会雑誌.2(1). 
32-38， 1998 

2) Nihon， T.， Kango， H. et aL: Characteristics of e1derly inpatients at high risk of needing supportive social service，]. Nursing， 2 (1)， 32 -38， 

1998 

書:籍の場合:

番号)著者名: 引用筒所の始ページー終ページ，出i抵社，出瓶i也発行年(西暦)

一例

3)研究太郎看護基礎科学入門. 23-52. 研究学会出版，大阪， 1995 

立編集者の場合.

番号)著者名.表題，編集者名(編):書名，始ページー終ページ，出版社.出版地.発行年(西暦)

例一

引研究花子・不服の審議日本太郎.肴護花子(綴):臨床看護学11. 123 146. 研究学会出!民東京. 1998 

5) Kimura， H.: An approach to the study of pfessure SOfe， In: Suzuki， H" et al， (Eds): Clinical Nursing Intervention， 236 -265， Nihon Aca-

demic Press， New York， 1996 

号電子文献の場合:

番号)著者:タイトル，入手日，アドレス

-i7U-
6) A忍C幸子議学会 :ABC看護学会投稿マニュア)V.2003-01-23. 

h匂:llwww，abc.org~journνmanual ， html

なお，雑誌略名はfll文誌では医学ゅうた雑誌.欧文誌では. INDEX MEDICUSおよび

INTERNATIONAL NURSING INDEXに従うものとする。
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9)用字・用語は，現代かなづかいとする。アラピア数字を使い， SI単位系 (m，kg， S， Aなど)を用いる。

2，原稿用紙および諒稿の墜さ

800字詰め原稿用紙3枚が掛り上がり 1ページに拐さ当する C 制り上がりが下記のページ数を超過しないように配麗す

ること。ただし表題，間表等の一切を含むものとする。図表を仕上がり寸法(涼版の2/3で大まかに見積る)で， A

4サイズの用紙に記寵した場合に必要となるページ数をで記のページ数から差L-51いたページ数に， 2400文字を乗じた

数が本文及び引用文獄に使用できる文字数になる。

(1) n主著論文 10ページ

出研究報告 10ページ

(3) 技術・実賎報告 7ページ

凶総 説 7ページ

3.フ司ッピーディスク

原剤として.原稿のフロッピーディスクを添付する 3.5インチフロッピーで五指輪DOS上のテキストファイルが望ま

しい。ラベルには著者，表題，使用機種，使用ソフトウェアを明記すること G

この要項は，昭和田年12月1日より発効する G

付期

1)平成5年7月30日 一部改正実施する。

2)平成9年7月24日 一部改正実施する O

3)王子成10年ア丹30日 一部改正実施する O

4)平成立年4月22日 一部改正実施する

ら)平成15年7月238 一部改正実施する O
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編集委員

日本看護研究学会雑誌

第 2ア巻 3号

王子成16年 5月29日 印耕

平成16年 6月29日発行

[会員無料帥|

発f子所日本義護研究学会

委員長 川口 孝泰(理 事)筑波大学涯学専門学群看護医療科学類 'T260蜘 0856 千葉市中央底亥鼻 1-2 -10 

まま 043欄221柵2331委 員黒田裕子(理事)北盟大学看護学部

中木高夫(理事)日本赤十字看護大学

浅野みどり(評議員)名古屋大学法学部保健学科

金城 祥教(会 員)筑波大学医学専門学群審議註療科学類
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ホームページアドレス

http://plaza.umin.ac.jpFjsnr/ 

又は.h怯1託tt匂p://js叩nr.λumi加n孔1.伊/
楼チi二利江(会 員)筑波大学鹿学専門学群看護援療科学類 一
星野明子(会員)京都大学院部保健学科 委任芸山 口桂子

(アイウエオ}II貢) 印尉所 (株)正 文 社
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入金を申し込まれる擦は，以下の事理iこと留意下さい。

l.大学，知期大学，専修学校校学中の学生は入金できません。なお，前述の身分に該当する方で，学術集会への演題申込みのためにあらかじめ発表年度

からの入会を希認される場合は，発表年度にはこれに該当しないことを入会中込設欄外に明記して下さい O

2.入会を申し込まれる場合は，入会申込み本人氏名，捺r:pが必要です。下記入会申込書の各捕に必要事項を横議:でご記入下さい。ご本人の捺印のない場
合があります。ご注意下さい。

3. 入会申込容の送付先:字260-0856 千葉市中央院亥弊， 1-2-10 日本看護研究学会

4.瑚事会承認後，その官通知する|際に入会金3，000内，年会費 7，OOOPl合計 10，OOOITjの郵便振込用紙を送付します。懸込慶賀貫道建玖R，
は混服Ji6J!5!にお振込み 1'-さい。

5.専門限分の記入について:専門限分のいずれかにor:1lを付けて下さい。尚，その他の場合は， ( )内に専門の研究分!Jlfを記入して下さい0

6.送付先について:送付先住所の自者・所総いずれかにO印をご記入下さい。

7. :!t!!1まの指定について:勤務先又は，自宅住所のいずれかにO印を付けて地肢授録して下さい。尚，地肢の指定がない時は，勤務先の地区にいたします0

8. 会員番号は，会費等の納入を確認ののち，お知らせいたします。

(さりとり線より切りはなしてお出しください)

入 会申込書
日本看護研究学会理事長殿 申込年月日 年 月 日

賞会の趣設に賛同し会員として 年波より入会を申し込みます。

ふ り 治宝 な

⑮ 
専門誌分 -その他(

氏 名 5主 年 四!綬 月

m 成 地区制
TEL FAX 

地 iま名 者日 議 !針 県- 名
自宅・所属 T 

送 付先 住所
(いずれかに0) 1 北海道 北海道

自 TEL FAX 2 * 北 宮城，秋fU.山形，編jお

推 鵡者 氏名 ⑮| 
3 i刻 * 千葉，茨城，栃木， ii干潟，新潟

* 
町}一，~ 東京，埼玉. ILJ梨，長野

探 勝者 所属
4 

線事会総年月日 i 王手 日 日
5 発〈 I忽ー 神奈JII.1岐阜，静附.愛知].

当3 務 局 受付番号 年度入会会民謡:号 6 近畿.~t 絞 滋賀，京都，大j民兵隊，奈良，和歌111.福井，協IlJ.石川

入 欄 f、J'EI 1jo 月 日 7 中間 .1別総ij制見鳥取，間111.広島.1111こ1.徳島，役J11.愛媛，潟生!I

過去n番号 送付日 月 日 8 )L j、li 説i河，抜賀，長約，熊本，大分， 鹿児島.i'l'純



日本看護研究学会投稿原稿表紙

原稿種別 1.原著 (a. カテゴリ-I. b. カテゴ1)-n. c. カテゴリー頂)

(番号に0) 3.技術・実践報告 4.総説 5. 資料・その他(

謀議送付年丹日 年 月 自

和文語罷

英文題詔

キーワー1" (5語以内， 自本語/英語)

1. 2. 3. 

4. / 5. / 

原稿枚数

本文: 字文 国: 枚 表: 枚 写真: tま

原

番号 l 弐名(日 ローマ字) 所馬(日本語/英語)

連絡先住所 E記 名

住所:子

氏名:

Tel : Fax : E-mail : 

別融希 望部数 和文抄録文字数 英文抄録寵用語数

部 学 圭日五口

'---



第30回日本看護研究学会学術集会賛助/協力企業団体

-株式会社イズモヘルス

.株式会社学習研究社

.看護の科学社

・株式会社京都科学

.株式会社高研

・サラヤ株式会社

-株式会社ディジットブレーン

. t:'Hレ・メデイカル株式会社

-株式会社ドリーム北山

-ナガイレーベン株式会社

.~ぎ罰法人 日本訪開看護披興財関

.株式会社日本看護協会出抜会

-ヌーヴェルヒロカワ

-株式会社VIPグローパル

.平和物産抹式会社

-株式会社メジカルフレンド社

-有限会社文京メデイカル

-株式会社メデイカル出版

.株式会社メルシー

・持田製薬株式会社

-ワープ太陽株式会社

-ワインハウスゲアハルト株式会社

-財団法人埼玉県産業文化センター
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フ叩 / 

~@@@[;弛勧毎

2 

纏集

麻震をよみ・荒木由美香子・佐飽和子・擦礼子

盤整85判・ 384貰・定価3，360円(本体3，200円税5%)
ISBNふ263-23448-0

傘保健師活動のダイナミズムを学生がイメージできるよう，活動の場(公衆

衛生看護，在宅看護，学校著護，産業看護)，対象者，活動内容がそれぞれ違う 10事例を提示

し，学習した内容が実際の活動ではどのように展開されているのかがわがるよう「学習課題Jを
明示し，理解できるよう構成ー

省幹豊富な図表，ポイントとなる内容の力コミなど，見やすい紙器構成.

傘巻末用語集として，地域看護学でよく出てくるわかりにくい用語を収載

唱幹部部;事例集(64ページ)付

編集代表 i 
木下由美子 1

U
一顕

諸

制

五
最一

j 

在宅看護論

編集/木下富美子

日5判 .238頁・定価2，520円(本鉢2，400円税5%)
ISBNふ263-23436-7

傘「在宅看護論Jで何を教え， 1可を学13¥のか，各節ごとの“学習のねらい"で

学習目標が明解.礎所にワンポイントアドバイスの“在宅のマナー"や

“キーワード"の欄を設けてあり，楽しく学べる

傘現代家族論を踏まえ，家族の問題や「家族の中に病人がいるということjが理解できる

傘在宅看護の特徴を踏まえた看護過程が異体的にしめされているー

演首長
繕集/木下由美子

警護85判・ 216頁・定価2，205月(本体2，100円税5%)
ISBN4・263-23199-6

傘さまざまな在宅着護について，看護過程をベースにしながら着護の展開を

学生脂身iこ考えさせてゆくよう構成.

争在宅看護の特殊性を理解し，イメージ化できるよう豊富なケアプランを事

前学習し実施できる応用力が身につく演習-実翠テキスト

医歯薬出版株式会社/事113ω8612東京都文京区本駒込1引 0/EK333333331?
2004年5湾作主主 γp



新型覆採血静注シミュレータシンジ語一

鹿管が見えやすいタイプと見えにくいタイプをご用意。

メジャー級の射しご、こちで心ゆくまで練習できます。

注射部f立を交換するだけで長く使えます。

7.k瀦れのしない構造で音の静かなホ。ンプです。

準構と後始末がずっとスムーズになザました。

呼吸音聴診シミュレ…タ酔.巧;''1'

お手持ちの聴診器を使って呼吸音鞍診トレーニングがで、きます。。

実際の患者さんから銭音した35症例を収録しており、コンピュー

タで操作することができます。

等藷大の人体絢部モヂjレの体内に内職された15基のスピーカが

呼吸器挟患の腕音を自然な影で帯現します。

世界的基準となっている蹄奮の分類箆郁に最適です。モヂjレ替

部でも患者さんそっくりの iine crackleが聴かれます。

新生児泳浴人形 議磯子

大泉門"小泉問の形状が理解できます。

新生児の替のすわザを再現しています。

耳介はやわらかく泳浴実欝に適するようにつくられています。

授乳・衣類の着脱・騎帯知置・計測・耳控鼻控の手入もできます。

新製品続小児実習モデル*乳児マ自ン
&*幼児叫んと

乳史は身長約 70cm、体感で約 9kgを想定。幼児は身長約 105
cm、体感で約 15kgを想定。乳児、幼児の抑棋のしかたや全

身計潤・体位変換・着脱・涼j舎実醤などの看護実醤が可能です。

新生児モヂん「桃子Jとあわせて正姉妹です。

カ夕日夕、・パンフ・デモのご用命は右記まで

仁顎京 科学

本社工場:京都市伏見誌下，鳥羽渡瀬町 35-1 キ612-8393
篭話075-605-2510FAX 075-605-2519 

東京支癌:東京都文京産小石川 5TI3 20-4千 112-0002
鷺話 03-3817-8071 FAX 03-3817-8075 

htlp:llwww.kyotokagaku.co.jp eィnail:rw却oto@kyotokagaku.co.j
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千260心001

千葉市中央~都即日ぺ 0-6
Tel 043輔 233-2235

Fax 043-231陣 5562

URL http://www.seibunsha21.co.jp 

E-mail sbs@seibunsha21.co.jp 



井下手i託子・井下王髪・柴原2霊祭
中村真澄・I-U下番枝子著

oA5事IJ 270J電定{蕊2，415内{税込)

務長還記録の長号室霊法、長義深夜爆においてま造年波婆テー?としてi紛られ
絞iすてきた。夜夜、絞殺公関をも自立綬とした長記録のあり方{立、幾重蓄の

4裂を詮や、{禽聖護iこ問主裂した!待望選等々 を含め、新たな後泌が;J<められている e

本滋i立、記録を作成する際iニ泌総となる怒考のき護塚、淡くこと等々の
教資をめぎして率騒然したものである 6 革まえ護学生と童話5在宅霊長菱総のグルー
プ・インタピューをもとに殺さ表。数資と終派のま還に役立つ知見を絞る
ことができるc 学生、数緑、義語録ミ宅苦言翠隣必後。

ーパソコンを使えばこんなにカンタン
藻悶和夫・藤E迫撃喜怒子・議事詩良太答

oB5期j ・ 2色熔~ 176頁定{蕊2，625同{税込)

続究テー?の設定からプレゼンテーションの方法まで、身近i二孝司郊

できるパソコンソフトを絞った主主体的な統計処綬の方法を中心!こ、議選
至宝研究を主主める上で欠かせない緩々 なノウハウを議載。

ヂヰスト金時十llU欝

箆修:弁務俊子
中密陸子

$B5戦j セット儲絡定僚20，160p:j

21世紀の審議サービスを創る審議管理者の必携警察
審畿管理誠説……….....・H ・-…・2摘 2，100問機込)

議警護緯鑓締………日・・・……忠則，100内{税副

議室護マネジメント矯・....・-……υ :itf滋2，100F号(組討

議護における人約翼滋活用翁……..:it1喜ii2，100F弓{税込)
賓室翻警警報管理翰…H ・H ・......…...・H ・.:it1億2，100F守(税制

*艶配塁審警護経営・経矛諮言語・…・・ 日…・・ 2畑 2，10納 得 込 )

*茂芝翫警護制度・政策議.....・H ・...・H ・...…・主主f函2，100内(税込〉
*γ編 纂1審議蟹涯学研究・……………..:itfllli2，100fIl(税制

審 謬 管 理 基 本 資 料 築 … ・ .….窓問僑口

[媛毒務奇号引刊司苛1]](20∞04主匁手s湾E家転手祭華予爽霊予2定主)

争曾審欝鰻欝畢鐘議論定儀幻00符(税制

害事1重量 密燦幸翠絞における縫済
務2重量 露草書警綴殺の緩苦言とは
童書3護霊 童霊祭事譲絃における総務管王室とは
豊富4繁 華菱霊堂絞況の分析とその洛潟

隠総議集大選議弓子・数鶴慈子・1と;;$:溶
骨B5学j・2色縦 セット鏑絡24，990内(税込)

金ア響

第1巻か5だのしくみ:生護学・分子急務学1320爽定{透3，780月{税込}
第2巻か5だのしくみ:生還争分子生務学1I 384J電定悠4，200内{夜込}
第3巻からだの異常:病態生護学 276予言定綴3，360丹{税込}
祭4替からだの異常:護者態粂潔学n 328ft ~主鐙 3 ，360符{税込)

これまでお凝議寝室数符で学んできた
主主i詰j分妻子の総選議を、宅ま護霊警警が本予長もつべき
テキス人容長撃ち話芸をのき喜本となる総選警の産宣議選約緩ま楚を喜多言3するための必喜多議事e

あなたのレベルアップをサポートします!!

。鎮議@童謡鰭) 85判・2色議

最新看護技術とその具体的な展開方法を、科学

的根拠を訴しながら、わかりやすく解説するシリ

ーズ全 8巻c 専門技術のレベルアップをめざす、

すべての看護職・すべての看護学生の自己学欝を

お手伝いします。

護礎看護学 (JI!嘉みどり鼓穆)352莫定filli4，095舟{説込)

在宅審議議 (JI!村佐和子監護)272莫定鑓4，095丹{税込)

議神審議学 (野鶏性由美藍穆)400糞定鐙4，095円{組込)

老年審護学 (中島記慈子監穆)256頁定髄2，940丹{税込)

母性看護学 (小松葉蓉子監護)344頁定髄ヰ，515丹{税込)

*小児審議学 (片盟範子監鰭)304貰定器4，200円(税込)

成人看護学 1(性護護子監鋒)280頁定髄3，部8丹(税込)

*成人看護学吾(姓議議子監鋒)ページ数、定額来定
*未刊

第5巻かろだの薬常:病態生理学窓 260Ji ~主鐙 3 ， 150月{税込}

第8巻議集務寄銭安とのかかわり犠染症学 376爽定翁3，780内{税込)
第7誉議とのかかわり:銭床薬護学 392ft ~主綴 3 ，360汚{税込}

くf第38盟都議額コンクーj端 j日本語翻協会露顕〉

日本語審館協会議室定路欝

環自諾4.000/紫号i語12.000(語文・散文合計〉
85判・模組850買/本文2@鯛/定額 9.975丹(税込)

[総編集]克議議子/小玉番津子/護活典子

.. r孝安芸露悪銭安による、審議毅革まのためのj
慈善ミをめざして綴築しました。

.. r51く率然jと肉終に f読む翠奥jをめざ

して幾重撃しました。

@審議学生・院生、箆床家、教員、研究者

毒事の臼々の学習および繁務iこ有用な内容

を感り込み、それらを章受新の記述で鉾談

することをめざして綴察しました。

@読者に主主きた知識を援供すると問時に、

研究毒事の学術的使用にも溺えるものをめ

ざして綴室長しました。

@ミ警護学の領域で用いられている用語、約4，000誇を厳i翠し、
そのひとつひとつの演Elについて十分な字数を用い、こと

ばの解説をするのではなくその護審議学約慈妹を記述するこ

とに護点を鐙きました。

事日本番 進出版会 千150働 0001東京都渋谷区神2宮前ふ8-2B本養護協会どん4F TEL.Oふ5778-5751
郵便援替00190・8・168557 FAX.Oら5778欄 5760



-主塁走予jまたは2005王手3月までに予j行
. .量 嘩. . . . . .. .. .. ‘' ー・ ・ー . ・... .. .. .. .. .. .. .. .. .. 司司'.........・ 4・・・ ・・ 咽・ .. .. .. .. .. .. .. 

独自の規点で く霊童際のiElt震と務室霊〉 く互主人議室菱学〉

構成9"る金33帯 @呼吸・害警E察機能障客室率 @成人愛護学事室霊会※

@栄養代3襲警護童話軽量密 @長室燦危機状況※

@防衛機能障事懇 fj)1!)(，フケアの潟獲得

(i)!送手卒重量・援護資機能罪事後 6:)セルフマネジメント※
毒事問謬塁塁科毘

@芸菱重金害警告u憲章響 く老年畿管襲学〉
く人体のt審議と機能〉

@内務王環境雲調節機能障塁審 @言霊童全苦言の霊童E棄とE警察※
@擦寄j生理学琵:

性・さ主義喜整霊祭震塁塁審 @老年審喜怒の実践※
@臨床生化学※

く疾終の成り立ち〉 害専門科箆 く小児務室護学〉

@臨床毒埼玉里・長寿慾学※ くき筆者警警官霊学〉 @小児の議慾金王室とケア

。慾E転言案理学 @審議学擬意義※ @小児愛護の実践

@霊童E著書建生物.Ii主動物※ @ヘルスアセスメント※ く母性愛霊童学〉

。媛E転生設警護学 .!H審E護雲審議投手罰※ $母性愛管室実践の2警本
く社会と生渓者の翠慶〉 @雲苦言霊研究 @母性雲雪宮警の釜本技幸喜

@社会・生3誘致※ @審議室警王翠 く務祥雲喜怒学〉

。公衆衛生と総係法規※ く在宅毒霊祭童書〉 @lt警鐘発E霊と審議の釜本※
@社会4草紙と社会保隊※ @地域主襲警蓄を支えるケア @I~主滋惨害警と審議の実銭※

言字額[草、ナーシング・グラフィカWEBサイトへ http://rトgraphicus.medica.co.jpl

f諮しえ語教喜多学饗J1.)'告
従来の「教える・教えられるj鑓係での学翠法ではなく，学留者が自ら問題を解決する

プロセスをとおして学ぶ f問題に基づく学翠法」であるとのPBしを看護教育の現場に

いかに導入するか，いかに進めるか，具体的かつ明解に提示.

@著:B'マジ:ン夕、ー/竹島譲子(窟立看護大学技・校長)

窃定部(5%税込)2.100丹elSBN4・05・152233-4

おける隠地実習に最適なサブテキスト

看護技術のサブテキストとしてNO.lの採用実績

@箆{彦:1t罵慈子(国立審議大学絞・続長)

した審議基礎教育に

議A5半日⑫定価4.830丹市%税込)eISBN4-05ぺ521フ2・9

メデイカル出版事業部
マ145-8502 霊祭京都大田渓...t5也台ヰ司40-5
TEL03-3726-8205 FAX03-3726-885フ

http://www.nursing-gakken.com 



教窓と実践の場をつなぐ事関集

認i
⑧譲舗の笑銭適用を具体的に示し，教材と看護実践の場の理実をつなぐ事部集です。

-演習のみならす，学生の密日学留においても有効に活用できます。

@より学習効果があがるようテーマiこa;じた柔軟な記述方法をとっています。

@看護還程に沿った震認ではアセスメントの根拠を明確!こ記述しています。

..........................警u ，.量二二，脚毒事喝警護護霊 1議 ・・....・............・......
欝剖で学ぶ成人審議学/1 寧摂iで学ぶ審査手審議学
症予級審議書室長警察をもっ成人の議官霊容量際機能医警察唱をもっ~人の護審議 85事'1/186事室 主主儀2，205f司{本体2，10闘将呈5%)188N4，S392， 1221 ，X 

85卒'1/136蓄電 2室長室1，575f号{本体1，500f守÷税5%) 18語N4'8392，1216，3 

欝傍で学ぶ成人審議学/2 事関で学ぶ小売審議学
i高{じ・級i反喜善銭関蓄をもっ~入の審議 5控室喜代議害義務襲警察をもっ貫主人の議議 85卒'1/1921霊 定鐙2.310f号{本体2，200丹十校59苦i188N4'8392，1222'8 

総務/156J警 2室長室1，89日間{本体1，800内+校5%) 18自N4'6392φ1217，1

警察備で学ぶ成人審議学/3 事部で学ぶ母性蕎護学
f"l怒喜義援警警銃撃霊能医審議をもっfit人の審議身体訪露襲警緩E警察そもつ成人の養護 85事'l/168J室主主鐙1，995内{草体1，9∞何十寺霊5%)188N4'8392，1223'6 

85議'1/2121窒窓怒2，520f号{本体2，400汚+絞5%) 18詰N4'8392'1218'X

挙部で学ぶ成人審議学/ヰ 毒事樹で学ぶ鶏神看護学
E選・争率緩襲警童話慰霊撃をもっ~人の塁審議長室箆警護緩際惑をもっ~人の署警護 85学'1/182潔 Jli:慾2，100f号主体2，000f司令設5%)18器削，8392，1224，4

85宇'l/138J電 2室長室1，785符{本体1，7∞丹十銭5%) 18BNふ8392，1219呂

事樹で学ぶ成人審議学/5 響調で学ぷ在宅審議論
議室主著菱総警警察者をもっ~人の議室童数・ 2主滋襲撃緩廃塁塁警をもっ~入の議室霊 85卒'1/152事喜 怒怒1，890f号{本体1，800月十校5%)188悩，8392，1225，2

呂5料/15告爽 2宣告護1，890f号{本体1，800F守十設5%) 18詰N4，8392，1220ぺ

番多額床餐譲の実践!こ菌結する審議の総合等門誌

丹千せ

B 5寺会IJ 112i"i宣伝 1.050伺{税込) 送料100向

年間予約綴務終{数千立念}主主f亙 14.175河(税込}送車ヰサービス

⑮金麗改訂リニユ…アル!

視覚的な議成でより毘やすくなり，発売中!

政訂瓶

接的審謹マニニュアん
共通技術鯖

85辛 656j電鈴aJ552点 2色刻 1)

z主f蕊 6，300内(税込〉 送料450fIl



ヌーヴェjレヒ毘力ワ{立、

日本看護研究学会学術

議々のご発展を

お祈り申し上げます。

討OUVELLE
開霞8援兵留轟

看護学@産学書出張)tーヴzJlt臨盟掲ワ

舎の

東京都千代田区九段北1・12幽 14〒102心073
〔鰻集]警話 03(3237) 0221 FAX 03 (3237) 0223 

E-mail:editorial@nouvelle附 h.co.jp
[販売]懇話 03(5831) 6633 FAX 03 (3237) 0223 

このマークは、人濁を看る看護をイメージして，人の形を表しています。 i奇時に、
Human being (人)とヌーヴヱルヒロカワのHも表しています。



主襲爵次
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1. 211立紀の保縫援療
2. 21世紀の保健医療の中で看護の果たす投割
3.保健涯療と看護の歴史
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し鑓療と疾病・欝蓄
l.健康の概念
2.筑絹・障害の概念
3. ケア/ケアリングとは鰐か

H. 1莱健医壌のあり方
1.近代援学の発達
2. 21世紀の医療ー看護サービスのあり方
3.患者から見た保{建霞擦の賢
4.先進諸国の援療提供体制とわが国への示唆
5. 日本の塁療保rs糾jlJ疫の改第の方向性と

今後の諜皇室
6. 21被紀の地域i呆{建のあり方
7.介護保険制度の意義と朽ち経み
8.高齢者保健揺祉制度の21ttt*立のあり方
9.保健行政における母子保躍施策の課題と将

来展望
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曜量2，100円 忍 f呆鍵窓嬢・者護に関する法と鎗理
1.医擦論理

1 ) 震設縫怒と;ま一設容翠師会のジュネーブ12言
2) QOLとインフォームド・コンセント
3 )詮譲事故と患者の権利
4 )績報顕示と11話人情報保護，看護記録
5 )生殖医療と法的規3jl]，生鑓コーディネータ-
6 )脳死と鱗器移犠，再生涯学
7)遺伝子の発展と法的・倫理的指題
8 )告知ーがん告知と予後告知
9 )終末期医療と;f;スピス，緩和ケア
10)安楽死と尊厳死
11) クローンと再生医療(ES鋪抱)

2.看護を苦う人たちに閉する法と倫理

器部，看護職者，各専門分野の先生方が協関で

議集・犠撃し，政策縦方轄をもって，社会的，

論理的規点に義づいた欝の高い審議の実藤に役

立つように議築しています欄

N. i菜健寵療・看護の経;斉議
l.日本における法療経済と部題点
1 看護とお金

1) [支読経済・看護経済
2 )診療報餅の仕組みと者護の対fI返
3) [愛読における費Jft対効果，佳境看護サ

ーピスの経時評偲i

女現在の保護・霞議・審護を総合的に把議し， 21 

1討さの諜鍵悲擦の中で看護が薬たす役割を考え

ていく必要があります.そのため，キーコンセ

プトを「保鑑・藍擦・看護誌伺のためにあるの

かjとしています，
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建議現代の看護で震詣する多くの課題を，保健ー陸擦・

審議の過去の歴史，現在の状況，これからの展開，

法と鎗理，経済誌などを騒まえて，考えていくこと

児これからの保健室療と審議
l.ヘルスプロモーションと者諮
2.挟務管理と
3. 1)ハピリテー

付鐸:用語解説

ができるように編集しています.

ョンと

令消費税が加算されます.

東京都千代田監九設北1ぺ会14マ102-0073
T豆L03-3237-0221 (fモ) FAX03輪 3237-0223

時oUVELLE 
関誌G夜長関A ヌーヴェjしをこ騒tJワ



議議中嵩紀態子
中器 臨子 爵擦箆療摺祉大学教授

前原遊子

高諮子

196ア年創刊の雑誌 f看護研究j第1.--....25巻のなかから選ばれた

論文集。今日では入手臨難な賓謹な文献が数多く揚載され，告施設

や密書館，教育者・ ~ff究者だけでなく，学生，臨床審議師もお携の語。

器量85 j要308 2003年 定価3.780丹{本階部間十善泌総) [18呂出ヰ260-33271・6)

番組5 潔304 2003年 定締3.780肉体体3.600f号令部警告)日SBNヰ260-33282ぺ]

銭円

。
8
 

ア僑定年

鵠

議

出

鱗
題
初

旬

管

糾

一

郎事ム

2肖繁税率変更の議会、上記:iEflliil主税率の幾重重分変獲になります。




